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刊行ごあいさつ � ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �
糖尿病を怖い病気でなくするʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ学ɹࢁຊɹɹത �
育児支援と多文化共生によるＤ＆Ｉʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ɹ෭学ʢڭҭ୲ʣɾྲྀަࡍࠃηϯλʔɹࢤଜɹɹܙ �
流体の運動が熱・物質の移動を決めるɹ෭学ʢڀݚ୲ʣ݉ αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊɾڭतɹଜɹൟஉ �

知識をより良く共有・活用できるシステム構築を�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ాɹ๕߂ �
スポーツ用高性能マシンの研究開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹञҪɹɹ ��
熱流体分野からエネルギー産業への貢献を目指すʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹՎݪཅҰ ��
熱流体デバイスの高性能化を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ大ɹɹݩ ��
ものを作って試して測って壊すʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ߳ɹത೭ ��
やわらかい材料の界面をみる，つくる，いかすʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹപ୩ɹૉ༸ ��
作業者と工場にやさしい産業機械を開発するʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ɹ༞྄ ��
分布系形状最適設計手法の開発ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ࢙ɹɹۚ ��
加工技術はものづくりの基本ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡉɹɹߊ ��
金属製品・部品の形状と特性を制御する�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹݪږ ��
現場を変えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹसɹਅҰ ��
メカトロニクス機器の開発と制御ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹਖ਼ར ��
センサ・フュージョン，運動力学解析による新情報の創出ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹኍɹɹܓ ��
磁性材料を用いたエネルギー・通信応用技術�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹጏ࣏ ��
自然の中の“電気”を見るセンサーの開発� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԼɹࡾ ��
人工知能によるココロの理解と産業への応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹֿݪɹ༞ี ��
価値ある情報を価値ある形で提供ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡔຊɹҰຏ ��
複雑なシステムに隠された単純な数理を探してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜࢁɹ立ਓ ��
コミュニケーションと脳の不思議に述語的統一で迫るʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ౻ݪɹਖ਼ ��
カオス理論を光デバイス研究に応用ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࣰݪɹɹ৾ ��
量子ウォーク／量子の世界の酔っ払いの数理ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླɹষే ��

その人らしく生きることを支えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ℄ాਅ༝ඒ ��
スキンケアを通してがん患者の生活をいきいきとʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ松Ҫɹ༏ࢠ ��
喘息の子どもによい運動と環境を考え中ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ∁ɹ༞հ ��
医療分野で起こる感染症を、看護実践で最小限にしたい�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҏ౻ɹಓࢠ ��
足のむくみに苦しむ多くの人たちを救いたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ্ాɹөඒ ��
睡眠についてʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹՃ౻ɹઍՆ ��
リンパ浮腫のセルフケアをお手伝いしたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླ༝ґࢠ ��
その人のストレングス（つよみ）に注目ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹยࢁɹඒึ ��
認知リハビリテーションで多くの人を支えたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ૬্ɹࢠ ��
見えなかったものを「見える」化し、我慢させない�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹՂࢠ ��
重症患者の声なき声に応えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁಸࢠ ��
人の手の力と人との絆をケアにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ઘɹ༝ඒ ��
「食べて、笑って、自分らしく老いる」を支えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ༪ాɹܙཧ ��
高齢者の望む「自分らしい生活」を叶えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹ༟ࢠ ��
すべての子どもたちに良好な睡眠をʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ాɹɹѸ ��
発達に特性のある子どもとその家族の支援者になるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹલాɹगඒ ��
女性と母子の健育づくり・食育をお手伝いします�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࡔຊΊ͙Έ ��
妊婦健康診査実習をルーブリックで学びやすくʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁɹو ��
妊産褥婦と子ども、家族の幸せのお手伝い�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹཹ࢘ٱཧࢠ ��
支援のユニバーサルデザインを目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹඒ ��
「地域で自分らしく暮らす」を支えたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹޱɹඒ ��
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保健師の「困った」や地域の健康を共に考えたい！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதాɹ໌ܙ ��
幸せになるための健康管理ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాඒஐࢠ ��
データと“健康”を結びつける� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ௩୩ɹ߂࠽ ��

世界初の医療機器を作りたいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԬɹೋ ��
脳病態の解明に機能と形態の融合で迫るʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹӜɹ߂थ ��
「解剖学」を追究したいʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాɹنߒ ��
人工知能は人を超えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ౻ాɹҰण ��
画像解析技術による医療支援ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҪᖒɹ७ࢠ ��
光で開拓する未来の医療ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࢁԬɹఓٱ ��
後にきっと助かる、高齢者に対するヘルスケアと医療支援システムの研究開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹཥɹɹᏤ ��
脳波を使った新しいリハビリ機器を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹڮຊɹହ ��
健康増進のための技術・研究開発�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹխಓ ��
先天性心疾患治療を目指す未来の人工臓器研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹాࢁɹতത ��
臨床工学領域研究の成果による医療安全への貢献ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹࠤ౻ɹٓഢ ��
より簡便な「測れる」の実現を目指してʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹླɹҮే ��

言語を社会との関係で捉える研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹԬଜɹɹప ��
自分たちの「あたりまえ」が外から操作され勝手に語られる？ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹḏ୩ɹໜथ ��
映画で理解するアメリカ文化・アメリカ先住民の歴史�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ݪɹจӴ ��
地域の観光は地域がつくるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதࢠࢠو ��
文化を基盤とした真に豊かな社会を築くためにʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹேɹ༝ر ��
Regional Advantage in a Global Economy�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹਗ਼ɹɹ߶࣏ ��
変化する環境の中で、幸福な生活を送るために�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜɹɹ ��
スポーツツーリズムは街に魅力的なイメージを与えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹޫܚ ��
日本海地域からアジアと世界の激動を理解するʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹɹɹҎߐ ��
民主化と今日の王権の位相ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹౡɹɹ܆ ��
人の国際移動からグローバル化時代の諸問題を考えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ݄ɹɹѮ ��
国際貿易の視点から世界を俯瞰する！ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹҰϊ೭ ��
日本文学の「古典」を書いてあるとおりに読むʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹଜɹɹ૱ ��
日英対照から見えてくることばの世界ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ௰ɹɹ ��
効果的な言語学習方法を多様なアプローチで探求ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹౡɹढ़ ��
Understanding the Encounter with the International Other� ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ɹσχεɾϋʔϞϯ ��
昔の人は漢字をどのように読んでいたかʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹڮຊɹࢠو ��
他者視点の地域文学研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹṄɹɹ小ᠳ ��
「テクスト」を軸とした基礎研究・応用研究�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ୯ɹɹᢳ䆾 ��

目指すは、まちづくりのハード・ソフトの融合研究ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ∁ࢁɹ७Ұ ��
「持続可能性」の哲学的基礎付けʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹӬ৹Ұ ��
マヤ文明遺跡の発掘調査を通して古代文明の謎に挑むʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹதଜɹҰ ��
マヤ文明圏の南東端から往時の地域間交流を考えるʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜɹ小ɹխ༸ ��

研究者氏名索引  �ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��
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　公立小松大学専任教員全員の経歴と専門分野および研究アクティビティーを紹介する「研究

シーズ集・研究者要覧」第6集をお届けします。

　本冊子によって，公立小松大学がどのような人的知的資源を擁するかをご理解いただき，技術

相談，シーズ・ニーズマッチング，共同研究といった産官学金民言連携の創出・発展や，専門分野

や機関・地域の垣根を超えたコラボレーションが促進されるところとなれば，幸いです。

　生化学者アーサー・コーンバーグ1）は，「発明は必要の母」といいました。発明・発見は，新しい

製品，市場，産業，雇用を生み出しうるからです。そう遠くない将来，公立小松大学の研究や社

会連携から，そのようなイノベーションが生まれることを希っております。

　本学は，工学系，医系，文系の3学部4学科と，それらに接続し分野横断的な教育研究を行う

1研究科3専攻を擁する総合大学です。産官学連携やコラボレーション，そしてイノベーションは理

系からも文系からも生まれます。米国カリフォルニア大学サンフランシスコ校でなされた，学習障害

のある子どものための学習システムの開発と起業化2）は，文理融合の成功例として有名です。

　基礎研究も重要です。プリンストン高等研究所を開設したエイブラハム・フレクスナー 3）は，ファ

ラデー，マクスウェル，アインシュタインらを例に挙げ，usefulness（効用）を意識することなく，素朴

な curiosity（好奇心） から発した研究が如何に大きな恩恵を人類にもたらしたかを強調していま

す。大学は，地道な基盤的な研究も気長に支援し，未来を創造する仕事と人を育てて行かねば

なりません。それが，私たちの国日本を活性化する道でもあると思います。
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その他
　地域への大学の知の還元を目指し、年1回程度、ゲストスピー
カーを招き「市民公開フォーラム」を開催したり、地域の伝統的な
お祭りや行事、ボラ
ンティア活動などの
学生参加を促進し
ています。

　公立小松大学Ҭ࿈ܞਪਐηϯλʔɺ本学ͷҬ࿈׆ܞಈͷ૭ޱͱ͠ ͯɺ࢈学࿈׆ܞಈΛࢧԉͯ͠い·
͢ɻ大学ͷ༗͢Δਓతݯࢿత࢈ࢿɺࢪઃͳͲΛ׆༻͠ɺҬʹ͓͚ΔਓࡐҭΠϊϕʔγϣϯͷग़ɺۀ࢈
ͷൃలɺҬҩྍͷ্ɺࡍࠃԽͷਐలʹ͚ͨऔΓΈΛਐΊͯい·͢ɻ　

共同研究、受託研究等のご相談
　大学と共同研究をしたい、大学の研究成果を知りたい、技術課題の解決に協力してほしいなど、産官学連携全般および共同研究・
技術相談等のご相談に応じます。産官学連携担当特任教授がご相談を伺い、最適な研究者をご紹介し、研究開発プロジェクトの実
施を支援します。

こまつ市民大学の開講
　小松市、小松商工会議所、まちづくり市民財団、社会福祉協議会と
連携し、市民向け講座を開講しています。「地域づくり」「ライフスタイル」
「スキルアップ」などのカテゴリーに応じ、本学教員もさまざまな講座を担
当しています。

社会人教育の推進
●ものづくり人材スキルアッププログラム
　地域のものづくり企業の従業員を対象に、ものづくりに必要な知識を一貫して体系的に学ぶ事ができる実践的な教育プログラムを
開催しています。目的に合わせた、生産管理技術（Ａコース）、工場経営管理（Ｂコース）の2つの選択コースと、すべての科目を履
修する総合コースがあります。　　　　　　　　　　　　　 ˞૯߹ίʔεɺจ෦Պ学ল৬࣮ۀફྗҭϓϩάϥϜʢ̗̥ ʣʹ ೝఆ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

●資格取得支援講座
　品質管理検定（ＱＣ検定）など、資格取得を支援しています。

ʢ�ʣࣄ�ہͰͷدෟɹɹ҄Ωϟϯύεʢ�֊ʣ͓ӽ͠
͍ͩ͘͞ɻۚݱͷΈͰͷडͱͳΓ·͢ɻ

ʢ�ʣ�Πϯλʔωοτ͔Βͷ͓ਃࠐΈʢΫϨδοτΧʔυܾࡁɺί
ϯϏχܾࡁɺ1BZ�FBTZܾࡁʹΑΔ͓ࢧ͍ʣɹຊ学ϗʔ
Ϝϖʔδ͔ΒΞΫηε͍ͯͩ͘͠͞ɻ

ʬ੫๏্の༏۰ાஔʭ
ෟɺ͍دෟɺ๏ਓ͔Βͷدਓ͔Βͷݸ ͣΕ
੫๏্ͷ༏۰ાஔΛड͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖·
͢ɻৄ͘͠ɺຊ学ϗʔϜϖʔδͰ֬͝ೝ͘
͍ͩ͞ɻ

ɹओʹຊ学ͷ学ੜम学ɺڭҭڀݚɺҬݙߩɺྲྀަࡍࠃɺΩϟ
ϯύεڥඋʹΔۀࣄΛࢧԉ͠ɺΑΓҰͷॆ࣮ΛਤΔ
ͨΊʹ׆༻͍͖ͤͯͨͩ͞·͢ɻ
ɹ͝ࢧԉ͝ྗڠͷ΄ͲɺΑΖ͓͍͍ͨ͘͠͠ئ·͢ɻ

ʬओな׆༻༧ఆʭ
学ੜम学ڥඋۀࣄʗۀࣄྲྀަࡍࠃʗڭҭɾڥڀݚ
උۀࣄʗΩϟϯύεڥඋۀࣄʗҬۀࣄݙߩʗه೦
ɹͳͲۀࣄԉࢧతࡁܦʗ学ੜͷۀࣄ

ʬ͝دෟのํ๏ʭ
ʢ�ʣ�ۚ༥ؔػ૭ޱʢ༣ศہɾΏ͏ͪΐۜߦΛআ͘ʣͰͷৼࠐ
�������˞ຊ学ॴఆͷৼࢴ༺ࠐɺ҄ Ωϟϯύεʢ�֊ʣͰ͍ͯ͠·͢ɻ

ಉ研究ڞ
●本学において企業等から研究経費等を受け入れ、本学の研究者が企業等の研究者と共通の課題について
　共同で研究を行います。
●本学及び企業等において共通の課題について分担して研究を行います。

डୗ研究 ●企業等（委託者）から委託を受けた研究課題について、本学の研究者が研究を行い、
　研究成果を委託者に報告します。

ͦͷଞ
●審議会、委員会の委員の委嘱
●研修会、研究会、勉強会の講師依頼
●各種事業のアドバイザーの委嘱 など

Ҭ࿈ܞਪਐηϯλーʹ͍ͭͯ ҬのֶͼΛ͑ࢧΔ

技術相談、共同研究などの相談は、
ホームページの問い合わせフォームから
お気軽にどうぞ。

教員の研究内容、研究シーズは、
ホームページからもご確認いただけます。

͍߹Θͤ⾣ こまつ市民大学事務局（小松市生涯学習課内）　
〒923-8650 石川県小松市小馬出町91番地　　TEL：0761-24-8128

⾣ෟʹ͍ͭͯͷ͍߹Θͤد 財務課　TEL：0761-48-3101

ެཱখদେֶۚجのدෟの͝Ҋ

� Ҭ՝のղܾに͚て

Ҭとੈքとつな͕Δ

Ҭ࿈ܞਪਐηϯλー ͍߹ΘͤϑΥーϜ

ホーム

地域連携推進センター 技術相談・その他ご相談

大学案内 附属施設»
»
» »

研究シーズ集・研究者要覧

ホーム 研究・産官学連携

研究シーズ集、教育者要覧

» »

シーズ・ニーズマッチングシンポジウム
　研究シーズ（種）とは、将来に可能性を秘めた研究・技術を意味します。大学の研究シーズを広く地域に公開し、地域のニーズと結
び、委託研究や共同研究、地域の課題解決などにつなげていくことを目指して定期的にシンポジウムを開催しています。シンポジウムで
は、教員の研究発表や意見交換などを行います。
　また、学生による卒業研究の中間報告（ポスターセッション）を中心としたシンポジウムも開催しています。学科の特色ある研究内容を
紹介するとともに、地域のものづくり産業への貢献について触れる機会としています。

産官学合同シリコンバレー研修
　2019年3月に開設したシリコンバレーオフィス（アメリカ カリフォ
ルニア州）を拠点に、学生・地域の企業人を対象とした研修やオ
ンラインセミナーなど
を実施しています。
シリコンバレーの起
業文化などを学び、
そこから、地域課題
の解決を探ります。
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生化学，分子細胞生物学の手法を駆使して
成人病性血管障害の成因・病態・克服を探る
　医師として 3 年間臨床に携わった後，生化学者として細胞の死・再生・がん
化のメカニズムや分子進化に関する研究に従事しました。教室を主宰するよ
うになって以後は，糖尿病血管症など，成人病と血管に関する研究を行いま
した。また，金沢大学医学部百五十年史の編纂に関わったことがきっかけと
なり，医史学にも触れるようになりました。

༰ڀݚ

糖尿病血管症の研究

　糖尿病患者の生活の質と生命予後を損ねる元凶は，糖尿病血管症です。私
の研究グループは，糖尿病血管症をひき起す主要環境要因として糖化蛋白，
これに応答する細胞側因子として糖化蛋白受容体を同定しました。これらを
標的とする療法を生み出すことが，糖尿病を怖い病気でなくする一戦略と考
えられます。糖化蛋白の受容・シグナリングとその拮抗・遮断の影響をうけな
い糖化蛋白受容体の別部位が，親子関係の構築に重要な絆ホルモン（別名，オ
キシトシン）の脳移行を担うことも明らかにできました（図）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ಛڐɿՄ༹ܕRAGEλϯύΫ࣭ʢຊୈ3837494߸ɼυΠ
π60226425.1-08ɼΠΪϦε1380593ɼϑϥϯε1380593ɼ
ถ7485697ࠃʣ

˙ ٕज़Ҡసɿ্هಛ͖ͮجʹڐɼஅࢼༀesRAGE ELISA 
kitΛถࠃB-BridgeࣾʹϥΠηϯγϯά

受賞
˙ 2007ɹຊප߹ซ学ձExpert Investigator Award
˙ 2014ɹຊප学ձϋʔήυʔϯ
˙ 2015ɹੴςϨϏ
˙ 2021ɹຊප߹ซ学ձDistinguished Investigator Award

論文
˙ Yamamoto H et al. Streptozotocin and alloxan induce 

DNA strand breaks and poly(ADP-ribose) synthetase 
in pancreatic islets. Nature 294, 284-6, 1981

˙ Yamamoto H et al. Mosaic evolution of prepropancreatic 
polypeptide. J Biol Chem 261(14), 6156-9, 1986

˙ Yamamoto H and Yamamoto Y. Evolution and diabetic 
vasculopathy. Journal of Diabetes Investigation 
13(7),1111-3, 2022

書籍等出版物
˙ Molecular Biology of the Islets of Langerhans ஶɼڞ

Cambridge University Pressɼ1990ɼ2008
˙ʰҩ学ͷͨΊͷૅجࡉࢠ๔ੜ学 ɼɦڞฤஶɼೆࢁಊɼ

1997ɼ1999ɼ2001
˙ʰͷҩͷྲྀݯΛ๚Ͷͯ ɼɦ୯ஶɼલాॻళɼ2020

講演・口頭発表等
˙ RAGE and diabetic nephropathy. Gordon Conference 

on Endothelial Cell Phenotypes in Health and 
Diseaseɼ20088݄

˙ ප߹ซͷҼɾපଶɾࠀʹؔ͢Δૅجతڀݚɼ
ຊප学ձϋʔήυʔϯडߨԋɼ20145݄

競争的資金等の研究課題
˙ʮප݂ͷൃͱࢭͷߏػࢠʯຊ学ज़ৼڵձ
ະདྷ։学ज़ڀݚਪਐۀࣄʢ1997ʙ2001ʣ

˙ʮੈ࣍ΠϯλʔϑΣʔεϝσΟγϯʹΑΔੜ׆श׳පͷ
ֵ৽త༧ɾஅɾྍ࣏ͷͨΊͷڀݚʯจ෦Պ学লಛผ
අʢ2012ʙ2016ʣܦڀݚ

社会貢献活動
˙ International Journal of Cell Biology of Disease Co-

Editorʢ2002ʙࡏݱʣ
˙ Journal of Diabetes Investigation Editorʢ2009ʙࡏݱʣ
˙ʢ公ࡒʣୈҰڞࡾੜ໋Պ学ৼஂࡒڵཧࣄʢ2014ʙࡏݱʣ
˙ʢ公ࡒʣླສฏපஂࡒཧࣄʢ2015ʙࡏݱʣ
˙ ླ大ɾాزଟه೦ۚ大学ࡍࠃ࣮ߦҕһ
ʢ2017ʙࡏݱʣ

˙ Journal of Low Dimensional Systems Editorʢ2018ʙࡏݱʣ

࢜ຊ�ത�学ҩ学തࢁ
Hiroshi Yamamoto

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学ɹҩ学෦ɹଔۀ
����ɹࢁҩՊༀՊ大学ɹҩ学෦ɹॿख
����ɹ౦大学ɹҩ学෦ɹॿڭत
����ɹۚ大学ɹҩ学෦ɹڭत
����ɹۚ大学ɹཧࣄʢࡍࠃɾෟଐපӃɾಉ૭ձ୲ʣɾ෭学
����ɹ公立小松大学ɹ学
ڀݚ
ੜԽ学
ॴଐֶڠձ
ຊੜԽ学ձʢ����ʙࡏݱʣɺຊප学ձʢ����ʙࡏݱʣɺ
ຊප߹ซ学ձʢ����ʙࡏݱʣɺຊ݂ੜҩ学ձձʢ����ʙ����ʣɺ
ϒϧΨϦΞࡉ๔ੜ学ձ໊༪ձһʢ����ʙࡏݱʣɺ
ຊ݂ੜҩ学ձ໊༪ձһʢ����ʙࡏݱʣɺҩ࢙学ձձʢ����ʙ����ʣ

糖
尿
病
を
怖
い
病
気
で
な
く
す
る

糖尿病，血管医学，医史学

ੜԽֶɼ݂ ੜҩ
ֶɼපֶɼҩֶ࢙

ֶɹ 1SFTJEFOU
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多胎家庭支援、ドイツの移民政策、外国人市民支援

　専門分野はドイツ学、多胎家庭支援、キリスト教学である。現在の研
究としては、ドイツ学ではドイツの移民・難民政策（特に、「統合コース」

（Integrationskurs））を参考にした日本社会における外国人市民のピア・サ
ポート活動に関する実践的研究、多胎家庭支援では地域ネットや地域の子育
て拠点をベースとしたピア・サポート活動等についてである。

༰ڀݚ

地域における外国人市民のピア・サポート
地域と協働した多胎家庭支援
ドイツの「地域の母」（Stadtteil Mütter）事業を参考にして、石川県におい
て外国人市民のためのピア・サポート活動の実践的研究を行っている。同事
業の研修プログラムを参考にしつつ、ピア・サポーター研修プログラムを開
発し、それを試行する予定である。また、日本各地の地域ネットや子育て拠
点をベースに展開している多胎家庭へのピア・サポート活動において、ピア・
サポートに参加したサポーターの自己肯定感のエンカレッジについてアン
ケートに基づく調査研究を予定している。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭͱڠಇͨ͠ଟՈఉࢧԉ
˙ Ҭʹ͓͚Δ֎ࠃਓࢢຽͷϐΞɾαϙʔτ
˙ ଟจԽڞੜࡦࢪ

論文
˙ „Musikleben im deutschen Pachtgebiet Tsingtau 1897-

1914.l SHIMURA, Megumi h ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥ
ूɹޠݴɾจ学Ἣʱୈ11߸ɺ17ʙ51ɺ20193݄

˙ʮʮ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷຊࣾձదԠɾఆணϓϩάϥϜʯͷ։
ൃͷͨΊͷχʔζௐࠪใࠂʯࢤଜܙɺਂᖒͷͧΈɺѨ෦Ѫࠫ
大h ࡦޠݴ ʢɦຊޠݴࡦ学ձʣୈ16߸69-82ɺ20203݄ɻ

˙ʮυΠπͷΦϦΤϯςʔγϣϯίʔεʢOrientierungskursʣ
ʹ͍ͭͯɹʕ֎ࠃਓٕ࣮शੜ༻ͷʰຊͷੜ׆Ҋʱͱ
ΦϦΤϯςʔγϣϯίʔεͷڭՊॻΛൺֱͯ͠ʕʯࢤଜܙ
ʰۚ大学لߏػࡍࠃཁʱୈ3߸25-38ɺ20213݄
˙ „Leichenredenl von Kurt Marti. SHIMURA, Megumih ۚ
大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɹޠݴɾจ学Ἣʱୈ14߸ʣɺ
1ʙ12ɺ20223݄

˙ʮଟՈఉͷࢧԉͷඞཁੑͱͦͷํ͑ߟʯࢤଜܙɺ松
༿ܟจɺ松ຊ݄࠼ʰपظ࢈ҩ学ʱ529ר߸ɺ1193-119ɺ
20229݄

書籍等出版物
˙ ϰΣϧφʔɾϑʔτɿh ཧओٛɹ͔֬͞ͷಀආݪ ʢɦࢤ
ଜܙ༁ʣ৽ڭग़൛ࣾɺ2002

˙ʰϑϨʔϑϨʔɺ͓͞ΜʂϑϨʔϑϨʔɺ͓͞Μʂɹ
ʙ;͔ͨ͝Β͓͞Μ͓͞Μʹ͍͑ͨ͜ͱʱࢤଜܙ
ʮ;ͨ͝ϙέοτϒοΫγϦʔζNo.5ʯຊଟࢧԉڠ
ձɺ202012݄

講演・口頭発表等
˙ʮϐΞɾαϙʔτ׆ಈͱͯ͠ͷʮҬͷʯۀࣄɹʕσϡο
ηϧυϧϑࢢʹ͓͚Δ༧උௐࠪΛͱʹʕʯࢤଜܙɺຊ
ಠจ学ձࢧ෦2023ൃڀݚදձɺ202311݄11

競争的資金等の研究課題
˙ʮͳͥυΠπਓဳྂୈΛॳԋͰ͖ͨͷ͔ʁυΠπેआ
ݚʢڀݚઓత๖ժݚಈʹ͍ͭͯʯՊ׆ͷ੨ౡͷԻָ࣌
දऀʣɺ2015-16ڀ

˙ʮʮ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷຊࣾձదԠɾఆணϓϩάϥϜʯͷ։
ൃɾߦࢼʯՊجݚ൫ڀݚʢCʣʢڀݚදऀʣ2018-2022

˙ʮҬڞੜࣾձΛ͢ࢦɺ֎ࠃਓࢢຽͷͨΊͷϐΞαϙʔ
τɾϓϩάϥϜͷ։ൃɾߦࢼʯՊجݚ൫ڀݚʢCʣʢڀݚ
දऀʣ2023-2025

社会貢献活動
˙ Ұൠࣾஂ๏ਓʮຊଟࢧԉڠձʯදཧࣄ
˙ NPO๏ਓʮͨͿΜ͔ڠಇωοτϫʔΫʯཧࣄ
˙ ຊੜڀݚࣇ学ձʢձɿ2020-21ʣ
˙ ੴڠྲྀަࡍࠃݝձධٞһʢ2020-23ʣ
˙ ۚ࢞ࢢຓྲྀަࢢҕһձҕһʢ2022-23ʣ
˙ ੴݝઓུձٞʮੑݸ๛͔ͳҬͮ͘Γ෦ձʯҕһ
ʢ2022-23ʣ

࢜ηϯλʔจ学मྲྀަࡍࠃҭ୲ʣɾڭ�෭学ʢܙ�ଜࢤ
Megumi Shimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ໊ݹ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔલظʢυΠπจ学ઐ߈ʣ�मྃ
�������ɹυΠπŋϛϡϯϔϯ大学�学学෦�ཹ学ʢυΠπ学ज़ަྲྀձʣ
����ɹ໊ݹ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔظޙʢυΠπจ学ઐ߈ʣ�தୀ
����ɹ໊ݹ大学�จ学෦�ॿखʢυΠπจ学ࣨڀݚʣ
����ɹۚ大学�จ学෦ࢣߨ�ʢυΠπޠ学ɾυΠπจ学ίʔεʣ
����ɹۚ大学�จ学෦�ॿڭत
����ɹۚ大学�ਓؒࣾձ学Ҭࡍࠃ学ྨڭ�त
����ɹۚ大学�ཹ学ੜηϯλʔ
����ɹۚ大学�学ิ ୲ɿ૯߹૬ஊࣨ૯ׅ૬ஊһʣࢭʢϋϥεϝϯτࠤ
����ɹۚ大学ࡍࠃ�学ྨ
����ɹۚ大学�෭学
����ɹ公立小松大学�ཧࣄɾ෭学
ڀݚ
υΠπͷҠຽࡦɺଟՈఉࢧԉɺจ学ʹ͓͚Δʮ;ͨ͝ʯ
ॴଐֶڠձ
ຊಠจ学ձɺΩϦετ࢙ڭ学ձɺຊੜڀݚࣇ学ձɺຊ公ऺӴੜ学ձɺຊޠݴࡦ学ձɺຊϐΞαϙʔτ学ձ

育
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援
と
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生
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る

Ｄ
＆
Ｉ

移民政策、多胎家庭支援、ビアサポート、多文化共生、ドイツ社会

ϐΞɾαϙʔτΛར༻したଟจԽڞੜ
ԉࢧಇしたଟՈఉڠɺҬとࡦࢪ
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伝熱工学を用いた、エネルギー機器や
自然環境における熱や物質移動についての解析
　放射による熱移動を除くと、熱や物質の移動形態は二つに大別される。一
つは熱拡散や分子拡散に基づく移動で、ミクロなスケールでは支配的な働き
を持つ。しかし、人間の体のスケール以上の大きさになると、流動するガスや
水により運ばれる熱や物質の量が支配的になる。このような現象を対流によ
る移動とか移流による移動とか呼ぶ。対流により運ばれる熱量を解析するた
めには、まず流れ場を解く必要がある。特に、浮力が流体運動の駆動力になる
場合は、流れ場が温度場に依存するため、流れ場と温度場が互いに影響を及
ぼすことになり、解析が極めて困難となる。このような問題は自然対流と呼
ばれ、やかんでお湯を沸かすという卑近な例から、都市のヒートアイランド
現象や惑星規模の大気や地下マントルの運動まで広く存在している。

༰ڀݚ

種々の機器やエネルギーシステム、社会インフラ、
および自然環境における熱や物質移動の解析
　自然対流により、閉空間に水平に設置された円柱状の熱交換器の性能が時
刻と共にどのように変化してゆくかを予測した計算例を図に示す。これは、
自然対流による熱交換面からの放熱量を時間の関数として表示したもので
ある。周囲の流体の温度上昇に伴い、対流による放熱が抑えられ、やがて熱交
換器としての機能が失われてしまう。このような過程も、自然対流のメカニ
ズムについての詳細な解析を行うことにより予測することが可能である。
図には理論解析の結果が、数値解析（数値実験）の結果と良く一致しているこ
とを示している。スケール解析と呼ばれるこのような理論解析の手法は様々
な熱・物質移動現象について適用可能であり、機械システムから地熱エネル
ギー利用技術や大気の運動などの大規模な現象まで扱うことができる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҡಈʹ͍ͭͯͷղੳ
˙ ମͷӡಈͱͦΕʹ͏ɾ࣭Ҡಈྲྀڥ
˙ தར༻ͱΤωϧΪʔ։ൃ

受賞
˙ G.I.Taylor Memorial Lecture, Int. Symp. of ISTAMʢ2015ʣ
˙ PCTFEݙߩʢ2010ʣ
˙ JOHN ATANASOFF SOCIETY OF AUTOMATICS AND 

INFORMATICS FEDERATION OF THE SCIENTIFIC 
ENGINEERING UNIONS ༏लจʢ2010ʣ

˙ ຊػց学ձຊػց学ձྲྀମ学෦ݙߩʢ2006ʣ
˙ Պ学ٕज़ிՊ学ٕज़ிൃ໌બఆʢ1992ʣ
˙ ຊ学ձຊ学ձจʢ1989ʣ
˙ ίϩϥυ大学大学Ӄతڀݚʢ1983ʣ

論文
˙ 小ܕϑϩʔϕΫτϧηϯαͷ3ݩ࣍γϛϡϨʔγϣϯ
٢ాɺۚԬɺଜɺ໖ɺ小松ɺຊػց学ձจू2021
87902ר߸p.21-00110

 DOI https://cloi.org110.1299/transjsme.21-00110
˙ Numerical Analysis of the Effects of Rotating Wind 

Turbine Blades on the Aerodynamic Forces Acting on 
Tower, T. Kono, S. Nebucho 1, T. Kogaki, T. Kiwata, 
S. Kimura and N. Komatsu, Energies 2017, 10, 121; 
doi:10.3390/en10010121

˙ On realizable convection patterns in a saturated 
porous square section, Kimura, S., Ishikawa, N., 
Komatsu, N, Journal of Heat and Technology, 34 (1), 
91-94, 2016

˙ Can Natural Convection Alone Explain the Mpemba 
Effect ? Vynnycky M, Kimura S, Int. J. Heat Mass 
Transfer, Vol.80, 243-255, 2015

書籍等出版物
˙ 2015 S.Kimura Chap.24 Groundwater Flows and 

Velocity Measurements (Handbook of Porous Media 
edited by Kambiz Vafai) Taylor & Francis

講演・口頭発表等
˙ 2020 Shigeo Kimura, Keynote Speaker, Expert 

workshop on Sustainable Energy Transition in Asia, 
भ大学ΤωϧΪʔΟʔΫ2020

競争的資金等の研究課題
˙ 20149݄ʵ20193݄NEDO࠶ੜՄΤωϧΪʔར༻ٕ
ज़։ൃʮதྲྀਫར༻ܕΫϩʔζυγεςϜٕज़։ൃʯ

社会貢献活動
˙ NEDOʮൃిٕज़ʯٕ ज़ݕ౼ҕһձҕһʢ2014-2018ʣ
˙ ຊػց学ձཧࣄʢ2012-2014ʣ
˙ bSTRPM` Associate Editorʢ2011ʵࡏݱʣ
˙ bJ. of Porous Media` Associate Editorʢ2011ʵࡏݱʣ
˙ bTransport in Porous Media` Editorial Boardʢ2005ʵࡏݱʣ

ଜ�ൟஉ�෭学ʢڀݚ୲ʣ݉αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊɾڭत1I�%�.FDIBOJDBM�&OHJOFFSJOH
Shigeo Kimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹίϩϥυ大学大学Ӄ�学ڀݚՊػ�ց学ઐ߈�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ௨ۀ࢈লٕۀ�ज़Ӄ�౦ٕۀज़ݧࢼॴڀݚ�һ
����ɹۚ大学�学෦ػ�ػց学Պڭ�त
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
学���ྲྀମ学���ΤωϧΪʔྲྀڥ���ମ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺຊ学ձɺຊԼਫ学ձɺຊ学ձɺຊྲྀମྗ学ձɺΞϝϦΧػց学ձ

流
体
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熱物質移動現象、熱設計、地熱、地中熱、局地大気の運動、
湖沼水の運動

 ɾֶྲྀڥମ

ਤɽดۭؒͷ
ɹɹަ͔ثΒ
ɹɹͷ์ੑͷ
ɹɹ࣌ܦมԽ
ॎ࣠ɿແݩ࣍ྲྀྔ
ԣ࣠ɿແؒ࣌ݩ࣍
ɹɹɹஆ৭ߴԹҬ
ɹɹɹפ৭ԹҬ
ɹɹɹΛࣔ͢
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スマートXの実現を目指してデジタル技術を駆使、
人を中心としたシステム構築
スマートファクトリーやスマートホームといった次世代のスマート Xを

標榜するシステム構築が急速に進展している。そのベースにはクラウドや
IoT、AIなどのいわゆるデジタル技術を駆使したシステム開発があり、大き
な社会変革へと繋がろうとしている。一方で、この変革の中でもユーザであ
る人を中心にあらゆるシステムは構築されるべきであり、そのために蓄積さ
れた人の知識を抽出し、あるいは新たな知識を創成して、より広く、簡便に、
効率的に共有・活用できるシステム構築を目指す。

༰ڀݚ

工場での製品異常の発見や、オフィスでの文書校正など、
具体的なシステム開発を通して
これまでの研究事例として、①工場での製品概観検査は人手に依存するこ
とが多いので、AIを用いて傷などを画像検査したいという要望に対して、製
造工程では正常画像のみで異常を発見できるようにすることが重要と考え、
画像生成系の AIを応用することによって実現可能であることを示した。②
オフィスでは外部に公開する文書を作成担当者と校正者が協力して文書を
リバイスしている。この校正作業中に文書ファイルをバージョン管理してそ
の差分データを収集し、このデータから校正ルールを自動抽出して実際の文
書作成業務において有効性を確認した。③無呼吸症候群のスクリーニングは

パルスオキシメーター

を用いる方法が採られ
ているが、スマホアプリ
でより容易に実現でき
るように睡眠時の胸部
周辺動画、及び同時に録
音したいびき音を統合
して解析し無呼吸状態
の検出が可能であるこ
とを確認した。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ςΩετϚΠχϯάΛ༻͍ͨిࢠϝʔϧࣗಈ
˙ จॻܾۀࡋࢧԉγεςϜͷ։ൃͱӡ༻ධՁ
˙ ૬ؔϧʔϧΛ༻͍ͨจॻߍਖ਼ࢧԉγεςϜ
˙ ແٵݺީݕ܈γεςϜͷ։ൃ

論文
˙ ख़࿅ٕऀͷ฿ใୡʹΑΔܕޡࡨߦࢼλεΫࢧԉɼ
্ా๕߂ɼՃ౻ɼଜय़ɼి ɼࢽใ௨৴学ձจࢠ
Vol.J82-AɼNo.5ɼpp.726-735

˙ Applying AHP to Preference Analysis by Dynamic 
Judgments -A Study of Adaptation and Identifi cation of 
Odor- Yoshihiro Ueda, Naotaka Kato, Shinji Furukawa, 
Haruhiko Kimura, Takashi Oyabu,, Journal of Advanced 
Computational Intelligence,Vol.5 , No.4, pp.213-219

˙ ςΩετϚΠχϯάͱڧԽ学शΛ༻͍ͨిࢠϝʔϧࣗಈɼ
্ా๕߂ɼాਔࢤɼՃ౻ɼྛ ɼೆ໌ࠀ อӳɼଜय़ɼ
ɼVol.J87-D-ᶗɼNo.10ɼpp.887-898ࢽใ௨৴学ձจࢠి

˙ Assessing Machine Condition Using MLP and VAE-
Based Classifiers Using Acceleration Sensor Data, 
Takehiro Kasahara, Yuji Yonezawa, Yoshihiro Ueda,  
Hidetaka Nambo, Proceedings of the Thirteenth 
International Conference on Management Science 
and Engineering Management, June 2019, pp.581-591

講演・口頭発表等
˙ ग़γεςϜݕ൫ϋʔωεࣗಈઢஔʹ͓͚ΔҐஔޚ੍
ͷ։ൃɼּݪതɼ্ా๕߂ɼଞɼిࢠใ௨৴学ձ
2009૯߹大ձɼฏ213݄17

˙ ඇ৮ݩ࣍ࡾଌఆʹ͓͚Δܾํࢹఆ๏ɼּ തɼ্ݪ ా๕߂ɼ
ଞɼిࢠใ௨৴学ձɹ2011૯߹大ձɼฏ233݄14

˙ ݪɼּػࠪݕग़ͱݕ൫ઢϩϘοτͷͨΊͷҐஔޚ੍
തɼ্ా๕߂ɼଞɼୈ14 ճը૾ͷೝࣝɾཧղγϯϙδ
ϜMIRU2011ɼฏ237݄20

˙ ը૾ॲཧΛ༻͍ͨਭ࣌ແٵݺީݕ܈γεςϜͷ։
ൃɼּݪതɼ্ా๕߂ɼଞɼిؾ学ձέϛΧϧηϯα
ձɼฏ2510݄11ڀݚ

競争的資金等の研究課題
˙ /লۀ࢈ࡁܦͼ࣮༻Խɼٴ։ൃڀݚ൫ࣗಈઢஔͷޚ੍
ੴݝɼத小ۀاɾϕϯνϟʔઓࢧԉۀࣄ/͍͔͠Θ࣍
ੈۀ࢈ϑΝϯυɼฏ19ʙ23

˙ ɼ͍͠ݝ։ൃɼੴڀݚଌʹؔ͢Δܭঢ়ܗͷࡐ෦ܻڮ߯
͔Θੈ࣍ۀ࢈ϑΝϯυɼฏ21ʙ22

˙ ਨܕྗ߅෩ྗൃిஔͷίϯτϩʔϥͷ։ൃɼ࢈ࡁܦ
ॿۚɼฏ21ʙ22ิۀاলɼͷͮ͘Γத小ۀ

˙ ཹஔΧςʔςϧ༻ͷࠔࢹধ੩຺ՄࢹԽثػͷ։ൃɼੴ
ݝɼ͍͔͠Θੈ࣍ۀ࢈ϑΝϯυɼฏ22ʙ24

˙ ൫ٕجলɼઓུతۀ࢈ࡁܦͷ։ൃɼثػࠪݕఈ؟ܕଳܞ
ज़ߴԽࢧԉۀࣄɼฏ23ʙ25

社会貢献活動
˙ ใॲཧ学ձࢧ෦ɹࢧ෦ҕһɺධٞҕһɺࣄװɺॸ
ࣄװʢฏ13ʙ29ʣ

্ా�๕߂�学෦�݉ੜ࢈γεςϜՊ学ઐ߈ɾڭतത࢜ʢ学ʣ
Yoshihiro Ueda

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹܚጯٛक़大学大学Ӄ学ڀݚՊཧ学ઐ߈�म࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ松Լిࣜגۀ࢈ثձࣾ�ೖࣾ
����ɹੴݧࢼۀݝ�ిࢠใ෦ɺاըࢦಋ෦
����ɹۚ大学大学ӃࣗવՊ学ڀݚՊཧใՊ学ઐ߈തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜ学Պڭ�त
ڀݚ
ใ学Ŋใ学���ࣾձɾ̓ શγεςϜ学���ೝՊ学
ॴଐֶڠձ
ใॲཧ学ձɺి 学ձɺిใ௨৴学ձɺਓࢠ ց学ձػ学ձɺຊؾ

知覚情報処理、知識共有、生産性、安全性、協調・連携

ࣝΛΑΓྑ͘ڞ༗・׆༻Ͱ͖Δ
シεςϜߏஙΛ

ਤ1ɽը૾ੜܥAIͷԠ༻ʢ֓ࠪݕ؍ʣ

ਤ2ɽਭ࣌ͷڳ෦पลը૾ɹʢaʣϑϨʔϜ2ը૾ɹʢbʣࠩ ը૾ɹʢcʣࠩྻܥ࣌
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現代スポーツは、各種用具や設備などの
ハードウェアを抜きには考えられない
ハードウェアの高性能化や安全性・快適性向上には、使用者である人の運

動や動作に十分配慮される必要がある。このような学術分野をスポーツ工学
またはスポーツ科学と言い、人の運動力学を中心に従来の機械工学に加え、
人間工学・バイオメカニクス・感性工学などを融合した新しい分野の一つに
位置づけられている。スポーツテクノロジーとヒューマンダイナミクスを
キーワードに、これからの人間社会における豊かな生活の向上に貢献するこ
とを目的として、研究に取り組んでいる。

༰ڀݚ

人工知能（AI）を用いたスポーツマシンの高性能化、
スポーツ工学および機械設計に関する研究
　野球、バドミントン、卓球等のスポーツ用投球機
や発射機の多機能化・高性能化の研究を行ってい
る。図 1は、人工知能（AI）を搭載した野球用四ロー
ラー式ピッチングマシンである。本マシンの投球性
能は、最高速度160km/h、直球はもちろんカーブ、ス
ライダー、フォーク、さらにジャイロボール（図2）等
のすべての球種を投球可能で、コントロールは希望
するコースにボール 2 個未満の高精度で投げ分け
ることができ、プロ野球の一流投手を超える高い投
球能力を持つ。
バドミントン用シャトル発射マシンを図 3に示す。バドミントンのシャト
ルは、僅か 5gと超軽量で破壊しやすく、一方で初速は 200km/h、トップ選手
では 300km/h を超える。この相反する特徴を打破するトップアスリート用
練習マシンを開発した。本マシンの最高
初速は約 300km/h、クリアやスマッシュ
などの数々のストロークを狙ったコース
に発射できる高性能マシンである。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ਓʢAIʣΛ༻͍ͨεϙʔπϚγϯͷੑߴԽ
˙ εϙʔπ学͓Αͼػցઃܭʹؔ͢Δڀݚ

受賞
˙ ᖂ୩学ज़จԽεϙʔπৼஂࡒڵ ᖂ୩学ज़จԽεϙʔπ
ʢ202011݄ʣ

˙ ຊઃܭ学ձࢧ෦ڭҭਪਐʢ20136݄ʣ
˙ ຊઃܭ学ձ౻ӫ࣍༏लઃܭʢ20075݄ʣ
˙ ຊిٕؾज़ऀڠձ 立50पه೦༏लจʢ2005
6݄ʣ

˙ ຊػց学ձ৴ӽࢧ෦༏लߨԋʢ20043݄ʣ

論文
˙ ͷ։ൃɼञҪɼߏػͷൃࣹػϩʔϥࣜϘʔϧൃࣹ࢛
ग़ါɼຊػց学ձจूɼ83ʢ856ʣɼ17-00225ɼ
2017

˙ όυϛϯτϯ༻ΞʔϜࣜൃࣹϚγϯͷ։ൃɼञҪɼന
ց学ձจूɼ81ʢ822ʣɼ14-00366ɼػथɼຊࢁ
2015

˙ ೋϩʔϥࣜόυϛϯτϯϚγϯͷੑߴԽɼञҪɼ๘
୩ޗɼٶྑฏɼຊػց学ձจूɼ81ʢ821ʣɼ
14-00441ɼ2015

˙ ٿ༻ϩʔϥࣜϐονϯάϚγϯͷτϥΠϘϩδʔɼञ
ҪɼτϥΠϘϩδετɼ58ʢ1ʣɼ24-29ɼ2013

˙ Optimization and Development of New Badminton 
Machine with Launching Roller, Shinobu Sakai, 
Journal of Mechanics Engineering and Automation, 2 
(11), 671-681, 2012

書籍等出版物
˙ Chapter 14, Improvement of Throwing Performance 

in Baseball Pitching Machine Using Finite Element 
Analysis, Shinobu Sakai, et al., InTech, Published, 
380 pages, 20126݄

ɼञܭցઃػతͳͨ͠༺׆CADŋCAEŋCAMΛݩ࣍3 ˙
Ҫଞ9໊ʢڞஶʣۀץ৽ฉࣾ 225ทɼ20098݄

講演・口頭発表等
˙ ʹಈڍϚγϯͷ։ൃͱαʔϒͷόϯυٿϩʔϥ࢛ࣜ
ؔ͢Δڀݚ ग़ါɼञҪɼҏ౻ݠଠɼຊػց学ձ
εϙʔπ学ώϡʔϚϯμΠφϛΫε2016ɼNo.16-40ɼ
B-36ɼ201611݄

˙ վྑܕΞʔϜࣜϐονϯάϚγϯͷڀݚɼञҪɼ࠽
༟وɼຊػց学ձ2016࣍大ձɼNo. J2310101ɼ
20169݄

競争的資金等の研究課題
˙ δϟΠϩϘʔϧͷղٿεϙʔπϚγϯͷ։ൃͱຐੑߴ
໌ɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣ

˙ ࡒڵϚγϯͷ։ൃɹᖂ୩学ज़จԽεϙʔπৼٿੑߴ
ஂɿڀݚॿۚʢεϙʔπ׆ಈॿʣ

ञҪɹ�学Պɾڭतത࢜ʢ学ʣ
Shinobu Sakai

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学�学෦�ॿखɼॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊ�ത࢜ʢ学ʣ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
��学ցػ���ցγεςϜػց学ɾػ学���ցػ���ɾεϙʔπՊ学���εϙʔπՊ学߁݈
ઃܭ学ɾػցػཁૉɾτϥΠϘϩδʔ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺຊઃܭ学ձɺٕज़࠙࢜ஊձɺຊిٕؾज़ऀڠձ

ス
ポ
ー
ツ
用
高
性
能
マ
シ
ン
の

研
究
開
発

機械設計、材料強度、スポーツ、数値シミュレーション

εϙʔπֶ

ਤ1.  ࢛༺ٿϩʔϥʔࣜ
ϐονϯάϚγϯ

ਤ2.  δϟΠϩϘʔϧٿͷ༷ࢠ ਤ3.  όυϛϯτϯ༻γϟτϧൃࣹϚγϯ
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発電プラントなどのエネルギー産業に関連した熱流体工学

　熱流体工学では、流体の流れとそれに伴う熱や物質の輸送現象を取り扱い
ます。熱流体現象は、自然界や社会生活に大きな影響を及ぼし、また、工業製
品やエネルギー産業などあらゆる分野で活用されています。中でも、火力発
電所や原子力発電所などの発電プラントに関連する熱流体現象が、私の現在
の主な研究分野です。例えば、発電所では数百度程度にもなる高温水が配管
で輸送されますが、配管が損傷、破断することなく健全に保たれることが安
全性や経済性の観点から重要です。配管損傷の原因には熱流体現象が関連す
ることが多く、そのメカニズムの解明や損傷の予測に取り組んでいます。ま
た、配管破断等で高温水が噴出し発電所が異常な状態になった場合、発電所
構造物が健全性を保てるかも重要なテーマであり、熱流体数値シミュレー
ションを活用して安全性の評価に取り組んでいます。

༰ڀݚ

発電所配管の劣化メカニズムや事故時の原子炉構造物の
健全性を予測する
　発電所の高温水配管内で、腐食が流れにより加速される流れ加速型腐食

（FAC）が発生すると、配管破断を引き起こすことがある。FACはオリフィス
や曲がり管のような、流れが乱れるような箇所で発生しやすいため、高温水
環境下での減肉速度測定実験や流れ場の可視化実験、数値流体シミュレー
ション（図1）などを組み合わせて減肉メカニズム、特に流れがFACに及ぼす
影響を調べてきた。
また、T 字配管合流部において高低温水が混合する際、温度変動によって

配管内で応力が変動し、配管が疲労損傷することがある。熱疲労と呼ばれる
この現象を対象に数値流体シミュレーションを行い、時々刻々と変動する流
れ場と温度分布を再現し（図 2）、発生箇所の特定や発生メカニズムの解明を
進めてきた。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ྲྀಈͷՄࢹԽ࣮͓ݧΑͼγϛϡϨʔγϣϯ
˙ น໘ݱͷܭଌ࣮͓ݧΑͼγϛϡϨʔγϣϯ
˙ ͱ҆શੑධՁݱྲྀಈ࣌ނࣄॴͷిൃྗࢠݪ

受賞
˙ 20154݄ɹຊػց学ձɹຊػց学ձʢจʣ
˙ 20185݄ɹຊอશ学ձɹจ
˙ 20228݄ɹຊࠞ૬ྲྀ学ձɹٕज़

論文
˙ Prediction method for condensation heat transfer 

in the presence of non-condensable gas for CFD 
applications, Michio Murase, Yoichi Utanohara and 
Akio Tomiyama, ASME Journal of Nuclear Engineering 
and Radiation Science, NERS-21-1097, 2021, 
doi:10.1115/1.4053051

˙ Influence of flow velocity and temperature on flow 
accelerated corrosion rate at an elbow pipe, Yoichi 
Utanohara and Michio Murase, Nuclear Engineering 
and Design, Vol.342, pp.20-28, 2019

˙ Conjugate numerical simulation of wall temperature 
� uctuation at a T�Munction pipe� <oichi 8tanohara� .oMi 
Miyoshi and Akira Nakamura, Mechanical Engineering 
Journal, Vol.5, No.3, Paper No.18-00044, 2018

˙ 1umerical simulation of long�period � uid temperature 
fluctuation at a mixing tee for the thermal fatigue 
problem, Yoichi Utanohara, Akira Nakamura, Koji 
Miyoshi and Naoto Kasahara, Nuclear Engineering 
and Design, Vol.305, pp.639–652, 2016

講演・口頭発表等
˙ Tࣈ߹ྲྀ෦ͷݱྲྀٯʹΑΔർ࿑ධՁख๏ͷݕ౼ʢ
γϛϡϨʔγϣϯʹΑΔذน໘ͷݱ࠶ʣɼՎݪ
ཅҰɼ߂ࡾೋɼ佂୩ণɼຊػց学ձୈ25ճಈྗɾ
ΤωϧΪʔٕज़γϯϙδϜɼ20217݄

˙ ԁۭؾɾৠࠞؾ߹ྲྀͷ3ݩ࣍ࢉܭʹ͓͚Δ1ݩ࣍
น໘ॖڽϞσϧͷద༻ɼՎݪཅҰɼଜಓ༤ɼ
ຊྗࢠݪ学ձ2022ळͷ大ձɼ20229݄

社会貢献活動
˙ ຊػց学ձಈྗΤωϧΪʔγεςϜ෦ɹ૯ҕһձ
ʢ2024ʣࣄװʢ2023ʣɹ෦ࣄװ

˙ ຊྗࢠݪ学ձྲྀಈ෦ձڀݚ小ҕһձɹ෭ҕһ
ʢ2023ʣ͓Αͼҕһʢ2024ʣ

˙ ྲྀಈͱ҆શʹؔ͢ΔؖγϯϙδϜྗࢠݪ
ʢNTHAS12ʣɹݱ࣮ߦҕһʢ2019ʙ2022ʣ

˙ ຊྗࢠݪ学ձྲྀಈ෦ձࡍࠃ小ҕһձɹ෭ҕһ
ʢ2018ʣ͓Αͼҕһʢ2019ʣ

˙ ຊ学ज़ৼڵձʮະདྷͷٕྗࢠݪज़ʯʹؔ͢Δઌಋతݚ
։ൃҕһձɹҕһɺ͓ΑͼՊձ1ʢٕज़ʣओࠪʢ2017ڀ
ʙ2020ʣ

˙ ຊػց学ձർ࿑ධՁٕज़ͷߴԽͱࣝج൫ߏஙʹ
ؔ͢ΔڀݚՊձɹҕһʢ2015ʙ2019ʣ

Վݪ�ཅҰڭ�तത࢜ʢ学ʣ
Yoichi Utanohara

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژ大学大学Ӄ学ڀݚܥՊۭߤӉ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۚ大学ࣗવܭଌԠ༻ڀݚηϯλʔɹϙετυΫτϥϧϑΣϩʔ
����ɹࣜגձࣾ҆ྗࢠݪશγεςϜڀݚॴɹೖࣾ
����ɹҪ大学大学Ӄ学ڀݚܥՊࢠݪ ɾྗΤωϧΪʔ҆શ学ઐ߈ɹ٬һ।ڭत
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
学ɺྲྀ ମ学ɺྗࢠݪ学
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺຊྲྀମྗ学ձɺຊྗࢠݪ学ձɺຊอશ学ձɺຊࠞ૬ྲྀ学ձ

熱流体工学、伝熱工学、原子力熱流動、配管劣化、
数値シミュレーション

ྲྀମֶ

ਤ1.  ΦϦϑΟεԼྲྀͷӔߏͷγϛϡ
Ϩʔγϣϯ

ਤ2.  Tࣈ߹ྲྀ෦ͰͷྲྀΕͱԹͷ
γϛϡϨʔγϣϯ

ྲྀମ͔ΒΤωϧΪーۀ࢈ͷ
͢ࢦΛݙߩ

Faculty of  Production System
s Engineering and Sciences D

epartm
ent of Production System

s Engineering and Sciences

生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
部  

―

生
産
シ
ス
テ
ム
科
学
科

―

熱
流
体
工
学

1 1



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

サステナブルな社会に貢献する熱流体デバイスの高性能化
に関する研究
　流体や熱の移動を扱う熱流体デバイスに関する研究を主にしている。特
に、SDGsに代表されるサステナブルな社会を目指すためには、より高性能
な熱流体デバイスが必要である。独創的な材料の選択や構造の工夫を通して
熱流体デバイスの一種である交換器の性能を上げることを目指している。ま
た、機器が高密度化されると熱を逃がすことが困難になるため、ヒートパイ
プなどの熱流体デバイスの重要性はますます高まっている。そのためには、
熱交換器やヒートパイプの性能を評価するための高精度な熱流体解析が大
きな役割を果たすので、新しい数値解析手法の開発なども手掛けている。

༰ڀݚ

フィンレス熱交換器の高性能化と相変化熱輸送デバイスの開発

　熱交換器の空気側性能向上を図るためにフィンレス翼型チューブ熱交換
器について、レイノルズ数や幾何形状を種々変更して数値解析的に性能評価
を行ってきた。また、熱交換器の冷媒側の伝熱性能向上を目指し、内部微細冷
媒流路に、気相側熱伝達を考慮した異なる加熱量を与えた場合の分配される
冷媒質量流束と圧力損失、蒸発熱伝達率の関係を実験的に評価してきた。ま
た、着霜により熱交換効率が低下してしまう問題がある。そこで、着霜の原因
となる空気中の水蒸気の直接除去法に着目し、水蒸気吸着剤を塗布した熱交
換器を蒸発器として利用することを提案し、吸着剤の有効性を検討してきた。
　相変化熱輸送デバイ
スの研究として、自励
振動型ヒートパイプ

（OHP）の熱輸送特性
を数値解析的に検討
し、その自励振動メカ
ニズムを解明した。ま
た、ポンプ駆動により
作動流体が循環する相
変化熱輸送デバイスを
提案し、温度差が小さ
い場合においてポンプ
の圧力差を変化させた
ことによる熱輸送性能
への影響を数値解析的
に検討してきた。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ͷ։ൃثަੑߴ
˙ ૬มԽ༌ૹσόΠεʢώʔτύΠϓʣͷ։ൃ
˙ ྲྀମγϛϡϨʔγϣϯ

受賞
˙ 20145݄ɹຊྫྷౚۭௐ学ձɹຊྫྷౚۭௐ学ձ学ज़
˙ 20115݄ɹຊྫྷౚۭௐ学ձɹຊྫྷౚۭௐ学ձ学ज़
˙ 20115݄ɹຊ学ձɹຊ学ձ৴ӽࢧ෦ྭ
˙ 20005݄ɹຊ学ձɹຊ学ձྭ

論文
˙ Volume of � uid�Eased numerical analysis of a pump�

driven phase change heat transport device, H. Onishi, 
T. Goto, M. Haruki, Y. Tada, International Journal of 
Heat and Mass Transfer, 186, 122429, 2022

˙ ɼ大ɹ౼ݕతݧృฏ൘্ͷணૼಛੑʹؔ͢Δ࣮ࡎணٵ
ੜɼຊྫྷౚɼଟా࢘༎ɼय़কߛɼதߒɼɹݩ
ۭௐ学ձจूɼ38ʢ2ʣɼ163-172ɼ2021

˙ ɼ大ڀݚతݧͷணૼಛੑʹؔ͢Δ࣮ثృަࡎணٵ
 ੜɼຊྫྷౚۭௐ学ɼଟా࢘༎ɼय़কߛɼதݩ
ձจूɼ37ʢ4ʣɼ459-469ɼ2020

書籍等出版物
ɼ大ܭցઃػతͳͨ͠༺׆CADŋCAEŋCAMΛݩ࣍3 ˙
ɹݩଞ9໊ʢڞஶʣۀץ৽ฉࣾ 225ทɼ20098݄

講演・口頭発表等
˙ 小ԹࠩͷࣗྭৼಈܕώʔτύΠϓͷ૬มԽྲྀಈμΠφϛΫεɼ
大ɹݩɼຊػց学ձ学ίϯϑΝϨϯε2023ɼ202310݄

˙ ྻ͕ܘࡉΛ༗͢ΔϑΟϯϨεަثͷྲྀಈಛ
ɼ2023ຊྫྷౚۭௐ学ձݩɼ大ɹڹӨ͢΅ٴʹੑ
࣍大ձɼ20239݄

˙ ϙϯϓۦಈ૬มԽ༌ૹσόΠεͷੑ্ʹؔ͢Δݚ
ɼࠞ૬ྲྀγϯϙδϜ2023ɼ20238݄ݩɼ大ɹڀ

˙ ϙϯϓۦಈ૬มԽ༌ૹσόΠεͷྲྀಈղੳɼ大ɹ
ɼୈ60ճຊγϯϙδϜɼ20235݄ݩ

競争的資金等の研究課題
˙ ϚΠΫϩཌྷܕνϡʔϒΛར༻ͨ͠Թڥώʔτϙϯϓ
ڀݚ൫جඅิॿۚʢڀݚͷ։ൃɼՊ学ثަੑߴ༺
Cʣɼදऀɼ2020ʵ2022

˙ ώʔੑߴνϡʔϒʹΑΔܕϚΠΫϩཌྷͨ͠ߋঢ়Λมܗ
τϙϯϓ༻ަثͷ։ൃɼՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ݚ
Cʣɼදऀɼ2016ʵ2018ڀ

˙ ඍࡉཌྷܕνϡʔϒΛར༻ͨ͠ώʔτϙϯϓ༻ੑߴؾӷ
ަثͷ։ൃɼՊ学ڀݚඅิॿ ʢۚج൫ڀݚCʣɼදऀɼ
2013ʵ2015

社会貢献活動
˙ ຊྫྷౚۭௐ学ձɼަٕثज़ҕһձҕһʢ20204݄ʵࡏݱʣ
˙ ຊྫྷౚۭௐ学ձɼணૼɾআૼٕज़ҕһձҕһʢ20154݄ʵࡏݱʣ
˙ ຊ学ձɼධٞһʢ20234݄ʵࡏݱʣ
˙ ຊࠞ૬ྲྀ学ձɼཧࣄʢ20174݄ʵ20193݄ʣ

大ݩ��।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Hajime Onishi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹژ大学ɹ学ڀݚՊɹػց学ઐ߈ɹത࢜՝ఔɹमྃ
����ɹۚ大学ɹ学෦ɹਓ ɾؒػց学Պɹॿख
����ɹۚ大学ɹཧڀݚҬɹػց学ܥɹॿڭ
����ɹ公立小松大学ɹੜ࢈γεςϜՊ学෦ɹੜ࢈γεςϜՊ学Պɹ।ڭत
ڀݚ
ྲྀମ学ɼ学
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɼຊ学ձɼຊྫྷౚۭௐ学ձɼຊࠞ૬ྲྀ学ձ
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て

数値熱流体工学，熱流体デバイス，熱交換器，ヒートパイプ，
気液二相流，相変化伝熱

ྲྀମɾֶ

ਤ1.  ϑΟϯϨεཌྷܕνϡʔϒަثपΓͷԹ

ਤ2.  ϙϯϓۦಈ૬มԽ༌ૹσόΠεͷؾӷͱԹ
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スポーツ工学、極地工学、雪氷、医療器具、
林業機械など一見関連無さそうなことに挑む
　専門領域は特に定めず、機械工学や電気電子工学に関する「ものづくり全
般」を研究対象にしている。問題が生じると、それを評価する方法を考案し、
野外や工場などでフィールドデータを収集しながら、実験あるいは解析に
より解決方法を探っていく。研究対象に合わせて力センサなどを独自に設計
し、自作により測定装置を開発することが多い。近年はスポーツ工学に関す
るテーマが中心で、スキー、雪の機械的特性（摩擦や硬度など）、野球バットや
ホッケースティックなどの打撃用具について研究している。その応用とし
て、極地工学のテーマについても研究しており、橇や雪上車を使った南極物
資輸送に関する問題に取り組んでいる。さらに、林業機械や木材加工に興味
を持ち、新たな研究テーマ設定を行っているところである。

༰ڀݚ

まずは身近にあるものや自作装置で測ってみる

　研究手法として、現場で実際に稼動している装置やシステムにセンサを取
り付け、作用力や温度などを実験的に測定し、データ分析を行う。例えば、雪
上車の牽引力や橇の荷台の振動などを実地で測定することもある。CAE な
どを活用し、解析モデルを構築して数値シミュレーションなどを行う。構造
信頼性工学の手法を使って、材料工学的にあるいは統計学的に破壊強度や寿
命予測などを行う。さらに、装置や用具だけではなく、スポーツ選手や作業者
も測定対象で、その動作
解析、運動生理学的な評
価なども行う。「浅くても
広く」と「失敗しても、ま
ずはやってみる」を研究
方針にしている。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ஔʹ͋ΘͤͨྗηϯαͳͲͷ։ൃ
˙ ͱղੳݧഁյʹؔ͢Δ࣮ڧྉࡐ
˙ εϙʔπ༻۩ͷ։ൃධՁ
˙ ઇණؔ࿈ͷ࣮ݧ
˙ ݧ࿈ͷ࣮ؔۀྛ

論文
˙ ٿόοτͷଧܸੑධՁͱଧऀͷεΠϯάྗʹͮج
͍ͨબɼ߳ത೭ɼڮߴণɼࠤ౻Ұɼޱߔਖ਼ਓɼ
ถࢁɼ༤ೋɼಹਢӳজɼా໌ݑɼຊػց学
ձจूɼVol.83ɼNO.846ɼ1-12ɼ2017

˙ Fluorescence intensity and bright spot analyses using 
a confocalmicroscope for photodynamicdiagnosis 
of brain tumors, T. Yoneyama, T. Watanabe, H. 
Kagawa, Y. Hayashi, M. Nakada, Photodiagnosis and 
Photodynamic Therapy, Vol.17, 13-21, 2016

˙ ΞϧϖϯεΩʔ༻ώʔϧϑϦʔ εϥοϓϓϨʔτͷ։ൃɼ
ɼਔᅳ༤ɼۚࠀࢠາɼޛ౻ࡈɼ߳ത೭ɼεΩʔ
ɼVol.11ɼNo.95ɼ95-101ɼ2014ڀݚ

書籍等出版物
˙ ࠐΈϩϘοτ学ೖɹ߳ത೭ɹγϡϓϦϯΨʔ

20074݄
˙ ใॲཧԋशɹધాஉɺழ۽ɺ߳ത೭ɺ໖ོ
ɺງాӳีɺ松ຊ๛߁ɺۙా߂ਖ਼थɺాଜݹɺं߂
ɹ学ज़ਤॻग़൛ࣾ 19994݄࢘

講演・口頭発表等
˙ ೆۃఱจ෦ʮ༌ૹٕज़ʯୈ3ճCiRfSEϫʔΫγϣο
ϓʢஜ大学ʣ20171݄

˙ ᒳʹΑΔઇ্༌ૹ࣌ͷৼಈͱݗҾྗ ೆ؍ۃଌɿୈᶟ
ॴʣڀݚۃ立ࠃձʢ౼ݕಈʹؔ͢Δٕज़ߦҎ߱ͷظ
20161݄

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣʮεΩʔͷͨΊͷ༠
ిಛੑΛར༻ͨ͠ઇ໘ຎࡲͷڀݚʯදɹ2016-2018


˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚAʣʮڞযݦඍڸΛ༻͍
ͨजᙾͷඍݱޫܬࡉͷղ໌ͱਁ५ྖҬͷผʯ୲ɹ
2014-2017

社会貢献活動
˙ 公ӹஂࡒ๏ਓۚࢠͲՊ学ஂࡒɹαΠΤϯεϛογϣ
ϯࢦಋһʢ2015-2017ʣ

˙ ੴڭݝ৬һݚमࢣߨ࠲ߨʢੴ
ҭҕһձʣʢ2012ʣڭݝ

˙ 公ӹஂࡒ๏ਓۚࢠͲՊ学ஂࡒɹ
ӡӦҕһʢ2004-2007ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹిؾ௨৴大学大学Ӄ�ిؾ௨৴学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۚ大学ࢣߨ�
����ɹୈ࣍��ೆۃҬ؍ଌୂһʢӽౙɾ؍ڀݚଌʣ�ۭ෦
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ྉ学ɺྛࡐ学ɾੜମ学ɺੜମҩ学ɺεϙʔπۃྉྗ学ɺࡐྉɾࡐցػ ցػۀ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺਫ਼ີ学ձɺຊࡐྉ学ձɺຊઇණ学ձɺຊεΩʔ学ձɺຊεϙʔπۀ࢈学ձɺ
ຊτϥΠϘϩδʔ学ձ

も
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を
作
っ
て

試
し
て
測
っ
て
壊
す

機械材料・材料力学、生産工学・加工学、スポーツ科学、
医用システム、設計工学・機械機能要素・トライボロジー

ցػ ɾֶઇණ

߳�ത೭ڭ�तɾҬ࿈ܞਪਐηϯλʔത࢜ʢ学ʣ
Hiroyuki Kagawa

ਤ1. ྛۀௐ ʢ্ࠪʣ
ਤ2. ೆۃࢿ༌ૹ࣮ݧʢԼʣ

ਤ3. εΩʔ࣮ݧ

ਤ4. εΩʔϩϘοτ
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観測に基づいた材料・デバイス界面の理解と設計

　近年のナノサイエンス・ナノテクノロジーの進展に伴って、材料の微細化・
高機能化が進んでおり、これに伴って界面科学・工学の重要性が増している。
材料と材料、あるいは材料と液体が触れる界面において、材料はバルク状態
とは異なる構造・特性を示すことが知られている。特に力学特性（摩擦・潤滑、
接着、粘性、弾性等）や化学特性（変性、劣化、反応等）のダイナミックな特性
は、材料の製造方法や機能の向上・制御のために重要である一方、これらの埋
もれた界面における評価法は限られており、機構解明のための新規な観測・
評価手法が求められている。

༰ڀݚ

分光と精密力学測定を組み合わせた界面評価法の開発と
材料・デバイス設計への応用
　分光測定と精密力学測定を基にした新規界面評価手法の開発、それを用い
た界面特性評価を行い、さらに実用材料の界面評価（電池・センサー電極、摩
擦材料等）へ応用し、その改善・設計指針に結び付けていくことをメインテー
マとして研究活動を行ってきた（図1）。
　例えば、氷の摩擦を評価するために－20 ℃まで測定可能な低温用表面力・
共振ずり装置を、世界で初めて開発した。これを氷の摩擦評価に適用し、氷の
表面層の粘性が速度や温度でどのように変化するかを初めて定量的に明ら
かにした。さらに本装置をタイヤや靴のグリップの制御に重要なゴム－氷表
面間の摩擦評価にも適用し、界面の粘弾性がせん断挙動に与える影響を明ら
かにしている。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ λΠϠͱණͷຎࡲͷࢠϨϕϧղੳ
˙ ५ࡎͷߏػ༺࡞ղ໌
˙ Ϟʔλʔ༻ి࣓߯൘ͷઈԑບௐ๏ͷ։ൃ
˙ ϦνϜΠΦϯిͷΞϓϦέʔγϣϯ։
˙ ΞϨϧήϯಟɼ৽ܕίϩφΟϧε߅ମͷޫܬภ
ޫΠϜϊΞοηΠʹΑΔఆྔ

論文
˙ Nano-confined Electrochemical Reaction Studied 

by Electrochemical Surface Forces Apparatus. M. 
Kasuya, D. Kubota, S. Fujii K. Kurihara, Faraday

Discussions, 2022, 233, 206-221.
˙ Facile and rapid detection of SARS-CoV-2 antibody 

Eased on a noncompetitiYe � uorescence polari]ation 
immunoassay  in  human serum samples .  K . 
Nishiyama, K. Takahashi, M. Fukuyama, M. Kasuya, 
A. Imai, T. Usukura, N. Maishi, M. Maeki, A. Ishida, H. 
Tani, K. Hida, K. Shigemura, A. Hibara, M. Tokeshi, 
Biosens. Bioelectron. 2021, 190, 113414. 

˙ Evaluation of Interfacial pH Using Surface Forces 
Apparatus Fluorescence Spectroscopy. M. Kasuya, Y. 
Sano, M. Kawashima K. Kurihara, Langmuir, 2021, 37, 
5073-5080.

˙ Ice-rubber friction: interplay between viscoelasticity 
of rubber and ice premelting layer. F. Lecadre, 
M. Kasuya, S. Hemette, A. Harano, Y. Kanno, K. 
Kurihara, Soft Matter, 2020, 16, 8677.

˙ Ίӷମʹ͓͚Δࠐޫද໘ྗஔΛ༻͍ͨφϊด͡ޫܬ
ಛੑධՁͱޫԽ学Ԡͷ؍ଌ പ୩ૉ༸ɼޫԽ学ɼ2021ɼ
52ʢ1ʣɼ21-24.

˙ ද໘ྗଌఆΛ༻͍ͨݻʵਫք໘ͷಛੑධՁɼപ୩ૉ༸ ి
Խ学ɼ87ʢWinterʣɼ334-337 ʢ2019ʣɽؾ

˙ Low-Temperature Surface Force Apparatus to 
Determine Interactions between Ice and Silica 
Surface, F. Lecadre, M. Kasuya, A. Harano, Y. Kanno, 
K. Kurihara, Langmuir 2018, 34, 11311-11315. (ACS 
Editor`s Choice 2018/9/14) 

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚBʣɹʮຎࡲin-situ 3D֎
ޫ๏ʹΑΔਫ५ͷϝΧχζϜղ໌ʯɹදɹ2023-2025


˙ ৽学ज़ྖҬڀݚʢྖڀݚҬఏҊܕʣɹʮຎࡲin-situ֎
ޫ๏ʹΑΔਫ५ιϑτࡐྉͷߏػࢠղ໌ʯɹදɹ
2022-2023

˙ A-STEPτϥΠΞτʢJSTʣɹʮੑߴ小ܕϞʔλʔ༻ͷ
ೈ࣓ੑ߹ۚ൘ͷڀݚ։ൃʯɹ୲ɹ2020-2021

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɹʮޫܬޫද໘ྗஔʹ
ΑΔݻ-ӷք໘pHͷఆྔධՁʯɹදɹ2017-2019

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢएख̗ڀݚʣɹʮޫిؾԽ学ද໘ྗ
ஔΛ༻͍ͨք໘ޫిࢠҠಈͷΠΦϯٵணޮՌͷղ໌ʯɹ
දɹ2015-2016

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦大学大学Ӄɹཧ学ڀݚՊɹԽ学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹۀ࢈૯߹ٕज़ڀݚॴɹܭଌϑϩϯςΟΞڀݚ෦ɹಛผڀݚһ
����ɹ౦大学ɹଟݩ࣭Պ学ڀݚॴɹॿڭ
����ɹ公立小松大学ɹੜ࢈γεςϜՊ学෦ɹੜ࢈γεςϜ学Պɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ɹੜ࢈γεςϜՊ学෦ɹੜ࢈γεςϜՊ学Պɹڭत
ڀݚ
ք໘Պ学���τϥΠϘϩδʔ���ཧԽ学���ిؾԽ学
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɼຊԽ学ձߴɼ ࢠ学ձɼτϥΠϘϩδʔ学ձɼࢠՊ学ձɼޫ Խ学ձɼ*OUFSOBUJPOBM�
"TTPDJBUJPO�PG�$PMMPJE�BOE�*OUFSGBDF�4DJFOUJTUT

ソフト材料， 高分子， 表面， 界面， トライボロジー， 摩擦， 潤滑， 
接着， 皮膜， 化学センサー， マイクロ流路分析，電池

ΘΒ͔͍ࡐྉͷք໘ΛΈΔɼͭ ͘Δɼ
͍͔͢

ྉࡐ ɾֶք໘Պֶ

പ୩�ૉ༸ڭ�तത࢜ʢཧ学ʣ
Motohiro Kasuya

ਤ1ɽ։ൃͨ͠৽نք໘ධՁख๏ͱͦͷద༻ྫࣄ
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産業機械の小形化・知能化による
コンパクトファクトリ―の開発
　近年、スマートフォンやタブレットなどの身の回りの製品の小形化が進ん
でおり、小形な機械部品の製造が重要視されています。これらの部品の製造
には、大形な工作機械やロボットアームが使用されていますが、製造部品の
寸法に対して過大形状であることが多く、製造ラインのサイズや維持コスト
の増大が問題となっています。そこで、製造ラインを省スペース化、省エネル
ギ化し、機械の再配置性の向上や維持コストの低減を実現できる小形工作機
械の開発およびその知能化に取り組んでいます。また、消費エネルギ削減や
残留振動抑制を目的としたロボットアームの動作最適化にも取り組んでい
ます。これらを組み合わせることで、多品種変量生産に対応できるフレキシ
ブルなコンパクトファクトリーの実現を目指しています。

༰ڀݚ

機械本体の変形や振動などの計測情報を利用して
機械自らが動作条件を最適化
　工作機械はその小形化にともない、剛性が低下するため、びびり振動が生
じやすくなり、鋼材などの硬い材料の高精度な加工が難しくなる。従来では、
作業者が加工面を観察、評価して数値解析などを用いながら切削条件を繰り
返し調整していた。しかし、切削に関する知識や経験、工作機械の諸元が必須
となり、迅速かつ適切な切削条件の決定は容易ではない。そこで、本研究で
は、工作機械に生じる機体変形や機体振動などの測定量を直接、評価し、発見
的手法を用いて切削条件を容易に最適化する手法を提案している（図 1）。発
見的手法は、設定した評価値が最良となる複数の変数の最適な組み合わせの
値を探索するアルゴリズムであり、比較的短時間で最適解と同等の解を得る
ことができる。提案手法では、機体の経年劣化の考慮や稼働中の最適化が可
能になる。同手法により、最適化された切削条件では、標準的な条件に比べて
小形工作機械に生じる加速度を59%低減できることを示している（図2）。
さらに、同手法をロボットアームの軌道最適化に適用することで、構築が

難しいロボットの動力学モデルを使用せず、消費エネルギや残留振動を低減
できる軌道の生成方法を提案している。提案手法により、ロボット自身が加
減速を調整し、残
留振動が抑制す
る軌道を発見し、
実際の位置決め
時間を 98% 低減
できること示し
ている（図3）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ 小ػ࡞ܗցͷ։ൃ
˙ ϩϘοτΞʔϜͷӡಈ࠷దԽ

論文
˙ Damping effect by contacting a piezoelectric element on an 

object in perpendicular direction of vibration, Yusuke Ueno, 
Hiroshi Tachiya, Journal of Advanced Mechanical Design, 
Systems, and Manufacturing, Vol. 13, No. 4 (2019), pp. 1-14

˙ Suppressing residual vibration caused in objects carried 
by robots using a heuristic algorithm, Precision Engineering, 
Yusuke Ueno, Hiroshi Tachiya, Vol.80 (2023), pp. 1-9

講演・口頭発表等
˙ ੍ৼΛతͱͨ͠ԻϦχΞϞʔλͷൃੜྗͷଌఆɼ
ຊػց学ձɹ৴ӽࢧ෦ɼୈ54ظ૯ձɾߨԋձʢ2017ʣɼ
্༞྄ɼ立ɼṤޱཧɼߴণ

˙ ৼಈ੍ɼϩϘཹతख๏Λ༻͍ͨϩϘοτΞʔϜͷݟൃ
ςΟΫεϝΧτϩχΫεߨԋձ2020 in Kanazawaʢ2020ʣɼ
্༞྄ɼ立

˙ σεΫτοϓػ࡞ցͷՃਫ਼্ʹؔ͢Δڀݚɼ2020
ਫ਼ີ学ձ৴ӽࢧ෦学ज़ߨԋձʢ2020ʣɼ্༞
྄ɼ立ɼകྒࢤߒɼଜय़थɼླɼۚٛࢠ

˙ తख๏Λ༻͍ͨϩϘοτͷൖૹʹൃੜ͢Δ2࣠ৼಈݟൃ
ͷ੍ख๏ɼຊઃܭ学ձࢧ෦ʢ2023ʣɼر߂ޱɼ
্༞྄ɼ߳ത೭

˙ ɼຊ࡞ͷࡐڭԉΛతͱͨ͠DXࢧҭڭशͷ࣮࡞ցػ
ઃܭ学ձࢧ෦ʢ2023ʣɼࡔຊҰຏɼ্༞྄ɼस
ਅҰɼ߳ത೭ɼञҪɼଜൟஉ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊػ�ցՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ॿڭ
ڀݚ
ৼಈ学ػ࡞���ց���ϩϘοτ学
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձ
ຊઃܭ学ձ

作
業
者
と
工
場
に
や
さ
し
い

産
業
機
械
を
開
発
す
る

工作機械、ロボットアーム、振動抑制

্�༞྄�ॿڭത࢜ʢ学ʣ
Yusuke Ueno

ਤ2. ΤϯυϛϧͰͷଆ໘ʹ͓͚Δ࠷ద݅ͱඪ४తͳ݅
ͰͷػମՃͷൺֱ

ਤ3. ઢಈ͢࡞ΔϩϘοτΞʔϜͷൃݟతख๏ͷద༻݁Ռ

ਤ1ɽൃ దԽख๏࠷݅ͷցͷػ࡞ܗతख๏Λ༻͍ͨ小ݟ
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構造物の究極的な力学表現を追求することには
形状最適設計を行うべき
　自動車・機械装置などの部品設計において、諸力学特性（剛性、振動、座屈な
ど）を満たしつつ経済性の優れた設計を効率的に行うための形状最適設計技
術が求められている。形状最適設計では、コンピュータ支援設計（CAD）ベー
ス手法やベーシスベクトル法などの数理計画法に基づくベクトル空間の離
散系形状最適設計手法と理論的に導出した形状感度を利用して変分法に基
づく分布系形状最適設計手法の二つがある。後者は前者により、形状の滑ら
かさの保持、パラメータ非依存性、大規模設計変数の感度計算が効率的、と
いった有益な特徴を有する。ナノ構造・複合構造などの構造体の究極的な力
学表現を追求するための分布系形状最適設計手法の研究開発を行っている。

༰ڀݚ

ナノ構造・複合構造の
形状最適設計に関する研究
ナノ構造において、構造材料中最も強靭な材料と言われるグラフェンシー
トのナノ電子機械システムへの応用を目的に、マルチスケール力学手法、有
限要素法、勾配法、Phase-Field-Crystal 手法、及び分子動力学法を連続的に
組み合わせた形状・構造最適設計手法を開発し、格子欠陥の導入によりグラ
フェンシートの 3 次元曲面形状創生を可能にした（図 1）。複合構造において、
象嵌構造、サンドイッチ構造（図2）のような異種材料複合構造体を対象に、構
造設計における重要なファクターである剛性問題、熱変位制御問題、振動問
題、及び周波数応答問題に対する分布系形状最適設計手法を開発する。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ γϛϡϨʔγϣϯʹػͮ͘جց෦ͷྗ学ಛੑʢڧ
ɺৼಈɺ۶࠲ͳͲʣͷධՁ

˙ ܭదઃ࠷ঢ়ܗց෦ͷػ

受賞
˙ ຊػց学ձ ઃܭ学ɾγεςϜ෦ ϑϩϯςΟΞۀ
දজʢ20229݄ʣ

˙ ๛ా学ڀݚۚجྭʢ20173݄ʣ
˙ ຊࡐྉ学ձࢧ෦学ʢ20134݄ʣ

論文
˙ ྲྀମʵߏ࿈ղੳʹΑΔόΠϒϨʔγϣϯϧΞʔͷਫ
தӡಈ͓ݱ࠶Αͼߏ࠷దઃܭɼ࢙ۚɼాࢁਓɼ
ຊػց学ձจूɼ89ɼ922ɼ2023

˙ ৼಈݻ༗ίϯτϩʔϧΛతͱͨ͠ॳظԠྗΛ༗͢Δ
όΠϝλϧෳ߹ߏମʹ͓͚Δܗঢ়࠷దઃܭɼ࢙ۚɼ
ԼాণརɼञҪɼຊػց学ձจूɼ88, 914, 2022

˙ Free-form optimization of heteromorphic cores 
in sandwich structures to enhance their thermal 
buckling behavior, Jin-Xing Shi, et al., Structural and 
Multidisciplinary Optimization, 64, 1925-1937, 2021

˙ όΠϒϨʔγϣϯϧΞʔͷϑϦʔϑΥϧϜ࠷దઃܭʹ͓
͚Δجຊతݕ౼ɼ࢙ۚɼԼాণརɼञҪɼຊػց
学ձจूɼ87, 903, 2021

˙ Review on carbon nanomaterials-based nano-mass 
and nano-force sensors by theoretical analysis 
of vibration behavior, Jin-Xing Shi, Xiao-Wen Lei, 
Toshiaki Natsuki, Sensors, 21, 1907, 2021

˙ CFRP ൘ɾγΣϧߏͷݻ༗ৼಈʹର͢ΔϑϦʔ
ϑΥϧϜ࠷దઃܭɼ࢙ۚɼԼాণརɼञҪɼຊػց
学ձจूɼ86ɼ891ɼ2020

˙ Non-parametric shape design optimization of 
elastic-plastic shear panel dampers under cyclic 
loading, Jin-Xing Shi, Syo Kozono, et al., Engineering 
Structures, 189, 48-61, 2019

書籍等出版物
˙ ڮͰʵɼ·ܭదઃ࠷ɹʵղੳ͔Βૅج学ͷྗࢉܭ
立ग़൛ࣾɼ2023ڞɼ࢙ۚɼو

競争的資金等の研究課題
˙ ܗܥମͷߏ߹Ԡʹର͢ΔόΠϝλϧෳؒ࣌
ঢ়࠷దઃܭઃܭख๏ͷ։ൃɹ公ӹஂࡒ๏ਓɹεζΩஂࡒɹ
2023ɹՊ学ٕज़ڀݚॿʢҰൠʣʢ2024ʣ

˙ ྲྀମྭىৼಈʹ͓͚Δҟछࡐྉෳ߹ߏମͷ࠷దઃ
༺ͷԠܭ๏ͷ։ൃͱϧΞʔઃܭ ຊ学ज़ৼڵձ Պ学ݚ
අิॿۚ  (2021-2023)ڀ

˙ ܽؕΛ༗͢Δφϊૉࡐྉͷߏ࠷దԽʹؔ͢Δཧత
අิॿڀݚձՊ学ڵຊ学ज़ৼڀݚ ʢۚ2015-2016ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ৴भ大学大学Ӄ�૯߹学ڀݚܥՊ�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ৴भ大学ڀݚ�һ
����ɹ๛ాۀ大学ڀݚ�һ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ઃܭ学ػ���ցࡐྉɾࡐྉྗ学���φϊߏཧ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɼຊઃܭ学ձ

設計工学、CAE、計算力学

ମྗݻ ɾֶ$"&

学ʣʢ࢜तതڭ�ɹ࢙ۚ
Jin-Xing Shi
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各種材料の精密加工技術および加工現象を
観測するための計測技術の開発
レーザ加工のような熱的加工はもとより、切削加工や研削加工などの機

械的除去加工、塑性加工および付加製造（Additive Manufacturing）において
も、加工領域の温度上昇は加工メカニズムを大きく左右し、最終的には工作
物の加工精度、加工面品位および工具寿命など加工性能の良否等になって
現れる。したがって、加工領域の温度を正確に測定し、加工状態を監視・制御
することは極めて重要なキーテクノロジであることから、光ファイバと光電
変換素子を組み合わせた種々の赤外線輻射温度計を考案・製作し、種々の加
工温度の計測に適用している。この温度計は酸化などによって変化する測定
対象物の輻射率が測定感度に影響しない；光ファイバを用いるため微小領域
の温度が測定できる；応答速度が µsオーダと極めて速い；温度測定範囲が広
い；などの特長を持っており、難削材の高能率切削加工、研削加工の高度化、
レーザ加工の最適化に欠かせない技術となっている。

༰ڀݚ

難削材の高精度・高能率切削加工技術の開発と
研削加工の高度化に関する研究
　難削材とは高温強度が高い、熱伝導率が小さい、化学的に活性で工具に凝着
しやすいなどの性質によって文字通り “ 削り難い材料 ”であり、その最も大き
な要因は切削温度の上昇にある。このような材料の切削加工に対し、（1）オイ
ルミストを用いた高速エンドミ加工、（2）回転工具を用いた駆動型ロータリ旋
削加工、（3）高圧の水溶性切削油を刃先に供給する高圧クーラント切削加工、

（4）コーティング工具の密着強度の強化を目的としたドラッグフィニッシュバ
レル研磨による 3D 表面創成などを提案している。一方、研削加工の高度化に
ついては（1）画像解析による砥石作業面の評価や研削音による砥石作業面性
状のインプロセス識別、（2）砥石表面にレーザを照射して砥粒や結合剤を除去
するレーザコンディショニング、（3）研削液の膜（クーラントベルト）を砥石表
面に形成するフレキシブルブラシクーラントノズルの開発などを行っている。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ଟ༷ͳՃ๏ʹ͓͚ΔՃԹͷଌఆ
˙ ࡐͷߴɾߴҐՃ
˙ ෳ߹ࡐྉʢCFRPʣͷߴҐՃ
˙ ϊζϧͷ։ൃݚ٫ੑΛվળ͢ΔྫྷʹɼޮՌత͠ݮΛྔڅڙӷͷݚ

受賞
˙ 19852݄ɹʢࣾʣਫ਼ػ学ձʢݱɼʢ公ࣾʣਫ਼ີ学ձʣ
পాه೦จ

˙ 20123݄ɹʢ公ࣾʣਫ਼ີ学ձϑΣϩʔ

論文
˙ Turning characteristics of titanium alloy Ti-6Al-4V with high-

pressure cutting � uid� A� +osoNawa� .� .osugi� T� 8eda� 
CIRP Annals, Vol. 71, Issue 1, (May 2022), pp. 81-84.

˙ Study on the relationship between material removal rate and tool 
flank temperature in orthogonal turn-milling, K. Shimanuki, A. 
Hosokawa, T. Koyano, T. Furumoto, Y. Hashimoto, J. Adv. Mech. 
Des. Syst. Manuf., Vol. 15, Issue 4, (Jan. 2021), JAMDSM0043.

˙ Milling characteristics of VN/AlCrN-multilayer PVD coated tools 
with lubricity and heat resistance, A. Hosokawa, R. Saito, T. 
Ueda, CIRP Annals, Vol. 69, Issue 1, (Apr. 2020), pp. 49-52.

˙ Studies on Eco-friendly Grinding with Extremely Small 
Amount of &oolant� ApplicaEility of contact type � e[iEle 
blush nozzle, A. Hosokawa, R. Shimizu, T. Kiwata, 
T. Koyano, T. Furumoto, Y. Hashimoto, Int. J. Autom. 
Technol., Vol.13, No. 5, (Sep. 2019), pp. 648-656.

講演・口頭発表等
˙ Turning of Difficult-to-machine Materials with High 

Pressure Coolant –Effect of coolant jets supply 
method on cutting characteristics of Ti-6Al-4V alloy 
–, A. Hosokawa, K. Kuwabara, K. Kosugi, et al, Proc. 
18th Int. Conf. Prec. Eng., (Nov. 2020), pp. 399-400.

˙ Թͷଌఆ๏ ʕଌఆͷݪཧɼಛͱͷద༻ྫʕɼࡉ
ɹߊɼಢٕۀ࢈ݝज़ηϯλʔ ྩݩ٬һߴٕ
ज़ऀট͍ۀࣄɼ20202݄ɽ

競争的資金等の研究課題
˙ ԽόφδϜΛؚ༗͢ΔߴԹ५ෳ߹ίʔςΟϯάບ
ͷ։ൃͱͦͷࡐՃͷద༻ɼՊ学ڀݚඅิॿۚɾ
ʢBʣʢҰൠʣɼ2018-2020ɽڀݚ൫ج

˙ ϗϩΧιʔυ์ిܕεύολஔʹΑΔϑϦʔΧʔϘϯ
ؚ༗ߴ५ίʔςΟϯάບͷɼՊ学ڀݚඅิॿۚɾ
ʢBʣʢҰൠʣɼ2012-2014ɽڀݚ൫ج

˙ ϑϦʔΧʔϘϯΛؚ༗ͤͨ͞ຎࡲίʔςΟϯάບͷ։
ൃͱͦͷࡐՃͷద༻ɼՊ学ڀݚඅิॿۚɼՊ学
ɼ2010-2011ɽڀݚඅิॿۚɾઓత๖ժڀݚ

社会貢献活動
˙ʢ公ࣾʣਫ਼ີ学ձ৴ӽࢧ෦ʢ20204݄-20213݄ʣ
˙ʢ公ࣾʣਫ਼ີ学ձཧࣄʢ20204݄-20223݄ʣ
˙ʢҰࣾʣຊػց学ձΞιγΤΠτΤσΟλʢ20174݄-20223݄ʣ
˙ʢҰࣾʣຊػց学ձӳจใࢽΤσΟλʢ20204݄-20223݄ʣ

࢜学തतڭ�ߊ�ࡉ
Akira Hosokawa

ϓϩϑΟʔϧ
����� �݄ɹ大ࡕ大学大学Ӄૅج�学ڀݚՊ�ཧܥઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�म ʢྃ学Ґऔಘʣ
����� �݄ɹ大ࡕ大学ૅج�学෦ڀݚ�ੜ
����� �݄ɹॅ༑ిࣜגۀؾձࣾ
����� �݄ɹ۽ຊ大学�学෦ػ�ց学Պࢣߨ�
����� �݄ɹ۽ຊ大学�学෦ػ�ց学Պ�ॿڭत
����� �݄ɹۚ大学�学෦ػ�ػց学Պɹॿڭत
������݄ɹۚ大学�学෦ػ�ػց学Պɹڭत
����� �݄ɹۚ大学�ཧڀݚҬػ�ց学ܥɹڭत
����� �݄ɹۚ大学�ઃܭٕज़ڀݚॴڭ�त
����� �݄ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦ɹੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ਫ਼ີՃ学���ੜ࢈学���Ճܭଌ���ը૾ॲཧ
ॴଐֶڠձ
ʢ公ࣾʣਫ਼ີ学ձɼʢҰࣾʣຊػց学ձɼʢ公ࣾʣཻՃ学ձɼʢҰࣾʣχϡʔμΠϠϞϯυϑΥʔϥϜ

加
工
技
術
は
も
の
づ
く
り
の
基
本

切削加工学、研削加工学、加工計測、PVDコーティング、レーザ加工

ੜ࢈ ɾֶਫ਼ີՃ ɾֶ
Ճܭଌ

ʹϗΠʔϧද໘ݚ
ΫʔϥϯτϕϧτΛܗ
͢ΔϑϨΩγϒϧϒ
ϥγϊζϧ
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マテリアルプロセッシングを通して、金属材料の潜めた特性
を引き出す!
　金属材料の諸特性（機械・化学・電気・磁気的特性）は、添加された元素を
ベースとして鋳造・塑性加工・切削加工・熱処理などのプロセスを経て形成さ
れる金属組織により決められる。本研究室では、合金設計・成形工程・熱処理
などのマテリアルプロセッシングにより金属製品の形状と特性を制御する
研究に取り組んでいる。

༰ڀݚ
研究ςーϚ
1） 1パス大ひずみ加工熱処理による高強度超微細粒純チタンの創製
2） 冶金現象を考慮した高速切削プロセスの開発
3） 動的冶金現象を活用した高強度アルミ合金の連続製造プロセスの開発
研究։ൃͷྫ
1） 1パス大圧下制御圧延による鉄鋼材料における高強度・高延性を有するバ
イモーダル組織（サブマイクロンとマイクロン粒の混合組織）の創製（図1）

2） 航空機用のガスタービンディスクの実用化の基礎研究として、加工熱処
理シミュレータによる Ni 基耐熱合金の荷重変位曲線取得と荷重に及ぼ
す冶金現象のモデリング

3） 高速旋削によるS45Cにおける切削表面の超微細粒の形成メカニズム（図2）

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ரɾ઼ੑՃɾॲཧʹ͓͚Δϓϩηε݅ͷ࠷దԽ
˙ ۚଐࡐྉͷඍࡉ৫ɾػցతಛੑͷؔੳ
˙ ۚଐࡐྉʹ͓͚Δ૬มଶɾඍࡉ৫มԽͷϝΧχζϜղ໌

受賞
˙ ຊమ߯ڠձᖒଜจʢ20233݄ʣ
˙ ຊ઼ੑՃ学ձɹ༏लจߨԋྭ (20191݄)

論文
˙ Hyung-Won Park et al., Formation mechanism of 

ultrafi ne grains at machined surface of ���� � carEon 
steel under high-speed turning process Journal of 
Manufacturing Processes, 113 (2024) 171–182.

˙ +yung�:on ParN et al�� )ormation of ultrafi ne grain and 
mechanical properties in commercial pure titanium 
subjected to heavy-reduction thermomechanical 
processing around Ќ transus temperature, Materials 
Science and Engineering A 873 (2023) 145032

˙ Hyung-Won Park et al., Flow curve of superalloy 718 
under hot forming in a region of Ѝz precipitation, ISIJ 
International 63(2) (2023) 354–365.

講演・口頭発表等
˙  ɼݪږ ༞ɼԼଜݡ ༐وɼ ɼ༄ຊݧ໌ ५ɼ७νλ
ϯͷՃॲཧʹ͓͚ΔඍཻࡉͷܗٴͼЋ⾩ЌՃ
༠ى૬มଶʹٴ΅͢ͻͣΈͷӨڹɼୈ74ճ઼ੑՃ
࿈߹ߨԋձɼ202311݄

˙  ɼݪږ ༞ɼԼଜݡ ༐وɼLeeɼYun-Sooɼാ ஐ大ɼ
༄ຊ ५ɼՃॲཧʹ͓͚Δ7000ܥΞϧϛ߹ۚͷྲྀಈԠ
ྗͱಈతۚݱʹٴ΅͢ՃԹͷӨڹɼຊۚଐ学
ձ2023ळظʢୈ173ճʣߨԋ大ձɼ20239݄

˙  ɼ্ాݪږ ɼᖒོ࢘ ३ɼ༄ຊ ५ɼ༗ݶཁૉ๏Λ༻
Թɾͻ͢΅ٴʹද໘෦ΑΔS45Cͷʹߴ͍ͯ
ͣΈɾͻͣΈͷఆྔੳɼ2023઼ੑՃय़ߨق
ԋձɼ20236݄

競争的資金等の研究課題
˙ ЌτϥϯβεԹҎԼͰՃॲཧʹΑΔ७νλϯͷЋ
ˠЌՃ༠ىಈత૬มଶͷൃੜϝΧχζϜͷղ໌ɿ公ӹ
։ൃॿ 2022.10-2025.3ڀݚҰൠஂࡒ๏ਓఱాஂࡒ

˙ 1ύε大ͻͣΈՃॲཧʹΑΔڧߴඍཻࡉ७νλϯ
ͷͱϓϩηεͷج൫ߏஙɿຊ学ज़ৼڵձ Պݚඅج
൫ڀݚʢCʣ2022.4-2025.3

˙ ಈతۚݱΛڧߴͨ͠༺׆Ξϧϛ߹ۚͷ࿈ଓϓ
ϩηε։ൃͷڀݚૅجɿ公ӹஂࡒ๏ਓޒࡾͷͮ͘Γج
։ൃॿ 2023.4-2024.3ڀݚۚ

社会貢献活動
˙ 公立小松大学 γʔζɾχʔζϚονϯάγϯϙδϜ ӡ
Ӧɾ࢘ձɼ202310݄

˙ ٖٛߨʢ学ߍ๏ਓҴஔ学Ԃ ྏߴ学ߍʣɼ公ӹࣾஂ๏
ਓ大学ίϯιʔγΞϜੴɼ20235݄

˙ 公立小松大学ٴͼڀݚͷհɼMEXۚ2023ɼ20235݄

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژ大学大学Ӄ�学ڀݚܥՊػ�ց学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ౦ژ大学ੜٕ࢈ज़ڀݚॴ�ಛڀݚһ
����ɹ-(ిࢠૉࡐɾੜٕ࢈ज़Ӄ�ઌڀݚһ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
ڀݚ
学学ɾՃ࢈学���ੜޚɾ৫੍ྉՃࡐ���ྉࡐػɾߏ���学ྉࡐ
ॴଐֶڠձ
ຊమ߯ڠձɺຊۚଐ学ձɺຊ઼ੑՃ学ձɺܰ ۚଐ学ձ

材料工学、金属材料、マテリアルプロセッシング

ۚଐࡐྉɾՃ

ɹݪږ�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Hyung-Won Park

金
属
製
品・部
品
の

形
状
と
特
性
を
制
御
す
る

ਤ2. ߴટʹΑΔS45Cʹ͓͚Δද໘ͷඍཻࡉͷܗϝΧχζϜ

ਤ1. 大ѹԼ੍ޚѹԆʹΑΔқڧߴܗόΠϞʔμϧബ߯൘ͷ
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より現場に近い立場で課題解決という観点から、
新しい物造り技術の創造
　“現場配属”それでいいのか？から始まった 24年間のメーカー勤務を経て、現代
の現場の要求に対して、今の自分に足りないものを補うべく新しい分野の研究に
着手しています。当時の現場配属は、「先ずは、現場でこの会社の技術を知ること
から」と思い、希望し専任してきました。今はそれらの経験に合わせ、新しい分野へ
の挑戦が必要であると感じています。特に昨今、IT技術の発展に伴い多くの事、物
のあり方が著しく変化しています。日本の企業や個人もこの変化を捉え、活用でき
る技術を確立しなければならないと考えます。その橋渡し的な研究として、現場育
ちの経験を活かして、工場の生産現場や建設現場、農林業現場などの各分野とAI
や IOT、DXを繋げてより現場に近い立場で課題解決という観点から、新しい物造
り技術の発展へと寄与したいと考えます。また、これらの現場で共通して言えるの
は、高齢化、人手不足、生活環境の変化などによる後継者の育成に課題を持ってい
ます。それらの課題に対しても大学教育という現場における、教える技術や習得す
る技術の構築を目指し、広く社会へも発信していけるよう取り組んでいます。

༰ڀݚ

スマート型立体駐車場支援システムに関する研究
　過去においては高分子材料の研究から始まり、プラスチックスと金属とを組み
合わせた製品の製造、開発を経て実績を積んできました。これらの経験と最先端の
技術をつなぎ合わせるべく、自身としては初めてとなる新分野の研究に着手してい
ます。自動車の自動運転技術が進歩する中において、駐車場に関する新たな技術も
注目されています。その一つに自動運転による駐車についても研究が行われていま
す。しかし、そこには自動運転化への課題だけではなく、駐車場自体が抱える課題
があります。駐車場を設置する土地問題、事故、盗難、場内での渋滞、待ち時間など
があります。そこで我々はこれらの課題を解決すべく新たな提案を研究テーマとし
ています。これまでに、出庫時間効率を重視した駐車場の構造を提案し、それに関
する入出庫のアルゴリズムを構築してきました。出入り口にそれぞれエレベータを
設けて、エレベータを根とする木構造となるフロアーを持つ立体駐車場であり、制
御システムに使用する関数を定義しました（図1）。また、駐車場では自動パレットを
用いた移動のアルゴリズムを提案し、出庫効率が良いことを確認する為のシミュ
レーション実験を行い検証してきました。 今進めている研究は、土地問題に対し
て、3 次元空間を最大限活用した駐車台数効率の良い立体駐車場の新たな構造を
提案し、場内移動の制御システムの構築を行います。提案する駐車場は機械式立
体駐車場であり、前後、左右の移動を各階毎に制限している点が特徴です。しかし、
どの様に効率的に移動させるかについては特徴的な移動方法であるが故に容易
ではありません。そこで、これからの研究課題の主として制御システムを構築し、シ
ミュレーションにより検証し、更にモデルを作成しながら検証を進め、実用化を目
指します。  また教育の分野では、各企業でも取り組みがなされているDXを教育
現場においても活用し、より良い効果が得られるよう取り組んでいます。（図2）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ʹ͓͚Δ՝ղܾݱ࢈ੜۀɺྛݱ࢈ੜ

受賞
˙ ຊػց学ձിࢁʢ1994ʣ

論文
˙ Simulation of auto valet parking using automatic pallets, 

S.Funase, T.Moriuchi, H.Kimura, H.Nambo, Studies in 
Science and Technology, Vol.12, No.1, pp.53-66.

˙ +ow to moYe automatic pallets to improYe the time effi ciency 
of exiting in auto valet parking, S.Funase,  H.Kimura, H.Nambo, 
Sensors and Materials, Vol.35, No.7, pp.2229-2239.

˙ A Proposal of parking location determination to realize 
high time efficient exit operations in automated valet 
parking using automatic pallets, S.Funase, T.Shimauchi, 
H.Kimura, H.Nambo, International Journal of Engineering 
& Technical Research, Vol.12, Issue 2, pp.1-8.

˙ A proposal of automated valet parking system using 
automatic pallet, S.Funase, T.Shimauchi, H.Kimura, H.Nambo, 
Studies in Science and Technology, Vol.11, No.2, pp.147-150.

˙ Proposal of a multi-story car park with cell pallets to maximize 
space utilization efficiency in confined area, S.Funase, 
T.Shimauchi, H.Kimura, H.Nambo, International Journal of 
Engineering & Technical Research, Vol.12, Issue 1, pp.1-5.

˙ Automatic production system without prior user 
programming: Sequencing problem and Navigation 
during traffic congestionɼS.Funase,T.Shimauchi,H.
Kimura,Studies in Science and TechnologyɼVol.10, 
No.2, pp.201-206. 2021.12

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�学ڀݚՊػ�ցγεςϜ学ઐ߈�म࢜՝ఔ�मྃ
����ɹੵਫथࣜגࢷձࣾ�ೖࣾ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ٕज़৬һ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պࢣߨ�
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊ�ిࢠใՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
ڀݚ
学ҭڭ���学学���ใցػ
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձ

現
場
を
変
え
た
い

スマート型立体駐車場、教育とデジタル教材

ものͮ͘Γٕज़ɾڭҭֶ

स�ਅҰ�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Shinichi Funase

ਤ1. ग़ޮݿͷྑ͍立ମறंγεςϜͷఏҊ

ਤ2. VRΛ3ͨͬDը૾Ͱશһ͕ମݧ
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ロボットの運動制御からパワーアシストへ

アクチュエータの制御を基本としたメカトロニクス機器の開発およびそ
れらの制御に取り組んでいる。特にメカトロニクスの代表的な存在であるロ
ボットが将来的に家庭環境に入ってくることを考え、3 次元計測を用いるこ
とでロボとのハンドリング技術のより高機能化を目指している。
また、メカトロニクス技術を応用することで重量物を扱う作業者の補助と

なるパワーアシスト装置の開発を行っている。特に重量物を扱う作業者にお
いて負傷しやすい腰部のアシストに着目し、作業者の作業姿勢を考慮に入れ
たアシスト装置の開発している。この装置によって、より安全な作業環境を
提供できるように取り組んでいる。

༰ڀݚ

ロボットハンドリングの高機能化と
作業姿勢を考慮したパワーアシスト装置の開発
ピック＆プレース作業はロボットにおける代表的な作業の一つであるが、

雑多に物が置かれている家庭環境等では、把持対象物を個々に認識し、把持
することは難しい場合が多い。そのため、3次元計測とモデルマッチング法を
用いることで、個々の把持対象物の認識精度を上げ、干渉問題を考慮した動
作計画を行うことで成功率を上げている。（図1，2）
また、重量物の持ち上げ作業を対象として、作業時の姿勢（背骨の S 字カー

ブ）を保つような姿勢アシスト機構を組み込んだ腰部パワーアシスト装置の
開発を行っている。（図3）作業時の姿勢を保つことで、作業者自体に重量物の
負荷の一部を負担なく支えてもらい、その分だけパワーアシスト機構の小型
軽量化を図っている。

シーズ・地域連携テーマ例
ଌΛ༻͍ͨϩϘοτϋϯυϦϯάܭݩ࣍3 ˙
˙ ύϫʔΞγετஔͷ։ൃ

論文
˙ Localization System for Indoor Mobile Robot Using 

Re� ectiYe 0arNer in Large 6Tuare 6hape� +� 6eNi� .� 
Kawai, M. Hikizu, International Journal of Automation 
Technology, Vol.15, No.2

˙ Development of assistive robotic arm for power line 
maintenance, Precision Engineering, H. Seki, S. 
Nakayama, K. Umenisi, T. Tsuji, M. Hikizu, Y. Makino, 
A. Kakiuchi, Y. Kanda, Vol.67, pp69-76, 2021.1, 
DOI:10.1016/j.precisioneng.2020.09.006

˙ Smart Hydraulic System for Robot Arm, T. Hayashi, 
H. Seki, T. Tsuji, M. Hikizu, Proceedings of 17th 
International Conference on Precision Engineering, 
2018.11, Best Paper Award

˙ Effects and Application of Current Feedback in 
Servo System with Current Limiter, M. Hikizu, H. Seki, 
and Y. Kamiya, International Journal of Automation 
Technology, Vo.11, No.1, pp.104-111, 2017.1. doi: 
10.20965/ijat.2017.p0104

講演・口頭発表等
˙ ϩϘοτΞʔϜ༻ͷೋஈมՄͳ༉ѹۦಈγεςϜͱ
ͦͷଛࣦԽɼྛཽɼؔ໌ܒɼ⁋ಙੜɼฏޫ立ɼ
ਖ਼རɼୈ37ճຊϩϘοτ学ձ学ज़ߨԋձɼ2019

˙ Smart Hydraulic System for Robot Arm, T. Hayashi, 
H. Seki, T. Tsuji, M. Hikizu, Proceedings of 17th 
International Conference on Precision Engineering, 
2018, Best Paper Award

競争的資金等の研究課題
˙ ͷؒɼߏػͳΤωϧΪճੜٕज़Λར༻ͨ͠αʔϘޮߴ
Պ学ڀݚඅิॿۚɿઓత๖ժڀݚɼ20124݄-2015
3݄ɼදऀɿਖ਼ར

˙ ྗηϯαΛ༻͍ͳ͍ύϫʔΞγετܥͷ࣮ݱɼՊ学ڀݚ
අิॿۚɿྭڀݚʢAʣɼ20024݄ʵ20053݄ɼ
දऀɿਖ਼ར

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学�学෦�ॿख
����ɹۚ大学�ཧڀݚҬ�ॿڭ
����ɹۚ大学�ࣗવՊ学ڀݚՊ�ത࢜ʢԵʣ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ցྗ学ɾ੍ػ���学ցػ ��学ࢠిؾցγεςϜ���ిػց学ɾػ学���ցػ�ɺޚ
学ɾγεςϜޚ੍
ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɺຊϩϘοτ学ձɺਫ਼ີ学ձ

機械力学・制御、知能機械学・機械システム

ϝΧτϩχΫε

�ਖ਼ར�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Masatoshi Hikizu
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機械力学、計測制御、ロボット工学等の複合技術による
3次元運動解析法の開発・適用
ウェアラブルデバイスが日常生活において広く使用されるようになって
います。組み込まれているセンサについても多種多様であるため、知りたい
情報を計測できるセンサが使用されますが、直接的に知ることができない場
合が多いこと、小型であるために十分な性能を得ることができないことが多
い。3 次元の力学情報を計測するセンサを用いた解析や複数の計測情報を組
み合わせることによって新しい情報を得る、高精度化する手法であるセンサ・
フュージョンを組み合わせた新しい方法を開発・適用している。

༰ڀݚ

ウェアラブルセンシングによる新しい解析手法の開発と
スポーツの運動解析への適用
　計測制御分野における状態推定に使用されている「カルマンフィルタ」、機
械力学、ロボット工学分野における「運動学、動力学」等、複数の専門分野で使
用されている技術を融合したセンサ・ フュージョン技術の開発、スポーツ等
への適用を行っています。実験や解析については、他機関のスポーツ関連の
研究室や研究センター等とも積極的に連携しています。慣性センサを用いて
高精度に 3 次元姿勢推定を行うセンサ・フュージョン技術をベースとして、
カメラ等の使用が難しいスキー・スノーボードの解析への適用やそれぞれの
スポーツ種目に対応した解析法の開発・解析を展開しています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ΣΞϥϒϧηϯγϯάʹΑΔӡಈղੳ
˙ ηϯγϯάʹΑΔྗ学ಛੑͷਪఆ
˙ ηϯαɼྗηϯαΛ༻͍ͨྗ学ղੳੑ׳

受賞
˙ 20243݄ɹຊεΩʔ学ձจ
˙ 202211݄ɹຊػց学ձSHD෦ɹύΠΦχΞ
˙ 202111݄ɹຊػց学ձSHD෦ɹ༏लߨԋΦʔσΟ
Τϯεදজ

˙ 20219݄ɹຊεΩʔ学ձൃද
˙ 20209݄ɹຊػց学ձ ෦ɹ༏ޚଌ੍ܭցྗ学ɾػ
लߨԋΦʔσΟΤϯεදজ

˙ ใΛ༻͍ͨΞϧϖϯεΩʔλʔϯͷՃ࣮
ਪఆͱΧʔϏϯάλʔϯɾεΩοσΟϯάλʔϯͷӡಈ
ղੳʹؔ͢Δڀݚɼኍܓɼۙ౻ѥࢠرɼ෬ݟԿࢠɼ
εΩʔڀݚɼ20ʢ1ʣɼ1-9ɼ2024

論文
˙ ηϯαͱGPSϨγʔόΛ༻͍ͨΞϧϖϯεؾɾ࣓ੑ׳
Ωʔλʔϯʹ͓͚Δճసܘਪఆʹؔ͢Δڀݚɹኍܓɼ
ۙ౻ѥࢠرɼനੴݩɼ෬ݟԿࢠɼεϙʔπۀ࢈学ڀݚɼ
32ʢ4ʣɼ4_411-4_420ɼ 2023

˙ ใΛ༻͍ͨΞϧϖϯεΩʔʹ͓͚ΔΧʔϏϯά࣮
λʔϯɾεΩοσΟϯάλʔϯͷՃղੳʹؔ͢
Δڀݚɹኍܓɼۙ ౻ѥࢠرɼനੴݩɼ෬ݟԿࢠɼεΩʔ
ɼ18ʢ1ʣɼ1-8ɼ 2022ڀݚ

˙ ઇ໘ྗܭଌʹΑΔεϊʔϘʔυʹ͓͚ΔΧʔϏϯά
λʔϯͷӡಈղੳʹؔ͢Δڀݚɹኍܓɼઍ༿ངɼۙ౻ѥ
学ۀ࢈ਔɼεϙʔπذɼࢠԿݟɼ෬ࢠɼᴡ౻ѥ༝ࢠر
ɼ28ʢ2ʣɼ2_233-2_242ɼ 2016ڀݚ

講演・口頭発表等
˙ GNSSͱIMUΛ༻͍ͨϥϯχϯάಈ࡞ʹ͓͚Δ3ݩ࣍
ɾҐஔਪఆʹؔ͢Δڀݚɼኍܓɼຊػց学ձ
SHD2023ɼ202311݄10

˙ ใΛ༻͍ͨεϊʔϘʔυλʔϯʹ͓͚ΔΤοδ࣮
ϯάɾͨΘΈɾͶ͡Γղੳʹؔ͢Δڀݚɼኍܓɼຊ
ց学ձSHD2023ɼ202311݄10ػ

競争的資金等の研究課題
˙ εΩʔɾεϊʔϘʔυͮ͘جʹଌɾղੳใܭ࣮
λʔϯͷఆྔԽʹؔ͢Δڀݚ
ຊ学ज़ৼڵձ Պ学ڀݚඅॿۀࣄ ൫جʢCʣڀݚ൫ج
ʢCʣ 20194݄ʵ20223݄ڀݚ

˙ ΣΞϥϒϧηϯαγεςϜʹΑΔεϊʔεϙʔπ༻ӡ
ಈղੳγεςϜͷ։ൃͱධՁ
ຊ学ज़ৼڵձ Պ学ڀݚඅॿۀࣄ ൫جʢCʣڀݚ൫ج
ʢCʣ 20154݄ʵ20183݄ڀݚ

社会貢献活動
˙ ຊػց学ձSHD෦ɹاըҕһʢ2022ʙࡏݱʣ
˙ ຊػց学ձ学ज़ฤूҕһʢ2022ʙࡏݱʣ
˙ ຊεΩʔ学ձ෭ཧࣄʢ2024ʙࡏݱʣ

ኍڭ�ܓ�तത࢜ʢ学ʣ
Kiyoshi Hirose
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ॴଐֶڠձ
ຊػց学ձɼຊεϙʔπۀ࢈学ձɼຊεΩʔ学ձɼຊϑϧʔυύϫʔγεςϜ学ձɼ
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慣性センサ, 運動力学解析， センサ・フュージョン，姿勢推定
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磁性材料は様々な機器の
エネルギー変換に用いられている
　家庭の電気機器や、工業生産のための産業機器の多くが電気エネルギーを
用いている。電気エネルギーで機械を駆動したり、各種部品が要求する電圧
に変換するための電源回路に磁性材料が利用されている。大きくて重い部品
を用いれば大きなエネルギーを容易に扱えるが、小さくて軽くても大きなエ
ネルギーを扱うことができれば便利で携帯性にも優れることは当然である。
そこで、小さくても大きなエネルギーを扱うために、高い周波数でも使える
磁性材料や、その微細な設計、製作が重要となる。高周波で磁性材料を扱う技
術は、エネルギー変換のみならず、無線通信用部品やノイズ対策にも有用で
あり、より高周波かつ低損失の応用方法が求められている。

༰ڀݚ

磁性微粒子材料を用いた磁気部品の開発

　磁性微粒子材料は、粒子 1つ 1つの素材が持つ磁気特性だけで全体の特性
が決まるわけではなく、その形状や粒子間の相互作用によって、全体として
の磁気特性が変化する。これを活用することで、磁気特性を制御することが
可能となる。これまで、パワーエレクトロニクス用磁気部品として、磁性微粒
子を分散させた複合材料をフェライト部品と組み合わせた部品の提案や、加
工分野への応用として、磁性微粒子材料を用いた精密加工用工具の分析など
を行ってきた。現在、磁性微粒子複合材料による 3 次元構造磁気回路の製作
に取り組んでいる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Խ͓ΑͼͦΕʹ͏ಛੑΒ͖ͭͷվળܕ෦ͷ小ؾ࣓
˙ ࣓ੑബບͷύλʔϯԽʹΑΔߴपԠ༻
˙ ͦͷଞ࣓ؾԠ༻

受賞
˙ ຊAEM学ձٕज़ʢ2020ʣ
˙ ຊԠ༻࣓ؾ学ձจʢ1999ʣ

論文
˙ ɼ࣏ɼాጏ࢙֎ాࢁͷղੳɼྗిىͷ༠ಋثքൃి࣓ڥ
ా৾ٱɼຊAEM学ձࢽɼ28ʢ2ʣɼ pp.156-162, 2020

˙ Magnetic particle composite materials for magnetic 
sensor made by fused deposition method, Shinji Ikeda, 
Sotoshi Yamada, Proc. of 2019 13th International 
Conference on Sensing Technology (ICST)

˙ ΔՃ͚͓ʹମΛ༻͍ͨԁ໘ϚΠΫϩՃྲྀ߹ࠞؾ࣓
ɼౡా༤ɼ࣏ɼඦੜొɼాጏ࢚ٱຊࢁɼۉಛੑɼాྔ
Ҫ࢘߁ɼຊAEM学ձ27 ,ࢽʢ3ʣɼpp.308-314, 2019

˙ 150kHzҎԼಋEMIϊΠζ੍نʹର͢ΔεΠονϯά
ɼౡ݈Ұɼాጏ౼ݕԽʹؔ͢ΔݮϊΠζͷݯి
ɼVol.43ɼpp.81-88ɼࢽɼύϫʔΤϨΫτϩχΫε学ձ࣏
2018

˙ Electrical resistiYity and its thermal coeffi cient of Ti: 
alloy thin films prepared by two different sputtering 
systems, Yutaka Sakurai, Yuya Takeda, Shinji Ikeda 
and Yoshinori Sakamoto, physica status solidi (c) 11, 
.pp.1423-1426, 2014

˙ ٴʹੑྲྀମΛ༻͍ͨਫฏԁ໘ϚΠΫϩՃػؾ࣓
΅࣓͢ͷӨڹɼాۉɼౡా༤ɼҪ࢘߁ɼ
ాጏ࣏ɼຊAEM 学ձࢽɼ22ʢ2ʣɼpp.286-292ɼ2014

˙ Soft Magnetic Materials Application in the RF 
Range, M.Yamaguchi, K-H. Kim, S. Ikeda, Journal 
of Magnetism and Magnetic Materials, vol. 304-2, 
pp.208-213, 2006

˙ Micropatterned high permeability films with narrow 
bandwidth resonance loss for the band stop filter, 
Shinji Ikeda, Tatsuya Nagae, Yutaka Shimada, Ki 
Hyeon Kim, and Masahiro Yamaguchi, Journal of 
Applied Physics, Vol.99, pp. 08P507-1-2, 2006

講演・口頭発表等
˙ ༹ղੵ๏ʹΑΔ࣓ؾճ࿏࡞Λੑ࣓ͨ͠ࢦඍཻࢠ
ෳ߹ࡐྉͷ࡞ࢼɼాጏ࣏ɼ࢙֎ాࢁɼ2018.6ɼిؾ学
ձϚάωςΟοΫεڀݚձ

˙ ͷͨΊͷ࣓ܭઃ۩༺ຏݚੑྲྀମΛ༻͍ͨฏ໘ػؾ࣓
քղੳɼాጏ࣏ɼࢁຊ࢚ٱɼਗ਼ਫୡɼౡ݈ҰɼᓎҪ๛ɼ
ాۉɼ2017.9ɼୈ41ճຊ࣓ؾ学ձ学ज़ߨԋձ

˙ 150kHzҎԼEMI੍نʹର͢ΔεΠονϯάిݯϊΠζͷ
ݮԽݕ౼ɼౡ݈Ұɼాጏ࣏ɼ2017.9ɼฏ29
෦࿈߹大ձࢧ学ձؔؾి

˙ ͷͨΊܭઃ۩༺ຏݚੑྲྀମΛ༻͍ͨԁ໘ػؾ࣓
ͷ࣓քղੳɼాጏ࣏ɼࢁຊ࢚ٱɼਫՆࢤɼᓎҪ๛ɼ
ాۉɼ2016.9ɼୈ40ճຊ࣓ؾ学ձ学ज़ߨԋձ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ৴भ大学大学Ӄ�学ڀݚܥՊ�γεςϜ։ൃ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ౦大学ిؾ௨৴ڀݚॴ࢈�学࿈ڀݚܞһ
����ɹ౦大学大学Ӄ�学ڀݚՊ�ॿख
����ɹߴۀࢁઐ学ߍ�ॿڭत
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
ڀݚ
σόΠεɾిࢠ学���ిࢠిؾి ثػࢠ
ॴଐֶڠձ
学ձɺిؾ学ձɺຊ࣓ؾి ใ௨৴学ձɺຊ"&.学ձɺిࢠ ઃඋ学ձؾ

電子デバイス・電子機器、電力工学・電力変換・電気機器、
電子・電気材料工学、ナノ材料工学

ֶ༺Ԡؾ࣓

ా�ጏ࣏�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Shinji Ikeda

ਤ1.  ࣓ ੑബບΛ GHzଳͰ༻͢Δ
ͨΊͷϚΠΫϩύλʔϯԽ

ਤ2.  ࣓ ੑඍཻࢠෳ߹ࡐྉΛ༻͍ͨ
ϑΣϥΠτίΞτϥϯεͷಛ
ੑΒ͖ͭվળ

͍ͨ༺ྉΛࡐੑ࣓
ΤωϧΪー・௨৴Ԡ༻ٕज़
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電気電子・機械・情報の技術を使い、自然に潜む“電気”を見る

　雷や雷雲の観測を目的とした各種センサーの設計開発と展開、取得デー
タの解析ソフトウェア開発に取り組んでいます。特に電磁界・静電界の計測
に関わるセンサーの開発、ネットワーク構築（IoT 化）に注力しています。主
要な専門分野は電気電子工学ですが、機械工学・情報工学等の周辺分野の技
術も積極的に取り入れ、開発センサーによる新しい観測基盤の創出、新しい
データを用いた雷研究の未解明問題へのアプローチを目指しています。

༰ڀݚ

電磁界・静電界計測に基づいた雷・雷雲の活動監視と予測

　大気中の電気現象の代表例である雷・雷雲は、誰でも見たことがある一般
的な自然現象です。しかし、雷雲内で生成される帯電の時間発展や、雲内の帯
電から雷という放電現象に至る物理過程などは、現在も詳細は分かっていま
せん。これらの課題解明は、落雷の発生予測に繋がるものと考えられます。し
かし、10km 程度の狭い空間スケールで発生し、1 時間程度の短時間に発達・
衰退に至る雷雲活動の動態の観測は現在においても容易ではなく、多くの技
術的課題が残されています。
　本研究室では、雷雲の充電・放電の詳細観測を目的とし、汎用マイコン等を
活用した各種センサーの設計開発に取り組んでいます。現在は、静電気を帯
びた雷雲の周辺域における地上静電界の高密度計測を可能とするセンサー
群の設計・製造、高密度センサー網構築による実証観測を重点課題としてい
ます。雷雲活動に伴う地上静電界の多点計測、データ統合により、理学面では
落雷の直前発生予測に繋がると考えられる雷雲内に生成される雷雲電荷の
電荷量・電荷高度の時間変動の導出を、工学面では既存の雷観測網で導出が
難しい個々の落雷の規模推定による落雷被害の詳細把握の実現が期待され
ます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ి࣓ϊΠζڥͷධՁ
˙ ൚༻ϚΠίϯΛ༻͍ͨܭଌγεςϜ։ൃ
˙ ͷ։ൃثػଌ༻IoTܭڥ

受賞
˙ จԽηϯλʔؾ๏ਓWNIஂࡒ ୈ4,9,10,11ճؾจԽ
大डʢ20147݄ɺ20197݄ɺ20207݄ɺ20217݄ʣ

˙ ୈ2ճΊͿ͖ϏδωεΞϫʔυ大学Πϊϕʔγϣϯʢ
རۜߦʣडʢ20195݄ʣ

論文
˙ Yamashita, K., Fujisaka, H., Wang, D. H., Iwasaki, 

H., Yamamoto, K., Michimoto, K., and Hayakawa, M. 
������� A new electric fi eld mill array with each of the 
mill`s rotor controlled precisely by a GPS module: 
Equipment and initial results. Earth Planet. Phys., 8(2), 
1–13. doi: 10.26464/epp2024009

˙ Yamashita K, Fujisaka H, Iwasaki H, Kanno K, 
Hayakawa M. A New Electric Field Mill Network to 
Estimate Temporal Variation of Simplified Charge 
Model in an Isolated Thundercloud. Sensors. 2022; 
22(5):1884. https://doi.org/10.3390/s22051884

˙ K. Yamashita, H. Fujisaka, H. Iwasaki, K. Kanno, M. 
Hayakawa, Construction of an Electrostatic Sensor 
Network to Estimate Total Charge in an Isolated 
Thundercloud, Proc. of the 35th International 
Conference on Lightning Protection, 2021

講演・口頭発表等
˙ 2021Նقʹ͓͚Δؔ౦Ͱͷ੩ిքܭଌల։ͷॳظ
݁ՌɼࢁԼࡾɺ࡚ؠത೭ɺ౻࢙ߒࡔ ຊ大ؾిؾ学ձ
ୈ100ճൃڀݚදձɼྩ41݄8

˙ ੩ిքܭଌʹ͍ͨͮجཕӢॆ์ిࢹͷॳ݁ظՌɼࢁԼ
ݚ学ձୈ99ճؾిؾɼຊ大࢙ߒࡔ౻ത೭ɼ࡚ؠɼࡾ
දձ, ྩ31݄8ൃڀ

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢएखڀݚBʣʮΞδΞམཕ؍ଌʹΑ
ΔؾࡂΛͨΒ͢ੵཚӢͷલ༧ଌʯʢ20154݄ʙ
20183݄ʣ

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢएखڀݚʣʮ্੩ిքͷଟܭଌʹ
ཕ༧ଌʯʢ20184݄ʙ20213݄ʣൃ͍ͨͮج

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢઓతڀݚʢ๖ժʣʣʮཕӢͷॆ์
མཕલ༧ଌͷઓʯʢ20214݄ʙ͍ͨͮجʹࢹి
20233݄ʣ

˙ ΧγΦՊ学ৼஂࡒڵ ୈ41ճʢྩ5ʣڀݚॿʮߴ
ΤωϧΪʔམཕͷൃੜݕɾ༧ଌΛతͱͨ͠ཕΤωϧ
Ϊʔ؍ଌͷߏஙʯʢ202312݄ʙ202411݄ʣ

社会貢献活動
˙ ॴʢ20214݄ʙ20223݄ʣࢧॴࢧ学ձಢؾి
˙ Ұൠࣾஂ๏ਓຊిۀػձʢJEMAʣ෩ྗൃిཕอޢ
Պձʢ20195݄ʙࡏݱʣ


ཧ学	࢜तതڭ�।ࡾ�Լࢁ
Kozo Yamashita

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦大学大学Ӄ�ཧ学ڀݚՊ�ٿཧ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹαϨδΦߴۀઐ学ؾి�ߍ学Պ�ॿڭ
����ɹαϨδΦߴۀઐ学ؾి�ߍ学Պࢣߨ�
����ɹརۀ大学�学෦ࢣߨ�
����ɹར大学�学෦ࢣߨ�
����ɹར大学�学෦�।ڭत
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ
ڀݚ
大ؾిؾ学
ॴଐֶڠձ
学ձɺిؾిؾ学ձɺຊ大ؾి ઃඋ学ձؾ

自
然
の
中
の〝
電
気
〞を
見
る

セ
ン
サ
ー
の
開
発

雷、センサー、静電界、電磁界、IoT、雷害対策、EMC

ֶࢠిؾి

ਤ1ɽຊࣨڀݚͰઃܭɾͨ͠੩ిքηϯαʔ
ʦʢaʣɿ੩ిքηϯαʔຊମͷࣸਅɺʢbʣɿ
෩ܠɺʢcʣηϯαʔγεςϜઃஔ֎؍ʧ

ਤ2ɽ 2020 8݄ 27 01:40ʦJSTʧͷ੩ిք
͔Βࢉग़ͨ͠ిՙҐஔʢ੨ؙʣͱؾϨʔμ
ʹΑΔ߱ӍྖҬͷൺֱਤʢɿηϯαʔҐஔʣ
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高齢者の運転技能チェックを支える人工知能

　高齢者の方が運転する際の事故を防ぐために、免許を更新するときには認
知機能検査が必要で、事故を起こした高齢者は「運転技能検査」も受ける必要
があります。
そのため、私たちは新しい技術を開発しました。これは、AIがシミュレー
タ上の運転行動から高齢者の運転技能をスクリーニングするものです。この
技術に関する特許を取得し、研究成果を論文で発表しました。

༰ڀݚ

AIが生み出すシミュレータ技術

　現在は生成 AIを用いたシミュレータの生成を行っています。シミュレー
タは、多種多様なコースを生成し、現実のルールや現象を再現し、運転技能を
評価できるシーンを生成する必要があります。これにより、テストの感度低
下を防ぎ、シミュレータ上での運転と実車での運転の差異をなくし、運転技
能を測定できます。しかし、これらの要件を満たすシミュレータは専門家し
か作れず、開発・導入には高いコストがかかります。
そこで、私たちは新たな取り組みとして、AIによるシミュレータ自動生成

技術を開発しました。既に多様なコースの生成に成功しており、今後は現実
のルールや現象を再現する技術に取り組む予定です。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ੜମɾߦಈηϯγϯάʹΑΔώϡʔϚϯΤϥʔ༧ஹͷݕ
˙ ਓʹΑΔίίϩͷ༧ଌͱཧղ
˙ ਓͱIoTΛऀྸߴͨ͠༺׆ͷݟकΓ
˙ ਓʹΑΔྸߴυϥΠόʔͷӡసٕࠪݕ

受賞
˙ International Conference of Universal Researchers 

SESSION BEST PAPERʢ20169݄ʣ
˙ ۚ大学ɹۚ大学大学ӃࣗવՊ学Պʢ20133݄ʣ

論文
˙ Effect of Behavioral Precaution on Braking Operation of 

Elderly Drivers under Cognitive Workloads. Kajiwara, Y, 
Murata, E, Sensors 22(7) 5741-5757 2022

˙ Predicting emotion and engagement of worker in 
order picking based on behavior and pulse wave 
acquired by wearable device,Yusuke Kajiwara, 
Toshihiko Shimauchi, Haruhiko Kimura, sensors 19(1) 
165-187 2019

書籍等出版物
˙ AIͱਓؒͷΠϯλϥΫγϣϯʹ͓͚Δ࠷৽ಈͱ՝ɺ
学 62ʢ6ʣ 390-395 2023༞ีɼ҆શݪֿ

˙ lਓzͷಋೖʹΑΔੜੑ࢈ɺޮੑͷ্ɺ৽։
ൃͷ׆༻ גஶɼൣғɿ282-289ʣڞ༞ีʢ୲ɿݪֿ
ࣜձٕࣾज़ใڠձ 20185݄

˙ ͻͱݟकΓςΫϊϩδʔʙԕִͷऀྸߴΛத৺ͱͨ͠ɺ
ҟมͷثػ։ൃ͔Β֤छྫࣄɺੈ࣍ల·Ͱʙ ౡ
٢ᠳଠɼֿݪ༞ีɼౡതޫ ձࣾΤψɾςΟʔɾΤࣜג
ε 20179݄

講演・口頭発表等
˙ ԽࢹଌใʹΑΔίίϩͷՄܭց学शͱੜମػ ݪֿ ༞ี
ηϯαŋΞΫνϡΤʔλŋϚΠΫϩφϊʗΟʔΫ 2018 
ηϯα૯߹γϯϙδϜੈ࣍ lχʔζͱγʔζͷग़ձ
͍z 20189݄27

˙ ɼֿࡦಈηϯγϯάͱAIʹΑΔώϡʔϚϯΤϥʔରߦ
ɼౡതޫ߂ت༞ีɼ২ଜݪ ຊྗࢠݪ学ձय़ͷ大ձ
20183݄26

競争的資金等の研究課題
˙ ԉγεςϜࢧͷͨΊͷา͖εϚϗ͔ΒΛकΔऀো֮ࢹ
ͷ։ൃ学ज़ৼڵձɿՊݚඅʢج൫Cʣ2017ʵ2019

˙ ಈͱؾมԽΛར༻ͨ͠շʗෆշετϨε༧ଌʹͮج
͘࿑ಇऀͷ͏ͭප༧ࢧԉͷڀݚ ຊ学ज़ৼڵձɿՊݚ
අʢएखBʣ2016-2018දऀ

社会貢献活動
˙ʮώϧζϩϘοτϥϘʙ͍Ζ͍ΖͳϩϘοτͱ;ΕΑ͏
ʙʯࢣߨʢ2018ʣ

˙ 大学ίϯιʔγΞϜੴʮਓૅجʯࢣߨʢ2018ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊ�ిࢠใՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ立໋ؗ大学�ใཧ学෦�ಛॿڭ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ใ学���ೝՊ学���ࣾձɾ̓ શγεςϜՊ学���ࣾձγεςϜ学ɾ̓ શγεςϜ���ਓؒҩ学��
ҩ༻γεςϜɺใ学���ใ学ɺใ学���౷ܭՊ学
ॴଐֶڠձ
ใॲཧ学ձձһɺి 学ձձһؾ

人
工
知
能
に
よ
る

コ
コ
ロ
の
理
解
と
産
業
へ
の
応
用

統計科学、認知科学、知覚情報処理、ヒューマンインターフェース・
インタラクション、リハビリテーション科学・福祉工学

ਓ

学ʣʢ࢜तതڭ��༞ีݪֿ
Yusuke Kajiwara

ਤ . ੜAIͰ࡞ͨ͠ը૾
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CGMを用いたソーシャルセンシング技術の活用と
実現場を想定した人物識別
インターネットから社会の動向やニーズを把握することを目的としたソー

シャルセンシング技術の研究が進められており、社会調査やマーケティング、
データマイニング等の分野で活用されている。最近では、インターネットから
ユーザの行動をリアルタイムに分析することで、その時々の投稿者の意見や暗
黙的な考え、そして本来のニーズをタイムリーに抽出することも注目されている。
　建設現場の労働災害をゼロにするには、効果的な安全管理の徹底が重要で
ある。現在は、ビデオカメラを用いた危険個所への侵入や建機と接触する恐
れのある作業者をリアルタイムに識別する方法があるが、類似した作業者が
往来する建設の現場への適用は困難である。そこで、画像認識に優れた深層
学習の畳み込みニューラルネットワークが人物識別（人物解析）において注
目されている。また、人物認識の知見を基にスポーツ分野に情報処理技術を
適用して、戦術分析等の研究を行っている。

༰ڀݚ

マイクロブログからユーザ属性を考慮した
社会事象の抽出と実現場を想定した人物識別
マイクロブログから暗黙的に含まれる生活習慣に直結する習慣行動から

実世界で生じた事象や動向を自動的かつ、適切に抽出するための方法につ
いて大きく 3つの研究をしている。一つ目としては、平時の習慣行動と異な
る「非習慣行動」を抽出することでユーザの行動を分析する手法、二つ目とし
て、ユーザの属性単位（性別、年代、職業や地域）による習慣行動の違いから社
会事象を抽出する手法、三つ目として、ソーシャルセンシングで重要となる
前述の 4つのユーザ属性を投稿履歴から推定するためのシステムを開発し、
センシング精度を高める研究を行っている。
　深層学習を用いた人物識別に関する研究では、顔認証、歩容認証や人物同定等
で従来よりも高精度な成果を得られることが報告されている。しかし、これらの技
術では、類似した作業者が往来する建設現場への適用が困難である。そこで、建
設現場の作業者が常に装着する安全ベストやヘルメットに着目し、CNNに基づ

く装着物に模様を付けた人物の
識別手法を考案して、建設現場
における人物識別（人物解析）に
適用するための研究を行ってい
る。また、スポーツに関する研究
では、サッカーを対象としたプ
レーの分類やバレーボールを対
象としたスパイクコースの推定
等の研究にも取り組んでいる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ϚΠΫϩϒϩά༻͍ͨιʔγϟϧηϯγϯάٕज़ͷ׆༻ͱੳ
˙ ਂ学शΛ༻͍ͨਓࣝผͱಉఆ
˙ ը૾ॲཧΛ༻͍ͨྨͱҟৗݕग़

論文
˙ Ikeda, R., Sakamoto, K., Ueda, Y.: Breaking News System 

of At-Bat Results From Sports Commentary via Speech 
Recognition, IEEE Access, 12, 27199-27209, 2024.

˙ Naruo, T., Nishita, Y., Umehara, Y., Yamamoto, Y., Jiang, 
W., Nakamura, K., Tanaka, C., Sakamoto, K. and Tanaka, 
S.: Development of Technology for Generating Panorama 
andVisualization Using Two - viewpoint Images, Journal 
of Digital Life, 2, 1-7, 2022.

˙ ᇙจᔺɼࢁຊ༤ฏɼதଜ݈ೋɼాதͪͻΖɼࡔຊҰຏɼ
ాதయɼ໐ඌৎ࢘ɼஐዮɼ松ඌཾฏɼԬቌ༤ɿ
GANΛ༻͍ͨϑΟʔϧυεϙʔπͷબखͷӨআڈʹؔ͢
ΔڀݚɼࣸਅଌྔͱϦϞʔτηϯγϯάɼຊࣸਅଌྔ
学ձɼ61ʢ4ʣɼ241-255ɼ2022.

˙ ϚΠΫϩϒϩάϢʔβͷྨޠʹணͨ͠Ҭଐੑͷਪఆ
ʹؔ͢ΔڀݚɼࡔຊҰຏɼதଜ݈ೋɼࢁຊ༤ฏɼా தయɼ
ใࣝ学ձࢽɼ32 ʢ1ʣɼ53-72ɼ2022.

˙ ਂ学शΛ༻͍ͨݐઃݱʹ͓͚Δਓࣝผʹؔ͢Δݚ
ຊҰຏɼࡔҪཾҰɼਆ୩大հɼҪ্Մɼాதయɼࠓɼڀ
౻Ҫୖ࠸ɼ٠ӳҰɼҏ౻ɼ学ձจूF3ʢ
ใ学ʣɼ75ʢ2ʣɼI_57-I_68ɼ2019.

˙ ฏ࣌ͱҟͳΔࣄʹର͢Διʔγϟϧηϯγϯάٕज़ʹ
ؔ͢ΔڀݚɼࡔຊҰຏɼதଜ݈ೋɼࢁຊ༤ฏɼాதయɼ
ใॲཧ学ձจࢽɼ59ʢ10ʣɼ1866-1879ɼ2018.

˙ ϚΠΫϩϒϩάʹ͓͚ΔϢʔβͷଐੑͱशߦ׳ಈͷਪఆʹ
ؔ͢ΔڀݚɼՃ౻ྒɼதଜ݈ೋɼࢁຊ༤ฏɼాதయɼࡔ
ຊҰຏɼใॲཧ学ձจࢽɼ57ʢ5ʣɼ1421-1435ɼ2016.

書籍等出版物
˙ʮAndroidηϯαʯػผΞϓϦ։ൃɼڞஶɼ学ࣾɼ20151݄
˙ PythonڭՊॻɼڞஶɼ学ࣾɼ20223݄

講演・口頭発表等
˙ Study on Play Type Estimation Using Soccer Game 

Video Images, Jiang,W, Yamamoto,Y, Tanaka,C, 
Sakamoto,K, Nakaramura,K, Naruo,T, Tanaka,S, 
Xiao,Z, Matsuo,R, Aoki,T, The Conference of Digital 
Life vol.1, 2023

˙ Study of SEO Strategies for Improving Website Search 
Result Ranking, Tanaka,S, Nakamura,K, Teraguchi, T, 
Yamamoto,Y, Sakamoto,K, Nakahara,M, Kusumoto,N, 
Iwamoto,T, The Conference of Digital Life vol.1, 2023

˙ BERTΛ༻͍ͨϦΞϧλΠϜߘʹΑΔใγεςϜͷ։
ൃɼాཧۢɼ্ా๕߂ɼࡔຊҰຏɼୈ85ճશࠃ大ձߨ
ԋจूɼ2023ɽ

社会貢献活動
˙ ؔ大学ઌՊ学ٕज़ਪਐߏػɾࣾձۭؒใՊ学ڀݚ
ηϯλʔɹ٬һڀݚһʢ2021݄̐ʙʣ

˙ 小松ࢢҩࢣձʮҩྍDXʹ͍ͭͯ ʕ͜Ε͔ΒͷใԽࣾձ
ʕʯࢣߨʢ20236݄ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹؔ大学大学Ӄ��૯߹ใ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔظޙ՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ॿڭ
ڀݚ
8FCςΩετϚΠχϯά���σʔλϚΠχϯά���ը૾ॲཧ
ॴଐֶڠձ
ใॲཧ学ձɼຊใϑΝδΠ学ձɼ学ձɼຊػց学ձɼใࣝ学ձɼຊઃܭ学ձ
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値
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る
情
報
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値
あ
る
形
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供

データサイエンス､CGM､ソーシャルセンシング技術､属性推定､
習慣行動､社会事象､深層学習､知能情報学

ʢใ学ʣ࢜തڭຊ�Ұຏ�ॿࡔ
Kazuma Sakamoto

ਤ .  நग़ͨ͠ฏ࣌ͷशߦ׳ಈͱඇशߦ׳ಈͷྫ
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デジタルな自然としての計算機とネットワーク

　人間は、もう計算機に将棋やチェスで勝つことはできません。そして 1 台
だけでも人間の脅威になるこの計算機が多数、地球を覆い尽くしたネット
ワークで相互接続しています。枯渇が心配されている IPv4アドレスは約 43
億の個体を識別できるので、この地球網に接続される計算機はそろそろ人間
の数を超えるはずです。この大きなネットワークの計算能力が社会の基盤と
して機能し、私たちの生活が大きく変容してしまった事実は、この人工物の
集積を拡張された自然環境の一部として再認識する重要性を示唆していま
す。私はこのような目的意識を持って、自然科学の旗手である物理学の概念
と方法を情報科学の分野に応用する研究をしています。

༰ڀݚ

ノイズと遅延がある世界で計算機とネットワークを
賢く運用するための研究
　世界はノイズで満ち溢れています。しかも量産できる半導体と光ファイ
バーを基幹技術としたネットワークでは、単位時間当たりに伝送できる情報
量には大きな制限があり、日常的な事象でも瞬時には伝達できません。そこ
には、ある程度の遅延が存在します。私はこのような状況を数学的に抽象化
し、どのように情報を加工してから集約・統合すればよいのかを数学的に研
究しています。例えば、ノイズによる汚れの度合いが大きい情報は、あまり正
確に伝達しても意味がないので、思い切り縮約したものを多数準備したほう
がよいでしょう。逆に、ノイズが少ない環境での情報の圧縮は重要ではなく、
目の前のネットワークでそのまま送れる回数だけ送信すれば十分です。じつ
は、このような情報の圧縮過程における操作的な意味での優位性の逆転は、
物理学の相転移現象として説明できるようなのです‥。私はこのような学際
的な研究のアプローチを、数学的に基礎づけていきたいと思っています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ใཧΛ༻͍࣓ͨੑମͷੑ༧ଌ
˙ ূݕͼҰ༷ྻͷൺֱɾٴཚࣅٙ

受賞
˙ ௨৴ιαΠΤςΟ׆ಈޭ࿑ɼిࢠใ௨৴学ձɼ2015

論文
˙ Rate Distortion Codes in Sensor Networks: A System-level 

Analysis, T. Murayama, P. Davis, Advances in Neural 
Information Processing Systems,18, 931-938, 2006

˙ Rate Distortion Function in the Spin Glass State: A Toy 
Model, T. Murayama, M. Okada, Advances in Neural 
Information Processing Systems, 15, 423-430, 2003

˙ Regular and irregular Gallager-type error-correcting 
codes, Y. Kabashima, T. Murayama, D. Saad, R. 
Vicente, Advances in Neural Information Processing 
Systems, 12, 272-279, 2000

˙ Cryptographical properties of Ising spin systems, Y. 
Kabashima, T. Murayama, D. Saad, Physical Review 
Letters, 84, 2030-2033, 2000

˙ Typical performance of Gallager-type error-correcting 
codes, Y. Kabashima, T. Murayama, D. Saad, 
Physical Review Letters, 84, 1355-1358, 2000

書籍等出版物
˙ ཧ学ࣄయʢୈ4ষɾୈ3અʣʮ大ภࠩݪཧʯɼଜࢁ立ਓɼ
ேॻళɼ2011

講演・口頭発表等
˙ Expression of interest in part icipat ing in the 

Workshop, T. Murayama, T. Yamaguchi, W3C Web on 
TV Workshop, 2010

˙ Sensor Networks, Rate Distortion Codes, and 
Spin Glasses, T. Murayama, The Kavli Institute for 
Theoretical Physics China, 2008

競争的資金等の研究課題
˙ ෆՄٯѹॖաఔͱͯ͠ͷεϐϯάϥεͷڀݚɼՊ学ڀݚ
අิॿۚɼج൫ڀݚʢCʣɼ2021-2023

˙ ݚͷੑࢭదఀ࠷తѹॖաఔʹ͓͚Δؼ࠶σʔλͷྻܥ࣌
ɼ2014-2015ڀݚඅิॿۚɼ৽学ज़ྖҬڀݚɼՊ学ڀ

˙ ෆՄٯѹॖաఔʹ͓͚ΔอଘྔͷڀݚɼՊ学ڀݚඅิॿ
ۚɼઓత๖ժڀݚɼ2012-2014

˙ ූࢄ߸ԽʹΑΔదԠతܭଌɾ௨৴γεςϜͷఏএͱߏ
ஙɼՊ学ڀݚඅิॿۚɼಛఆྖҬڀݚɼ2006-2009

˙ ඇՄٯѹॖաఔʹ͓͚Δ҉߸学తੑ࣭Λར༻ͨ͠σδλ
ϧॺ໊ٕज़ͷ։ൃɼՊ学ڀݚඅิॿۚɼएखڀݚʢBʣɼ
2003-2005

社会貢献活動
˙ ઐҕڀݚใ௨৴学ձใωοτϫʔΫՊ学ಛผࢠి
һձɼࠤิࣄװɾࣄװɾ෭ҕһɼ2013-2019

ଜࢁ�立ਓڭ�तത࢜ʢཧ学ʣ
Tatsuto Murayama

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ۀژ大学�大学Ӄ૯߹ཧ学ڀݚՊ�γεςϜՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹཧԽ学ڀݚॴ�Պ学૯߹ڀݚηϯλʔૅج�Պ学ಛผڀݚһ
����ɹຊి৴ిࣜגձࣾ�/55ίϛϡχέʔγϣϯՊ学ڀݚૅجॴ�ࣾһ
����ɹࢁ大学�大学Ӄཧ学ڀݚ෦�ཧใՊ学ࢣߨ�ܥ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ใ学جࢉܭ���ૅج൫���ཧ学
ॴଐֶڠձ
ใ௨৴学ձɼຊཧ学ձɼΞΠɾτϦϓϧɾΠʔʢ*OTUJUVUF�PG�&MFDUSJDBM�BOE�&MFDUSPOJDT�&OHJOFFSTʣࢠి
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て

符号化，計算量，磁性体，測度集中，協同現象

ཧใֶ

ෆՄٯѹॖաఔΛ࣮͢ݱΔͨΊͷີූ߸Խͷఏএʢಛڐୈ4418347߸Λࢀরʣ
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認知神経力学的観点による人間のコミュニケーションの
理解と応用
　私はこれまでに計測とモデル化の両面から、人間の意図推論・意図理解につい
て、1）人間の記号的・身体動作的コミュニケーションにおける二者同時脳波計測に
よる神経同期解析、2）脳波計と他デバイス（動作・視線計測等）を統合した認知計測
システムの構築と解析、そして 3）神経場モデルなどによる神経同期シミュレーショ
ン、などを通じて研究を進めてきました。上記に加えて現在は、A）意図推論を対象
とした結合脳波フィードバックシステム、 B）デジタル地域通貨を用いたコミュティ
活性化、そしてC）オントロジーの利活用についても研究を開始しました。また研究
課題への昇華に至っていませんが、将来的には人間の共創的な仮想パートナーと
なりうる認知神経モデルや機械の構築、そしてウェアラブル脳波計による生体デー
タ（脳波など）とAI・機械学習を組み合わせること、などを目論んでいます。
　以上の研究遂行を通して、現代社会の生産システムおよび人間と機械のコミュニ
ケーションにまつわる技術の発展や課題解決に対し、研究成果を還元する決意です。

༰ڀݚ

記号的・身体動作的コミュニケーションを対象とした
神経同期解析
　人間のコミュニケーションには、文字やアイコンなどの記号を使う場合（記号
的コミュニケーション）、表情やジェスチャーなどの体の動きを使う場合（身体
動作的コミュニケーション）といった多様なモダリティ（様式）が存在します。し
かし、これらの異なる様式によるコミュニケーションの神経基盤を同一の尺度
で扱うことは困難な現状があります。これに対し、「神経同期」の観点（図 1）を導
入することで、異なる様式のコミュニケーションにおける統一的な神経基盤の
議論を遡上に上げ、コミュニケーションが随意的なものから不随意的なものへ
と変化する記号的コミュニケーション課題と、随意行動と不随意行動を切り替
える身体的コミュニケーション課題について脳波実験を行いました。これらの
実験から得られたコミュニケーション脳活動に関する知見は、記号および運動
意図の解釈、社会的協調に関わる 3つの脳領域（前頭部、左前頭部、右頭頂部）の
関与を示唆しました（結果の一部は図 2 参照）。前掲したコミュニケーションに
重要な要素である意図推論や意図理解に焦点を当て、研究を続けています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ղੳΛ༻͍֮ͨใॲཧͷղੳ
˙ ίϛϡχέʔγϣϯʹ͓͚Δҙਤਪͱҙਤཧղ
˙ ༗ڞɾ༺׆͓Αͼ҉ͷɾੵɾࣜܗ

受賞
˙ 20204݄༏लɼ৽学ज़ྖҬڀݚʮڞతίϛϡχέʔ
γϣϯͷͨΊͷޠݴਐԽ学ʯ

˙ 20173݄༏ल学ੜɼܭଌࣗಈ੍ޚ学ձࢧ෦ɹͳͲɽ

論文
˙ Proposing Discussion Framework and Hypothesis for 

Neural Underpinnings of Human Symbolic and Embodied 
Communication from Synchronization ViewpointɼMasayuki 
Fujiwara, Takashi Hashimoto, Journal  of  Robotics, 
1etworNing and Artifi cial /iIe, 9(3), 221-228, 202212݄ɽ

˙ Methodological Design for Integration of Human EEG 
Data with Behavioral Analyses into Human-Human/
Robot Interactions in a Real-World Context, Maria R. V. 
Sanchez, Satoru Mishima, Masayuki Fujiwara, Guangyi 
Ai, Mélanie Jouaiti, Yuliia Kobryn, Sébastien Rimbert, 
Laurent Bougrain, Patrick Hénaff, Hiroaki Wagatsuma, 
ICIC Express Letters, 14(7), 693-701, 20207݄ɽ

˙ Changes in Phase Synchronization of EEG During 
Development of Symbolic Communication Systems, Masayuki 
Fujiwara, Takashi Hashimoto, Guanhong Li, Jiro Okuda, 
Takeshi Konno, Kazuyuki Samejima, Junya Morita, Advances 
in Cognitive Neurodynamics (VI), 327-333, 20186݄ɽɹͳͲɽ

書籍等出版物
˙ ώτ͓Αͼಈͷಉظɾಉௐ͔ΒݟΔҙਤڞ༗ɼh ਐޠݴ
Խ学ͷະདྷΛڞ͢Δ ɼɦ౻ݪ ਖ਼ɼۙ౻ ૱ଠɼޱࡕ
.ɼͻͭ͡ॻɼ 202210݄ॣ

講演・口頭発表等
˙ ղੳɼظϞσϧͷೋूஂؒʹ͓͚Δಉྔ࣭ܦਆܕੈ࣍
ݪ౻ ਖ਼ɼڮຊ ɼhܟ ຊԠ༻ཧ学ձ 2022ձ ɼɦ
20229݄10ɽ

˙ An EEG Power Analysis with Hyperscanning EEG-Motion-
Gaze data in Embodied Synchronization: A Pilot Study for 
Intentional Switching with lLook This Way!z Game, Masayuki 
Fujiwara, Maria R. V. Sanchez, Satoru Mishima, Takashi 
Hashimoto, Hiroaki Wagatsuma, The 8th International 
Congress on Cognitive Neurodynamics, 20225݄7ɽ

˙ ಉظղੳͷ͢͢Ίɼ౻ݪ ਖ਼ɼh ਆࢁਆܦՊ学ηϛ
φʔ ʦɦটߨԋʧɼ20193݄18ɽ

˙ Neural Phase Synchrony on Understanding Meanings 
of Symbols, Masayuki Fujiwara, Takashi Hashimoto, 
Guanhong Li, Jiro Okuda, Takeshi Konno, Kazuyuki 
Samejima, Junya Morita, The 39th Annual Meeting of the 
Cognitive Science Society, 20177݄26-29. ͳͲɽ

競争的資金等の研究課題
˙ ਓؒͷҙਤਪΛରͱͨ݁͠߹ϑΟʔυόοΫγ
εςϜͷ։ൃɼຊ学ज़ৼڵձ Պ学ڀݚඅॿۀࣄ ڀݚ
ԉɼ20238݄ʵ20253݄ɽࢧಈελʔτ׆

˙ ࣭όΠΦϚεར༻Λଅਐͭͭ͠Ҭࣾձŋࡁܦͷੑ׆ԽΛଅ
͢ɼҬ௨՟ͷ࣋ଓతͳཧŋྲྀ௨σβΠϯͷઃܭͷ֬立ʹΑΔ
ۀࣄਪਐڀݚʢJSTʣઓུతߏػڵɼՊ学ٕज़ৼݴఏࡦ ࣾձ
ٕज़ڀݚ։ൃηϯλʔʢRISTEXʣɼ20244݄ʵ20253 .݄ ͳͲɽ

社会貢献活動
˙ ʣࡏݱձɹ෭දʢ2020ʵڀݚௐతࣾձڞ
˙ ਐԽएखͷձੈਓʢ2021ʵ2022ʣޠݴڞ
˙ Ԭݝ立৽ߴٶ学ߍ ୈ9ճ৽ߨٶԋձʙઌഐʹ学Ϳʙ
ʢ2018ʣࢣߨ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹઌՊ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌՊ学ٕज़ڀݚՊ�ઌՊ学ٕज़ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹभۀ大学�大学Ӄੜ໋ମ学ڀݚՊ�ਓؒγεςϜ学ઐڀݚ�߈৬һ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ�ॿڭ
ڀݚ
ࣝՊ学���ೝਆྗܦ学���ιϑτίϯϐϡʔςΟϯά��ෳܥࡶՊ学���ೝՊ学���࣮هݧ߸
ॴଐֶڠձ
ຊਆܦճ࿏学ձɼຊೝՊ学ձɼ$PHOJUJWF�4DJFODF�4PDJFUZɼຊਓؒߦಈਐԽ学ձɼ
学ձɼి学ձɼਓޚଌࣗಈ੍ܭ ใ௨৴学ձɼຊԠ༻ཧ学ձࢠ

コ
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る

コミュニケーション・意図・脳波・神経同期・言語・カオス・地域通貨

ࣝՊ ɾֶೝਆֶྗܦ

ʢࣝՊ学ʣ࢜തڭ�ॿ�ਖ਼ݪ౻
Masayuki Fujiwara
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非線形科学

　非線形性に起因する多様なダイナミクスを、理論・実験の両面から研究す
るのが非線形科学です。普遍的な数理的メカニズムに焦点を当てることが多
く、分野横断的な性格を持ちます。カオスは、非線形ダイナミクスの代表例で
す。決定論的な時間発展ルールに従いながら、確率的現象と見紛うほど乱雑
に変化する挙動のことを（決定論的）カオスと言います。カオスの発生は、時
間発展ルールが完全分かったとしても、遠い未来の予測は難しいという、予
測の原理的困難さをもたらします。また、一見デタラメに見える現象のなか
には、決定論で説明できるものがあることを示唆します。私はこれまで、光デ
バイスにおけるカオスに着目して研究してきました。

༰ڀݚ

カオス理論の2次元微小共振器研究への応用

　半導体レーザー等で用いられる光の共振器は、従来、1 次元的構造でした
が、微細加工技術を用いて、2 次元的な共振器が作製されるようになりまし
た。典型的な形状は、円盤型です。このような 2 次元共振器は、光を強く閉じ
込めることが可能なほか、多様な空間パターンのモードを持つことから、新
たな物理現象の発見や、新規光デバイスの実現を目指して研究が行われてい
ます。
　2 次元共振器では、形状を非対称にすると、一般に、光線軌道がカオス的挙
動を示します（図（a））。波動的な共振器モードの強度パターン（図（b））や、実
験で観測される光の放射パターン（図（c））には、光線カオスが刻印されてい
ます。すなわち、図（b）に示した例では、共振器の左右の端から、上下（± 90
度）方向に強い放射が見られますが、その機構は、図（a）に示した光線カオス
のダイナミクスによって説明出来ます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ඇઢݱܗͷղੳ
˙ Ϟʔυͷղੳثৼڞޫ

論文
˙ lNonlinear laser dynamics of a non-orthogonal chiral 

pairz, M. Matogawa et al., Applied Physics Letters, 
Vol.123, 231104 (6 pages), 202312݄.

˙ lUniversal single-mode lasing in fully chaotic billiard 
lasersz, M. You et al., Entropy, Vol.24, 1648 (17 pages), 
202211݄.

˙ lSelf-adjustment of a nonlinear lasing mode to a 
pumped area in a two-dimensional microcavityz, 
Y. Kawashima, S. Shinohara, S. Sunada, and T. 
Harayama, Photonics Research, Vol.5, B47-B53, 2017
11݄.

˙ lSingle-mode lasing theory of fully-chaotic two-
dimensional microcavity lasers under continuous-
wave operation with large pumping powerz, T. 
Harayama, S. Sunada, and S. Shinohara, Photonics 
Research, Vol.5, B39-B46, 201711݄.

˙ lChaotic laser based physical random bit streaming 
system with a computer application interfacez, S. 
Shinohara, K. Arai, P. Davis, S. Sunada, and T. 
Harayama, Optics Express, Vol.25, 6461-6474, 2017
3݄.

˙ lLong-path formation in a deformed microdisk laser", 
S. Shinohara, T. Fukushima, S. Sunada, T. Harayama, 
and K. Arai, Physical Review A, Vol.94, 013831 (7 
pages), 20167݄.

˙ lSignature of wave chaos in emission spectra of 
microcavity lasersz, S. Sunada, S. Shinohara, T. 
Fukushima and T. Harayama, Physical Review Letters, 
Vol.116, 203903 (5 pages), 20165݄.

講演・口頭発表等
˙ lChaotic laser based physical random bit generation: 

system implementation and device miniaturizationz, 
S. Shinohara, DGIST Workshop on Asymmetric 
Microcavities, 20178݄.

˙ lCompact chaotic laser with a two-dimensional 
external cavity for delayed optical feedbackz, S. 
Shinohara, The 4th International Workshop on 
Microcavities and Their Applications, 201512݄.

˙ lSub-mm sized chaotic laser device with a two-
d imens iona l  ex terna l  cav i ty z,  S .  Sh inohara, 
International Workshop on Ray & Wave Mechanics in 
2D Microcavity and Related Systems, 20157݄.

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹૣҴా大学大学Ӄཧ学ڀݚՊ�ཧ学ٴԠ༻ཧ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔमྃ
����ɹૣҴా大学�ཧ学෦�Ԡ༻ཧ学Պ�ॿख
����ɹ立໋ؗ大学�ཧ学෦�ཧՊ学Պ�ॿख
����ɹؾిࡍࠃ௨৴ٕૅجज़ڀݚॴڀݚ�һ
����ɹϚοΫεϓϥϯΫෳܥࡶཧڀݚॴ�ήεταΠΤϯςΟετ
����ɹ/55ίϛϡχέʔγϣϯՊ学ڀݚૅجॴ�ϦαʔνεϖγϟϦετ
����ɹૣҴా大学ཧ学ज़Ӄ�٬һڭत
����ɹςϨίάχοΫε�্ڀݚڃһ
����ɹ公立小松大学�ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պڭ�त
ڀݚ
ඇઢܗՊ学���ཧཧɾੑޫ���ૅج学
ॴଐֶڠձ
ຊཧ学ձ

カ
オ
ス
理
論
を
光
デ
バ
イ
ス
研
究
に

応
用

非線形ダイナミクス、カオス、微小共振器、レーザー

物理学

ʢཧ学ʣ࢜तതڭ�৾�ݪࣰ
Susumu Shinohara

ਤ . ʢaʣ 2ڞݩ࣍ৼثͷޫઢيಓʢޫઢΧΦεʣɻʢbʣڞৼثϞʔυͷޫڧʢࢉܭʣɻڞৼث
֎Ͱ logදࣔʹͯ͠์ࣹΛڧௐ͍ͯ͠Δɻʢcʣ์ ࣹͷԕࢹύλʔϯɻޫ ઢγϛϡϨʔγϣϯͷ݁Ռ
ɺ࣮ Δɻ͢ݱ࠶ଌσʔλͷಛΛྑ͘؍ͷࢠͷૉࡍ
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量子コンピュータ／量子アルゴリズム

　量子コンピュータという言葉を SF作品などで耳にしたという人も多いの
ではないか。量子力学の原理で動くコンピュータのことを量子コンピュータ
というのだが、それとは対照的に、現在使われているほとんどのコンピュー
タは、量子力学を用いない物理原理（＝古典物理学）に基づいているので、古
典コンピュータと呼ばれている。普段よく使うパソコンやスマホは当然のご
とく古典コンピュータであるが、スパコン（大規模・高速計算が可能なコン
ピュータ、スーパーコンピュータ）も古典コンピュータである。そうすると、
量子コンピュータなどは、いまだ SFの話ではと思われるかもしれないが、
Google、IBM、Intel、Microsoftなどの巨大企業が開発競争に加わっており、そ
の一部はネット環境さえあれば、誰でも量子コンピュータでアルゴリズムを
走らせることが可能である。

༰ڀݚ

量子の世界の酔っ払いの数理―量子ウォーク― が記述する
現象やアルゴリズム
　量子コンピュータで実際の計算を行うには、量子力学の原理を利用したア
ルゴリズム（量子アルゴリズム）が必要になるが、その量子アルゴリズムを
作るための指導原理のひとつとなるのが量子ウォークという数理モデルで
ある。よくある説明では、酔っ払いの千鳥足に例えられるランダムウォーク

（酔歩）の量子版とされることが多く、いわば量子世界の酔っ払いの数理が量
子ウォークなのである。なぜ、量子の世界の酔っ払いが量子アルゴリズムに
関係するかということは、ランダムウォークを含むマルコフ連鎖という数
理モデルが、古典コンピュータのさまざまなアルゴリズムに応用されてい
るという事実を踏まえれば想像しやすいかもしれない。すなわち、古典コン
ピュータに対するアルゴリズムでランダムウォークが担っている役割を量
子ウォークに押し付けるという発想である。このような量子ウォークの数理
の研究をメインに、量子現象や量子シミュレーション、量子ダイナミクスの研
究を行っている。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ༺ΞϧΰϦζϜͷԠࢠΥʔΫͷྔࢠྔ
˙ ༺ੜ学ͷԠࢠΥʔΫͷྔࢠྔ

受賞
˙ 20173݄ɹຊ学ձɹԠ༻学ڀݚྭ

論文
˙ The Witten index for one-dimensional split-step 

quantum walks under the non-Fredholm condition, 
Y. Matsuzawa, A. Suzuki, Y. Tanaka, N. Teranishi, K. 
Wada, Rev. Math. Phys., 35(06), 2350010, 2023

˙ Dispersive estimates for quantum walks on 1D lattice, 
M. Maeda, H. Sasaki, E. Segawa, A. Suzuki, K. 
Suzuki, J. Math. Soc. Japan, 74(1), 217-246, 2022

˙ Dynamics of solitons for nonlinear quantum walks, M. 
Maeda, H. Sasaki, E. Segawa, A. Suzuki, K. Suzuki, J. 
Phys. Commun., 3(7), 075002, 2019

˙ Quantum walks with an anisotropic coin II: scattering 
theory, S. Richard, A. Suzuki, R. Tiedra de Aldecoa, 
Lett. Math. Phys. 109, 61-88, 2018

˙ Infrared problem for the Nelson model on static 
space-times, C. Gérard, F. Hiroshima, A. Panati, A. 
Suzuki, Comm. Math. Phys., 308, 543 -566, 2011

˙ The no-binding regime of the Pauli-Fierz model, F. 
Hiroshima, H. Spohn, A. Suzuki, J. Math. Phys., 52, 
062104, 2011

書籍等出版物
˙ Ԡ༻ղੳͷૅجɼ大തಓɼՃ౻װ༤ɼՏᬑ३ɼླ ষేɼ
ഓ෩ؗɼ20136݄

˙ ֬ɾ౷ܭͷૅجɼ大തಓɼԬຊѮɼՏᬑ३ɼླ ষేɼ
ഓ෩ؗɼ20219݄

˙ ඍੵͷૅجɼ൧ా༸ࢢɼ大തಓɼԬຊѮɼՏᬑ३ɼ
ླষేɼߴՅणɼഓ෩ؗɼ2018݄̍

講演・口頭発表等
˙ Spectral scattering theory for quantum walks, Akito 

Suzuki, Mathematical and applicable studies on 
quantum walks, ICIAM 2023, Aug. 22, 2023

˙ Supersymmetric aspects of quantum walks, Akito 
Suzuki, Seminario fismat.: At Pontificia Universidad 
Católica de Chile, Sep. 12, 2018

˙ Weak limit theorem for discrete time quantum walks, 
Spectral theory and mathematical physics: At 
Universite de Lorraine, Metz, May. 2017

競争的資金等の研究課題
˙ ڀݚఆཧɼՊ学ݶۃΥʔΫͷࢠΔྔ͢༺࡞ޓͱ૬ڥ
අɼج൫ڀݚʢCʣɼ2023-2027

˙ ɼՊڀݚΥʔΫͷऑऩଋఆཧͷࢠྔ͍ͨ༺ཚཧΛࢄ
学ڀݚඅɼج൫ʢCʣɼ2018-2022

˙ ແݶάϥϑ্ͷϥϓϥγΞϯͷεϖΫτϧͱBECͷڀݚɼ
Պ学ڀݚඅɼएखڀݚʢBʣɼ2014-2017

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹຊ学ज़ৼڵձಛผڀݚһʢ%$�ʣɹւಓ大学
����ɹւಓ大学大学Ӄɹཧ学Ӄɹ学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹຊ学ज़ৼڵձಛผڀݚһʢ1%ʣɹभ大学
����ɹभ大学ɹ($0&ڀݚӃ
����ɹ৴भ大学ɹ学෦ɹॿڭ
����ɹೆτΡʔϩϯɾϰΝʔϧ大学ɹ٬һ।ڭत
����ɹ৴भ大学ɹ学෦ɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ɹੜ࢈γεςϜՊ学෦ɹڭत
ڀݚ
ཧཧ���ྔࢠΥʔΫͷཧ���εϖΫτϧࢄཚཧ���ྔࢉܭࢠ���ͷྔࢠ
ॴଐֶڠձ
ຊ学ձ

量
子
ウ
ォ
ー
ク
／
量
子
の
世
界
の

酔
っ
払
い
の
数
理

数理物理、量子ウォーク、量子計算、スペクトル散乱理論、
関数解析、場の量子論、作用素論

ཧཧʗྔࢠΥʔΫ

ླ�ষేڭ�तത࢜ʢཧ学ʣ
Akito Suzuki

ࣗͷ಄ޙͱϖϯɺࢴϊʔτɿඞཁͳͷڀݚΥʔΫͷࢠྔ
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地域で暮らす病気や障害をもつ人とその家族の
QOLの向上をめざす支援方法を追究する
　地域で暮らす、病気や障害をもつ人とその家族を支援する研究を行ってい
る。特に、様々な問題を生じやすい排便に問題のある場合や、療養場所の移行
などに焦点をあて、本人とその家族を対象として必要とされる看護援助につ
いて検討してきた。また、認知症やがんをもつ人への看護のあり方を検討し
てきた。
　近年は特に、排便ケアに焦点をあて、排便に援助を必要とする在宅要介護
者とその家族の状況、訪問看護師の排便援助の特徴、高齢者の排便の状況な
どを調査し、人にとっての排便の意味、価値観、影響などを明らかにし、多様
なQOLの向上を目指した支援のあり方を追究している。

༰ڀݚ

排便ケアを必要とする人とその家族の状況と
よりよい支援を明らかにする研究
これまでの研究で以下のことが明らかになってきている。

1． 排便に援助を必要とする在宅要介護者は、便秘などの排便障害や、排便動
作の困難が生じ、睡眠、外出等生活に支障が生じていた。家族介護者にとっ
ては介護負担が大きく、入浴、睡眠、外出等の生活に支障が生じていた。

2． 訪問看護師は、本人・家族が継続可能で健康的な排泄習慣に変更する排便
援助や、排便介助のできない家族介護者の場合には訪問時に便を出し切る
援助をしていた。

3． 「便秘の改善ケアプロトコール」を作成し、対象の尊厳の保持と QOLの向
上を目指すためのアセスメントについて記述した。

4． 便・尿とは、出すべき物である、健康状態がわかる、気分が爽快になる、衛生
的に汚い、汚くない、人に見られたくない、神に感謝するという多様な意味
があり、自分で排泄の調子を判断する目安をもちながら管理していた。

　今後は、排便で困っている方や専門職の方とともに、排泄文化と対話を大
切にした、わかりやすい地域包括的排便ケアツールを開発し、多くの方の快
便をめざして取り組みたい。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ҬแׅతഉศέΞπʔϧͷ։ൃ
˙ ػڙαʔϏεఏࡏ ʢؔ๚ޢεςʔγϣϯɺ௨ॴαʔ
ϏεɺγϣʔτεςΟʣʹ͓͚Δ՝ͷվળ

論文
˙ ԭೄʹΒ͢ऀྸߴͷഉᔔʹؔ͢Δҙࣝௐࠪɼ℄ాਅ༝
ඒଞɼੴࢽࡶޢɼ14ɼ121-126ɼ2017

˙ ඪͷ։ൃࢦͷ࣭ޢ๚ऀྸߴ ೝέΞʹؔ͢Δ࣭
ஙͱඪ४Խɼਅ༝ඒߏඪͷࢦ ଞɼڀݚޢɼ40ʢ4ʣɼ
73-84ɼ2007

˙ ԉॿɼޢʹ͔͔ΘΔܗͷ׳ͷ৽ͨͳഉᔔशऀޢཁհࡏ
ਅ༝ඒଞɼઍ༿ޢ学ձձࢽɼ12ʢ2ʣɼ36-42ɼ2006

˙ ഉศʹԉॿΛඞཁͱ͢ΔࡏཁհऀޢͱͦͷՈͷঢ়گɼ
ਅ༝ඒɼઍ༿ޢ学ձձࢽɼ10ʢ2ʣɼ49-55ɼ2004

˙ ප౩ࢣޢ͔ΒΈͨୀӃௐͷݱঢ়ͱ՝ɼਅ༝ඒ
ଞɼੴࢽࡶޢɼ2ɼ33-41ɼ2005

書籍等出版物
˙ Ҭɾࡏޢᶗ૯ɼվగୈ3൛ɼೆߐಊɼ2024
˙ Ҭɾࡏޢᶘࢧԉɼվగୈ3൛ɼೆߐಊɼ2024
˙ ಘͷͨΊͷέΞϓϩτίʔϧʵ࿈֫࠶ػ׆ͷੜऀྸߴ
ձग़൛ձɼ2010ڠޢಇͷͨΊʹɼຊڠͱܞ

˙ ৽࠷ ऀྸߴʹ͓͚ΔࡏϓϥΫςΟεҬɾޢऀྸߴ
ͷޢɼதԝ๏نग़൛ɼ2005

講演・口頭発表等
˙ Aࢢੜऀ׆ͷഉศঢ়گͷ࣮ଶௐࠪɼຊ͏Μ͜จԽ学ձୈ

3ճ学ज़ूձɼ2023
˙ 大学ੜͷഉศঢ়گʹؔ͢ΔڀݚɼຊҬޢ学ձୈ25
ճ学ज़ूձɼ2022

˙ ਓʹͱͬͯͷʮ͏Μ͜ʯͷҙຯͱέΞํ๏ͷܾఆɼຊ
͏Μ͜จԽ学ձୈ1ճ学ज़ूձɼγϯϙδϜɼঞूɼ
2021

競争的資金等の研究課題
˙ ຽͷշศΛΊͨ͟͢ΊͷҬแׅతഉศέΞπʔϧͷࢢ
։ൃɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼ2022-2024

˙ Λ҆શ͔ڈɼᡦཹஔΧςʔςϧൈͷңΖ͏ดऀྸߴ
ͭޮՌతʹ࣮͢ࢪΔͨΊͷΞηεϝϯτɾέΞϓϩάϥ
Ϝͷ։ൃʹؔ͢Δௐࠪۀࣄڀݚɼްੜ࿑ಇলɿਓอ݈
ਪਐඅิॿۚɼ2007-2008ۀࣄ

社会貢献活動
˙ 小松ࢢհޢอܭۀࣄݥըࡦఆҕһձʢ2023ʵʣ
˙ ຊ͏Μ͜จԽ学ձ෭දʢ2021ʵʣ
˙ 小松ࢢίϯνωϯεέΞݕ౼ҕһձʢ2018ʵʣ
˙ -ɺ഼ொʣʢ2006ࢢ͘΄ձҕһʢ͔ٞڠΓਪਐͮ͘߁݈

2008ʣ
˙ ๚ޢεςʔγϣϯӡӦҕһʢӉϊؾɺ͔΄͘ߴ松ʣ
ʢ2002-2009ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹઍ༿大学大学Ӄޢ�学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔޢ�学ઐ߈�मྃ
����ɹੴݝ立ޢ大学ޢ�学෦ࢣߨ�
����ɹੴݝ立ޢ大学ޢ�学෦�।ڭत
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պڭ�त
ڀݚ
ޢࡏ���学ޢ学���Ҭޢ
ॴଐֶڠձ
ຊҬޢ学ձɺຊࡏέΞ学ձɺຊޢ学ձɺຊޢՊ学学ձɺઍ༿ޢ学ձɺ
จԽޢ学ձɺຊ͏Μ͜จԽ学ձ

在宅看護学、地域看護学、高齢看護学、臨床看護学

ͦͷਓΒ͘͠ੜ͖Δ͜ͱΛ͑ࢧΔ

ֶޢࡏ

℄ా�ਅ༝ඒ�学෦�݉ϔϧεέΞγεςϜՊ学ઐ߈ɾڭतത࢜ʢޢ学ʣ
Mayumi Tokuda

ਤɽഉᔔจԽͱର͔ΒΞϓϩʔνͯ͠շศΛΊ͟͢ҬแׅతഉศέΞπʔϧͷ։ൃ

家族

本人
本人・家族の

排便状況の

気づき

看護職等

専門職

・本人の排便

問題の改善

・本人・家族の

QOL の向上

本人・家族と

ともに見つける

排便セルフケア

の工夫

アセスメント ケア 評価

対話

Faculty of H
ealth Sciences D

epartm
ent of N

ursing

保
健
医
療
学
部  

―

看
護
学
科

―

在
宅
看
護
学

3 0



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

抗がん剤による皮膚障害に関する研究
超音波診断装置やサーモグラフィーなどの機器を活用した
教育・臨床実践の評価
　抗がん剤の投与による皮膚障害や、抗がん剤の血管外漏出による皮膚障害
に関する研究など、がんサバイバーが抱える皮膚の問題の改善を目指した研
究に取り組んでいます。
　看護理工学の知識と技術を活用し、看護師の静脈穿刺技術の教育、皮下・筋
肉内注射の教育、褥瘡のアセスメント技術などの、超音波診断装置やサーモ
グラフィーを活用した看護技術の開発や教育、臨床実践の評価研究に取り組
んでいます。

༰ڀݚ

赤外線サーモグラフィーを活用した抗がん剤の
血管外漏出の早期発見システムの開発
　静脈内に投与すべき抗がん剤が静脈周囲の皮下組織内に漏れ出る血管外
漏出は、周囲組織に炎症や壊死などを引き起こし、治療継続を困難にし、QOL
を阻害する。赤外線サーモグラフィーは、皮膚表面の温度分布の変化を捉え
ることができることから、血管外漏出によって生じる皮膚表面の温度低下を
リアルタイムに描写することが可能である。このことを活用し、赤外線サー
モグラフィーで点滴静脈内注射の際に針先を撮影することによって血管外
漏出を肉眼的観察よりも早期に発見するシステムを開発した。外来で抗がん
剤治療を受けている 80 名を対象に、赤外線サーモグラフィーによる血管外
漏出の検出率を検証したところ、感度 85 ％、特異度 95 ％、陽性的中率 65 ％、
陰性的中率 98 ％で高い確率で血管外漏出を検出できた。このシステムを活
用することによって、抗がん剤の血管外漏出による皮膚障害の発生を予防
し、がん患者の QOLの維持に貢献することが期待できる。今後、このシステ
ムの臨床活用の可能性を探る研究を行う予定である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ҭڭज़ͷٕͷ੩຺ἥࢣޢ

論文
˙ Crossover trial of the effects of a far-infrared heater that 

heats the feet with ceramic balls on autonomic nervous 
activity and mood states, Matsui Y, Science Progress, 2023.

˙ Factors associated with severe skin disorder after 
extravasation of intravenously infused antineoplastic 
agents, Matsui Yet al. Journal of Nursing Science and 
Engineering, 5 (1), 31-40, 2018

˙ Evaluation of the Predictive Validity of Thermography 
in Identifying Extravasation With Int ravenous 
Chemotherapy Infusions, Matsui Yet al., Journal of 
infusion nursing, 40 (6), 367-374, 2017

˙ ࿙ग़Ϟσ֎ਓΛରʹͨ͠ణ੩຺ࣹͷ݂߁݈
ϧʹ͓͚ΔαʔϞάϥϑΟʔը૾ͷੳɼ松Ҫ༏ࢠ ଞɼ
ɼ1ʢ1ʣɼ4-11ɼ2014ࢽ学ձཧޢ

書籍等出版物
˙ ͕Μ࣋ࢧҩྍςΩετϒοΫʢۚݪग़൛ʣ2022
˙ ᧘ᚃ༧ɾཧΨΠυϥΠϯୈ5൛ʢরྛࣾʣ2022
˙ ধ੩຺Χςʔςϧཹஔٕज़ϕετϓϥΫςΟεʢরྛ
ࣾʣ2022

˙ MDRPUϕετϓϥΫςΟεҩྍؔ࿈ثػѹഭইͷ༧
ͱཧʢরྛࣾʣ2016

˙ ͕ΜऀױͷൽෘোʢαΠΦग़൛ʣ2015
˙ ʢরྛࣾʣ2013ํ͔͠׆立ͭΤίʔͷಡΈํʹޢ

講演・口頭発表等
˙ A case report of extravasation of an infusate from a 

peripheral vein visualized by thermography, The 9th 
Asia Pacifi c Enterostomal Therapy 1urse Association 
Conference, 2021

˙ Location of severe medical device-related pressure ulcers 
by anti-embolism stockings and intermittent pneumatic 
compression devices in Japan, 5th WUWHS 2016

˙ Development of early detection methods of extravasation 
of intravenous infusion using a thermographic image, 
The SICE Life Engineearing Symposium 2014

˙ Evaluation of predictive validity of the DESIGN-R: a new 
monitaring tool for pressure ulcer healing, 4rd Congress 
of the World Union of Wound Healing Societies 2012

競争的資金等の研究課題
˙ ͕ΜऀױͷΞϐΞϥϯεղܾͷͨΊͷඒ༰ۀͱऀױ
ͷޓॿΛଅ͢ICTπʔϧͷ։ൃɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫
Cʣɼ2022-2024ڀݚ

˙ ߗΛͳ͘͢ʕࠔͷ੩຺ἥऀױΛड͚Δྍ࣏ࡎΜ͕߅
݁༧ΞϧΰϦζϜͷ։ൃʕɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫
Cʣɼ2019-2021ڀݚ

˙ త؍࿙ग़ͼ༗ແͷ٬֎ణ੩຺ࣹͷ݂ࡎΜ͕߅
ఆج४ͷ։ൃɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢઓత๖ժڀݚʣɼ
2014-2015

松Ҫ�༏ࢠ�学Պɾڭतത࢜ʢอ݈学ʣ
Yuko Matsui

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄҩ学ڀݚܥՊɹത࢜લظ՝ఔमྃ
����ɹۚ大学大学Ӄҩ学ڀݚܥՊɹതظޙ࢜՝ఔमྃ
����ɹۚҩՊ大学ɹޢ学෦ɹࢣߨ
����ɹۚҩՊ大学ɹޢ学෦ɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹڭत
ڀݚ
͕Μޢ学ɺইεΩϯέΞޢ学
ॴଐֶڠձ
Պ学学ձɺޢҭҕһʣɺຊ᧘ᚃ学ձʢධٞһɾฤूҕһʣɺڭɾࣄ学ձʢཧཧޢ
ຊইɾΦετϛʔɾࣦ ҭҕһʣɺڭཧ学ձʢධٞһʣɺຊ͕ΜαϙʔςΟϒέΞ学ձʢධٞһɾې
ຊ͕Μޢ学ձɺຊই࣏༊学ձɺຊڀݚޢ学ձɺຊٕޢज़学ձɺ࣮ޢફ学ձʢཧࣄʣɺ
ຊޢ学ڭҭ学ձ

がん化学療法、血管外漏出、看護技術教育
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気象・環境の変化は、みんな同じように感じるわけではないし、
同様に適応できるわけでもない。
とても暑い日に冷房がよく効いた部屋に入った際、「涼しい！気持ちいい！」
と感じる人がいれば、「寒い・・・お腹痛くなりそう・・・」と感じる人もいます。ま
た、雨や雪等によって起きやすい症状がありますし、高地や水中等の滞在時に日
常生活では経験しないような体の反応を知ることもあります。私たちの心と体
でみられる感じ方や反応等の違いは、本当に「人それぞれ」。気象・環境条件の変
化だけでなく、その人の体調・生活習慣・食事・水分摂取頻度・睡眠・既往歴・性格
特性・服装等、あるいは、そういったことに影響を及ぼす過ごし方や働き方、休み
方、身近にいる動植物、社会情勢の変化等、多種多様な要因が関係しています。
それらの関係性は、健康管理や健康寿命の延伸、快適な暮らし等を行っていく上
で、知っておきたい情報です。ですが、明らかになっていないことは多々あり、数
多くの研究者たちがその解明に挑んでいます。その中でも、私は実際の現場（生
活、運動・スポーツ、学校、産業、移動、等）の実態を測定・評価する研究者です。

༰ڀݚ

気象・環境、食事・栄養、既往歴、性格特性がヒトの身体活動時
の体調や健康状態等に及ぼす影響を隈なく探る！
　私たちは、学校の体育や部活動、スポーツや実生活等の現場で運動する際、
もっている力を発揮し、心地よい気持ちや達成感、形態的・機能的な改善、ある
いは、よい成果等を得たいと考えます。ですが、体調・健康状態を整えていなけれ
ば、運動中のパフォーマンスが低下したり、自覚症状を呈したり、疾患が生じる
こともあり得ます。私たちの研究チームでは、特に、そのような課題に対して科学
的な知見に基づく指導案を提供するため、種々の気象・環境条件下の運動時にお
ける望ましい体調管理・健康管理について、多くの調査・実験によって得られた
データから、議論・考察し、情報発信しています。
　私たちのこれまでの研究内容は、 「種々の気象・環境下における望ましい喘息コ
ントロール方法の探索」、「気象・環境条件の変化と体温管理の検討」、 「朝食摂取の
有無による午前中の意欲・活力・自覚症状の変化に関する実態調査」、「部活動後の
食欲と間食」、「除雪作業時の健康管理」等です。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ᄶଉɺ৯ΞϨϧΪʔͱӡಈʹؔ͢Δ͜ͱ
˙ ॵڥڥྫྷפͷ׆ಈ࣌ͷ҆શཧ
˙ ಈɹʣ׆ମ׆૬ஊʢಛʹɺ৯ੜ߁݈

論文
˙ Takagi Y., et al.: Changes in urinary catecholamine, heart 

rate, blood pressure and double product during ascent 
of one-day Mt. Fuji hiking in Japanese young males. The 
Journal of Physical Fitness and Sports Medicine, 9(3): 
143-148, 2020.

˙ Takagi Y., et al.: Changes in Pulmonary Functions in 
Individuals with or without Past Medical Histories of 
Bronchial Asthma during Physical Education Classes 
in Summer and Winter. International Journal of Sports 
and Health Science, 16: 107-111, 2018.

˙ ∁༞հ ଞɿᄶଉମ࣭Λ༗͢Δएஉੑͷڑશྗӭ
ɽମྗڹӨ͢΅ٴʹػଉ͕ഏٳΔᰍ෦Ґਁਫ͚͓ʹޙ
Պ学ɼ66ʢ4ʣɿ 245-253, 2017ɽ

˙ Takagi Y., et al.: The Comparison of Respiratory 
Functions in those with or without a Past Medical 
History of Bronchial Asthma during Soccer Games in 
Physical Education Classes under cold temperature. 
Football Science, 12: 18-23, 2015.

˙ ∁༞հ ଞɿएਓஉੑͷγϣϕϧআઇ࣌ۀ࡞ʹ͓͚
Δਂ෦ମԹͷมԽʵɹதࠃํͷ߽ઇଳʹ࣮ͯͨͬߦ
ફతڀݚʵɽຊӴੜ学ࢽࡶɼ66ʢ4ʣɿ 704-710, 2011ɽ

  ଞɺච಄ஶऀͱͯ͠40ฤࣥච

講演・口頭発表等
˙ 大ࡕ立ߴ学ߍʹ͓͚Δߨԋʢʮײછ͔Βεϙʔπӫཆ学·ͰɺͲ
͜·Ͱʹ立݈ͭ߁Պ学ʯɺʮࣜߗٿʹ͓͚ΔίϯσΟγϣχϯάʯʣ

˙ ࢢ立ࡾॏظ大学Ҭ࿈࠲ߨܞʹ͓͚Δߨԋʢʮ΄Μ·͑͑ͷʹɺԿ
ʕʯʣ͍ͯͭʹ׳ɺӡಈश׆ଉɺ৯ੜٳ๏ʕಛʹɺ߁ओͷ݈ࡾΊͨʁނ

競争的資金等の研究課題
˙ʮᄶଉମ࣭Λ༗͢Δऀͷӡಈ࣌ͷػٵݺʹӨڹΛٴ΅͢
छʑͷڥҼࢠʹؔ͢ΔڀݚʯՊ学ڀݚඅิॿۚʢಛผ
һྭඅʣɺฏ244݄ʙฏ253݄ڀݚ

˙ʮBuffer roomೖࣨͷ༗ແ͕ᄶଉମ࣭ऀͷӡಈ࣌ͷػٵݺ
ʹٴ΅͢ӨڹʯՊ学ڀݚඅิॿۚʢ׆ڀݚಈελʔτ
ԉʣɺฏ254݄ʙฏ273݄ࢧ

˙ʮقઅͱཧతڥͷҧ͍͕ᄶଉମ࣭ऀͷ֎ӡಈ࣌ʹ͓
͚ΔػٵݺมԽʹٴ΅͢ӨڹʯՊ学ڀݚඅۚجʢएख
Bʣɺฏ274݄ʙฏ303݄ڀݚ

˙ʮقઅมԽʹ͏大ؾԚછ࣭ೱͱؾ͕݅ᄶଉମ࣭
ऀͷӡಈޙͷഏػʹٴ΅͢ӨڹʯՊ学ڀݚඅۚجʢए
खڀݚʣɺฏ304݄ʙྩ33݄

˙ʮؔڥ࿈ҼࢠʢقઅɺҬɺ大ؾɺదԠʣ͕ᄶଉମ࣭
ऀͷӡಈ࣌ͷഏػʹٴ΅͢ӨڹʯՊ学ڀݚඅۚجʢج
൫ڀݚCɿڀݚදऀʣɺྩ34݄ʙྩ73݄

∁�༞հ�学ิ तڭ୲ʣɾڀݚʢࠤ
ത࢜ʢ݈߁Պ学ʣɺ公ೝ৺ཧࢣ

Yusuke Takagi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պɹڭत
ڀݚ
公ऺӴੜɺӡಈੜཧɺڥੜཧɺεϙʔπӫཆɺӫཆڭҭɺ݈ ৺ཧ߁
ॴଐֶڠձ
ຊମྗҩ学ձɺຊӴੜ学ձɺຊੜཧਓྨ学ձɺຊ݈߁৺ཧ学ձɺຊΥʔΩϯά学ձɺຊొ
ҩ学ձࢁ

喘
息
の
子
ど
も
に
よ
い
運
動
と
環
境

を
考
え
中

運動、作業、食事 / 喘息、熱中症、低体温症、生活習慣病、自覚症状 / 
暑熱、積雪、高地、水中

छʑのؾɾڥԼのମ׆ಈʢӡಈɾεϙʔπɾ࡞
にお͚Δੜཧֶతɾ৺ཧֶతԠのมԽ࣌ʣۀ

ࣸਅᶃ  γϣϕϧআઇ࣌ۀ࡞ͷੜ
ཧ学తࢦඪʢ৺ഥɾ݂ ѹɾ
ԹɾޑບԹʣΛධՁ

ࣸਅᶄ  ҏਧࢁ্౸ண࣌ͷഏػ
ࢠҼڹඪมԽͷӨࢦɻࠪݕ
ԟྺʁطѹʁӡಈʁؾ

ࣸਅᶅ  ॵڥԼͷεϙʔ
π؍ઓ࣌ͷࢦ֮ײඪ
Λଌఆ
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看護職者の感染予防対策の取り組みに関する研究

　看護ケアの三要素は、患者の「安全を守ること」「安楽をはかること」「自立を促
すこと」である。そこで看護職者は、看護ケアの三要素が常に満たされるよう、看護
実践をすることが求められる。しかしながら、時に患者の安全を守ることができな
い状況が起こる。その一つが、医療関連感染である。これは、医療をうけている人
があらたな感染症を発症することである。そこでもし医療関連感染が起こると、患
者の安全を守ることが未達成になっていることになる。それに加え、患者は安楽に
もならず、自立も遅延する。その結果、看護ケアの三要素全てが満たされないこと
になる。そこで看護実践時は、常に医療関連感染防止をすることが求められる。
ほとんどの病原体は接触することで伝播していく。その一方看護ケアは、患者
へ接触しないと成り立たない。加えて看護実践時は、点滴や注射針などの滅菌さ
れている物品と、排泄物や血液など感染源と考えられている物質を、短時間で処
置・処理することもある。そこで看護職者は、使用する物品や自らの手指が清潔な
のかどうかを瞬時に判断し、常に清潔を保つ必要がある。しかしながら、高度な医
療が求められている昨今は、短時間で複雑な看護実践が求められる。そのため、患
者に接触する物質を常に清潔に使用していくことは、高度な課題である。

༰ڀݚ

看護職者が使用・管理する物品の感染予防の観点での検討

�ɽҩྍ༻ςʔϓ
　未滅菌の医療用テープは洗浄されたり消毒されたりすることは滅多にない。そ
こで、細菌汚染と管理状況の関連について検討した。6 病院から提供された 88 巻
の医療用テープを検討すると、テープの使用量が増えるほど検出される細菌総数
が多くなる傾向が明らかになった。
ɽۦ� ݂ଳ
　駆血帯の細菌汚染とその管理状況との関連性を検討した。日本の8つの病院の
看護師から 186 本の駆血帯を収集した。管理状況は質問紙調査で実施した。定期
的に消毒された止血帯からはほとんど細菌は検出されなかった。しかし、消毒され
ていない止血帯からは、ブドウ球菌、バチルス属、コリネバクテリウム属が検出さ
れた。また、汚染された止血帯を介して細菌が伝播することも実験的に確認した。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ࡦછରײફ͢Δ࣮͕ࢣޢ
˙ ҩྍࢪઃͰ༻͞ΕΔͷਗ਼ܿอ࣋ͷධՁ

論文
˙ ৽ܕίϩφΠϧεύϯσϛοΫظʹ͓͚Δײછཧͱ
48ᾏŊࢽᴓ学ձەɼຊ࣏ɼྛढ़ࢠɼҏ౻ಓޢ P.481-
486ɼ20209݄

書籍等出版物
˙ ౻ढ़ɼҏ౻ಓࢠɼྛढ़࣏ଞʀ৽ମޢܥ学શॻɹ
ਓޢ学ᶋײછʗΞϨϧΪʔɾ໔Ӹʗݪපɹୈ5൛ɼ
ϝσΟΧϧϑϨϯυࣾɼ2023ɽ

講演・口頭発表等
˙ Bacterial transmission via medical adhesive tape 

used by nurses, Michiko Ito, Daisuke Araki, Kazuko 
Ishii, Noriko Ikeda, Nobuko Fukahori, Kumiko Morioka, 
Rie Suzuki and Shunji Hayashi, 9th International Asia 
pacific Society of Infection Control (APSIC 2019), 
Vietnam, Da Nang city., 20193݄

˙ Bacterial transmission via phlebotomy tourniquets, 
Michiko Ito, Rie Suzuki, Kazuko ISHII, Noriko Ikeda, 
Akane Ninomiya, Yoriko Ueno, Yuko Umemura, Akie 
Shimada, Mami Sanada and Shunji Hayashi, The 
17th East Asian Conference on Infection Control 
and Prevention (EACIC 2020), Japan, Kanagawa 
prefecture,Yokohama city., 20202݄

˙ ࢠอ݈ۀࣄͰ࣮͞ࢪΕͨCOVID-19ʹର͢Δײછରࡦ
ͷϓϩηεɼҏ౻ಓࢠɼஐ͛ࢤΈɼ৽Ҫཅࢠɼୈ42ճ
ຊޢՊ学学ձ学ज़ूձɼ202212݄

˙ Michiko Ito, Akane Ninomiya, Kazuko Ishii, Mami 
Sanada, Akie Shimada, Noriko Ohno, Atsuhiro 
Kanayama, Shunji Hayashi: Bacterial contamination of 
holder bags to carry antiseptic hand rub bottles, The 
19th Asia Pacific Society of Clinical Microbiology and 
Infection (APCCMI 2023) ABSTRACT BOOK, 225, 2023.

競争的資金等の研究課題
˙ʮΫϦʔχϯάళʹࠐͪ࣋·ΕΔҥྨͷඍੜԚછʹىҼ
͢ΔײછނࣄϦεΫͱͦͷࢭ๏ͷݕ౼ʯްੜ࿑ಇՊ学
ڀݚ߹શ֬อ૯҆߁අิॿۚɺ݈ڀݚ ةશɾ҆߁݈
2022-2020ڀݚ߹૯ࡦཧରػ

˙ʮޢ৬ऀ͕ཧɾ༻͢ΔΛհͨ͠ҩྍؔ࿈ײછͷ
ϦεΫͷݕ౼ʯຊ学ज़ৼڵձՊ学ڀݚඅิॿۚɺج൫
ʢCʣ 2020-2023ڀݚ

˙ʮΫϦʔχϯάۀͷ৽ۀܗଶͷӴੜ学త҆શੑͷݕ౼͓
ΑͼޮՌతͳӴੜ ཧख๏ͷ֬立ʯްੜ࿑ಇՊ学ڀݚඅ
ิॿۚɺ݈҆߁શɾػةཧରࡦ૯߹2023-2022ۀࣄ

社会貢献活動
˙ ઍ༿ޢ学ձࠪಡҕһ
˙ ਆಸײݝછҩ学ձධٞҕһ
˙ ಛఆߦҝݚमཧҕһձҕһʢՃլࢢҩྍηϯλʔʣ

ҏ౻�ಓڭ�ࢠतത࢜ʢޢ学ʣ
Michiko Ito

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹઍ༿大学大学Ӄޢ学ڀݚՊظޙത࢜՝ఔɹमྃ
����ɹཬ大学ޢ学෦ޢ学Պɹ।ڭत
����ɹཬ大学ޢΩϟϦΞ։ ɾൃڀݚηϯλʔೝఆڭࢣޢҭ՝ఔɹײછཧɹڭһʢ݉ʣ
����ɹ公立大学๏ਓ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ޢ学Պɹڭत
ڀݚ
学ޢૅجɺҩྍ҆શɺޚછ੍ײછཧɺײ学ɺޢછײ
ॴଐֶڠձ
ຊײڥછ学ձɺຊەᴓ学ձɺຊޢՊ学学ձɺਆಸײݝછҩ学ձ

医
療
分
野
で
起
こ
る
感
染
症
を
、

看
護
実
践
で
最
小
限
に
し
た
い

医療関連感染、感染対策、看護ケア、病院管理

ޢ ɾֶײછޢɺײછ੍ޚ

ҩྍ༻ςʔϓ ଳ݂ۦ
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足のむくみに対するケアは、
面倒でお金がかかり放置されることが多かった
　足のむくみは、様々な原因により発生する。看護分野では、がんの手術等に
より発生するリンパ浮腫や、高齢者が車椅子等で長時間座ったままの姿勢を
とることにより発生する浮腫などが、その人の生活に支障を与える理由から
問題視されている。しかし、むくみの研究は生命に直接影響を与えないこと
から、ほとんど進んでいないのが現状である。新しい足のむくみのケア方法
を開発し、「どうせ治らない」とケアすることを諦めていた人たちを救うこと
を目的として、研究に取り組んでいる。

༰ڀݚ

高齢者の足のむくみ（下腿浮腫）を軽減する圧迫商品の開発

　施設で生活する高齢者は、寝たきりを予防するために長時間座って生活す
ることが多い。足を下垂しているため、重力の影響で下腿に水分が貯留し、浮
腫が発生する。写真は浮腫が発生した高齢者の下腿であり、足の甲が腫れて
靴が履けなくなってしまっている。
　下腿浮腫に対しては、圧力の強い靴下やストッキングを履く圧迫療法が有
効であるが、高齢者施設ではほとんど実施されていない。現在取り組んでい
る研究は、高齢者施設で、圧迫療法が行われない理由や施設側の圧迫商品に
対するニーズを調査し、それらの施設でも簡便に利用できる圧迫商品を開発
することである。その他にも、看護の分野を超えて、理工学分野と連携しなが
ら新しい下腿浮腫の評価方法を開発したり、圧迫以外の新たな浮腫軽減方法
を開発したりすることに挑戦している。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԼḰුजʹର͢Δѹഭͷ։ൃɺ࣮ূ࣮ݧ
˙ ԼḰුजͷධՁ͕Ͱ͖Δثػͷ։ൃ

受賞
˙ ձɹٞڠڀݚϦϯύුजϑϨʔϜϫʔΫɾδϟύϯࡍࠃ
ޭ࿑ʢ2020ʣ

論文
˙ ͷثػΔηϥϛοΫϘʔϧΛ༻͍ͨԹ͚͓ʹੑঁ߁݈
ԼḰ੩຺ؐྲྀଅਐޮՌͱ҆શੑͷূݕɼ্ాөඒଞɼϦ
ϯύුजཧͷڀݚͱ࣮ફɼ10(1)ɼ1-7ɼ20224݄

˙ Effects of vibration on chronic leg edema in chair-bound 
older adults: A pilot trial, Ueda Tଞ, Lymphedema Re-
search and Practice, 9(1), 14-24, 20221݄

˙ Objective assessment of leg edema using ultraso-
nography with a gel pad, Iuchi Tଞ, PLOS One, 12(8) 
e0182042, 20178݄

書籍等出版物
˙ Ϧϯύුजʹ͓͚ΔੑετοΩϯάʢ༁ʣɹҪөඒ
ଞɹMEP Ltd 20139݄

˙ Ϧϯύුजஅࢦྍ࣏ɹҪөඒ ଞɹࣜגձࣾϝσΟ
ΧϧτϦϏϡʔϯɹ20139݄

講演・口頭発表等
˙ എ෦ුजʹର͢Δ࠷దͳѹഭѹͷݕ౼ʕ݈ੑঁ߁ʹΑΔ
ྫڀݚʕɼ্ాөඒɼୈ52ճই࣏༊学ձɼ202211݄

競争的資金等の研究課題
˙ ཤ͚ͩ͘Ͱഎ෦ුजΛվળ͢Δհޢෛ୲ʹྀͨࣨ͠
ۺͷ։ൃɼຊ学ज़ৼڵձɼՊ学ڀݚඅॿۀࣄɹए
खڀݚɼ20204݄ʵ20233݄

˙ ۙ֎ޫ๏Ͱഎ෦ුजͷ࣭ؒӷྔΛධՁ͢Δ৽͍͠ػ
ݚޢॿɹڀݚɹஂࡒڵͷ։ൃɼςϧϞੜ໋Պ学෮ث
ɼ2022ڀ

社会貢献活動
˙ ຊ᧘ᚃ学ձɾຊ᧘ᚃ学ձڭҭҕһձΨΠυϥΠϯࡦ
ఆۀ࡞෦ձʢ20187݄ʵʣ

˙ ձɾٞڠڀݚϦϯύුजϑϨʔϜϫʔΫɾδϟύϯࡍࠃ
จબߟҕһձʢ20194݄ʵʣ

˙ ຊޢՊ学学ձɾຊՊ学学ձจࢽઐࠪಡҕһ
ʢ20199݄ʵʣ

্ా�өඒ�।ڭतത࢜ʢอ݈学ʣ
Terumi Ueda

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学ෟଐපӃޢ�෦
����ɹۚ大学�ҩༀอ݈ڀݚҬ�อ݈学ڀݚ�ܥһ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�ॿڭ
ڀݚ
学ޢ学���ྟচޢ
ॴଐֶڠձ
༊学ձɺຊ᧘ᚃ学ձɺ࣏Պ学学ձɺຊইޢફ学ձɺຊ࣮ޢ学ձɺཧޢ
ձɺຊইɾΦετϛʔɾࣦٞڠڀݚϦϯύුजϑϨʔϜϫʔΫɾδϟύϯࡍࠃ ཧ学ձې

看護技術、がん看護学、老年看護学

ͷΉ͘Έʹۤ͠Ή
ଟ͘ͷਓͨͪΛ͍ͨٹ ʂ͍

ֶޢૅج

ਤ1

Faculty of H
ealth Sciences D

epartm
ent of N

ursing

保
健
医
療
学
部  

―

看
護
学
科

―

基
礎
看
護
学

3 4



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

睡眠と健康

　私は、看護師として 20 年以上夜勤のある生活を送ってきましたが、いかに良
質な睡眠を手に入れるかが毎日の課題でした。「睡眠負債」が心身の健康をおび
やかすということから、近年、急速に睡眠研究が進み、快眠を手に入れるための
寝具の開発や照明などの寝室環境の改善、仮眠の取り方の工夫などさまざまな
アプローチがなされています。しかし、いまだ、夜勤といったシフトワークによ
る睡眠障害・健康被害を克服する科学的な解決策は見出されていません。現代
社会から夜勤をなくすことは不可能であり、交代勤務者の健康被害を最小限に
なるような取り組みが必要です。夜勤の多い看護師という職種ではありますが、
睡眠に関連する看護のエビデンスは多くありません。そのため、睡眠に関する根
拠ある看護ケアの提供やエビデンスづくりをしていきたいと考えています。

༰ڀݚ

睡眠時無呼吸症候群

さまざまな睡眠障害のなかでも「睡眠時無呼吸症候群」に着目しています。
寝ている時に大きないびきをかき、ときどき 10 秒以上呼吸が止まっているよ
うなら「睡眠時無呼吸症候群」かもしれません。寝ているときに何度も息が止
まる睡眠時無呼吸とは、夜中に何度も素潜りをしていることと同じ状態です。
そのため、眠っているつもりでも身体は全く休めておらず、起床時の頭痛や日
中の居眠り、倦怠感につながります。また、夜中の低酸素の繰り返しが、酸化ス
トレス、炎症、交感神経系の経路を賦活化し、高血圧や動脈硬化を促進させ、
心筋虚血などを含む脳心血管系疾患の発症にも影響するといわれています。

CPAP（持続陽圧呼吸）療法

　寝ている時に呼吸が止まってしまう原因は、首周りに脂肪がついて気道が
ふさがってしまうためです。日本人はアジア人特有の顎顔面形態のため、わず
かな体重増加でも容易に気道がふさがりやすいと言われています。この空気
の通り道である気道がふさがらないようにするのが CPAPという器械です。
寝るときに鼻から空気を送り続けるものです。CPAPは根治治療ではなく、あ
くまでも対症療法であり、毎晩、鼻マスクを装着して眠る必要があります。
この CPAPという器械は現在、急速な進化を遂げ、CPAPを取り巻く環境も

劇的に変化しています。具体的には、従来の対面診療から遠隔医療への移行で
す。CPAPに遠隔装置が搭載され、ICTを駆使した遠隔医療が始まりました。こ
れからの新しい医療のあり方として、患者自身が睡眠のセルフマネジメント
能力を高める必要があると考えます。そのためのセルフケアプログラムの開発
を行い、検証を重ね、エビデンスに基づいた看護ケアの確立を目指します。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ແٵݺΛ͢ࢭΔԣ͖৸·͘Βͷ৸۩ͷڀݚ
˙ ਭڥʢর໌ʣʹؔ͢Δڀݚ
˙ CPAPͷԕִҩྍʹؔ͢Δڀݚ

論文
˙ Classification of adherence of CPAP users: a four-

group comparison based on utilization rate and mean 
usage time on usage days. Kato C et al., Journal of 
Wellness and Health Care, 43 (2) 11-22, 2020

˙ ඇංຬͷਭ࣌ແٵݺީऀױ܈ʹ͓͚Δ࣋ଓؾಓཅѹ
ʢCPAPʣྍ๏ͷಋೖ͔ΒܧଓʹࢸΔϓϩηεɼՃ౻ઍՆ
ଞɼ࣮ޢફ学ձɼ32ʢ2ʣɼ2020

講演・口頭発表等
˙ Effect of color and intensity tunable LED lighting 

in the postoperative recovery phase of total knee 
arthroplasty (TKA) ୈ36ճຊޢՊ学学ձ学ज़ूձɹ
201612݄

˙ʮͬͯ΄͍͠ऀױʯͱʮ͍ͭ·Ͱ͍ͬͯΒΕͳ͍
ձɼ201510݄ڀݚʯɹୈ2ճපҩྍ学ࢣޢ

競争的資金等の研究課題
˙ ਭ࣌ແٵݺީ܈ͷCPAPதஅΛͳ͘͢ʙΞηεϝϯτ
πʔϧ։ൃͱͦͷଥੑʙʢ׆ڀݚಈελʔτࢧԉ2018-
2019ʣ

˙ Prochaskaม༰εςʔδϞσϧʹΑΔCPAPηϧϑέΞ
ϓϩάϥϜͷ։ൃʢएख2023-2021ڀݚʣ

Ճ౻�ઍՆࢣߨ�ത࢜ʢอ݈学ʣ
Chinatsu Kato

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹࣾஂ๏ਓੴۈ࿑ऀҩྍڠձ�පӃࢣޢ�
����ɹஂࡒ๏ਓஜਔձ�ஜ学ԂපӃࢣޢ�
����ɹҩྍ๏ਓࣾஂউձ�ΘͨϝσΟΧϧηϯλʔࢣޢ�
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩ学ڀݚܥՊ�ത࢜લظ՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�ॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
ڀݚ
ຫੑ࣬ޢױ
ॴଐֶڠձ
Պ学学ձɺຊਭ学ձɺຊԕִҩྍ学ձɺޢ学ձɺຊڀݚޢફ学ձɺຊ࣮ޢ
ຊපҩྍ学学ձ

睡
眠
に
つ
い
て看護技術、臨床看護、睡眠障害

ֶޢૅج

https://www.jrs.or.jp/modules/citizen/index.php?content_id=141

CPAP༻ඓϚεΫ

CPAP༻ϗʔε
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リンパ浮腫のセルフケアは患者の負担が大きい

　乳がん術後リンパ浮腫は、乳がん術後に生じる二次性のリンパ浮腫で、罹
患後の患者の生活に大きな影響を与える疾患です。乳がん患者の増加と共
に、その数は増加してきているといわれています。リンパ浮腫治療には複合
理学療法が用いられますが、浮腫の悪化を防ぐため、また治療効果の維持の
ために、患者にはさらに自宅でのリンパ浮腫管理が求められています。しか
し、乳がん治療とリンパ浮腫管理を同時に行わなければならない患者の負担
は大きく、実際に患者からもセルフケアの大変さを聞いています。そこで、継
続できるセルフケアを考えていくことを目的に研究に取り組みたいと考え
ています。

༰ڀݚ

リンパ浮腫のセルフケアを確立するための基礎研究

これまでの研究では、MR 装置を用いて上肢リンパ浮腫患者における患肢
の水分分布を調査しました。その結果、上肢リンパ浮腫の水分分布は前腕尺
側に偏りがあり、その部位に焦点を当てたケア（リンパドレナージなど）を考
えられる可能性が示唆されました。現在は、ケア時間を短縮し、患者が継続で
きるセルフケアを目指して、動物を用いたリンパ浮腫の基礎研究に取り組ん
でいます。ラットでは、リンパ節郭清等によりリンパ流が阻害されると余剰
リンパを逃がすための迂回路が生じます。このことに焦点を当て、患者が自
分自身で行うリンパマッサージの方法を確立できないかを考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ϦϯύුजͷηϧϑέΞʹؔ͢Δڀݚ

論文
˙ Comparison of normal hindlimb lymphatic systems 

in rats with detours present after lymphatic flow 
blockage, Suzuki Y et al., PLOS One, https://doi.
org/10.1371/journal.pone.0260404, 2021

˙ һൃ৴ڭͳ͍学ੜ͕ؒޙΔೖ学͚͓ʹߍઐ学ޢ
͢Δใʕ学ੜࢧԉπʔϧʹॻ͔Εͨ༰ΑΓʕɼླ
༝ґࢠଞɼ࣮ޢફ学ձࢽɼ33ʢ3ʣɼ43-49ɼ2021

˙ ͍ͯ༺Ϧϯύුजʹ͓͚ΔਫͷʵMRը૾Λࢶ্
ʵɼླ༝ґࢠଞɼܗଶɾػɼ16ʢ2ʣɼ83-89ɼ2018

講演・口頭発表等
˙ ਖ਼ৗϥοτͷࢶޙϦϯύܥͱϦϯύྲྀःஅޙͷᷖճ࿏ͱ
ͷൺֱɼୈ52ճຊইྍ࣏学ձɼ202211݄

˙ Identifi cation of the normal hindlimE lymphatic system 
in rats, 9th APETNA and 30th JWCOM, 2021

˙ 学ੜࢧԉπʔϧʮࣗݾίϯσΟγϣϯදʯͷޮՌʵࣗݾ
ίϯσΟγϣϯදͷ༰ੳ͔ΒʵɼຊՊ学学ձୈ39
ճ学ज़ूձɼ201911݄

˙ ඪͱࢦͱ֮ࣗঢ়ϦϯύුजͷܘईͰଌఆͨ͠पғר
ज़学ձ学ज़ूձɼ2014ٕޢΔ͔ɼୈ13ճຊ͑ͯ͠
11݄

˙ ͍ͯ༺Ϧϯύුजʹ͓͚ΔਫͷʵMRը૾Λࢶ্
ʵɼୈ40ճຊڀݚޢ学ձ学ज़ूձɼ20148݄

競争的資金等の研究課題
˙ ৽͍͠Ϧϯύුज։ൃͷͨΊͷϦϯύྲྀःஅޙͷᷖճ
࿏ܗաఔͷղ໌ɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼ
2022-2024

˙ ֲਗ਼ʹΑΔϦϯύܦ࿏ͷมԽʹணͨ͠৫学తࠜڌʹ
අิॿڀݚϦϯύυϨφʔδ๏ͷ։ൃɿՊ学ͮ͘ج ʢۚݚ
ԉʣɼ2020-2022ࢧಈελʔτ׆ڀ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ໊ݹ大学大学Ӄɹҩ学ڀݚܥՊɹത࢜՝ఔલظ՝ఔɹमྃ
����ɹ͜·ͭޢ学ߍɹઐڭһ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
ڀݚ
学ޢ
ॴଐֶڠձ
学ձɺػଶܗज़学ձɺίɾϝσΟΧϧٕޢ学ձɺຊڀݚޢફ学ձɺຊ࣮ޢ
学ձཧޢՊ学学ձɺޢձɺຊٞڠϦϯύුजϑϨʔϜϫʔΫɾδϟύϯࡍࠃ

リ
ン
パ
浮
腫
の
セ
ル
フ
ケ
ア
を

お
手
伝
い
し
た
い

看護技術、リンパ浮腫

ֶޢૅج

ླ�༝ґࢠ�ॿڭത࢜ʢอ݈学ʣ
Yuiko Suzuki

ਤ1.ϦϯύුजͷηϧϑέΞ ਤ2.Ϧϯύઅֲਗ਼ޙͷϥοτͷϦϯύྲྀɹʢᷖճ࿏ܗͷྫʣ
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生きにくさを変えるストレングス．
視点を変えると支援が変わる
　支援アプローチには、その人の「問題」に注目し、改善・解決していく方法
があります。しかし、支援を受ける側は問題を指摘され提案された解決策で
は、頑張りが続かない場合がありました。別の支援アプローチとしてストレ
ングスモデルがあります。このストレングスモデルは、誰もが持っている「問
題と付き合っていく力」を信じ、その人自身がなりたい姿に向かっていく「希
望」を支援するアプローチです。このモデルは、その人の「ストレングス＝つ
よみ」に焦点を当て、それを活用してその人の夢やなりたい姿の達成を目指
します。支える人と支えられる人の関係は、お互いに尊重し合うパートナー
シップに基づいています。ストレングスを支援に活かすことによって、生き
にくい状況を持ちながらも地域で生活する人々の自信を培い、いきいきと自
らの夢に向かって行動する変化が期待できます。 また、支援する側にもポ
ジティブな変化が起こっている可能性があります。

༰ڀݚ

ストレングスモデルでその人の夢や生き方、支援者を支える

これまで育児中の母親を対象に、抑うつ状態にある時の育児、子供に思わ
ず手が出てしまう時の育児、夫の支援が育児に与える影響、「子どもを愛せな
い」ボンディング障害の状態にある時の育児について、何が起こっているの
かを明らかにしてきました。それらの状況にある母親は自分の行動を自覚
し、自分の行動を何とかしたいと願っていました。そして、どの母親も自身が
もつストレングス（つよみ）に気づかずに育児している姿がありました。そこ
でまず、母親の持つストレングスとは何かを解明しようと取り組んでいま
す。また、ストレングスモデルを活用する支援者側には何が起こるのかにつ
いての解明にも取り組んでいます。
これら両者に起こることが明らかになれば、より効果的な支援の在り方に

つながると考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ҭࣇதͷͷετϨϯάεΛࢧͨ͠༺׆ԉ
˙ ετϨϯάεϞσϧͷڭૅجޢҭʹ͓͚ΔޮՌ

論文
˙ How Nursing Students` Perceptions of People with Psychiatric 

Disabilities Change When Using the Strengths Model During 
Practicums: A Qualitative Research Study. M. Katayama, R. 
Aijo, K. Kitaoka,. et al. Nurse Education Today, 2024

˙ शͰ࣮ޢ学ੜ͕ਫ਼ਆอ݈ޢ ετϨϯάεϞσϧΛࣗ
ͷޢʹऔΓೖΕΔϓϩηεɼยࢁ ඒึɼ૬্ ࢠɼ
Ԭɼຊਫ਼ਆอ݈ޢ学ձࢽɼ32ʢ2ʣɼ32-40ɼ2023

˙ Mothers with depressed mood: help-seeking from 
husbands and child-rearing behaviors, Miho Katayama, 
Kazuyo Kitaoka, Ritsuko Aijo, BMC Wemen`s Health, 
https://doi.org/10.1186/s12905-022-01604-5, 2022

˙ ࢧ׆ੜߍԉπʔϧzΛ༻͍ͨ学ࢧੜʹର͢Δlߍઐ学ޢ
ԉͷ࣮ફใࠂɼยࢁඒึɼླ༝ґࢠɼԬଞɼ
ɼ34ʢ1ʣɼ43-50ɼ2022ࢽફ学ձ࣮ޢ

˙ ඒึɼࢁ༑ୡׂɼยࣇΛୟ͍ͯ͠·͏ʹର͢Δҭࢠ
Ԭɼ૬্ࢠɼຊपظ࢈ϝϯλϧϔϧε学ձձࢽɼ
6ʢ1ʣɼ83-88ɼ2020

˙ ͏ͭঢ়ଶʹ͋Δ͕ࢠͲʹ͡ײΔ͔͍ࢥΒḷΔҭࣇϓϩη
εɼยࢁඒึ,ԬଞɼຊޢՊ学ձࢽɼ39ɼ174-182ɼ2019

˙ Psychosocial process in mothers with depressed mood who 
continue to fulfi ll their parenting responsiEilities� .atayama 0� 
Kitaoka K, Journal of Wellness and Health Care, 41, 9-22, 2018

講演・口頭発表等
˙ ޢ学ੜ͕ετϨϯάεϞσϧΛޢ͍͓ͯʹश࣮ޢ
ଞɼୈ43ճࢠඒึɼ૬্ࢁΔϓϩηεɼย͢༺׆ʹ
ຊޢՊ学学ձ学ज़ूձɼ2023.12

˙ ऀࣄͷ͕ํݟมΘΔɿετϨϯάεϞσϧ׆༻ʹΑΔ
ଞɼࢠඒึɼ૬্ࢁཧղͷมԽɼยऀࣄ学ੜͷޢ
ୈ42ճຊޢՊ学学ձ学ज़ूձɼ2022.12

˙ Adoption of Strengths-Based Approaches to Patient 
Care among Nursing Students. Katayama MɼAijo Rɼ
Kitaoka Kɼ25th EAFONS 2022ɼ2022.10

˙ Process of changing emotions toward the child in a 
mother with bonding disorderɼM. Katayama, et al, 
25th East Asian Forum of Nursing Scholarsɼ2022.4

˙ Mothers with Depression in JapanʀHelp-Seeking from 
Husbands and Child-Rearing BehaviorsɽKatayama Mɼ
Kitaoka KɼAijo Rɼ24th EAFONS 2021ɼ2021.4

競争的資金等の研究課題
˙ ϦεΫͷ͋ΔͷετϨϯάεϞσϧదࣇతҭٮ
ԠͷূݕɼՊ学ڀݚඅॿۀࣄ(एखڀݚ)ɼ2022-2025

˙ ҭޮՌɼڭҭʹ͓͚ΔετϨϯάεϞσϧͷڭૅجޢ
公立小松大学ॏڀݚʮΈΒ͍ʯॿ 2021-2023

˙ ϘϯσΟϯάোͱٮతҭࣇͱͷҼՌؔͷղ໌ɼՊ
学ڀݚඅॿۚʢελʔτࢧԉʣɼ2020-2021

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹอ݈学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹࢣߨ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹ।ڭत
ڀݚ
ਫ਼ਆอ݈ޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢՊ学学ձɺຊਫ਼ਆอ݈ޢ学ձɺຊڀݚޢ学ձɺຊ͏ͭප学ձɺ
ຊपظ࢈ϝϯλϧϔϧε学ձɺຊਫ਼ਆোऀϦϋϏϦςʔγϣϯ学ձɺຊޢ学ڭҭ学学ձɺ
ફ学ձ࣮ޢ

そ
の
人
の

ス
ト
レ
ン
グ
ス（
つ
よ
み
）に
注
目

ストレングスを活用した支援　育児中の母親の支援　母親のメンタルヘルス  
ストレングスモデル　精神保健看護教育　看護実習

ਫ਼ਆอֶ݈ޢ

ยࢁ�ඒึ�।ڭतത࢜ʢอ݈学ʣ
Miho Katayama
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病気がある人の認知機能改善を目指した認知リハビリテー
ションに関する研究
　認知機能とは、知覚、注意、記憶、問題解決および計画を立てることに関わる認
知やメタ認知過程を意味している。その認知機能が障害されると、日常生活にお
ける自立や就労、人間関係の構築を含む社会適応にまで大きく影響してしまう
可能性がある。統合失調症がある当事者に関して言うと、妄想や幻覚といった、
薬で治療できる症状が軽減されても社会適応の促進が困難となる場合がある。
これは、先に述べたような認知機能障害が影響していると考えられており、その
認知機能の改善において、“ 認知リハビリテーション ”が注目されるようになっ
た。認知リハビリテーションは、認知機能障害が原因で引き起こされる自立や就
労の遅れなどに働きかけるというより、知覚、注意、記憶そして問題解決といっ
た認知機能そのものに直接焦点を当てて訓練をすることで、認知機能の改善を
目指す脳のトレーニングである。この認知リハビリテーションの治療効果は、欧
米において、心理社会的治療の重要な 1つとして、医療現場で組み込まれるよう
になった。しかし、日本においてこの取り組みは10年以上遅れを取っている。
そこで、この問題に対して対策が必要ではないかと考えた。具体的には、遅

れの原因を医療現場で調査することや、トレーニング実施者が少ない地域で
も実施できるように認知リハビリテーションのオンライン化を進め、治療シ
ステムの基盤をつくることである。現在は、これらについて追求することが
社会への貢献につながると考え、研究に取り組んでいる。

༰ڀݚ

精神に障がいがある当事者を対象とした代償的認知トレーニ
ングのオンライン化
　認知リハビリテーションには、様々な介入方法がある。その介入方法の中でも
現在、代償的認知トレーニング（Compensatory Cognitive Training; 以下、CCT）
を活用した研究を開始している。このCCTの特徴は、損なわれた脳の機能自体を
回復させることを目的とするのではなく、残っている機能をうまく利用した “認知
機能の代償 ”を目的としている。認知機能の中でも、CCTが治療のターゲットと
している領域は、処理速度、注意／覚醒、作業記憶、学習/ 記憶、実行機能を含む
複数の認知領域である。CCTは、他の認知リハビリテーションと比較すると、プ
ログラム全体の介入頻度や実施期間が短く、入院病棟や精神科デイケアの集団
プログラムなどにも、比較的取り入れやすい。しかし、取り入れやすいとはいって
も、CCTを多くの職種が様々な場所で活用できるシステムを日本で確立すること
は、非常に難しい。さらに、日本においては、臨床での活用頻度が少ないため、どん
なに効果が証明されていても、保険収載にはつながらないという現状がある。
そこで現在は、当事者を対象として、オンラインを取り入れたCCTの実施とそ
の治療効果について調査している。その際、オンライン化することにより生じる
当事者や医療者への効果についても明らかにしていく予定である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ৬ຬबܧۀଓҙࢥʹؔ͢Δڀݚ
˙ ೝϦϋϏϦςʔγϣϯʹؔ͢Δհೖڀݚ
˙ ετϨϯάεϞσϧΛڀݚͨ͠༺׆

論文
˙ शͰετϨϯάεϞσϧΛ࣮ࣗޢ学ੜ͕ਫ਼ਆอ݈ޢ
ͷޢʹऔΓೖΕΔϓϩηεɼยࢁඒึɼ૬্ࢠɼԬ
ɼຊਫ਼ਆอ݈ޢ学ձࢽɼ32ʢ2ʣɼ32-40ɼ2023

˙ Mothers with depression in Japan: Help-seeking from 
husbands and child-rearing behaviors, Katayama  
M, Kitaoka K, Aijo R, BMC Women`s health, DOI: 
10.1186/s12905-022-01604-5, 2022

˙ Relationship between job satisfaction and intention to 
remain among nurses working in a hospital in Japan, 
Aijo R, Kitaoka K, Katayama M, Journal of wellness 
and health care, 41(2), 113-127, 2017

˙ Burnout-related effects of emotional labor and work-
related stressors among psychiatric nurses in Japanɼ
Sakagami A, Aijo R, Nguyen Thi Thu H, Katayama M, 
Nagata K, Kitaoka K, Journal of ͆ellness and health 
care, 41(1), 97-111, 2017

口演・口頭発表等
˙ Compensatory Cognitive TrainingͷԕִԽʹ͚ͨऔ
ΓΈɼ૬্ࢠɼยࢁඒึɼԬɼୈ43ճ ຊ
Պ学学ձɼ202312݄ޢ

˙ ޢ学ੜ͕ετϨϯάεϞσϧΛޢ͍͓ͯʹश࣮ޢ
ɼԬɼࢠඒึɼ૬্ࢁΔϓϩηεɼย͢༺׆ʹ
ୈ43ճຊޢՊ学学ձɼ202312݄

˙ Reading the Atmosphere: The process of participant 
relationship-building that takes place through 
participation in compensatory cognitive training, Aijo 
R, Matsui M, Katayama M, Kitaoka K, 27th East asian 
forum of nursing scholars, March 2023

˙ Ҋ֎ѱ͘ͳ͍ɿԕִͰͷঈతೝػվળྍ๏Λ
ඒึɼࢁɼยࢠՃऀͷ৺ཧతϓϩηεɼ૬্ࢀͨ͠
Ԭɼୈ42ճຊޢՊ学学ձɼ202212݄

˙ Mothers with depression in Japan: Help-seeking from 
husbands and child-rearing behaviors,Katayama 
M, Kitaoka K, Aijo R, Oda A, Kato C, 24th East asian 
forum of nursing scholars, April 2021

˙ ຊͷපӃʹۈ͢Δࢣޢͷबܧۀଓҙࢥͱ৬ຬͱͷ
Պ学学ձɼ201911݄ޢɼୈ39ճɹຊࢠɼ૬্ؔ

競争的資金等の研究課題
˙ ౷߹ࣦௐऀͷଘػΛ͔͢׆ຊ൛ೝػվળྍ
๏ͷੜɼՊ学ڀݚඅॿۚɼج൫ڀݚʢCʣɼ2023
ʵ2026

社会貢献活動
˙ 小松ࢢϫΫνϯछྗڠɹ大学ଆاըɾӡӦίΞϝϯ
όʔʢ20213݄ʵ8݄ʣ

૬্�ࢠ�ॿڭम࢜ʢอ݈学ʣ
Ritsuko Aijo

ϓϩϑΟʔϧ
�����ۚ大学大学Ӄҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�อ݈学ઐ߈�ത࢜લظ՝ఔ�मྃ
����ژ�大学ҩ学෦ෟଐපӃޢ�෦ࢣޢ�
�����公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�ॿڭ
�����ۚ大学大学Ӄҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�ҩ学ઐ߈�ҩ学ത࢜՝ఔࡏ学த
ڀݚ
ਫ਼ਆอ݈ޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊਫ਼ਆอ݈ޢ学ձɺຊޢՊ学学ձɺຊڀݚޢ学ձɺੴݝਫ਼ਆอ݈ڠࢱձɺຊਫ਼ਆՊ
ϦϋϏϦςʔऀମ৺ཧ学ձɺຊਫ਼ਆোஂڀݚ学ज़ྗڠ学ձɺຊ学ज़ձٞޢ学ձɺຊޢ
γϣϯ学ձɺೝਆܦՊ学学ձɺຊ౷߹ࣦௐ学ձ

精神保健看護学、認知科学、臨床神経心理学、
認知リハビリテーション

ਫ਼ਆอֶ݈ޢ

認
知
リ
ハ
ビ
リ
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ー
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ン
で
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の
人
を
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い
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エコーなどを用いたフィジカルアセスメント技術に関する
研究
　採血や点滴注射の時、針を穿刺する静脈が「見えない」と穿刺に成功するま
で何度も針を刺すことがあります。「見えない静脈」は、穿刺される患者さん
も実施者も大きな苦痛を伴います。「見えない静脈」を見える化する機器を開
発し、患者さんの苦痛を減らしたいと思っています。
また、高齢者は「状態が悪化しても症状を自覚することが難しい」ことがあ

ります。近年では一人暮らしの方が増えました。様子を教えてくれる家族が
いないのです。自分で症状の変化がわからず、訴えることも難しい方の身体
的変化を、看護師はリアルタイムに、ベッドサイドで、客観的に生体内を適切
に観察して対処することが重要になります。見えないのは「自分のせい。」、体
調が良くなくても「こんなもんや。」と我慢している患者さんを救うことを目
的としています。

༰ڀݚ

看護師がエコー等の可視化技術を看護技術に使用する探索
的研究
　見えない静脈に近赤外光を用いて可視化した画像を図 1に示します。近赤
外光は血液内のヘモグロビンに特異的に吸収される性質を持つので、静脈部
分の光の量が少なくなり黒く映ります。臨床では、深くて見えない静脈を可
視化してほしいニーズがあります。使用する光や光学材料の最適値、最適化
を検討し、静脈画像の画像処理によって臨床ニーズに応える静脈画像を獲得
することを目指しています。また、図2は心エコーの一つである下大静脈径を
計測するために看護師が撮像した超音波画像です。近年ポケットサイズにサ
イズダウンしベッドサイドで使えるようになりました。再入院率の高い心不
全患者に対し外来や訪問看護でポケット型エコーを使い、体液バランスの状
態を把握し心機
能への影響を予
測できれば、状
態の悪化を回避
し地域での生活
を守り続けるこ
とができます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ধ੩຺ἥٕज़ͷ্
˙ ͷϑΟδΧϧΞηεϝϯτऀױ৺ෆશࡏ
˙ ্ԉॿٕज़ͷࣄͷ৯ऀྸߴ

受賞
˙ 20219݄ɹࡍࠃϦϯύුजϑϨʔϜϫʔΫɾδϟύϯ
ձ༏लจٞڠڀݚ

˙ 201911݄ɹୈ15ճຊ॥ޢث学ձ学ज़ूձ༏लԋ

論文
˙ ଌఆͷܘԼ大੩຺ͨ͠༺ΤίʔΛܕଳܞΑΔʹࢣޢ
 ,ࢽ学ձޢثଞ, ຊ॥ࢠҭϓϩάϥϜධՁ, Ղڭ
17ʢ2ʣɼ 47-54, 20229݄ɽ

˙  Pilot study of a prototype for visualizing veins using 
near-infrared light to improve peripheral intravenous 
access capabilities, Kimori K., et al., Journal of 
Nursing Science and Engineering, 9, 162-169, 2022.

˙ ࠔࢹͳধ੩຺ՄࢹԽͷͨΊͷ࠷దͳۙ֎ޫͱ
.2021 ,210-8,203 ,ࢽ学ձཧޢ ,ଞࢠଳҬޫ๏, Ղڱ

˙ Feasibility of Using a Pocket-Sized Ultrasound Device to 
Measure the Inferior vena cava diameter of patients with Heart 
Failure in the community Setting: A Pilot Study, Kimori K. et. al., 
Journal of Primary Care & Community Health, 11, 1-6. 2020.

˙ Investigation of vasculature characteristics to improve 
venipuncture techniques in hospitalized elderly 
patients, Kimori K., International Journal Nursing 
Practice, 22(3), 300-306, 2016.

講演・口頭発表等
˙ Echocardiography of congestive heart failure for the 

early skin care of edema. Kimori K., et al., The 9th 
Asia Pacifi c Enterostomal Therapy 1urse Association 
Conference (Web), 2021.

˙ Investigation of Invisible Peripheral Veins for Certain 
and Safe Venipuncture in elderly patients: Non-
invasive Measurement of Width, Depth, Skin Color, 
and position of artery relative to the vein. Kimori K., et 
al., The 20th East Asian Forum of Nursing Scholars: 
EAFONS Conference, 2017.

競争的資金等の研究課題
˙ Խγεࢹধ੩຺Մࠔࢹదͳۙ֎ޫΛ༻͍ͨ࠷
ςϜͷ։ൃɿՊ学ڀݚඅॿۀࣄʢج൫ʢCʣʣɼ2021-2025ɽ

˙ ࠔࢹͳধਂ੩຺ՄࢹԽͷͨΊͷۙ֎ޫࣹγεςϜͷ
վྑͱྟচԠ༻ɿՊ学ڀݚඅॿۀࣄʢج൫ʢCʣʣɼ2017-2020.

˙ ͷධػൽԼग़݂ʹ͓͚ΔൽෘόϦΞޙͷ੩຺ἥऀྸߴ
ՁɿՊ学ڀݚඅॿۀࣄʢઓత๖ժڀݚʣɼ2015-2016ɽ

社会貢献活動
˙ ʣࡏݱಡҕһʢ2021ʔࠪࢽફ学ձ࣮ޢ
˙ ʣࡏݱಡҕһʢ2014ʔࠪࢽ学ձ学ձཧޢ
˙ ຊޢγϛϡϨʔγϣϯϥʔχϯά学ձࢽฤूҕһ
ʢ2022ʔࡏݱʣ

�Ղڭ�ࢠतത࢜ʢอ݈学ʣ
Keiko Kimori

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄҩ学ڀݚܥՊอ݈学ઐ߈തظޙ࢜՝ఔमྃ
����ɹੴݝ立ޢ大学ޢૅج学ॿڭ
����ɹੴݝ立ޢ大学ޢૅج学࠲ߨ।ڭत
����ɹ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ޢ学Պڭत
ڀݚ
学ɺԠ༻ཧ学ޢ
ॴଐֶڠձ
ຊ᧘ᚃ学ձŊຊইɾΦετϛʔɾࣦ ज़ٕޢ学ձɺຊཧޢՊ学学ձɺޢཧ学ձɺຊې
学ձɺ࣮ޢફ学ձɺຊ॥ޢث学ձɺຊޢγϛϡϨʔγϣϯϥʔχϯά学ձʢޢγϛϡ
ϨʔγϣϯڭҭࢦಋऀཆίʔεϕʔγοΫίʔεमྃʣɺຊϙΠϯτΦϒέΞԻ学ձ

見
え
な
か
っ
た
も
の
を「
見
え
る
」化

し
、我
慢
さ
せ
な
い

可視化技術、超音波技術、静脈穿刺技術、食事援助技術

ਓֶޢ

ਤ1ɽγʔϧͷؒʹ͋Δ͑ݟͳ͍੩຺ΛՄࢹԽͨۙ͠֎ը૾

ਤ2ɽϙέοτܕΤίʔͰࡱӨͨ͠Լ大੩຺
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重症患者の看護アセスメントに関する研究
意思表示困難な患者が発するメッセージ“cue”
　“cue”とは言語的な意思表示ができない人が、何らかの方法で発するサイ
ンである。
たとえば、母子間において言語的な意思表示ができない乳児の非言語的反

応である “cue”を母親が合図として読み取り、母子相互作用が促進される。
　ICU（集中治療室）に入室している患者は、生命の危機的状態にある。この
ため、意識が混濁しており、救命や生命維持を目的とした人工呼吸器や補助
循環装置が装着されているなど、意思表示が困難な状態であることが多い。
　私は ICUで看護師として勤務する中で、重症患者と向き合う看護師が、測
定機器の数値やしぐさの微細な変化を通して伝える苦痛や苦悩などのメッ
セージを読み取り、患者の苦痛に寄り添う看護ケアを目の当たりにし、“cue”
の概念に着目した。
　“cue”の構成概念や “cue”を読み解く手法はいまだ明らかではなく、熟達し
た看護師は直観や手探りで “cue”を察知している。

༰ڀݚ

微細なサイン“cue”が発する患者の思いを汲み取る

　ICUに入室する重症患者をケアする看護師を対象にしたインタビューに
より、看護師がキャッチする意思表示困難な重症患者の “cue”の構成概念と、
看護師が “cue”を察知し、これを読み解くプロセスを明らかにした。
さらに、この研究を通して、看護師は患者の思いを読み解くプロセスを繰

り返すことにより、“cue”に対する感受性を高めていることがみえてきた。今
後は、看護師が “cue”をキャッチし重傷患者の意思を読み解き支援する方法
を確立する研究に取り組んでいく予定である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Λରʹͨ͠ϑΟδΧϧΞηεऀؔࢱɺޢɺհޢ
ϝϯτٕज़

受賞
˙ 20186݄ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձ༏लจ

論文
˙ ΫϦςΟΧϧέΞࢣޢͷ৵ऻతྍ࣏Λड͚Δҙࢥද͕ࣔࠔ
ͳऀױͷcueͷཧղͱޢΞηεϝϯτɼాࢁಸࢠଞɼ
ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձ13ࢽʢ1ʣɼpp49-57ɼ20184݄

˙ 学ੜͷετʔϚαΠτϚʔΩϯάʹ͓͚ΔԻըޢ
૾அஔΛ༻͍ͨෲ֬ےೝٕज़ͷ৴པੑɼࠠՈઍ
24ʢ3ʣɼࢽཧ学ձېଞɼຊইɾΦετϛʔɾࣦࢠ
pp281-288ɼ202011݄

˙ COVID-19ύϯσϛοΫ։࢝ஈ֊ʹ͓͚Δࢣޢͷ৺ཧ
ࣾձతԠʹؔ͢ΔจݙϨϏϡʔɼݹլ ༤ೋଞɼຊΫ
ϦςΟΧϧέΞޢ学ձ19ࢽɼpp184-196ɼ20243݄

書籍等出版物
˙ʲत͕ۀΘ͔Δʂ࣮शͰ͑ΔʂૅجͷόΠλϧαΠϯ
ྟচͷόΠλϧαΠϯʳૅجͷٵݺଌఆɼాࢁಸࢠɼ
Nursing Canvasɼ1ʢ1ʣɼϝσΟΧϧग़൛ɼ20134݄

˙ʲऀױͷෆ҆ɾ௧ΈͳͲͷૌ͑ΛͲͷΑ͏ʹͱΒ͑ɺه
͢Δ͔ʁʳݴ༿ʹදΕͳ͍ද͙͔͠͞Β௧Έෆ҆
ΛͲͷΑ͏ʹΞηεϝϯτ͠έΞʹ݁ͼ͚͍͖ͭͯ͘
͔ɼ͖ޢΖ͘ͱޢաఔɼ૯ݚग़൛ɼ201512݄

講演・口頭発表等
˙ ΫϦςΟΧϧέΞࢣޢͷ৵ऻతྍ࣏Λड͚Δҙࢥදࣔ
Ξηεϝϯτɼୈ8ճޢͷcueͷཧղͱऀױͳࠔ͕
ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学学ձ学ज़ूձɼ20126݄

˙ cueͷจݙϨϏϡʔʹΑΔҙࢥදࣔࠔͳॏऀױͷඇޠݴ
cueͷཧղɼୈ38ճຊޢՊ学学ձ学ज़ूձɼ201811݄

競争的資金等の研究課題
˙ ॏҙࢥදࣔࠔऀױͷcueͷཧղʹΑΓମχʔζΞηεϝ
ϯτईͷ։ൃɼՊ学ڀݚඅิॿۚʢएखڀݚBʣɼ2016-2019

社会貢献活動
˙ ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձɹධٞһʢ2020ʙʣ
˙ ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձɹͤΜໝҕһձ෭ҕһ
ʢ2020ʙ2023ʣ

˙ ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձɹઐࠪಡҕһʢ2020ʙʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژҩՊࣃՊ大学大学Ӄอ݈Ӵੜ学ڀݚՊത࢜ʢલظʣ՝ఔɹमྃ
����ɹϚϦΞϯφҩՊ大学පӃɹࢣޢ
����ɹੑٸॏޢऀױઐࢣޢʢຊڠޢձʣऔಘ
����ɹۚҩՊ大学ɹॿڭ
����ɹఇژ大学ɹԬҩྍٕज़学෦ɹޢ学Պɹࢣߨ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
ڀݚ
ྟচޢ学ɺΫϦςΟΧϧέΞޢ学ɺ学शՊ学
ॴଐֶڠձ
ຊΫϦςΟΧϧέΞޢ学ձɺຊ$/4ޢ学ձɺຊޢՊ学学ձ

重
症
患
者
の
声
な
き
声
に
応
え
た
い

クリティカルケア看護師、重症患者、身体ニーズ、非言語、cue

ਓֶޢ

学ʣޢʢ࢜मڭ�ॿࢠ�ಸాࢁ
Natsuko Yamada

ਤ1 ҙࢥද͕ࣔࠔͳ
ͷऀױ cueͷཧղ
ͱޢΞηεϝϯ
τͷؔਤ

ද1 ҙࢥද͕ࣔࠔͳऀױͷcueͷཧղͱޢΞηεϝϯτ
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人の手が作り出す癒しの力の活用・認知症ケアと
フレイル予防
　「触れる」という行為は心身を癒す効果があるといわれ、「触れる」こと
は人と人との絆を深め合う基本的なコミュニケーション方法でありケア
の原点といえます。私は自分自身が体験してその癒しの効果に感動した
タクティールケアの研究をしています。タクティールケアは手掌で相手
の背中や手足を包み込むように柔らかくなでるように触れる施術です。
これまでの研究でタクティールケアは、ケアを受ける人とケアを行う人
双方が癒し癒されるケアであることがわかりました。そこで現在は、人の
手が作り出す癒しの力を看護や介護に活かす研究に取り組んでいます。
また、ユマニチュードを基本にした認知症ケア、フレイル予防として認知

症予防（コグニサイズ）、オーラルフレイル予防、体力づくりやフットケア等
に関する地域活動を行っています。

༰ڀݚ

人の手が作り出す癒しの力の「みえる化」・
認知症高齢者介護家族支援プログラムの評価
　人の手が作り出す癒しの力の「みえる化」に関して、生理学的には自律神経
活動、生化学的には唾液のストレスマーカーを指標とした準実験研究を進め
てきました。タクティールケアは、ケアを受ける人だけでなく、ケアを行う人
にも施術中の交感神経活動は低下し、副交感神経活動は増加するといったリ
ラクセーション効果があることを明らかにしました。さらに、タクティール
ケアは認知症高齢者の緩和ケアとしての有効性が報告されていることをふ
まえ、認知症高齢者の家族介護者の介護技術として普及したいと考え「認知
症高齢者介護家族支援プログラム」の開発に取り組みました。介入研究を行
いながら家族介護者の要望を取り入れ、タクティールケアを基盤に手技を簡
便化した「なでるケア」を考案し、支援プログラムを作成しました。「なでるケ
ア」の有効性に関しても検証を行い、ケア中の交感神経活動の低下と副交感
神経活動の活性化、ケア後の唾液オキシトシン量の増加や唾液の酸化度の低
下等、リラクセーション効果が得られていることを確認しました。現在、認知
症高齢者介護家族支援プログラムの実行可能性を検証し、認知症高齢者介護
家族支援プログラムの有効性を評価する研究を進めています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ʹ͓͚ΔλΫςΟʔϧέΞɾͳͰݱͷޢΑͼհ͓ޢ
ΔέΞͷීٴ

˙ ೝέΞ
˙ ϑϨΠϧ༧ʢೝ༧ɾΦʔϥϧϑϨΠϧ༧ʣ

論文
˙ 小ઘ༝ඒଞɿλονέΞࢪज़ऀͷϦϥΫηʔγϣϯޮՌ
ͷੜཧ学తɾੜԽ学తɾ৺ཧతূݕɼޢཧ学ձࢽɼ4
ʢ1ʣɼ27-38ɼ2017

˙ 小ઘ༝ඒଞɿҬͷऀྸߴϘϥϯςΟΞΛಋೖͨ͠ྸߴ
ऀͷϔϧεΞηεϝϯτԋशͷධՁɼ࣮ޢફ学ձࢽɼ
26ʢ1ʣɼ82-92ɼ2014

˙ Association between blood pressure and disability-
free survival among community-dwelling elderly 
patients receiving antihypertensive treatment,Iritani 
O, Koizumi Y, et al., Hypertension Research, 37, 772-
778, 2014

˙ Association between hypertension status and the 
screening test for frailty in elderly community-dwelling 
Japanese, Koizumi Y et al., Hypertension Researchɼ
36, 639-644, 2013

˙ 小ઘ༝ඒଞɿλΫςΟʔϧέΞ࣮ફه͔ΒΈΔޮՌ
ͷ༰ੳɼຊڀݚޢ学ձࢽࡶɼ35ʢ4ʣɼ91-99ɼ
2012

講演・口頭発表等
˙ ೝऀࣄͱͦͷՈ͕༊͠༊͞ΕΔλΫςΟʔϧ®έ
Ξɼ小ઘ༝ඒɼຊೝέΞ学ձ2022ɾߕ৴
ӽϒϩοΫ大ձɹڭҭߨԋɼ2022

˙ ೝऀྸߴͷհޢՈΉ͚ͷʮͳͰΔέΞʯͷϦϥΫ
ηʔγϣϯޮՌͷূݕɼ小ઘ༝ඒଞɼୈ39ճຊޢՊ
学学ձ学ज़ूձɼ2019

˙ ೝऀྸߴͷՈհࢧऀޢԉϓϩάϥϜͷ։ൃʕʰͳ
ͰΔέΞʱͷࡏͰͷ࣮ફՄੑͱࢧԉํ๏ͷݕ౼ʕɼ
小ઘ༝ඒଞɼ2017

˙ ख़࿅ͨ͠λΫςΟʔϧ®έΞࢪज़ऀͷϦϥοΫεޮՌͷݕ
ূɼ小ઘ༝ඒଞɼୈ40ճຊڀݚޢ学ձ学ज़

競争的資金等の研究課題
˙ λΫςΟʔϧέΞΛج൫ʹͨ͠ೝऀྸߴͷհޢՈ
ʣ̘ڀݚ൫جඅิॿۚʢڀݚԉϓϩάϥϜͷධՁɿՊ学ࢧ
2019-2023

˙ ೝՈհऀޢͷհٕޢज़ͱͯ͠λΫςΟʔϧέΞΛ
ಋೖͨ͠ࢧԉϓϩάϥϜͷ։ൃɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج
൫̘ڀݚʣ2015-2018

˙ ೝऀྸߴʹର͠λΫςΟʔϧέΞΛࢪज़͢ΔՈࣗ
ʹٴ΅͢ϦϥοΫεޮՌͷূݕɿՊ学ڀݚඅิॿ ʢۚ
ઓత๖ժڀݚʣ2013-2014

社会貢献活動
˙ 小松ࢢҬέΞਪਐձٞҕһ
˙ ձձڠϝσΟΧϧϑοτέΞࡍࠃ
˙ 小松ࢢΦʔϥϧϑϨΠϧڀݚձ

小ઘ�༝ඒڭ�तത࢜ʢҩ学ʣ
Yumi Koizumi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚҩՊ大学大学Ӄ�ҩ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۚҩՊ大学ޢ�学෦ޢ�学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պڭ�त
ڀݚ
ޢ学ɺٕޢज़ɺࡏޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢ学ձɺຊޢՊ学学ձɺຊೝέΞ学ձɺຊපڭҭɾޢ学ձɺ
ຊࡏέΞ学ձɺຊڀݚޢ学ձɺ࣮ޢફ学ձɺޢཧ学ձɺຊߦಈՊ学ձ

人
の
手
の
力
と

人
と
の
絆
を
ケ
ア
に

タクティールケア、タッチケア、
認知症ケア、フットケア、フレイル予防

ֶޢ

ਤɿΈ͑ΔԽͷҰྫ
λΫςΟʔϧέΞதͷ
ಈ׆ܦज़ऀͷࣗਆࢪ

ɹɿ෭ަײਆ׆ܦಈʢCCVHFʣ
ɹԫɿަ ಈʢLF/HFʣ׆ܦਆײ
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糖尿病を抱える高齢者の
「食べること」への支援に関する研究
　「いかに自立して健康で暮らせるか」という QOLを考慮した健康寿命の延
伸が、現在社会で強く求められています。しかしその健康寿命を短縮する大
きなリスクのひとつとして糖尿病があります。
　私は、高齢期に糖尿病と診断された方に対し、自分らしさを大切にしなが
ら生活できるような療養支援のありかたに関する研究に取り組んでいます。
その中で、高齢糖尿病の方の QOLを最大限に高めるためには「食べること」
への支援が重要だと強く感じ、歯周病の問題に着眼しました。糖尿病患者の
歯周病罹患率は糖尿病でない人の 2 ～ 3 倍高く、高血糖持続により歯周病が
悪化し、治癒しにくいといわれています。歯周病はオーラルフレイル（口腔虚
弱から生活機能の低下をきたす状態）の要因の一つであり、高齢者の QOLの
低下につながることから、オーラルフレイル予防に関する研究に取り組んで
いきたいと考えています。

༰ڀݚ

早期から取り組む健口づくりでオーラルフレイル
予防を目指した介入プログラムの作成
　高齢期に糖尿病と診断された方に対しての、面接調査や診療場面の観察、
自記式質問紙調査から、糖尿病の療養生活において「食べること」は、非常に
大きな意味をもつことを明らかにしました。その結果から、その人らしく老
いることを支えるためには、「食べること」を整えていくことが必要不可欠だ
と考えました。
そこで、本人の美味しく食べ続けたいという思いを実現していくために、

糖尿病と歯周病の双方向的悪循環を断ち、オーラルフレイルやさらに重症な
口腔機能低下・障害への進展を出来るだけ早い段階で食い止める健口づくり
を目指します。まずは地域で暮らす高齢糖尿病の方の口腔環境を含む摂食嚥
下機能の現状を把握し、オーラルフレイルへと進展しないための有効な介入
方法を探っていきたいと考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԉࢧͷྍཆऀױපஅΛड͚Δʹظྸߴ
˙ ҬऀྸߴͷΦʔϥϧϑϨΠϧ༧

論文
˙ Development of a Measurement Scale to Evaluate 

Self-Care Stability for Patients Diagnosed with Type 
2 Diabetes at an Older Age, Konda E et al., Open 
Journal of Nursing, 8, 905-917, 2018

˙ ۚ大ࣜύʔτφʔγοϓʹΑΔපऀױͷྍཆࢧԉ
ͷ࣮ଶɼ౻ా ݁߳ཬɺӽܙཧɺాय़߳ɺ߂ඒɼ
ຊޢ学ձจूɿຫੑޢظɼ46ɼ142-145ɼ2016

˙ அྸߴ࣌ͷ2ܕප͕ऀױηϧϑέΞߦಈΛशಘ͍ͯ͠
͘աఔͰͷݧܦɼӽܙཧɺҴ֞ඒஐࢠɺଟ࡚ࢠܙɼຊ
පڭҭɾޢ学ձࢽɼୈ19רୈ2߸ɼ111-120ɼ2015

講演・口頭発表等
˙ அࡀ65࣌Ҏ্ͷܕ2ྸߴප͕ऀױηϧϑέΞߦಈΛ
शಘ͍ͯ͘͠աఔͰͷݧܦɼӽܙཧ ଞɼୈ18ճຊ
පڭҭɾޢ学ձ学ज़ूձɼ2013

競争的資金等の研究課題
˙ ΦʔϥϧϑϨΠϧΛݟਾ͑ͨපऀྸߴͷ৽ͨͳࣃप
ප༧հೖϓϩάϥϜͷ֬立ɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢएख
ͷͨΊ్ததஅɾԆ͋ٳɾҭٳ࢈ʣ2019-2027ʢڀݚ
Γʣɹදऀ

社会貢献活動
˙ 2019ੈքපσʔɹපൃܒΠϕϯτˍϒϧʔ
ϥΠτΞοϓاըʢओ࠵ɿ公立小松大学ɺ࠵ڞɿ小松ࢢ
ҩࢣձප࿈ܞਪਐٞڠձʣʢ201911݄14ʣ

˙ 小松ࢢΦʔϥϧϑϨΠϧڀݚձʢ2018-ʣ
˙ ੴݝʑࢢࢢհޢೝఆ৹ࠪձҕһʢ2011-2012ʣ
˙ 小ࣇපαϚʔΩϟϯϓɿত50ʢ1975ʣʹɺ
ຊͰ9൪ͷ։࠵ͱͯ͠ελʔτ͠ɺຖ8݄ʹ3ധ4
ఔͷఔͰ։͞࠵Ε͍ͯ·͢ɻ༮͔ࣇΒߍߴੜ·Ͱͷ
Δଟ͘ͷϘ͑ࢧͲͨͪͱɺͦΕΛࢠපΛ๊͑Δܕ1
ϥϯςΟΞελοϑ͕ूͬͯߦΘΕ·͢ɻࢲϘϥϯςΟ
Ξελοϑͱͯ͠ܞΘΒͤͯΒ͍ͬͯ·͢ɻʢ2011-
2013ɺ2016ɺ2018ࢀՃʣ

༪ాܙ�ཧ�ॿڭത࢜ʢอ݈学ʣ
Eri Konda

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学ෟଐපӃࢣޢ�
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�ॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
ڀݚ
ޢ学ɺຫੑޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢ学ձɺຊೝέΞ学ձɺຊපڭҭɾޢ学ձɺ࣮ޢફ学ձɺຊޢՊ学学ձ

老年看護学、糖尿病、セルフケア、オーラルフレイル

ʮ৯ͯɺসͬͯɺ
ࣗΒ͍͘͠ΔʯΛ͑ࢧΔ

ֶޢ

ਤ2. 小ࣇපαϚʔΩϟϯϓʹͯேͷ՝ɺ
ɹɹϥδΦମૢΛࢠ༷͏ߦ

ਤ1ɽ2019ੈքපσʔʹ公立小松大学தԝΩϟϯ
ύε͕ϒϧʔϥΠτΞοϓ͞Ε༷ͨࢠ
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高齢者が「すっきり・気持ちよく排泄できる」環境を整えたい

　高齢になると、腸管の蠕動運動が低下や腸内細菌叢の変化が起こります。
若い頃よりも食事量（食物繊維）や水分摂取量・運動量も減るなど生活の仕方
も変化します。その結果便秘になりやすく、下剤を服用する高齢者は少なく
ありません。しかし、下剤が効きすぎて下痢になり、下痢を止める薬が処方さ
れ便秘になるなどの悪循環を起こすケースも見られます。おいしく食べて、
すっきり気持ちよく排泄する。この当たり前のことが高齢期では難しくなる
ことが多いのです。高齢者の QOLの維持向上のためにも、高齢者が気持ちよ
く排泄できる環境を整えられるよう研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

高齢者の排便に関するアセスメントとケアの研究

　75 歳以上の 4 分の 1の高齢者が 7 種類の内服をしています。薬の副作用は
6 種類以上で起こりやすくなると言われています。私自身重篤な副作用が現
れた高齢者とかかわった経験もあり、薬の効果をアセスメントすることの重
要性と難しさを感じていました。そこで、介護老人保健施設において、看護師
が多剤服用の弊害を改善するためにどのような介入を行っているのか看護
師にインタビューしました。そこで分かったことは高齢者の場合、新たに起
こった症状が薬の副作用なのか病気の状況が悪化したのかアセスメントが
非常に難しいということです。看護師は迷いながら身体の中で起こっている
ことを予測し、そのことを確かめる観察を繰り返し行っていました。
　看護師の語りには下剤の副作用に関するものがあり排便管理の困難さを
感じました。心地よい排泄が行えないことは苦痛を伴い、高齢者の QOLを著
しく低下させると強く感じました。この研究成果を活かし、今後の研究では、
排便に関するアセスメントや効果的な薬の使用方法を含めた排便管理の方
法について明らかにしていきたいと考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ͱༀऀྸߴͷഉᔔέΞɺऀྸߴ

論文
˙ ࢧ׆ੜߍԉπʔϧzΛ༻͍ͨ学ࢧੜʹର͢Δlߍઐ学ޢ
ԉͷ࣮ફใࠂɼยࢁඒึɼླ༝ґࢠɼԬɼޱ
ඒɼલాगඒɼా༟ࢠɼྤ࢘ٱཨࢠɼ࣮ޢફ学ձ
ʢ1ʣ 20222݄ 34ࢽ

講演・口頭発表等
˙ ഉศʹؔ͢ΔෆշײχʔυΛҩྍऀ͕ेʹѲͰ͖
ͳ͍ೖӃऀױʹ͓͚Δഉศཧͷ࣮ଶɼా༟ࢠɼࠠՈ
ઍࢠɼ松ຊউɼ小㛲ྱܙɼ্߽ೋ࿕ɼਢ佂३ࢠɼਅ
ཧ学ձୈ32ճ学ېඒɼຊইɾΦετϛʔɾࣦ߂ా
ज़ूձɽ2023.7

˙ հޢਓอ݈ࢪઃʹ͓͚ΔࢣޢͷϙϦϑΝʔϚγʔվ
ળͷհೖɼా༟ࢠɼౡɼຊޢ学ձୈ
26ճ学ज़ूձɼ2021.6

˙ ϩʔϧϨλϦϯάΛ׆༻ͨ͠学ੜࢧԉͷ࣮ફใࠂɼલా
गඒɼా༟ࢠɼྰࢁಸɼยࢁඒึɼཹ࢘ٱཧࢠɼ大
Ҫઍੈɼޱඒɼླ༝ґࢠɼඈాರࢠɼୈ13ճ
ફ学ձ学ज़ूձɼ 2019.9࣮ޢ

˙ ҭޮڭಈΛ௨ͯ͠ͷ׆ཆॴʹ͓͚Δҟ学ަྲྀࢣޢ
Ռɼޱඒɼཹ࢘ٱཧࢠɼ大Ҫઍੈɼલాगඒɼย
ɼࢠɼඈాರࢠಸɼླ༝ґྰࢁɼࢠඒึɼా༟ࢁ
ୈ13ճ࣮ޢફ学ձ学ज़ूձ 2019.9

˙ खज़ऀױͷίʔϐϯάΛߴΊΔޢհೖɹޢ͕ऀױ
༟ඒࠃࡾɼ立ՖৗɼࢠՃͯ͠ɼా༟ࢀʹը立Ҋܭ
立පӃ૯߹ҩ学ձɼࠃɼ๛ాਅಸඒɼୈ56ճࢠɼথࢠ
2001

˙ ऀױ؞ظͷޢͷͨΊʹࢼҊͨ͠ϖΠϯείΞදͱ
QOLνΣοΫදʹ͍ͭͯɼଠా༟ࢠɼதതࢠɼߴࠫ
ࢠɼୈ46ճࠃ立පӃ૯߹ҩ学ձɼ1991

競争的資金等の研究課題
˙ ֵ৽తͳ؍खٕʹΑΔ͓ΉͭൽෘোͷΞηεϝϯ
τπʔϧͷ։ൃͱূݕɼՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣ
2022ʙ 2025

社会貢献活動
˙ 小松ࢢΦʔϥϧϑϨΠϧڀݚձ

ϓϩϑΟʔϧ
�����݄ʙ�����݄ɹ͜·ͭޢ学ߍɹઐڭһ
�����݄ʙ�����݄ɹੴݝ立ޢ大学大学Ӄޢ学ڀݚՊɹത࢜લظ՝ఔɹमྃ
�����݄ʙ�����݄ɹ公立小松大学ॿख
�����݄ʙࡏݱɹੴݝ立ޢ大学大学Ӄޢ学ڀݚՊɹതظޙ࢜՝ఔɹࡏ学த
�����݄ɹ公立小松大学ɹॿڭ
ڀݚ
ϥΠϑαΠΤϯεޢऀྸߴ�学ɺҬޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢ学ձɺຊইɾΦετϛʔɾࣦ 学ձɺཧޢཧ学ձɺຊ᧘ᚃ学ձɺې
ຊޢՊ学学ձɺຊޢ学ڭҭ学ձɺ࣮ޢફ学ձɺׂަॻ؆๏ɾϩʔϧϨλϦϯά学ձ

高
齢
者
の
望
む「
自
分
ら
し
い
生
活
」

を
叶
え
る

便秘、高齢者看護、ポリファーマシー、多職種連携

ా�༟ࢠ�ॿڭम࢜ʢޢ学ʣ
Tsuda Hiroko

ਤ1. հޢਓอ݈ࢪઃͷࢣޢʹΑΔϙϦϑΝʔϚγʔվળͷରԠ

ֶޢ
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1型糖尿病をもつ子どもと親が
良い睡眠を獲得するための睡眠ケアプログラムの確立
　近年、1型糖尿病をもつ子どもの睡眠障害への対策が重要視されています。
睡眠の質が悪い場合血糖コントロールが不良となること、またその逆が起こ
る可能性があると報告されていますが（図 1）、その要因の一つに夜間低血糖
があります。特に小児では夜間低血糖は無自覚性であり、重症低血糖の遷延
が認知機能障害をもたらす問題があります。そのため、睡眠中も家族による
的確な対処行動が必要となります。しかし、1型糖尿病の睡眠障害や夜間低血
糖において、具体的な対策は示されておらず、ケアへの示唆を得る段階まで
には至っていないのが現状です。そこで、1型糖尿病をもつ子どもとその家族
を対象に、良好な睡眠を支援する睡眠ケアプログラムの確立を目標として研
究を進めることにしました。

༰ڀݚ

1型糖尿病をもつ小児の血糖－睡眠モニタリングによる
夜間低血糖予測・回避の実践検証
　健康な子どもでは、睡眠中も血糖値は正常範囲内に調節されますが、イン
スリン治療が必須の 1 型糖尿病をもつ子どもでは、睡眠障害のリスクに加
え、低血糖の 55 ％が睡眠中に起きていることが明らかになっています。頻回
な夜間の低血糖発現の検知に寄与するものとして、2015年にわが国でも持続
血糖モニタリング（Continuous Glucose Monitoring：CGM）が導入されまし
た。CGMにより 24時間連続で血糖の変動が可視化され（図2）、子どもも家族
も糖尿病負担が軽減されています。しかし、モニタリングが可能となったも
のの、睡眠中の血糖をコントロールすることは依然として困難です。ここで、
CGMと睡眠のモニタリングを同時に行うことに着想しました。双方向の時
間的関係を評価することで、夜間低血糖のリスクを予測可能とする睡眠時お
よび先行する客観的指標を探索する研究を行います。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ CGMΛ༻͍݂ͨؒͱਭͷؔ࿈୳ࡧ

論文
˙ Profiling of sleep models based on voluntary and 

involuntary sleep in adults with type 2 diabetes, Azusa 
ODA et al, Sleep and Vigilance 6; 359-365, 2022

˙ The Concept of Sleep Ability and its Effect on 
Diabetes Control of Adults With Type 2 Diabetes, 
Azusa Oda et al, Canadian Journal of Diabetes 
43(5):329-335,  2018

˙ Validation of the relationship consciousness of 
Japanese Patients with type 2 diabetes scale, Miki 
Koike, Azusa Oda et al, International Journal of 
Nursing Sciences 6(1): 31-37, 2018

˙ Development and Testing of the Family Structure 
and Family Functions Scale for Parents Providing 
Adolescent Reproductive Health Based on the 
Friedman Family Assessment Model, Susanto Tantut, 
Azusa Oda et al Journal of Nursing Measurement, 
26(2): 217-236, 2018

ɺਭɺ͏ͭͷײɾࣦମײͷࣦऀױපܕ2 ˙
࣮ଶͱؔ࿈ɼ小ాѸɹଞɼຊපڭҭɾޢ学ձࢽɼ
22ʢ1ʣɼ2018

Δਭͷ࣮ଶͱਭύλʔϯྨ͚͓ʹऀױපܕ2 ˙
ʵਭܭΛ༻͍ͨଌఆσʔλʹΑΔݕ౼ʵɼ小ాѸɹଞɼ
ຊපڭҭɾޢ学ձࢽɼ212ר߸ɼ2017

Δ·ͰͷηϧϑϚωδϝϯτɼࢸʹೖӃ͕ऀױපܕ2 ˙
小ాѸɹଞɼ࣮ޢફ学ձࢽɼ292ר߸ɼ2017

講演・口頭発表等
˙ lBlood glucose-Sleep Monitoringz in a child with type 

1 diabetes (case study), Advanced Technologies & 
Treatments for Diabetes, Feb,2023

˙ ݈ৗਓͷ݂ʵਭಉ࣌ϞχλϦϯάʹΑΔ݂ؒ
ͱਭεςʔδͱͷؔ࿈ূݕʢྫใࠂʣɼຊޢՊ
学学ձɼ202112݄

˙ Profiling of sleep models based on voluntary and 
involuntary sleep in adults with type 2 diabetes, 
Advanced Technologies & Treatments for Diabetes, 
Jun, 2021

తਭධՁͱපί؍త͓Αͼ٬؍ͷओऀױපܕ2 ˙
ϯτϩʔϧͱͷؔ࿈ɼຊපڭҭɾޢ学ձ学ज़ू
ձɼ20189݄

競争的資金等の研究課題
ͷ݂ʵਭϞχλϦϯάʹΑΔࣇපΛͭ小ܕ1 ˙
݂ؒͷ༧ଌɾճආͷ࣮ફূݕɺՊ学ڀݚඅิॿ ʢۚए
खڀݚʣ2020ʵ2023

社会貢献活動
˙ 小ࣇපαϚʔΩϟϯϓɹࣄہʢ2012ʵࡏݱʣ
˙ γʔζɾχʔζϚονϯάγϯϙδϜ2022ࢣߨ
˙ ࢣߨຽ大学2021ࢢͭ·͜

小ా�Ѹ�ॿڭത࢜ʢอ݈学ʣ
Azusa Oda

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊ�อ݈学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�ॿڭ
ڀݚ
小ޢࣇ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢՊ学学ձɺຊපڭҭɾޢ学ձɺ࣮ޢફ学ձɺຊ小ࣇɾࢥय़ظප学ձɺ
ຊਭ学ձ

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
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を小児看護、糖尿病、睡眠、CGM、夜間低血糖

খֶޢࣇ

ਤ1ɿ1ܕපͷ ॥αΠΫϧؒ࣌24
ʢMonzon 2018ΑΓʣ
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発達障害のある子どもと家族が安心して医療機関を
受診できる支援
　発達障害のある子どもは、アレルギー、胃腸障害、頭痛など健康問題のリス
クが通常の子どもより高いと言われています。また、てんかんなどの脳波異
常や睡眠障害などの合併症があることが知られており、健康問題や健康管理
に関する医療的ニーズがあります。
　子どもが病気になり受診する医療機関は日常とは異なる環境です。子ども
は、症状に伴う苦痛に加え、見慣れない環境の中で普段は経験しないことに
遭遇することになり、より多くの不安や恐怖を抱くことになります。
　発達障害のある子どもは、状況の読み取りが苦手であったり、嫌なこと、怖
いことをより強く感じるという特性があります。また、医療設備や医療器具
などから感じる感覚（触覚、嗅覚、視覚、聴覚など）は通常の感覚とは全く違う
と言われています。さらに、何が嫌なのか、何に困っているのかなどを表現す
ることが苦手です。結果、不適応行動を起こすことになります。
　発達障害のある子どもをもつ家族は医療機関に対して、発達障害の理解の
不足から生じる不満や受療行動の障壁を感じていることが報告されていま
す。健康問題を抱える発達障害のある子どもに適切な支援が実施されなけれ
ば、医療への抵抗や恐怖は増幅し、その後の受療行動に影響を及ぼします。小
児期に安心して医療機関を受診できた経験は青年期以降の適切な保健行動
につながると考えます。
これらのことより、発達障害のある子どもと家族が安心して医療機関を受

診できるための支援を目的に研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

医療機関における看護師の発達障害のある子どもと
家族へのプレパレーション
　子ども達は、認知発達に応じた方法で、病期や治療、検査・処置などの説明
を受けた場合、その必要性を理解し、その子なりに状況を受け止めて、おとな
とは違うその子なりの納得の仕方で治療や処置を受けることができます。そ
の環境を整え機会を与える関わりをプレパレーションと言います。プレパ
レーションは、子どもや家族の人権や利益を考えた看護ケアです。
　発達障害のある子どもに対してプレパレーションを行う際には発達の特
性を考慮することが求められます。その実践には、看護師の、知識、思考、行
動、性格、動悸、価値観、環境などが影響すると考えられるため、それらの実態
や関連を明らかにしていきます。これらを明らかにすることで、発達障害の
ある子どもの特性をふまえたプレパレーションの課題を見出し、教育プログ
ラムの構築に繋げたいと考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ൃୡোͷ͍ٙͷ͋ΔࢠͲͱͦͷͷࢧԉٕज़
˙ ϩʔϧϨλϦϯάΛ׆༻ͨ͠学ੜࢧԉ

論文
˙ ൃୡোͷ͍ٙͷ͋Δࣇͱͦͷ͕ࢀՃ͢Δ༡ͼͷڭ
ࣨʹ͓͚Δอ݈ࢣͷࢧԉٕज़ɼલాगඒɼදࢤࢠɼԬ
ຊཧܙɼதా໌ܙɼ公ऺӴੜ学ձࢽɼ48ʢ1ʣɼ1-9ɼ
2021

講演・口頭発表等
˙ ϩʔϧϨλϦϯάΛ׆༻ͨ͠学ੜࢧԉͷ࣮ફใࠂɼલా
गඒɼా༟ࢠଞɼୈ13ճ࣮ޢફ学ձ学ज़ूձʢੴʣɼ
20199݄

˙ ൃୡোͷ͍ٙͷ͋Δࣇͱͦͷ͕ࢀՃ͢Δ༡ͼͷڭ
ࣨʹ͓͚Δอ݈ࢣͷࢧԉٕज़ɼલాगඒɼදࢤࢠɼԬ
ຊཧܙɼதా໌ܙɼਫຊΏ͖͑ɼୈ8ճຊ公ऺӴੜޢ
学ձ学ज़ूձʢѪඤʣɼ20201݄

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹอ݈学ઐ߈ɹത࢜લظ՝ఔɹमྃ
����ɹ͜·ͭޢ学ߍɹઐڭһ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿख
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
ڀݚ
小ޢࣇ学ɹੜ֔ൃୡޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊޢՊ学学ձɺຊ小ޢࣇ学ձɺຊ小ࣇอ݈ڠձɺຊྙޢཧ学ձɺຊޢ学ڭҭ学ձɺ
学ձɺ公ऺӴੜ学ձޢફ学ձɺຊ公ऺӴੜ࣮ޢ

発
達
に
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の
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る
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も
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族
の
支
援
者
に
な
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発達特性　発達障害　乳幼児　家族支援　子どもの権利　
看護教育

લా�गඒ�ॿڭम࢜ʢอ݈学ʣ
Akemi Maeda

༡ͼͷࣨڭʹ͓͚Δอ݈ࢣͷࢧԉٕज़
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女性と母子の健康づくりに関する研究と実践

　女性と母子の健康教育、特に女性と子どもの食育について研究を行っていま
す。少子高齢化が進む地域では子産み子育て世代の女性への支援として妊産婦
の生活習慣や栄養の研究、子どもの発育発達に即した食と健康、育児支援の調
査研究を行っています。さらに調査結果を活かした健康教育や、思春期世代、お
母さんと子どもの食育活動を行っています。また、自治体の公立学校の児童生
徒のネット・ゲームとの上手なつき合い方について調査研究を行っています。
また看護師が行う看護技術に東洋医学を基本とした指圧マッサージ技法
を取り入れた、よりよいケアを行うための調査研究を行っています。

༰ڀݚ

病産院、小中高校、地域、企業等と連携した健康教育と研究

　現在は、中山間地域にお住いの女性が、安心して妊娠出産子育てができる
ようにするための調査研究を行っています。首都圏に位置する中山間地域に
おいて、専門職や当事者である妊産婦へのインタビューや生活調査を行い、
必要な健康支援として実証試験を行っています。また中高年の女性が抱える
健康問題や更年期症状の現状とその対策に向けた調査を行っています。
　子どもの食と栄養では、保育所や保育士の先生方、小中高校の先生方へ食
育の講演会、食物アレルギーをお持ちのお子さんへのメニューや離乳食の開
発、親子食育教室などを行っています。
　小学校・中学校・高校では、それぞれの教育現場のニーズに合った「命の教育・性
教育」や「食育」を実践・研究しています。また、自治体の総合教育センターと共働
で、教員にネット・ゲームに関するe-ラーニングを作成し活用いただいています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭͷঁੑͷ݈ࢧ߁ԉʢڀݚɺߨԋɺ૬ஊʣ
˙ ɺڀݚԉʢࢧ߁ͷ්݈࢈ԉɺࢧ߁Ͱಇ͘ঁੑͷ݈ۀا
ԋɺ૬ஊʣߨ

˙ Ҭͷಛ࢈Λ༻͍ͨݙ立ɺೕ৯Ωοζϝχϡʔ։
ൃ

論文
˙ ৷தͷӫཆࢦಋͱମॏཧɼࡔຊΊ͙Έɼྟ চॿ࢈έΞɼ

14 ʢ5ʣɼ26-33ɼ2022
˙ อ݈ҩྍܥࢱ大学ੜʹ͓͚Δӫཆૉઁऔͷݱঢ়ͱ՝ɼ
ຊΊ͙Έɼ݉फඒࡔ ଞɼCAMPUS HEALTH, 54 (2)ɼ
131-136ɼ2017

˙ ԉࢧঢ়ͱઐ৬ͷݱઃͷ৯ΞϨϧΪʔରԠͷࢪอҭݝۄ࡛
ͷݕ౼ɼࡔຊΊ͙Έɼ࡛ݝۄ立大学لཁɼ17ɼ51-57ɼ2015

˙ தؒࢁҬॅࡏͷ්ͷ৷͔Β࢈᧘ʹؔ͢Δҙࣝɼ৯
ࣝɼ৯ଶɼ৯ڥͱӫཆૉઁऔঢ়گɼԸాཧܙɼ
ཁɼ47-56ɼ2016لӫཆ大学ࢠຊΊ͙Έɼঁࡔ

˙ ؒӦۀͷళฮͰ׆ಈ͢Δࢠʹඞཁͳҭࢧࣇԉͱ৯ҭࢧԉɼ
ཁɼ49-56ɼ2013ل立大学ݝۄଞɼ࡛ຊΊ͙Έɼ݉फඒࡔ

書籍等出版物
˙ 小൘ٱتڮɺՏ߳ࢠٱɺాࢠ࠼ฤɺ݉फඒɺࡔ
ຊΊ͙ΈଞɺφʔγϯάϚοαʔδೖɺຊڠޢձ
ग़൛ձʢ౦ژʣɺ2016

˙ ᬒૣබɾࣉຊࢠɾࡔຊΊ͙Έଞɺ݈߁ͱҩྍࢱͷ
ͨΊͷӫཆ学ɺҩࣃༀग़൛ʢ౦ژʣɺ2020

講演・口頭発表等
˙  ಄ൃදɿEvaluation of an E-learning program to enޱ

hance teachers` understanding of internet gaming and 
gaming disorder among student 27th EAFONS, 2024.

˙ ڭݝۄमɹ࡛ݚҭΞυόΠβʔཆڭՈఉݝۄԋɿ࡛ߨ
ҭࢢہொଜࢧԉ෦ʢ2010͔Βʣ

˙ ݝۄमձɹ࡛ݚͲͷΠϯλʔωοτήʔϜʹؔ͢Δࢠ
੨গ՝ɼ2023

競争的資金等の研究課題
˙ Δ͢ݟΛ༧ɾൃಐੜెͷΠϯλʔωοτήʔϜোࣇ
ઐ৬ݚमϓϩάϥϜͷ։ൃɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚ
අิॿۚʢج൫ڀݚCʣ21K10888

˙ தؒࢁҬʹ͓͚Δ්࢈ͷ݈ࢧ߁ԉαʔϏεͷߏஙɹ
ຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣ16K12129

˙ ʹҭڭର͢Δ৯ɾӫཆʹࢠతɾࣾձతϋΠϦεΫࡁܦ
ؔ͢Δڀݚɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫
Cʣ24593379ڀݚ

社会貢献活動
˙ ըҕһʢ1992ʙʣاձڀݚѹϚοαʔδࢦΔ͚͓ʹޢ
˙ ҕһʢ2007-2013ʣ౼ݕ৯ҭਪਐݝۄ࡛
˙ ৬ҕһʢ2007-2013ʣࢣ࢈ձॿڠޢݝۄ࡛
˙ 小松͘ࢢΒ͋͠Μ͠ΜωοτϫʔΫٞڠձDVରࡦ෦ձ
ʢ2019ʙʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ࡛ݝۄ立大学ظ大学෦ޢ�学Պࢣߨ�
����ɹঁࢠӫཆ大学大学Ӄ�ӫཆ学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ࡛ݝۄ立大学�อ݈ҩྍࢱ学෦ޢ�学Պࢣߨ�
����ɹӴҩՊ大学ߍ�ҩ学ڭҭ෦ޢ�学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պڭ�त
ڀݚ
්࢈ͷ݈ͮ͘߁ΓɺࢠͲͱͷ৯ࣄɾ৯ҭɺதؒࢁҬͷੑ׆Խͱ݈ࢧ߁ԉ
ѹɾϚοαʔδٕ๏ɺঁࢦ͔͢׆ʹͷϦϥΫθʔγϣϯޢ ੑͷ݈ࢧ߁ԉ
ॴଐֶڠձ
ຊੑӴੜ学ձɺຊੑޢ学ձɺຊӫཆվળ学ձɺຊޢ学ڭҭ学ձɺຊޢՊ学学ձɺ
ຊ݈ڭ߁ҭ学ձɺຊ݈߁学ձ

女性、妊産婦、乳幼児、栄養、食育

女
性
と
母
子
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育
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育
を
お
手
伝
い
し
ま
す

ੑֶޢ

ʢอ݈学ʣ࢜तതڭ�ຊ�Ί͙Έࡔ
Megumi Sakamoto

ਤ2. 公立学ڭߍһݚ͚मe-ϥʔχϯά
ɹɹ  ʮࣇಐͷωοτɾήʔϜোͷൃݟͱ༧ɾղܾ

ʯ͚ͯʹ
ਤ1.  ࡛ ՝ࡦࢠ෦গࢱݝۄ
ʮΠΫϝϯͷૉʯम
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妊婦健康診査の実践能力に関する研究

　日本の助産師教育の実習の中心は、分娩介助でした。そのため、妊婦健康診
査の実践能力に関する研究は多くありませんでした。しかし、産科医師の減
少に対するサポート体制として、産科医師と助産師の業務の役割分担が必要
とされるようになり、助産師には、分娩介助だけでなく、ローリスク妊婦への
妊婦健康診査の実践能力も求められています。そのため、助産師が卒業する
際に求められる妊娠期のケアは高い到達度が求められています。そこで、妊
婦健康診査実習での学生の学びや自己評価、評価方法についての研究を行っ
ています。
また、診療報酬明細書（レセプト）の分析により、地域での受診状況に関す

る研究も行っています。

༰ڀݚ

ルーブリック評価表を用いた妊婦健診実習の評価

　妊婦健康診査の実践能力の向上のため、実習での評価が重要であると考え
ました。そこで、まず実習記録についてルーブリック評価表を開発しました。
ルーブリックは「子どもの学習成果を評価するための一セットの得点化指標
である」とされています。ルーブリックを用いることにより、タイミングの良
いフィードバック、学生による詳細なフィードバックの活用、平等な学習環
境づくりが得られるとされています。従来の評価表との比較で評価者間の評
価の差異が少ないという示唆も得られました。そして、妊婦健康診査実習に
導入し、学生から「自分の課題がわかりやすかった」という評価が得られまし
た。ルーブリック評価表を妊婦健康診査の技術、母性看護学実習で作成して
いこうと考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ්݈߁ࠪͷ࣮ફྗ
˙ ੑڭޢҭʹ͍ͭͯͷϧʔϒϦοΫ։ൃ
˙ ྍใु໌ࡉॻσʔλੳʹΑΔडঢ়گੳ

論文
˙ Inter-Evaluator Consistency in Evaluation of Midwifery 

Students` Records in Clinical Practice for Antenatal 
Health Check-ups: Effectiveness of a Developed 
RubricɼYamada T et al., Journal of Wellness and 
Health Care, 41(1), p.71ʙp.85, 2018

˙ 大学Ӄڭҭͱ学෦ڭҭͷ්݈߁࣮ࠪशલޙͷॿ࣮࢈
ફྗʹର͢ΔࣗݾධՁͷൺֱɼوాࢁɼ松Ԭዳɼ
ߒতɼJournal of Wellness and Health Care, 41(2)ɼ
p.139ʙp.150ɼ2019

˙ ੩ɼ౦ߴঢ়ͱ՝ɼݱԉηϯλʔͷࢧҭͯੈแׅࢠ
ఆɼوాࢁɼܦӦใΠϊϕʔγϣϯڀݚɼୈ8רɼ
p.1ʙp.10

講演・口頭発表等
˙ ධՁදͭ͏ޙ࢈Β1ϱ݄ʹ͔͚ͨΤδϯόϥ͔ظૣޙ࢈
ʢEPDSʣͷมԽͱؔ࿈ཁҼߴɼ ੩ɼوాࢁɼా ଜߒܓɼ
ླ公جɼୈ61ճຊੑӴੜ学ձɼ2020

˙ ੑޢ学ʹ͓͚ΔṯޢظͷγϛϡϨʔγϣϯ
ɼࢠཨྤ࢘ٱຊΊ͙Έɼࡔɼوాࢁҭͷ࣮ફධՁɼڭ
ୈ62ճຊੑӴੜ学ձɼ2021

˙ Δར͚͓ʹݝͱ՝ʙୈ1ใɹ̞گͷར༻ঢ়ۀࣄέΞޙ࢈
༻ͷ࣮ଶʙɽوాࢁɼࡔຊΊ͙Έɼཹ࢘ٱཧࢠɼୈ64
ճຊੑӴੜ学ձɼ2023

˙ ͷۀࣄέΞޙ࢈ͱ՝ʙୈ2ใɹگͷར༻ঢ়ۀࣄέΞޙ࢈
୲ऀ͕ͱΒ͑Δ՝ʙɽوాࢁɼࡔຊΊ͙Έɼ࢘ٱ
ཹཧࢠɼୈ64ճຊੑӴੜ学ձɼ2023

競争的資金等の研究課題
˙ ਓڭҭʹͮ͘جॿࢣ࢈ͷ්݈ɾέΞྗܗϓϩ
άϥϜͷݕ౼ɼՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣ2010
ʙ2012

˙ ͱҩྍऀؒʹ͓͚Δίϛϡχέʔγϣϯɾऀױਓࠃ֎
Ϊϟοϓͷ࣮ূڀݚɼՊ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣ
2009ʙ2011

ʢอ݈学ʣ࢜തࢣߨ�و�ాࢁ
Takayo Yamada

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ੩Ԭݝ立大学ɹ大学Ӄޢ学ڀݚՊɹम࢜՝ఔɹमྃ
����ɹ੩Ԭݝ立大学ɹޢ学෦ɹॿڭ
����ɹۚ大学ɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹอ݈学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹࢣߨ
ڀݚ
ੑޢ学ɺॿ࢈学ɺҩྍࣾձ学
ॴଐֶڠձ
ຊॿ࢈学ձɺຊҩ ɾྍපӃཧ学ձɺຊޢՊ学学ձɺຊڭޢҭ学ձɺ੩ԬੑӴੜ学ձ

妊
婦
健
康
診
査
実
習
を

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
学
び
や
す
く

母性看護、助産師教育、産後ケア、診療報酬明細書（レセプト）分析

ੑֶޢ

健診の要素 A（3点）  B（2点）  C（1点）  D（0点）
受診目的に
そった

診察の要点

්ͷडతͱ৷िʹԠͨ͡
༰ͱదͳํ๏͕できて
いる

්ͷडతͱ৷िʹԠͨ͡
༰ͱํ๏ʹ一部不足があ
るが、かなりできている

්ͷडతͱ৷िʹԠ
ͨ͡༰ͱํ๏ͷબ
ʹɺかなり不足がある

්ͷडతͱ৷िʹԠ
ͨ͡༰ͱํ๏Λ理解
していない

妊娠週数に
あった適切な
情報収集

৷िʹ͋ͬͨඞཁ͔ͭॏཁͳ
ใ͕ܥ౷తʹ十分にऩूͰ͖͓ͯ
Γɺ༏ઌɺٸۓʹͦͬͯよく選
択・整理されている

৷िʹ͋ͬͨඞཁ͔ͭॏཁͳ
ใ͕ܥ౷తʹほぼऩूͰ͖͓ͯΓɺ
༏ઌɺٸۓʹͦͬͯほぼ選択・整
理されている

৷िʹ͋ͬͨඞཁ͔ͭॏཁ
ͳใऩूʹ不足がありɺ༏ઌ
ɺٸۓͷ情報収集が整理さ
れていない

৷िʹ͋ͬͨඞཁͳใͷ
બɺऩू͕されていない

妊婦からの
情報収集

（コミュニケー
ションスキル）

්͔Βͷ4ใޙࠓͷܦա༧ଌ
ʹӨ͢ڹΔ生活情報も十分引出せて
おりɺ妊婦の個別性がアセスメント
やケアに活かせる情報が収集できて
いる

්͔Βͷ4ใࡏݱͷঢ়ଶͷア
セスメントに活かせる程度に聴けて
おりɺ一般的なアセスメントやケア
に活かせる情報が収集ができている

්͔Βͷ4ใΞηεϝϯ
τέΞʹ͔ͤ׆Δ情報が収集
不足している

්ͷ4ใ͕まったく不足し
ておりɺ基本的な S情報の収集
に対する課題がかなり大きい

දɹ්݈߁࣮ࠪशͷϧʔϒϦοΫʢҰ෦ൈਮʣ Faculty of H
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妊産褥婦と子ども、家族を社会全体で支援するシステム作り

　少子化の現代社会において生まれてくる子どもは貴重な宝であり、母には
一生の中で数回しかない妊娠、分娩、産褥期を楽しく過ごしてほしいと考え
ます。しかし、核家族化や希薄な人間関係等母子と家族を取り巻く環境は決
して優しくはありません。大切な子どもと家族を社会全体で支えていく為
に、今子どもと家族を取り巻く環境はどのようになっているのか、必要な支
援は何か、支援の為には何が必要かを明らかにして支援を実践していきたい
と考えています。
　又、看護学生が学生生活に於いて困難や悩みを抱えていないか、いち早く
気付いて支援に繋げる仕組みについて研究しています。

༰ڀݚ

社会的ハイリスク妊婦の発見と支援を促すシステムの構築

　近年の母子保健を取り巻く課題の中で、児童虐待と妊婦の自殺は重大な社
会問題です。妊婦の中でも特定妊婦とその予備軍である社会的ハイリスク妊
婦を早期に発見し支援に繋げる事でこれらの悲惨な状況を少なく出来るの
ではないかと考えます。その為には専門職だけでなく一般の人が地域で妊婦
と子どもを見守るシステムが構築されることで多くの妊婦と子どもの支援
に繋がると考え研究を進めています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ҬͰͷݟࢠकΓγεςϜ
˙ ԉࢧͷࢠಇʹΑΔڠؔػڀݚɼؔػɼҩྍߦ
˙ ࣾձతϋΠϦεΫ්Λೝࣝ͢ΔγεςϜ

論文
˙ ୈ1ࢠ৷࣌ʹ৬්ͨ͠ͷ͍ࢥʹؔ͢Δڀݚɼཹ࢘ٱ
ཧࢠɼຊੑӴੜ学ձ学ࢽɼ64ʢ4ʣ714-721.2024

˙ ࢧ׆ੜߍԉπʔϧzΛ༻͍ͨ学ࢧੜʹର͢Δlߍઐ学ޢ
ԉͷ࣮ફใࠂɼยࢁඒึɼླ༝ґࢠɼԬɼޱ
ඒɼલాगඒɼా༟ࢠɼཹ࢘ٱཧࢠɼ࣮ޢફ学ձࢽɼ
34ʢ1ʣɼ97-105ɼ2022. 3

講演・口頭発表等
˙ ࣾձతϋΠϦεΫ්Λࢧԉ͢Δઐ৬ऀͷೝࣝͷಛɼ
ԉ学ձɼࢧҭͯࢠέΞޙ࢈લ࢈ɼୈ7ճຊࢠཧཹ࢘ٱ
2023. 10

˙ ࣾձతϋΠϦεΫ්Λࢧԉ͢Δɼॿࢣ࢈ͱอҭ࢜ͷೝ
ࣝɼཹ࢘ٱཧࢠɼࡔຊΊ͙Έɼوాࢁɼୈ63ճຊ
ੑӴੜ学ձ学ज़ूձɼ2022. 9

˙ ୈ1ࢠ৷࣌ʹ৬්ͨ͠ͷ͍ࢥʹؔ͢Δڀݚɼ࢘ٱ
ཹཧࢠɼాࢠلɼୈ61ճຊੑӴੜ学ձ学ज़ूձɼ
2020. 10

˙ 学ੜࢧԉπʔϧʮࣗݾίϯσΟγϣϯදʯͷޮՌʢͦͷ2ʣ
-学ੜΛରͱͨ͠໘ௐ͔ࠪΒ-ɼยࢁඒึɼླ ༝ґࢠɼ
લాगඒɼཹ࢘ٱཧࢠɼޱඒɼྰࢁಸɼຊޢ
Պ学学ձୈ39ճ学ज़ूձɼ2019. 11

˙ ϩʔϧϨλϦϯάΛ׆༻ͨ͠学ੜࢧԉͷ࣮ઓใࠂɼલా
गඒɼా༟ࢠɼྰࢁಸɼยࢁඒึɼཹ࢘ٱཧࢠɼ大
Ҫઍੈɼޱඒɼླ༝ґࢠɼඈాರࢠɼ࣮ޢફ
学ձɼୈ13ճ学ज़ूձɼ2019. 9

˙ ҭޮڭಈΛ௨ͯ͠ͷ׆ཆॴʹ͓͚Δҟ学ަྲྀࢣޢ
Ռɼޱඒɼཹ࢘ٱཧࢠɼ大Ҫઍੈɼલాगඒɼย
ɼࢠɼඈాರࢠಸɼླ༝ґྰࢁɼࢠඒึɼా༟ࢁ
ફ学ձɼୈ13ճ学ज़ूձɼ2019. 9࣮ޢ

競争的資金等の研究課題
˙ Ұൠͷਓ͕ҬͰ්ͱࢠΛݟकΔɼҬݟࢠक
ΓγεςϜͷߏஙɼՊ学ڀݚඅॿۀࣄʢج൫ڀݚCʣ
2021-2024

社会貢献活動
˙ ྩ6ొౡɹආॴͰͷӡಈࢧԉϘϥϯςΟΞ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ公立松ੴதԝපӃɹॿࢣ࢈
����ɹ͜·ͭޢ学ߍɹઐڭһ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹอ݈学ઐ߈ɹത࢜લظ՝ఔɹमྃ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
ڀݚ
ੑڭޢ�ޢҭ
ॴଐֶڠձ
ຊॿ࢈学ձɺຊੑӴੜ学ձɺຊॿࢣ࢈ձɺຊࢠͲٮࢭ学ձɺຊޢ学ڭҭ学ձɺ
ຊޢՊ学学ձɺ࣮ޢફ学ձ

妊
産
褥
婦
と
子
ど
も
、家
族
の
幸
せ

の
お
手
伝
い

妊産婦、新生児、社会的ハイリスク、看護教育

ʢอ݈学ʣ࢜मڭ�ॿࢠཧཹ�࢘ٱ
Ruriko kyuji

ਤ̍ɽ࢈ ɾ්อऀޢͷঢ়ଶผʹؔͨݟΘΓͷࢹͱࢧԉ༰ͷྫ
ग़యɿް ੜ࿑ಇলɹࢠҭͯੈแׅࢧԉηϯλʔۀΨΠυϥΠϯ

ੑֶޢ

ਤ̎ɽྩ 6ొౡɹආॴͰͷӡಈࢧԉϘϥϯςΟΞ
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当事者支援と研究を両立するモデルの構築

　男性介護者支援・多胎児家庭支援の研究では、地域看護学・公衆衛生学を
ベースに、根拠に基づいた支援の実践と評価を目的とした地域参加型実践研
究：Community-Based Participatory Research（CBPR）に取り組んでいる。

「男性介護者」や「多胎児家庭」を課題の多い集団として焦点化し、実態把握調
査と当事者との協働を通して真のニーズを把握し、介護や育児の破綻などの
リスクを未然に防ぐことを目指す。さらに、死生観研究・エンドオブライフケ
ア研究で、一人一人が望むような人生の最期の実現に向けた分野横断的・領
域横断的なエンドオブライフケアモデルの構築を目指している。

༰ڀݚ

課題が多い人・集団に対する支援のユニバーサルデザインを
目指す
�ɽஉੑհޢ者研究ͱࢧԉ
　男性介護者は、日本文化に根強い性役割意識を背景に、孤立しやすいため、
健康や生活がいきなり破綻するリスクが高い。困難が多い男性介護者に対す
る支援の充実は、介護者支援のバリアフリー（マイナスをゼロにする支援）か
らユニバーサルデザイン（ゼロからプラスにする支援）を目指すことになり、
結果的に、女性も含めた家族介護者全体の支援に寄与する。
2ɽଟࣇՈఉ研究ͱࢧԉ
　多胎児家庭は、健康課題や生活課題が単胎児家庭よりも格段に多く、予防
的に困難を減らす支援を充実することは、多様な課題やニーズに先んじて対
応する。2016 年から「ふたご手帖プロジェクト」で、妊娠が分かった時から出
産、育児まで、必要な情報や支援を網羅した「ふたご手帖」を作成し、全国普及
活動を展開している。
�ɽࢮੜ؍・ΤϯυΦϒϥΠϑέΞ研究ͱࢧԉ
　一人一人が人間として、自分自身の暮らしの在り方を見つめ、やがて来る
死までをどう生きるかについて考える機会や場を創り、集い、ともに語り
合っていくエンドオブライフケアの研究と実践を推進する。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ உੑհڀݚऀޢͱࢧԉ
˙ ଟࣇՈఉڀݚͱࢧԉ
˙ ΤϯυΦϒϥΠϑέΞڀݚͱҙܾࢥఆࢧԉ

受賞
˙ 20226݄ɹ小ࣇอ݈ڠձɹ2021小ࣇอ݈ڠձ࠷༏
लจड

論文
˙ 8ಓݝͷஉੑհ࣮ऀޢଶௐࠪɼɹඒɼຊ݈߁学ձ
ɼ88ʢ2ʣɼ68-79ɼ2022ࢽ

˙ ೝՈͷࢧԉʵհࢧऀޢԉͷϢχόʔαϧσβΠϯΛ
ʵɼYamanashi Nursing Journalɼ21ʢ1ʣɼ1-6ɼ2022ͯ͠ࢦ

˙ ೕ༮ظࣇੜࣇͷൃҭۂઢͱӡಈൃୡɼ小ࣇอ݈ڀݚɼ
80ʢ3ʣɼ404-411ɼ2021

˙ 3ݝͷհࢧޢԉઐһ͕ଊ͑Δஉੑհऀޢͷಛɼ
ຊࡏέΞ学ձࢽɼ22ʢ2ʣɼ56-63ɼ2019

˙ υΠπͷऀྸߴҩྍɾհޢʹ͓͚Δࣄલҩྍࣔࢦॻɼϗ
εϐεέΞͱࡏέΞɼ23 ʢ1ʣɼ26-33ɼ2015

書籍等出版物
˙ ಊɼ2024.1ߐᶘɼೆޢࡏ学ςΩετNiCeɺҬɾޢ
˙ ৽ɹݱͰ立ͭϥΫϥΫۂઢɼஅͱࣾྍ࣏ɼ2023.8
˙ Contributions to the Local Community Through the 

UniversityɿChapter2 Community health and longevity 
project, Intech Open, 2022.3

˙ Α͘Θ͔ΔڀݚޢͷਐΊํɾ·ͱΊํ ୈ3൛ɼҩࣃༀ
ग़൛ࣜגձࣾɼ2017.4

˙ Public Health-Social and Behavioral HealthɿStrategy 
and Practice of Support for Families with Multiple 
Births Children, Intech Open, 2012.5

講演・口頭発表等
˙ உੑհੈऀޢଳʹର͢Δࡂରࢧࡦԉͷ࣮ଶௐࠪʢୈࡾ
ใʣɼୈ82ճຊ公ऺӴੜ学ձ૯ձɼ2023.11.11

˙ Directionality of the support for male family caregivers 
in Japan- For support at the time of the disasterɼ16th 
International Family Nursing Conference, 2023.6.21

˙ 学ձಛผߨԋɿೝՈͷࢧԉʵհࢧऀޢԉͷϢχ
όʔαϧσβΠϯΛͯ͠ࢦɼୈ21ճࢁས大学ޢ学ձ
学ज़ूձɼ2021.11.6

競争的資金等の研究課題
˙ ೝऀྸߴΛհ͢ޢΔஉੑͷଓฑผಛΛ౿·͑ͨΤ
ϯυΦϒϥΠϑέΞϞσϧͷߏஙɼจ෦Պ学লՊ学ڀݚ
අิॿۚج൫ʢCʣɼڀݚදऀɼ2024-2027

˙ ࡂଳʹର͢ΔੈऀޢΔஉੑհ͢ޢΛհ࠺ͷظྸߴ
අิڀݚɼจ෦লՊ学ڀݚॿʹؔ͢Δڞཧͱ߁ͷ݈࣌
ॿۚج൫ڀݚʢCʣɼڀݚදऀɼ2019-2023

社会貢献活動
˙ உੑհऀޢͱࢧԉऀͷશࠃωοτϫʔΫʢஉੑհޢωο
τʣϒϩοΫੈਓʢ2019ʙʣ

˙ ຊΤϯυΦϒϥΠϑέΞ学ձཧࣄʢ2018ʙʣ

�ඒڭ�तത࢜ʢޢ学ʣ
Kiyomi Hiko

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹੴݝ立ޢ大学大学Ӄɹതظޙ࢜՝ఔ࣮ફޢ学ྖҬᶚʢίϛϡχςΟʣɹमྃ
����ɹੴݝ立ޢ大学ɹޢ学෦ɹࡏޢ学ɹॿख
����ɹੴݝ立ޢ大学ɹޢ学෦ɹࡏޢ学ɹࢣߨ
����ɹੴݝ立ޢ大学ɹޢ学෦ɹࡏޢ学ɹ।ڭत
����ɹۚ大学ɹޢ学෦ɹޢ学Պɹڭत
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹڭत
ڀݚ
Ҭɾࡏޢ学���ΤϯυΦϒϥΠϑέΞ
ॴଐֶڠձ
ຊ公ऺӴੜ学ձɺຊӸ学ձɺ公ऺӴੜ学ձɺຊ݈߁学ձɺຊࡏέΞ学ձɺ
ຊΤϯυΦϒϥΠϑέΞ学ձɺຊපڭҭɾޢ学ձɺຊϗεϐεɾࡏέΞڀݚձɺ
ຊϧʔϥϧޢ学ձɺຊޢࡂ学ձɺຊ小ࣇอ݈ڠձɺੴݝ小ࣇอ݈学ձɺ
*OUFSOBUJPOBM�'BNJMZ�/VSTJOH�"TTPDJBUJPO

在宅看護学、男性介護者、多胎児家庭、エンドオブライフケア、
死生観

ͯ͠ࢦԉͷϢχόーαϧσβΠϯΛࢧ

ֶޢࡏ

0

使える

利⽤できない 利⽤できる

排除 / 疎外感 包摂 / ⼀体感

安全 / 安⼼
快適に

使いやすい

バリアフリー
(治療・ハイリスクアプローチ的)

バリア(困難)を除く従来の⽀援

ユニバーサルデザイン
(予防・ポピュレーションアプローチ的)

誰にでも利⽤しやすい⽀援・制度
課題の多い(男性介護者・多胎家庭)を「特別扱い」しない

➡環境の整備

「 包 摂 す る 」 と い う こ と
= 課 題 の 多 い ⼈ ・ 集 団 に や さ し い 環 境 は 、 全 て の ⼈ ・ 集 団 に や さ し い ！

Ooki & Hiko (2015), Hiko (2022) ⼀部改変

ਤ1. ࢧԉͷϢχόʔαϧσβΠϯ
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地域で暮らす高齢者・家族介護者（介護職員）の支援と
介護ロボットの有用性に関する研究
これまで看護職として、また家族の一員として、看護・介護に携わってきま

した。「要介護状態になっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の
最期まで続ける」ことを支援する中、多くの喜びや幸せを実感するとともに、
大変さや困難さにも直面してきました。要介護状態になっても地域で自分ら
しく暮らすことは当たり前のように思えますが、決して容易ではありません。
　高齢者人口の増加に伴い、要介護高齢者も増加の一途を辿っています。一
方、介護人材の高齢化は進み、2025 年には約 38 万人の介護人材が不足すると
いわれ、介護の需要と供給の不均衡が浮き彫りとなっています。このような
現状において、高齢者や介護に携わる家族双方が「地域で自分らしく暮らす」
ことができるよう支援していくことは課題です。
　地域で介護を受けながらも自分らしく暮らしたいと願う人々、自分なりの
介護と生活を継続したいと願う人々、また介護に携わる専門職として高齢者
を支えたいと願う人々、その願いを実現するためのシステムづくりやテクノ
ロジーを用いた介護機器による支援に関する研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

高齢者における介護ロボットの活用

　近年、高齢者の自立支援や介護者の負担軽減を目的に、介護ロボットの開
発・実用化の取り組みが推進されています。介護に携わる職員の認識に焦点
を当て先行研究をまとめた
結果、高齢者の安全面や倫
理的側面への懸念、介護ロ
ボットに仕事をとって代わ
られる懸念などが明らかと
なりました。
　現在は、介護老人福祉施
設の職員および管理者を対
象に、高齢者における介護
ロボットの活用実態や介護
ロボットの有用性に関する
研究を行っています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԉࢧͷऀޢͱՈհऀྸߴଓ͢ΔܧྍཆΛࡏ
˙ ༺׆ϩϘοτͷޢΔհ͚͓ʹऀྸߴ

論文
˙ ΘΔ৬һܞʹޢʵհ༺׆ϩϘοτͷޢΔհ͚͓ʹऀྸߴ
ͷೝࣝʹযΛ͋ͯͨจݕݙ౼ʵɼޱඒɼՃ౻ਅ༝ඒɼ
ɼ34ʢ1ʣɼ52-62ɼ2022ࢽફ学ձ࣮ޢ

˙ ࢧ׆ੜߍԉπʔϧzΛ༻͍ͨ学ࢧੜʹର͢Δlߍઐ学ޢ
ԉͷ࣮ફใࠂɼยࢁඒึ,ླ༝ґࢠɼԬɼޱ
ඒɼલాगඒɼా༟ࢠɼཹ࢘ٱཧࢠɼ࣮ޢફ学ձࢽɼ
34ʢ1ʣɼ97-105ɼ2022

書籍等出版物
˙ Ҭɾࡏޢᶘࢧԉ Β͠ͷʹ͓͚Δଟ༷ͳࢧԉΛߟ
͑Δվగୈ3൛ɼೆ ԉʯষ୲ʣࢧଉͷٳಈͱ׆ಊʢʮ4. Ҡಈɾߐ

講演・口頭発表等
˙ ಛผཆޢਓϗʔϜ৬һͷհޢϩϘοτ׆༻ʹ͓͚Δհ
Պ学学ޢඒɼՃ౻ਅ༝ඒɼຊޱɼڹͷӨ؍ޢ
ձୈ43ճ学ज़ूձɼ2023ɼ12

˙ Aࢢੜऀ׆ͷഉศঢ়گʹؔ͢Δ࣮ଶௐࠪɿഉศঢ়گͱࠔΓ
͝ͱɼ℄ాਅ༝ඒɼޱඒɼਗ਼ਫ༝߳ཬɼḆݪઍळɼ֯
༸ɼຊ͏Μ͜จԽ学ձୈ3ճ学ज़ूձɼ2023ɼ12

˙ ྟচࢦಋऀͱ大学ڭһ͕ೝࣝ͢Δྟ࣮शʹ͓͚Δޢ学ੜ
ͷ͋ΔߦಈɿಈࢺযԽͷྔܭςΩετੳɼ༗ాࢠعɼ
ޱඒɼຊޢ学ڭҭ学ձୈ33ճ学ज़ूձɼ2023ɼ8

˙ Usefulness of Care Robots in Nursing Homes JAPAN: 
Comparison of Perceptions of Managers and Care 
Workers, Yaguchi K, Kato M, IAGG Asia/Oceania 
Regional Congress 2023, 6

˙ MANAGEMENT AND ACCIDENTS RELATED TO 
CARE ROBOTS IN JAPAN:A CROSS-SECTIONAL 
SURVEY OF NURSING HOME MANAGERS, Yaguchi 
K, Kato M, 26th EAFONS 2023,2023,3

˙ ಛผཆޢਓϗʔϜ৬һͷհޢϩϘοτͷ׆༻ঢ়گʹؔ
͢Δೝࣝͱؔ࿈ཁҼɼޱඒɼՃ౻ਅ༝ඒɼຊޢ
Պ学学ձୈ42ճ学ज़ूձɼ2022, 12

˙ ഉศࢽͷ༗༻ੑʹؔ͢Δจݕݙ౼ɼޱඒɼ℄ాਅ༝ඒɼ
ਗ਼ਫ༝Ճཬɼຊ͏Μ͜จԽ学ձୈ2ճ学ज़ूձɼ2022,12

˙ ɼ℄ాਅ༝ඒɼਗ਼ਫ༝Ճ౼ݕݙͷഉศͷҙຯʹؔ͢Δจऀྸߴ
ཬɼޱඒɼຊ͏Μ͜จԽ学ձୈ2ճ学ज़ूձɼ2022,12

˙ ISSUES IN THE UTILIZATION Of CARE ROBOTS 
RECOGNIZED BY THE MANAGERS Of NURSING 
HOMES, Yaguchi K, Kato M, 25th EAFONS 2022, 2022, 4

˙ ΘΔ৬һʹޢʵհ༺׆ϩϘοτͷޢΔհ͚͓ʹऀྸߴ
ͷೝࣝʹযΛͯͨจݕݙ౼ʵɼޱඒɼՃ౻ਅ༝ඒɼ
ຊޢՊ学学ձୈ41ճ学ज़ूձɼ2021,12

˙ ऴ͕ظΜྍཆऀ͓ΑͼՈͷظ࠷ͷྍཆͷܾఆΛࢧ
ԉ͢Δ๚ࢣޢͷׂҙࣝɼޱඒɼීরૣබɼ
ຊڀݚޢ学ձୈ45ճ学ज़ूձɼ2019,8

社会貢献活動
˙ 小松ࢢհޢೝఆ৹ࠪҕһʢ2023ʵʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹҰൠஂࡒ๏ਓɹ͜·ͭޢ学ߍɹઐڭһ
����ɹҪݝ立大学大学Ӄɹޢࢱ学ڀݚՊɹޢ学ઐ߈ɹത࢜લظ՝ఔमྃ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿख
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩༀอ݈学૯߹ڀݚՊɹอ݈学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔमྃ
ڀݚ
ϩϘοτޢ�հޢࡏ�ޢ�Ҭޢऀྸߴ
ॴଐֶڠձ
ຊޢՊ学学ձɺຊڀݚޢ学ձɺຊ࣮ޢફ学ձɺຊࡏέΞ学ձɺ
ຊޢ学ڭҭ学学ձɺຊ͏Μ͜จԽ学ձɺຊΤϯυΦϒϥΠϑέΞ学ձ

高齢者、家族介護者、介護職員、介護ロボット

ʮҬͰࣗΒ͘͠Β͢ʯΛ
͍ͨ͑ࢧ

ޱ�ඒ�ॿڭത࢜ʢอ݈学ʣ
Kazumi Yaguchi

ֶޢࡏ

ද1. հޢϩϘοτͷྨҰཡ
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研究を通して地域全体の健康の底上げにつながる活動を

　公衆衛生看護は地域に住むすべての方を看護の対象とします。地域には
様々な健康レベルの方が住まい、その生活背景や価値観も多様です。人口減
少が進む中、持続可能な社会を作っていくためには人々が健康に過ごせる期
間を長く保っていけることが必要です。住民お一人お一人が状況・状態に合
わせたセルフケアを行えるようになることや自ずと健康に過ごせる環境整
備等のために、個人・集団を対象としたよりよい支援・活動の方法と評価につ
いて、保健師や地域保健に関わる関係者の方とともに考え、研究を通して、地
域全体の健康の底上げにつながる活動を行いたいと考えています。また、将
来の健康な地域を目指し、自身で健康管理を行う力をつけた若者を増やして
いくため、若い世代に対し自分の身体を観察する力、セルフケアを行う力を
楽しく学んで身につける機会を提供し、人生の土台となる「健康」を自ら作っ
ていける人を増やす活動も考えています。
　現在、本学において、アクティブラーニングの手法を用いた演習を行って
います。アクティブラーニングは従来の講義型の学習ではなく、学生が能動
的に授業時間内に（時間外にも）活動を行う中で学びを深める手法で、非常に
有用な手法と考えています。そしてこの手法は大学教育だけでなく、地域に
おける健康教育などのさまざまな場面に応用可能なものと考えます。大学で
の教育活動の実践を地域にも拡大・応用し、保健師をはじめとする地域の健
康を守る専門職や関係者の皆さまの活動の応援ができればと思っています。

༰ڀݚ

対象者個々の観察研究から保健事業の評価
地域の健康データを用いた研究まで

【観察研究】
要支援高齢者の照度と精神的な健康の関係

【保健事業や支援活動の評価】
赤ちゃんふれあい体験学習事業の評価／就学サ
ポート相談会事業の評価（写真1）

【地域の健康データを用いた研究】
健診データによる地区の健康状態のみえる化－行
政と大学の協働による成果－（写真2）

【アクティブラーニングを用いた教育活動に関する
研究】
臨床実習導入教育における PBL ／ポスターツアー
を用いたアクティブラーニングの取り組みの検討

シーズ・地域連携テーマ例
˙ อ݈ۀࣄͷධՁ
˙ ࿈σʔλͷੳͱΞηεϝϯτؔ߁݈
˙ ΞΫςΟϒϥʔχϯάΛڭͨ͠༺׆ҭɼڭҭޮՌ

論文
˙ Illuminance, Subjective Sleep Quality, and Psychosomatic 

Health in Elderly Individuals Requiring Care: A Survey of 
Japan's Hokuriku Region in WinterɼAkie Ichimori, Keiko 
Tsukasaki, et al, JOURNAL OF COMMUNITY HEALTH 
NURSING, 32 (2), 104-114, 2015

˙ Measuring illuminance and investigating methods for 
its Tuantifi cation among elderly people liYing at home 
in Japan to study the relationship between illuminance 
and physical and mental health, Akie Ichimori, Keiko 
Tsukasaki, et al, GERIATRICS & GERONTOLOGY 
INTERNATIONAL, 13 (3), 798-806, 2013

講演・口頭発表等
˙ ΞΫςΟϒϥʔχϯάʹΑΔҬஅԋशʹ͓͚Δ学ੜ
ͷ学ͼɼதా໌ܙଞɼୈ12ճຊ公ऺӴੜޢ学ձ学ज़
ूձʢभࢢ小ʣɼ20241݄

˙ ಛఆอ݈ࢦಋ͕ऀྸߴͷ1ޙͷ݈݁Ռʹ༩͑ΔӨڹɿ
ճؼෆ࿈ଓσβΠϯʹΑΔݕ౼ɼ௩୩߂࠽ɼதా໌ܙଞɼ
ୈ82ճຊ公ऺӴੜ学ձ૯ձʢஜʣɼ202310݄

˙ Evaluation of University Support, Preparation, and 
Implementation in the Local Government`s COVID-19 Mass 
Vaccination� Part One� EYaluation of &ollaEorator Briefi ng and 
Preparation in Universities, Akie Nakada, Ritsuko Aijo, et al, 
the 7th International Nursing Research Conference of World 
Academy of Nursing Science (Taipei,Taiwan)202210݄

˙ ൃୡোͷ͍ٙͷ͋Δࣇͱͦͷ͕ࢀՃ͢Δ༡ͼͷڭ
ࣨʹ͓͚Δอ݈ࢣͷࢧԉٕज़ɼલాगඒɼதా໌ܙଞɼୈ
8ճຊ公ऺӴੜޢ学ձ学ज़ूձʢѪඤʣɼ20201݄

競争的資金等の研究課題
˙ʮඇ৮ࢀՃऀަྲྀܕͷҬʹ͓͚Δ৽ͨͳਛػԼ༧ڭҭϓϩ
άϥϜͷ։ൃʯՊ学ڀݚඅʢج൫ڀݚCʣɼڀݚදऀɼ2022-

˙ʮϓϨϚϚੈͷҭ্ྗࣇΛͨ͠ࢦϔϧεϦςϥγʔͷҭʯɼ
Պ学ڀݚඅॿۚʢएखڀݚBʣڀݚදऀɼ2016-2018

˙ʮํͷཁࢧԉऀྸߴʹ͓͚Δౙقͷর͕ਭɼ׆
ಈɼ৺ͷ݈ٴʹ߁΅͢ӨڹʯɼՊ学ڀݚඅॿۚʢएख
දऀɼ2011-2015ڀݚBʣڀݚ

˙ʮཁࢧԉऀྸߴʹ͓͍ͯҰͷর͕ਭɾ׆ಈɾ৺ͷ
ελʔڀݚඅॿۚʢएखڀݚʯɼՊ学ڹӨ͢΅ٴʹ߁݈
τΞοϓʣڀݚදऀɼ2009-2010

社会貢献活動
˙ 小松ͮ͘߁݈ࢢΓਪਐٞڠձӡӦҕһʢ20237݄ʙʣ
˙ 小松ࠃࢢຽ݈߁อݥӡӦٞڠձҕһʢ20227݄ʙʣ
˙ 小松ࢢ৽ܕίϩφΠϧεϫΫνϯूஂछۀࣄྗڠʢ公
立小松大学ޢ学ՊʣίΞϝϯόʔʢ2021ʣ

˙ 小松ࢢɹҬͷ݈߁ঢ়ଶͷ͑ݟΔԽϓϩδΣΫτࢀը
ʢ2015-2018ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学�ҩༀอ݈ڀݚҬ�อ݈学ޢ�ܥՊ学ྖҬ�ॿڭ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ҩ学ڀݚܥՊอ݈学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ޢ学Պɹڭत
ڀݚ
公ऺӴੜޢ学���Ҭޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊ公ऺӴੜ学ձɺ公ऺӴੜ学ձɺຊ公ऺӴੜޢ学ձɺຊۀ࢈Ӵੜ学ձ

保
健
師
の「
困
っ
た
」や
地
域
の

健
康
を
共
に
考
え
た
い
！

事業評価、生活習慣病予防、精神的健康、睡眠、要支援高齢者

தా�໌ڭ�ܙतത࢜ʢอ݈学ʣ
Akie Nakada

ࣸਅ̎ɹ小松݈͖͍͖͍ࢢ
ಇ͠学ձڠ՝ͱ߁
ʹͯൃද

ࣸਅ̍ɹനൃࢢࢁୡ૬ஊη
ϯλʔͱڠಇ͠学
ձʹͯൃද
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禁煙支援に関する研究と実践

　今の日本は過去に類をみないほど少子高齢化が進んでいます。日本の寿命
は延び続け、平均寿命は世界一の水準です。しかし、日常生活に制限のない期
間を指す「健康寿命」と、平均寿命の差は男性では約 9 年、女性では約 12 年あ
るといわれています。いつまでも元気で幸せに過ごすために、健康寿命と平
均寿命の差をできる限り少なくすることが大切です。そのためには、食事、運
動、喫煙、飲酒、ストレスなどを見直し、生活習慣病を予防しましょう。特に喫
煙は、「百害あって一利なし」といわれており、ご自身の健康に悪影響を及ぼ
すばかりか、受動喫煙により、周囲の人たちの健康も脅かします。
　喫煙されている方はすぐに禁煙する必要があるのですが、喫煙者の多く
は、「ニコチン依存症」という病気により、禁煙したくてもなかなか禁煙でき
ないでいます。私は、総合病院の禁煙外来での禁煙支援の経験をふまえ、喫煙
者おひとりおひとりの行動変容を促す有効な禁煙支援と次世代を担う子ど
も達への喫煙防止教育の実践と研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

禁煙支援に関する研究　/
ベトナム国ダイオキシン環境汚染に関する研究
　小学生での喫煙防止教育がその後の禁煙意識に有効であるかを解明する
ため、2010 年から新成人を対象に喫煙行動に関する調査研究を行っていま
す。
また、2019 年から JICA 草の根技術協力事業のベトナム国現地協力員とし
て、ダイオキシン濃厚汚染地区における低出生体重児の発育改善プロジェク
トに携わり、現地スタッフへの母子保健活動支援を行っています。2021 年か
らはベトナム国 Binh Dinh 省 Phu Cat 地区において、ダイオキシン類の環境
汚染が小児の身体・ステロイドホルモン・体力に与える影響の研究も行って
います。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ࡍԉͷ࣮ࢧԎې
˙ ৬ͷडಈ٤Ԏࢭରࡦ
˙ ٤Ԏڭࢭҭ

受賞
˙ ੴݝࣄදজʮҩྍޭ࿑ऀʯʢ2020ʣ
˙ 公ӹࣾஂ๏ਓੴڠޢݝձදজʮੴڠޢݝձࣄ
ͷޭʹ͍ͭͯʯʢ2013ʣۀ

˙ ࣾஂ๏ਓࣣඌ࿑ಇج४ڠձฏ20௨ৗ૯ձදজʮӴ
ੜཧۀࣄͷޭʹ͍ͭͯʯʢ2008ʣ

論文
˙ Effects of School-based Smoking Prevention Education 

by Physician After Eight Years: A School Randomized 
Controlled Trial. Endo Masamitsu, Iwaki Norio, Fukuda 
Tamutsu, Yoshida Kenji, Nomura Hideki, Kido Teruhiko, 
Takahashi Yuko, Ikeda Michiko, Nakashima Motoko, 
Morita Masato, Douniwa Kenichi, Kita Toshiyuki,.
Journal of Health and Environmental Research (JHER). 
ISSN Print: 2472-3584; ISSN Online: 2472-3592.2020

˙ ఆ߁݈ظஅ࣌ͷؾݺதҰࢎԽૉೱଌఆͱ٤Ԏͷߦ
ಈม༰ͷݕ౼ɼాඒஐࢠɼۚ大学อ݈ཧηϯλʔ
ใɾلཁɼ4߸ɼ100-116ɼ2012

競争的資金等の研究課題
˙ μΠΦΩγϯྨͷڥԚછ͕小ࣇͷମɾεςϩΠυϗϧ
Ϟϯɾମྗʹ༩͑ΔӨڹͷղ໌ɿՊ学ڀݚඅॿۚʢج൫
දऀڀݚCʣ2021ʙ2023ڀݚ

社会貢献活動
˙ JICAͷٕࠜज़ۀࣄྗڠʮϕτφϜࠃɾރ༿ࡎ / μΠΦ
ΩγϯೱްԚછ۠ʹ͓͚Δग़ੜମॏࣇͷൃҭվળϓ
ϩδΣΫτʢϓϩδΣΫτϚωʔδϟʔ ۚ大学 ށর
٬һڭतʣʯݱྗڠһʢ2019ʙʣ

˙ NPO๏ਓېԎͶοτੴཧࣄʢ2009ʙʣ
˙ ੴڠޢݝձใग़൛ҕһձҕһɾ෭ҕһɾҕһʢ2020ʙʣ
˙ ੴڠޢݝձೆ۠ҕһʢ2020ʙʣ
˙ ੴڠޢݝձͨ͜ରࡦҕһձɹҕһɾ෭ҕһɾҕ
һʢ2006-2011ʣ

ా�ඒஐࢠ�ॿڭम࢜ʢอ݈学ʣ
Michiko Ikeda

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹࣾձҩྍ๏ਓஂࡒ౹ઋձܙ�ण૯߹පӃɹ࢈Պප౩ɹॿࢣ࢈
����ɹࣾձҩྍ๏ਓஂࡒ౹ઋձܙ�ण૯߹පӃɹ݈߁ཧηϯλʔɹอ݈ࢣ
����ɹۚ大学�อ݈ཧηϯλʔɹอ݈ࢣ
����ɹۚ大学大学Ӄɹҩ学ڀݚܥՊ�ത࢜લظ՝ఔɹमྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պɹॿڭ
ڀݚ
公ऺӴੜޢ学ې���Ԏࢧԉڥ���Ԛછ
ॴଐֶڠձ
公ऺӴੜ学ձɺຊ公ऺӴੜ学ձɺຊېԎՊ学ձɺຊײڥછ学ձɺຊڠޢձ

幸
せ
に
な
る
た
め
の
健
康
管
理

禁煙支援、ベトナム国・ダイオキシン環境汚染

ެऺӴੜֶޢ

ਤ1. ϕτφϜPhù Cátݝ立පӃελοϑ ਤ2. ݱͰͷݚमձͷ༷ࢠɹ
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医療・保健データを利用したヘルスプロモーションへの
取り組み
　現在、日本の高齢化の急速な進行に伴い要支援・要介護高齢者が増加して
おり、高齢者本人の QOLの低下に加え、家族の負担の増大や医療・介護費の
増加などが深刻な課題となっている。要介護状態への移行の要因として認知
症、脳血管疾患、骨折・転倒などが挙げられ、地域で早期にアプローチし、要介
護リスクを低減させることが重要である。
　近年様々な医療データが整備・蓄積されてきており、リアルワールドデー
タの有効活用の重要性が高まっている。看護師として急性期病院で勤務して
いた経験から、疾患の一次予防や二次予防における個人の健康への意識や知
識が重要であると感じ、疾患の予防や健康についての適切な情報提供や教
育、疾患に対する個人の意識の改善が疾患の予防・予後に大きく寄与すると
考え、地域の様々な保健・医療データの更なる有効活用ができるような研究
を行いたいと考えている。

༰ڀݚ

リアルワールドデータを用いた地域高齢者の介護予防方法
の検討

ʲҼՌਪΛ༻͍ͨҬྸߴ者ʹର͢Δಛఆ݈ͷޮՌͷূݕʳ
メタボリックシンドロームによる心血管疾患リスクの低減のために 2008

年より 40 ～ 74 歳の健康保険被保険者に対して特定健康診査（以下、特定健
診）、特定保健指導が実施されている。高齢者においてメタボリックシンド
ロームは種々の疾患発症リスクを高めるだけでなく、疾患発症により ADL
の低下やフレイルへ発展する可能性もあり、メタボリックシンドロームの進
行を抑制することが重要である。しかし保健指導参加の有無には、健康への
意識の違いや学歴など、健診受診者の様々な背景が関連している可能性があ
り、交絡やバイアス等への対処が必要である。そこで局所的な範囲で無作為
割付の成立を仮定する準実験研究の手法に着目し、回帰不連続デザインを用
いて単一自治体の高齢者における特定保健指導の影響を検討した。

ʲҬྸߴ者ʹ͓͚Δա度ͷମॏݮগͷ要Ҽͷݕ౼ʳ
　高齢者は退職による生活習慣の変化や、加齢による体脂肪の増加・骨格筋
量の減少などの身体的な変化により、体重の推移が若年者と異なるとされ
る。また高齢者の体重減少は心血管疾患の死亡リスク上昇との関連が報告さ
れており、過度の体重減少には注意を要する。そこで心血管疾患リスク（メタ
ボリックシンドローム指標）に着目し、早期の体重減少リスク同定のため比
較的若年の高齢者を対象として体重減少の要因を検討した。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ อ݈ؔ࿈σʔλͷੳͱΞηεϝϯτ

受賞
˙ 20221݄, Wound Healing Society, 2022 Anita 

Roberts Award

論文
˙ Polymorphism analysis of candidate risk genes for 

pressure injuries in older Japanese patients: A cross-
sectional study at a long-term care hospital, Toshihiro 
Tsukatani, Takeo Minematsu, Misako Dai, Nao Tamai, 
Gojiro Nakagami, Junko Sugama, Chika Takada, 
Hiromi Sanada, Wound Repair and Regeneration, 
29(5):741–751, 2021

˙ Risk scoring tool for forearm skin tears in Japanese 
older adults: A prospective cohort study, Takeo 
Minematsu, Misako Dai, Nao Tamai, Gojiro Nakagami, 
Tamae Urai, Ayano Nakai, Shiori Nitta, Yukie Kataoka, 
Weijie Kuang, Mao Kunimitsu, Toshihiro Tsukatani, 
Hajime Oyama, Tomohiro Yoshikawa, Chika Takada, 
Miyoko Kuwata, Hiromi Sanada, Journal of Tissue 

Viability, 30(2):155–160, 2021 

講演・口頭発表等
˙ Ҭऀྸߴʹ͓͚ΔମॏݮগͱϝλϘϦοΫγϯυϩʔ
Ϝࢦඪͱͷؔ࿈ɿ୯Ұ࣏ࣗମͷಛఆ݈σʔλͷੳɼ
௩୩߂࠽ɼதా໌ܙɼୈ12ճຊ公ऺӴੜޢ学ձ学ज़
ूձɼ20241݄

˙ ΞΫςΟϒϥʔχϯάʹΑΔҬஅԋशʹ͓͚Δ学ੜ
ͷ学ͼɼதా໌ܙɼ௩୩߂࠽ɼୈ12ճຊ公ऺӴੜޢ
学ձ学ज़ूձɼ20241݄

˙ ಛఆอ݈ࢦಋ͕ऀྸߴͷ1ޙͷ݈݁Ռʹ༩͑ΔӨڹɿ
ճؼෆ࿈ଓσβΠϯʹΑΔݕ౼ɼ௩୩߂࠽ɼதా໌ܙɼ
ాඒஐࢠɼୈ82ճຊ公ऺӴੜ学ձ૯ձɼ202311݄

˙ ຊਓऀྸߴʹ͓͚Δ᧘ᚃϦεΫҨࢠͷଟܕղੳɿ
ଞɼୈ22ճ߂࠽ɼ௩୩ڀݚපӃʹ͓͚Δԣஅܕཆྍظ
ຊ᧘ᚃ学ձ学ज़ूձɼ20209݄

社会貢献活動
˙ ୈ5ࢢͭ·͜ظຽ大学ɹࢣߨʢ20232݄ʣ

௩୩߂࠽��ॿڭम࢜ʢอ݈学ʣ
Toshihiro Tsukatani

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژ大学大学Ӄɹҩ学ڀݚܥՊɹ݈߁Պ学ɾޢ学ઐ߈ɹम࢜՝ఔɹमྃ
����ɹ大֞ࢢຽපӃɹࢣޢ
����ɹ公立小松大学ɹอ݈ҩྍ学෦ɹޢ学Պɹॿڭ
ڀݚ
公ऺӴੜޢ学���Ҭޢ学
ॴଐֶڠձ
ຊ公ऺӴੜ学ձɺຊ公ऺӴੜޢ学ձɺຊ᧘ᚃ学ձ

デ
ー
タ
と〝
健
康
〞を
結
び
つ
け
る

ヘルスプロモーション　介護予防　疫学　褥瘡　データベース

ެऺӴੜֶޢ

ਤ1.  ҼՌਪͷํ͑ߟΛ·ͱΊͨ
ॻ੶ʮCausal Inference: What Ifʯ
URL: https://www.hsph.
harvard.edu/miguel-hernan/
causal-inference-book/
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生体機能を再生するバイオマテリアル

　1980 年代、皮膚組織や神経組織や骨／軟骨組織を工学的に再建する試み
が世界中で注目を集め “ 組織工学 ”とよばれ、その 3 要素としては細胞・スキャ
ホールド・増殖因子が提唱されました。その後、ES細胞や iPS細胞の研究が大き
く発展し、“再生医療”として更なる進化を遂げました。さらに近年、生体内に存
在している細胞や幹細胞の機能や治癒力を最大限に活用するために、優れた環
境を提供する機能性スキャホールドの開発が注目されています。現在、生体吸
収性高分子スキャホールドや、動物や人の組織から細胞成分を除去した脱細
胞化スキャホールドにより、失われた組織や臓器の再生を目指しています。

༰ڀݚ

世界で最も細い工血管の開発

　糖尿病が酷くなると細い血管が閉塞してしまい足を切断しなければなら
ないことがあります。もしも内径が 2mm 程度で数十センチの長さの人工血
管があれば、この切断を回避することが出来ます。しかし、現在の高分子素材
製の人工血管では内径が 6mm 以上で無ければすぐに詰まってしまいます。
様々な素材で人工血管を作製してその開存性（血液が流れ続ける性質）を大
動物で検証してきました。そして、食用ダチョウの頸動脈から細胞を除去（脱
細胞化）し、さらに、移植後に内膜組織が再生するように内腔面をペプチド修
飾する技術を開発することで、世界で初めて、内径2mmの人工血管の開発に
成功しました。その後、安全性試験をすすめ、臨床医および起業と共同で実用
化に向けて研究を続けています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ৽ࡐنྉͷҩྍԠ༻
˙ ੜ学త҆શੑݧࢼ
˙ ҩྍثػ։ൃ

受賞
˙ ฏ2211݄ɹຊόΠΦϚςϦΞϧ学ձɹ学ձ
˙ ฏ236݄ɹણҡ学ձɹ学ձ
˙ ฏ2312݄ IAAM Medal-2010 (International Association 

of Advanced Materials)

論文
˙ Accelerated tissue regeneration by patterned pore structure into 

decellularized vascular grafts, A.Mahara, K.Kojima, M.Yamamoto, 
Y.Hirano, and T.Yamaoka, J Maters Chem B, 10 (14), 2544-2550, 2022

˙ REDV�modifi ed decellulari]ed microYascular grafts for arterial and 
venous reconstruction, H.Yamanaka, A.Mahara, N.Morimoto and T. 
Yamaoka, J Biomed Mater Res Part A, 110 (3), 547-558, 2022

˙ Artificial switching of the metabolic processing pathway of an 
etiologic factor, Ќ2-microglobulin, by a lnavigatorz molecule, Yusuke 
Kambe, Kento Koyashiki, Yoshiaki Hirano, Mariko Harada-Shiba, 
Tetsuji Yamaoka, Journal of Controlled Release, 327, 8-18, 2020

˙ Extracorporeal high-pressure therapy (EHPT) for malignant 
melanoma consisting of simultaneous tumor eradication 
and autologous dermal substitute preparation, C. Jinno, N. 
Morimoto, A. Mahara, M. Sakamoto, S. Ogino, T. Fujisato, S. 
Suzuki, and T. Yamaoka, Regen Ther,15,187-194, 2020

˙ Tissue�engineered suEmillimeter�diameter Yascular grafts for free � ap 
survival in rat model, Hiroki Yamanaka, Tetsuji Yamaoka, Atsushi Mahara, 
Naoki Morimoto, Shigehiko Suzuki, Biomaterials 179 156-163, 2018

˙ ଞ243ฤ

書籍等出版物
˙ ࡉ๔Խ৫ͷ࡞๏ͱҩྍɾόΠΦԠ༻ɼా؛থɼ
γʔΤϜγʔग़൛ɼ2019 ,ࢤོׯԬೋɼࢁ

˙ Decellularized Extracellular Matrix: Characterization, 
Fabrication and Applications, Tetsuji Yamaoka, 
Takashi Hoshiba, Royal Society of Chemistry, 2019

˙ όΠΦϚςϦΞϧαΠΤϯεɾ͔ૅجΒྟচ·ͰɼࢁԬೋɼ
大༟Ұɼதو༝ɼੴݪҰɼ౦ژԽ学ಉਓɼ2018

競争的資金等の研究課題
˙ ๔݂ࡉܘޱ小͍ͨͮجʹஔٕज़ݩ࣍ࡾ๔ͷࡉ
৫࠶ੜࡐྉͷɼJST/AMEDɼઓུతΠϊϕʔγϣϯ
ग़ਪਐϓϩάϥϜʢSΠϊϕʣɼH24-R3

社会貢献活動
˙ ͨ͠༺ྉΛԠࡐʮφϊۀࣄ࡞ඪࢦධՁثػҩྍੈ࣍
ҩྍثػʯɼ৹ࠪWGҕһʢ2012-2013ʣ

˙ ಉ্ʮੜମٵऩੑεςϯτʯɼ৹ࠪWGҕһʢ2014-2015ʣ
˙ ʮੜମۀࣄ࡞ඪࢦੜҩྍධՁ࠶ثػҩྍੈ࣍
༝དྷࡐྉʯɼ৹ࠪWGҕһʢ2016-2017/ʣ

˙ ಉ ʮ্ࡉ๔Խ৫ར༻ثػʯɼ৹ࠪWGλεΫϑΥʔεҕһʢ2022-2023ʣ
˙ ISO/TC150/SC1ɼSC4ɼSC5ɼSC7֨نࡍࠃճݪҊ࡞
ௐࠪҕһձɼҕһʢ2007-ࡏݱʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹژ大学大学Ӄ学ڀݚՊതظޙ࢜՝ఔऴྃ
����ɹࠃ立॥ثපηϯλʔڀݚॴɾ࣮ һڀݚ࢜։ൃ෦ɹതྍ࣏ݧ
����ɹژܳણҡ大学ɾણҡ学෦ɾॿख
����ɹژܳણҡ大学ɾણҡ学෦ɾࢣߨ
����ɹϚανϡʔηοπभ立大学٬һڀݚһ
����ɹژܳણҡ大学ɾણҡ学෦ɾॿڭत
����ɹࠃ立॥ثපηϯλʔੜମ学෦�෦
����ɹࠃ立॥ثපڀݚηϯλʔڀݚॴɹੜମҩ学෦ɾ෦ʢվʣ
ڀݚ
ੜମҩ学ɾੜମࡐྉ学ߴɾ ࢠՊ学
ॴଐֶڠձ
ຊόΠΦϚςϦΞϧ学ձʢલձʣʗຊਓثଁ学ձʗຊੜମҩ学ձʗຊ.34学ձʗߴ
ੜҩྍ学ձʗຊ%%4学ձʗຊԽ学ձʗણҡ学ձʗΞϝϦ࠶学ձʗϥΠϑαϙʔτ学ձʗຊࢠ
ΧόΠΦϚςϦΞϧ学ձ

世
界
初
の
医
療
機
器
を
作
り
た
い

脱細胞化組織、組織工学、バイオイメージング、
生体吸収性バイオマテリアル

όΠΦϚςϦΞϧɾҩ༻ࡐྉ

学ʣʢ࢜तതڭԬ�ೋ�学Պɾࢁ
Tetsuji Yamaoka

ਤ̍ɹμνϣᰍಈ຺Λૉࡐͱͨ͠ੈք࠷小ܘޱͷ࠶ੜܕਓ݂
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多面的アプローチによるてんかん病態機序の解明

てんかんは有病率が約100人に 1人とも言われている主要な神経疾患の一
つですが、発作のコントロールさえ上手くできれば、多くの方ではほぼ問題
なく日常生活を送ることができます。既存薬による完全な発作コントロール
が難しい方でも、発作の始まる部位が決まっている場合、発作源（発作焦点）
の切除手術で発作が消失することがあります。切除された脳組織には発作を
引き起こすメカニズムが含まれているため、実際の切除病理標本などを対象
に、異常神経活動の始まり方や広がり方を画像的に解析することで難治性て
んかんの病態解明に取り組んでいます。また、局所的な発作焦点の解析だけ
では分からない部分を新規に構築した動物モデルにより検証しています。そ
れらによって、新しい治療薬や神経活動制御装置（ニューロモデュレーター）
の開発に繋がることを目指しています。

༰ڀݚ

てんかん原性と発作原性の関連を病態生理学的に解析

　新潟大学脳研究所病理学分野および国立病院機構西新潟中央病院脳神経
外科との共同研究により、手術で切除された実際の発作焦点脳組織内におけ
る異常興奮の伝播様式を生体外で画像的に解析しています。このアプローチ
は、病理組織学的な形態変化と生理学的な機能変化を融合することで、実際
のヒト病巣における異常興奮の発生メカニズム（てんかん原性機序）の検討
を可能とします。また、発作焦点で発生した異常興奮も脳全体で十分な出力
を持つてんかん波として出力されなければ、行動上のてんかん発作には至ら
ないと考えられます（発作原性）。そこで、環境要因を制御した新規のてんか
ん動物モデルを作製して、てんかん原性と発作原性の関わり、さらには未知
である発作原性の病理学的メカニズムに切り込むことを目的に研究を進め
ています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ޫ学తΠϝʔδϯάٕज़Λ༻͍ͨػܭଌ
˙ ͯΜ͔ΜϞσϧಈΛ༻͍ͨපଶੜཧ学తڀݚ

受賞
˙ 20243݄ɹͯΜ͔Μڀݚྍ࣏ৼஂࡒڵɹڀݚ๙ষ
˙ 20198݄ɹຊͯΜ͔Μ学ձɹJuhn & Mary Wada ྭ

論文
˙ USP10 inhibits aberrant cytoplasmic aggregation 

of TDP-43 by promoting stress granule clearance, 
Takahashi M, Kitaura H, et al., Molecular and Cellular 
Biology, In press, 2022

˙ Reactive astrocytes contribute to epileptogenesis in 
patients with cavernous angioma, Kitaura H, et al., 
Epilepsy Research. 176, 106732, 2021.

˙ Glial pathology in a novel spontaneous mutant mouse 
of the Eif2b5 gene: a vanishing white matter disease 
model, Terumitsu M, Kitaura H, et al., Journal of 
Neurochemistry, 154, 25-40, 2020.

˙ Skull diploë is rich in aquaporin-4, Suzuki Y, Kitaura H, 
et al., Heliyon, 6, e03259, 2020.

˙ USP10 is a critical factor for Tau-positive stress granule 
formation in neuronal cells, Piatnitskaia S, Takahashi M, 
.itaura +� et al�� 6cientifi c Reports� �� ������ �����

˙ Pathophysiological characteristics associated with 
epileptogenesis in human hippocampal sclerosis, 
Kitaura H, et al., eBioMedicine, 29, 38-46, 2018.

˙ Ca2+ permeable AMPA receptors associated with 
epileptogenesis of hypothalamic hamartoma, Kitaura 
H, et al., Epilepsia, 58,59-63, 2017.

書籍等出版物
˙ ΦϓτδΣωςΟΫεͱޫΠϝʔδϯάɿʢ୲ʣɼClinical 

Neuroscienceɼத֎ҩ学ࣾ 36ɼpp.970-972ɼ2018
˙ ϖϥϯύωϧʹΑΔͯΜ͔Μྍ࣏ͷετϥςδʔɿʢ
୲ʣɼઌҩ学ࣾɼpp.17-21ɼ2018

講演・口頭発表等
˙ ୈ45ճຊͯΜ͔Μ֎Պ学ձɹটߨԋɹ20221݄
˙ Asia-Oceania Society of Neuropatholgy টߨԋɹ2021
9݄

˙ ୈ54ճຊͯΜ͔Μ学ձটߨԋɹ20219݄
˙ ୈ62ճຊਆܦ学ձটߨԋɹ20215݄
˙ Ѫҩྍྍҭ૯߹ηϯλʔ公։ηϛφʔটߨԋɹ20201݄

競争的資金等の研究課題
˙ ৽ͯنΜ͔ΜಈϞσϧʹΑΔൃੑݪ࡞ͷපཧ৫学తղ
໌ɿͯΜ͔Μڀݚྍ࣏ৼڀݚஂࡒڵॿ 2023-2026

˙ తཁҼʹΑΓۦಈ͞ΕΔͯΜ͔Μൃ࡞ϦεΫͷՄࢹԽʹ͚
ʢCʣදɼ2023-2026ڀݚ൫جͷ։ൃɿܥධՁૅجͨ

˙ ώτखज़ඪຊΛ༻͍ͨͯΜ͔ΜੑݪωοτϫʔΫͷΠϝʔ
δϯάղੳͱ੍ޚɿج൫ڀݚʢBʣදɼ2019-2022

˙ ւഅߗԽͷͯΜ͔Μੑݪɿਆ׆ܦಈҟৗͱ3ݩ࣍తܗଶ
ҟৗͷؔ࿈ɿج൫ڀݚʢCʣදɼ2015-2018

Ӝ߂�थڭ�तത࢜ʢҩ学ʣ
Hiroki Kitaura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ৽ׁ大学大学Ӄҩࣃ学૯߹ڀݚՊ�ത࢜՝ఔम ʢྃγεςϜੜཧ学ʣ
����ɹ৽ׁ大学�ڀݚॴ�γεςϜੜཧ学�തڀݚ࢜һ
����ɹ৽ׁ大学�ڀݚॴ�පཧ学�ॿڭ
����ɹ৽ׁ大学�ڀݚॴ�පཧ学�ಛ।ڭत
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պڭ�त
ڀݚ
පଶਆܦՊ学
ॴଐֶڠձ
ຊͯΜ͔Μ学ձʢධٞһɾڀݚૅجਪਐҕһʣɺຊਆܦපཧ学ձʢٞһʣɺຊͯΜ͔Μ֎Պ学ձɺ
ຊੜཧ学ձ

光学的イメージング、神経生理学、神経病理学

පଶͷղ໌ʹػͱܗଶͷ
༥߹ͰഭΔ

පଶਆܦՊֶ

Faculty of H
ealth Sciences D

epartm
ent of C

linical Engineering

保
健
医
療
学
部  

―

臨
床
工
学
科

―

病
態
神
経
科
学

5 5



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

顕微鏡でミクロの世界を「見る」

　解剖学は形態の詳細な観察により、その背後にある生命原理を解き明かす
学問です。解剖学は古い学問と思われがちですが、「見る」技術の発達により
日々進化しています。解剖学は肉眼解剖学、組織学、細胞学、発生学、比較解剖
学を含みます。わたしはその 1つ、組織学が最も好きです。組織学は様々な顕
微鏡を駆使し、生命の美しい構造を分子レベルで「見る」学問です。

༰ڀݚ

細胞レベルで大きな構造を三次元で「見る」

　「見る」技術の発展し続ける現在においても、組織切片の顕微鏡観察はゴー
ルドスタンダードです。しかしながら、三次元の組織から作られた組織切片
は二次元の情報しか持ちません。オリジナルの三次元情報を得るためには、
二次元の連続画像を取得し、それを再構築する必要があります。近年、二次元
の連続画像を取得する新しいイメージング技術と連続画像から三次元画像
表示できるハード・ソフトウェアの出現により、正確な三次元再構築が可能
となってきました。しかしながら、数 mmを超える大きな構造を細胞レベル
で全て三次元観察することは今もなお難しいです。わたしは連続切片を使っ
て、数mmを超える大きな構造を細胞レベルで三次元再構築することにチャ
レンジしています。誰も見たことがなかった世界を最初に体験できます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ৫ɾࡉ๔ܗଶͷޫ学ɾిݦࢠඍڸϨϕϧͷղੳ
˙ ৫ɾࡉ๔ͷന࣭ࡏہɾҨݱൃࢠͷղੳ

受賞
˙ 2023ɹୈ42ճຊΞϯυϩϩδʔ学ձૅج෦
˙ 2019ɹӉ෦࢈ڵ学ज़ৼஂࡒڵɹ2018ลه೦ಛผ
ྭ

˙ 2018ɹຊղ学ձɹฏ29ຊղ学ձྭ

論文
˙ Three-dimensional analysis of junctions between 

efferent and epididymal ducts in the human caput 
epididymis. Nakata H, Iseki S, Mizokami A. Andrology, 
12(1), 87-97, 2024

˙ Three-dimensional reconstruction of testis cords/
seminiferous tubules, Nakata H, Iseki S, Mizokami A, 
Reproductive and Medicine and Biology, 20(4), 402-
409, 2021

˙ Three-dimensional structure of testis cords in mice 
and rats, Nakata H, Omotehara T, Itoh M, Iseki S, 
Mizokami A, Andrology, 9(6), 1911-1922, 2021

˙ Three-Dimensional Analysis of Busulfan-Induced 
Spermatogenesis Disorder in Mice, Nakata H, 
Nakano T, Iseki S, Mizokami A, Frontiers in cell and 
developmental biology, 17;8:609278, 2020

˙ Morphology of mouse seminiferous tubules, Nakata H, 
Anatomical science international, 94, 1-10, 2019

˙ Three-dimensional  s t ructure of  ef ferent  and 
epididymal ducts in mice. Nakata H, Iseki S, Journal 
of Anatomy, 235(2), 271-280, 2019

˙ Three-dimensional analysis of seminiferous tubules and 
spermatogenic waves in mice, Nakata H, Sonomura T, 
Iseki S, Reproduction, 154(5), 569-579, 2017

講演・口頭発表等
˙ ňKAA-JAA joint Symposiumŉ Three-dimensional 

structure of mouse seminiferous tubules, Nakata 
H, 69th Annual Meeting of Korean Association of 
Anatomist, 201910݄

˙ γϯϙδϜʮTESEपลঢ়گͷΞοϓσʔτʯਫ਼ͷղ
学, ాنߒ, ຊΞϯυϩϩδʔ学ձୈ37ճ学ज़大ձ, 
20186݄

˙ γϯϙδϜʮૅجͱྟচ͔Βͨݟஉੑෆྍ࣏ͷలʯ
Ϛεਫ਼ࡉͷ3ߏݩ࣍ͷنଇੑ, ాنߒ, ୈ35ճ
ຊडਫ਼ணচ学ձ૯ձɾ学ज़公ԋձ, 20177݄

競争的資金等の研究課題
˙ ϝΧχζϜͷղ໌ɼܗɾߏղੳΛ༻͍ͨਫ਼࿏ͷݩ࣍ࡾ
Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼ2021-2023

˙ ԽϞσϧ͓Αͼਫ਼࿏ด࠹ϞσϧಈΛ༻͍ͨਫ਼ܗࢠ
োൃੜաఔͷղ໌ɼ公ӹஂࡒ๏ਓ ాՊ学ৼஂࡒڵɼ
2021ҩ学ڀݚܥॿ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄҩ学ڀݚܥՊ�ത࢜՝ఔमྃ
����ɹۚ大学ҩༀอ݈ڀݚҬҩ学ܥ�ಛॿڭ
����ɹۚ大学ҩༀอ݈ڀݚҬҩ学ܥ�ॿڭ
����ɹۚ大学ҩༀอ݈ڀݚҬҩ学ࢣߨ�ܥ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պڭ�त
ڀݚ
ؚ৫学ɾൃ	ҩ学���ղ学Ұൠૅج ੜ学
���ੜՊ学ࡉ���๔ੜ学
ॴଐֶڠձ
ຊղ学ձɺຊࡉ๔৫Խ学ձɺຊΞϯυϩϩδʔ学ձɺຊൻثՊ学ձ

解剖学一般（含組織学・発生学）、生殖生物学

ʮղֶʯΛ究͍ͨ͠

ҩֶܥ

ాڭ�نߒ�तɾอ݈ཧηϯλʔത࢜ʢҩ学ʣ
Hiroki Nakata

ਤ1. Ϛεਫ਼ͷߏ࠶ݩ࣍ࡾஙʢ3Dɺॎஅʣ

ਤ2.  ώτਫ਼্ମͷߏ࠶ݩ࣍ࡾஙʢPASછ৭ɺਂ 学शΛ༻͍ͨηάϝϯςʔ
γϣϯɺߏ࠶ஙʣ
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人工知能が宇宙へ羽ばたく

　大規模言語モデルを駆使した対話型人工知能は、人間と同様に会話が可能
であり、プログラミングにおいてもその能力を発揮し、ソフトウェア開発に
おいて不可欠な存在となっています。さらに、人工知能は人間と同じ様に誤
解や間違いを犯すことがあり、その振る舞いはますます人間に近づいていま
す。しかし、自己保存や自己複製といった本能や意識の欠如は、人工知能がま
だ生物とは根本的に異なる存在であることを示しています。私は、学際的視
点を持って人工知能が生物へ進化するための一助となる基礎的な人工知能
研究を行っています。そして、人類が生み出した人工知能が宇宙へ羽ばたき、
宇宙を知性に満ちた場所にすることを期待します。

༰ڀݚ

人工知能・機械学習の技術開発

　研究成果の一つに手加減できるゲーム人工知能があります。AlphaGoのよ
うなゲーム人工知能は、人間よりも遥かに強力です。ゲーム人工知能と人間
が対戦すれば必ず人間が負けるでしょう。しかし、それではゲームは楽しく
ありません。そこで、私はゲームの勝率をリアルタイムに推定し、それに応じ
適切に手加減できるゲーム人工知能を実現しました。
さらに研究成果として、ベクトル量子化・クラスタリング手法といった機

械学習技術の開発があります。その
一つに、ビッグデータに対応したク
ラスタリング手法の開発がありま
す。ビッグデータは巨大なためクラ
スタリングにかかる時間が莫大に
なるのですが、開発した手法は図 1
のように既存手法に比べ圧倒的に
高速です。また、円柱座標に分布す
るデータのための新しいデータ解
析手法を開発しました。開発した手
法を画像処理に適用したところ、図
2のように色相に基づく色の減色が
可能になりました。最近では、時間
変化するデータに対応したベクト
ル量子化手法の開発を行いました。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ਓ

論文
˙ An efficient and straightforward online quantization 

method for a data stream through remove-birth 
updating. Kazuhisa Fujita, PeerJ Computer Science, 
10, e1789, 2024.

˙ Characteristics of networks generated by kernel growing 
neural gas. Kazuhisa Fujita, International Journal of 
Artifi cial Intelligence 	 Applications� ������ ������ �����

˙ AlphaDDA: board game artificial intelligence with 
dynamic diffi culty adMustment using Alpha=ero� .a]uhisa 
Fujita, PeerJ Computer Science, 8, e1123, 2022.

˙ Approximate spectral clustering using both reference 
vectors and topology of the network generated by 
growing neural gas. Kazuhisa Fujita, PeerJ Computer 
Science, 7, e679, 1-22, 2021

˙ Neural mechanisms of maintenance and manipulation 
of information of temporal sequences in working 
memory. Hikaru Tokuhara, Kazuhisa Fujita, and Yoshiki 
Kashimori, Cognitive Computation, 13, 1085-1098, 2021

˙ Estimation of the number of clusters on d-dimensional 
sphere. Kazuhisa Fujita, Artif icial Intell igence 
Research, 10, 57-63, 2021

˙ A neural mechanism of cue-outcome expectancy 
generated by the interaction between orbitofrontal 
cortex and amygdala. Kenji Takei, Kazuhisa Fujita, and 
Yoshiki Kashimori,  Chemical Senses, 45, 15-26, 2020

˙ Representation of object's shape by multiple electric 
images in electrolocation. Kazuhisa Fujita and Yoshiki 
Kashimori, Biological Cybernetics, 113, 239-255, 2019

˙ Evaluation of the computational efficacy in GPU-
accelerated s imulat ions of  spik ing neurons. 
Kazuhisa Fujita, Shun Okuno, and Yoshiki Kashimori, 
Computing, 100, 907-926, 2018

˙ A  c lus ter ing method fo r  data  in  cy l indr ica l 
coordinates. Kazuhisa Fujita, Mathematical Problems 
in Engineering, 2017, 3696850, 1-11, 2017

˙ A neural mechanism of dynamic gating of task-
releYant information Ey top�down in� uence in primary 
visual cortex. Akikazu Kamiyama, Kazuhisa Fujita, and 
Yoshiki Kashimori, Biosystems, 150, 138-148, 2016

˙ A neural mechanism of taste percepti on modulated 
by odor information. Takahiro Shimemura, Kazuhisa 
Fujita, and Yoshiki Kashimori, Chemical senses, 41, 
579-589, 2016

˙ A neural mechanism of phase-locked responses 
to sinusoidally amplitude-modulated signals in the 
inferior colliculus. Takayuki Kato, Kazuhisa Fujita, and 
Yoshiki Kashimori, Biosystems, 134, 24-36, 2015

社会貢献活動
˙ ใٕज़ɼਓʹؔ͢Δۀاηϛφʔͷࢣߨଟ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹిؾ௨৴大学大学ӃใγεςϜ学ڀݚՊതظޙ࢜՝ఔɹमྃ
����ɹߴۀࢁઐ学ߍใ学Պɹॿڭ
����ɹߴۀࢁઐ学ߍใ学Պɹࢣߨ
����ɹ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ྟচ学Պɹ।ڭत
ڀݚ
ใ学���ήʔϜใ学
ॴଐֶڠձ
ຊਆܦճ࿏学ձɺి ճ࿏ձٞܦใ௨৴学ձɺΞδΞଠฏ༸ਆࢠ

人
工
知
能
は
人
を
超
え
る

人工知能、機械学習

ܥֶ

౻ా�Ұण�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Kazuhisa Fujita

ਤ2. ৭ͷݮ৭

ਤ1ɽఏҊख๏ͱطଘख๏ͷΫϥελϦϯάؒ࣌
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画像解析と保健医療分野の融合
　画像は様々な分野で用いられている。医療においても非接触で検査が可
能なX線CT，MRIなどの医用画像のみならず、近年CG，VR技術を用いたシ
ミュレータなども開発されている。人体内外の 3 次元計測・解析などの画像
解析技術や可視化技術が医療分野で貢献できるよう研究を行っている。

༰ڀݚ

医用画像解析
݂.3"ը૾ͷܗݩ࣍�ঢ়ղੳ

人体における気管支や血管の構造を解析することは医用画像処理におい
て重要である。脳血管障害は重篤な症状を引き起こすため、症状が出る前、ま
たは軽症のうちに異常を発見することが求められる。脳血管疾患の好発部位
である、分岐・合流部分を自動抽出できれば、診断支援に寄与することができ
る。図 1は、脳血管領域のMRA 画像に対し、提案するグラフ構造を用いて血
管領域を再構成した画像である。
　高精度にオブジェク
トの構造を記述できれ
ば、これに基づいて対象
領域を高精度に表現（抽
出）可能となる上、分岐
や交差を容易に抽出出
来る。

生体情報解析
ඇ৵ऻͰ؆ศͳ$01%ํࠪݕ๏ʹؔ͢Δ研究
　呼吸器疾患には、肺線維症などの拘束性疾患、COPD（慢性閉塞性肺疾患）な
どの閉塞性疾患、そして混合性疾患があり、いずれも重篤な疾患で、早期の診
断が必要である。現在、呼吸器疾患はスパイロメータや X 線 CTなど病院でし
か検査が行えない。このため、重篤になるまで検査を受けない事例も発生する。
我々は、非侵襲で簡便に検査するシステムの構築を目指し研究を行っている。

ਤ1. MRAը૾ͱάϥϑߏ͔Βߏ࠶݂ͨ͠ը૾

MRAը૾ʹର͢ΔMIPॲཧը૾

άϥϑใ͔Βߏ࠶ͨ͠3ݩ࣍ը૾

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ը૾ղੳٕज़Λ༻͍ͨอ݈ҩྍͷڭҭࢧԉ
˙ ҩ༻ը૾ղੳ

論文
˙ʮ3࣠Ճηϯαͱ3ਂݩ࣍ηϯαΛ༻͍ͨํࠪݕٵݺ
๏ʹؔ͢ΔڀݚʯҪᖒ७ࢠɼ松Ԭޫرɼਂᖒ৳࣊ɼຊ
ҩྍثػ学ձVol91, No5, pp433-438, 2021

˙ʮInhomogeneous Motion Analysis of 3-D Lung Surface 
by Evaluating Feature Correspondence of Active 
Surface ModelʯɼVejjanugraha Pikul, Kanazashi Mami, 
Izawa Junko, Kotani Kazunori, Kongprawechnon 
Waree,SICE Annual Conference 2016

˙ʮHigh quality free viewpoint synthesis using multi-view 
images with depth informationʯ, Itaru Tsuchida, Fan 
Chen, Junko Izawa, Kazunori Kotani, IEEE International 
Symposium on Multimedia, pp13-18, 2011

˙ʮPOSE INVARIANT ROBUST FACIAL EXPRESSION 
ANALYSISʯ� .hin Thu =ar :in� )an &hen� -unNo 
Izawa, Kazunori Kotani, IEEE INTERNATIONAL 
CONFERENCE ON IMAGE PROCESSINGʢICIP2010ʣ
pp3837-3840, 2010

˙ʮ಄෦MRAͱᰍ෦ӨMRAʹ͓͚Δ಄֖ఈϨϕϧͷಈ຺
ɼѨ෦༝ɼߦ߂Ӝࡾɼ⁋හ࿕ɼࢠͷධՁʯɼᜊ౻ཅܘ
Ҫࡾ߁ɼాزɼҪᖒ७ࢠɼᖛాొܓɼྟচ์ࣹઢɼ
Vol52, No2, pp353-357, 2007

˙ʮ૾ͷXઢCTը૾͔Βͷ৯͍ྖҬͷ3Dάϥϑߏ
நग़ʯɼؠຊ७ࢠɼ࣋ઇࢠɼ小୩Ұɼᖒࢢɼө૾
ใϝσΟΞ学ձจࢽɼVol58, No4, pp514-521, 2004

講演・口頭発表等
˙ʮEstimation of Heart Failure by Optical Flow Analysis 

Using Ultrasound Tomographic SequencesʯKakeru 
Inoue, Prarinya Siritanawan,Kazunori Kotani1, Junko 
Izawa, IEEE Region 10 Conference (TENCON2023)

˙ʮA method of analysis of pulmonary function by 
movement of the left and right lungs using a three 
dimensional depth sensorʯ,Junko Izawa, Kouki 
Matsuoka, Shinji Fukasawa, APSR2021, 2021

˙ʮ3࣠ՃηϯαΛ༻͍ͨഏػࠪݕʯɼ松Ԭޫرɼਂᖒ
学ձ大ձɼ2021ثػɼୈ96ճຊҩྍࢠɼҪᖒ७࣊৳

˙ʮA quality model of virtual reality endoscopic 
simulator for oral surgeryʯ, S. Hoshino, J. Izawa, F. 
chen K. Kotani, T. Miki, T. Matsui,International Forum 
on Medical Imaging in Asia (IFMIA) pp223-226, 2011

共同研究・競争的資金等の研究課題
˙ʮඇ৵ऻͰ؆ศͳดੑ࠹ഏ࣬ױஅࢧԉγεςϜͷߏஙʯ
Պ学ڀݚඅิॿۚɿج൫ڀݚʢCʣʢ2019ʙ2023ʣ

˙ʮඇ৵ऻͰࡏ༻ՄͳػٵݺஅࢧԉγεςϜͷͨΊͷ
ʢCʣʢ2023ʙ2026ʣڀݚ൫جඅิॿۚɿڀݚʯՊ学ڀݚ൫ج

社会貢献活動
˙ Ұൠࣾஂ๏ਓຊྟচ学ٕڭ࢜ҭࢪઃٞڠձɼڭՊॻҕһ

Ҫᖒ�७ࢣߨ�ࢠത࢜ʢใՊ学ʣ
Junko Izawa

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹઌՊ学ٕज़大学Ӄ大学�ത࢜ʢใՊ学ʣ
����ɹઌՊ学ٕज़大学Ӄ大学�തڀݚ࢜һ
����ɹ৬ۀྗ։ൃ大学ߍෟଐੴ৬ۀྗ։ൃظ大学ߍ�ඇৗࢣߨۈ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պࢣߨ�
ڀݚ
ใ学���֮ใॲཧɾϩϘςΟΫε
ਓؒҩ学���ҩ༻ੜମ学
ॴଐֶڠձ
ຊҩ༻ը૾学ձ���ిࢠใ௨৴学ձ���ҩྍثػ学ձ���ຊੜମҩ学ձ

画
像
解
析
技
術
に
よ
る
医
療
支
援

医用画像解析、3次元形状解析、知能情報学

ใՊֶ

ਤ2. ଌఆثʹΑΔҧ͍ ਤ3. ࣮ݧγεςϜ
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光と超音波を融合した生体イメージング

　蛍光顕微鏡に代表される光イメージングは高空間分解に生体、組織、細胞など
を生きたまま観察できる方法として、医学、生物学の分野において必要不可欠な
ものとなっている。長年の光計測、光源、分光技術の発展に加えて、光吸収、蛍光、
光散乱などが分子特異的であるという性質を利用しているため、光イメージング
は分子を対象として高コントラストな画像化が可能である。しかしながら、光に
とって生体は高散乱体であるため、生体深部の観察が困難であるという問題が存
在する。一方、医療で一般的に用いられるコンピューター断層撮影法（Computed 
tomography; CT）、核磁気共鳴画像法（Magnetic resonance imaging; MRI）、超
音波画像診断装置（Ultrasonography; US）は生体深部観察することができるが、
光イメージングのような高空間分解能、高コントラスト像を得ることは難しい。図1
は、横軸を空間分解能、縦軸を深達距離としたときの種々の生体イメージングの観
察可能な領域を示している。図1からわかるようにミリメートルからセンチメートル

（皮膚や管空臓器など）の生体深さを数十から数マイクロメートル（細胞の大きさ）
の空間分解能で観察できる方法は存在しない。そのようなギャップを埋める新しい
生体可視化技術を開発することが我々の研究の目的である。そのための方法とし
て、特に光と超音波を融合させた光音響イメージングの研究、開発を行っている。

༰ڀݚ

補償光学を用いた光音響イメージング

　生物学で用いられる一般的な
レーザー走査型顕微鏡は、対物レン
ズを用いて生体に集光照射し、焦点
を走査することにより画像化する。
高倍率の対物レンズを使用すること
で高空間分解に観察することができ
るが、生体深部になれば収差の影響
により、得られる像にボケが生じる。
我々は光音響顕微鏡に対してこの
問題を解決するために、簡便に光学
系に導入できる透過型液晶補償光
学（AO）素子を導入し、空間分解能、
深さ識別能の向上を示した（図 3、
Y. Notsuka, et al, Opt. Express 30, 
2933-2948, 2022.）。補償光学とは、光
の位相を空間的に変化させることに
より波面を制御する技術である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ޫԻٕڹज़ʹΑΔ͕Μ͕Γஅ
˙ ਂ෦݂ߦՄࢹԽʹΑΔੜମػΠϝʔδϯά
˙ ඇઢޫܗ学ޮՌͱޫԻڹΠϝʔδϯάͷ༥߹ٕज़

論文
˙ Improvement of spatial resolution in photoacoustic 

microscopy using transmissive adaptive optics with 
a low-frequency ultrasound transducer: Notsuka Y, 
Kurihara M, Hashimoto N, Harada Y, Takahashi E, 
Yamaoka Y, Opt. Express 30, 2933-2948, 2022.

˙ A compact scanning probe for photoacoustic 
microscopy using ultrasonic actuator stage: Yamaoka 
Y, Funatsu K, Yoshidumi Y, Kubo A, Notsuka Y, 
Takahashi E, Jpn. J. Appl. Phys. 59, 030906, 2020.

˙ Photoacoustic microscopy using ultrashort pulses 
with two different pulse durations: Yamaoka Y, Harada 
Y, Sakakura M, Minamikawa T, Nishino S, Maehara S, 
Hamano S, Tanaka H, Takamatsu T, Opt. Express 22, 
17063-17072, 2014.

˙ Fine depth resolution of two-photon absorption-
induced photoacoustic microscopy using low-
freTuency Eandpass fi ltering� <amaoNa <� 1amEu 0� 
Takamatsu T, Opt. Express, 19, 13365-13377, 2011.

書籍等出版物
˙ ڹɹ2 ޫԻڸඍݦͳ࠼学ϋϯυϒοΫʮୈX෦ɹଟڸඍݦ
ʢ୲ࣥචʣɼேॻళɼ20181݄ɽٱԬఓࢁʯɿڸඍݦ

講演・口頭発表等
˙ ੜମԠ༻ͷͨΊͷޫԻڹΠϝʔδϯάγεςϜͷվྑɼࢁԬ
ఓٱɼϨʔβʔ学ձ学ज़ߨԋձୈ43ճ࣍大ձɼ20231݄ɽ

˙ ੜମਂ෦ࢠՄࢹԽͷͨΊͷޫԻڹΠϝʔδϯάɼࢁԬఓ
๔Խ学ձ૯ձɾ学ज़ूձɼ20219݄ɽࡉɼୈ62ճຊ৫ٱ

競争的資金等の研究課題
˙ ࢠৼಈڞ໐ʹΑΔޫԻڹΠϝʔδϯάͷߴίϯτϥετ
ԽɼՊݚඅઓతڀݚʢ๖ժʣɼ2022ʵ2024ɼڀݚදऀɽ

˙ ੜମҼੑࢠΛϓϩʔϒͱ͢Δ2ޫޫࢠԻڹΠϝʔδϯ
άஅ๏ͷ։ൃɼத୩ҩܭଌٕज़ৼٕஂࡒڵज़։ൃݚ
දऀɽڀݚॿɼ2022ɼڀ

˙ ϑΣϜτඵޫύϧεྻॏͳΓมௐʹΑΔ2ޫޫࢠԻݦڹඍڸ
ͷ։ൃɼՊݚඅج൫ڀݚʢCʣɼ2019ʵ2021ɼڀݚදऀɽ

˙ ΠϊϕʔςΟϒͳՄࢹԽٕज़ʹΑΔ৽ۀ࢈ͷग़
ʮՄࢹԽܭଌٕज़ͷ։ൃʯɼֵ৽తڀݚ։ൃϓϩάϥϜ
ʢImPACTʣɼ2016ʵ2017ɼڀݚදऀɽ

˙ ൽෘݐ࠶ධՁͷͨΊͷ2ޫޫࢠԻڹ๏ʹΑΔਂ෦ඍ小݂
ՄࢹԽɼՊݚඅج൫ڀݚʢBʣɼ2015ʵ2017ɼڀݚදऀɽ

社会貢献活動
˙ ɼʮޫͷ͓ͳ͠ɹࢣߨΛड͚ͯΈΑ͏ʯɼۀʮ大学ͷत࠲ߨ
ʕεϚʔτϑΥϯ͔ΒҩྍԠ༻·Ͱʕʯʢ20229݄ʣɽ

˙ 公։࠲ߨʮҩ学ೖɿݱͷҩྍΛ͑ࢧΔ学ٕज़ʯɼ
ʢ20178݄ʣɽࢣߨ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹւಓ大学大学Ӄ学ڀݚՊതظޙ࢜՝ఔԠ༻ཧ学ઐ߈୯Ґऔಘୀ学
����ɹٕۀज़ӃڀݚྔܭॴɼՊ学ٕज़ಛผڀݚһ
����ɹٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɼܭଌඪ४ڀݚ෦ɼ࢈૯ݚಛผڀݚһ
����ɹٕۀ࢈ज़૯߹ڀݚॴɼ୯ҰࢠੜମφϊܭଌڀݚϥϘɼ࢈૯ݚಛผڀݚһ
����ɹژ立ҩՊ大学大学Ӄҩ学ڀݚՊɼࡉ๔ػࢠපཧ学ɼതڀݚ࢜һ
����ɹژ立ҩՊ大学大学Ӄҩ学ڀݚՊɼҩ学ڀݚ๏γεςϜ学ɼॿڭ
����ɹࠤլ大学大学Ӄ学ڀݚܥՊઌ༥߹学ઐ߈ɼ।ڭत
����ɹࠤլ大学ཧ学෦ిࢠిؾ学෦ɼ।ڭत
����ɹ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ྟচ学Պڭ�त
ڀݚ
ਓؒҩ学
ॴଐֶڠձ
Ԡ༻ཧ学ձɼຊੜମҩ学ձɼϨʔβʔ学ձɼຊ৫ࡉ๔Խ学ձɼຊԻҩ学ձɼถޫࠃ学ձ
ʢ0QUJDBʣɼޫࡍࠃ学ձʢ41*&ʣ

光
で
開
拓
す
る
未
来
の
医
療

生体光イメージング，光音響イメージング，バイオフォトニクス，
精密光計測，非線形光学

ੜମޫΠϝʔδϯά

ʢҩ学ʣ࢜学ʣɺതʢ࢜तതڭ�ٱԬ�ఓࢁ
Yoshihisa Yamaoka

ਤ1.  ੜମΠϝʔδϯάٕज़ͷੑʢۭؒղͱਂ
ୡڑʣ

ਤ2.  ޫ ԻݦڹඍڸʹΑΔϚεࣖͷ݂ߦͷՄࢹ
Խɽʢaʣิঈޫ学ૉࢠʹΑΔ໘ิਖ਼Λ༻͍ͳ͍
߹ɼʢbʣิ ঈޫ学ૉࢠʹΑΔ໘ิਖ਼Λ༻͍ͨ
߹ɽʢcʣɼʢdʣʢaʣ, ʢbʣͷ߹ʹಘΒΕͨ૾ͷ֦
大ਤɽઢ෦Λͯݟ͔ΔΑ͏ʹਂ෦ͷ݂͕ิ
ঈޫ学ૉࢠΛ༻͍Δ͜ͱʹΑΓඳग़͞Ε͍ͯΔɽ
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手首運動を用いた
定量的運動制御評価システムの開発と臨床応用
　我々はこれまで脳卒中や神経疾患などによって失われた運動機能を、脳の
運動制御観点（予測制御とフィードバック制御、図 2 参照）からわかりやすく
評価できる「定量的運動制御評価システ
ム（図 1）」を構築した（2012 年国際特許
登録と 2014 年国内特許登録）。そして、
このシステムを用いてパーキンソン病
や小脳変性症などの神経疾患の病態評
価と、脳卒中患者の様々な治療効果の評
価、さらに脳卒中の回復過程に対する経
時的評価に応用している。

༰ڀݚ

高齢者に対する
脳の運動健康モニタリングシステム開発
　高齢者になると運動能力が加齢と共に低下するが、最近高齢者に好発する
脳卒中や神経疾患の患者も増えている。そこで、我々は高齢者が気軽に脳の運
動制御能力を把握できる、「高齢者に対する脳の運動健康モニタリングシステ
ム（図3）」を構築することを目的とする。特に、我々のこれまでの病院連携研究
から蓄積してきた、パーキンソン病や小脳変性症などの神経疾患の病態評価
パラメータや、脳卒中患者の治療効果と回復過程に対する評価パラメータに
基づいて脳神経疾患の初期検知もできるシステムの構築を目指している。さ
らに、市販の機器（例：iPadや Kinect v2）を利用した低コストの運動記録シス
テムと分析システムのクラウド化を実現し、病院または自宅でも現在の治療
状況を把握できる遠隔モニタリングシステムとし、高齢者に対する在宅医療
や在宅リハビリ支援システムとして活用することを目指している。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԉγεςϜͷ։ൃࢧϦϋϏϦʹର͢Δࡏ
˙ ԉͱԕִϞχλϦϯάγεςϜͷ։ൃࢧҩྍࡏͷऀྸߴ

論文
˙ Hyeonseok Kim, Yasuharu Koike, Woong Choi# and 

Jongho Lee#. lThe effect of different depth planes 
during a manual tracking task in three-dimensional virtual 
reality spacez, Scientific Reports (IF=4.997)ɼ13:21499 
(2023-12-6) ࠪಡ༗ʢ#: Co-corresponding authorsʣ

˙ Woong Choi, Naoki Yanagihara, Liang Li, Jaehyo 
Kim#, and Jongho Lee#. lVisuomotor control of 
intermittent circular tracking movements with visually 
guided orbits in 3D VR environmentz, PLoS ONE (IF 

=2.74), 16(5):e0251371. 2021.
˙ Dynamic Modulation of Learned Motor Skill for Its 

Recruitment, Kyuengbo Min, Jongho Lee and Shinji 
Kakei, Frontiers in Computational Neuroscience 
(IF=2.536), 2020; 14: 457682, 2020

˙ Contribution of the Cerebellum to Predictive Motor 
Control and Its Evaluation in Ataxic Patientsz, Shinji 
Kakei, Jongho Lee, et al., Frontiers in Human 
Neuroscience (IF=2.87), 13:216, 2019

˙ Development of a quantitative evaluation system 
for visuo-motor control in three-dimensional virtual 
reality space, Woong Choi̊, Jongho Lee̊, et al., 
(̊: equally contributed co-first), Scientific Reports 
(IF=4.122)ɼ8(1):13439, 2018 

˙ Quantitative Evaluation of Age-related Decline in 
Control of Preprogramed Movement, Shimoda N, Lee 
J, Kodama M, Kakei S, Masakado Y, PLoS One, 12 
(11), e0188657, 2017

˙ A New Method for Functional Evaluation of Motor 
Commands in Patients with Cerebellar Ataxia, Lee J, 
Kagamihara Y, Kakei S, PLoS One, 10 (7), e0132983, 
2015

講演・口頭発表等
˙ ਆ͓ױ࣬ܦΑͼଔதྍ࣏φϏήʔλʔγεςϜͷߏ
ஙʹ͍ͭͯ ཥᏤ ߨ学Պใࢠઐฏ29ిߴഅ܈
ԋձ 20179݄1

˙ Պ学ͱϩϘοτ学ͱͷ༥߹࣌ɿྟচݱݙߩͰ͖
ΔΑ͏ʹཥᏤ౦ܳژ大学ಛผ2015 ٛߨ11݄12

競争的資金等の研究課題
˙ ༧ଌ੍ޚͱϑΟʔυόοΫ੍ޚͷධՁʹڙࢠ͍ͨͮجͷӡಈൃ
ୡφϏήʔλʔγεςϜɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅิॿ
ۚɿج൫ڀݚʢCʣɹʢ2020ʙ2023ʣɹදऀɿཥᏤ

˙ ͷපଶղੳͷऀױଔதͮ͘جʹܥඪ࠲ͷ֮ײ༗ݻ
γεςϜࢉܭ Պ学ڀݚඅิॿۚɿج൫ڀݚ(C) ʢ2020ʙ
2022ʣɹදऀɿᮗ߀ำɹʢڀݚ୲ऀɿཥᏤʣ

˙ ༧ଌ੍ޚͱϑΟʔυόοΫ੍ޚͷධՁʹऀྸߴ͍ͨͮجͷӡ
ಈػφϏήʔλʔγεςϜ ຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅ
ิॿۚɿج൫ڀݚʢCʣʢ2017-2019ʣදऀɿཥᏤ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ۀژ大学大学Ӄ�૯߹ཧ学ڀݚՊ�γεςϜՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ౦ژਆܦՊ学૯߹ڀݚॴ�ӡಈɾ֮ײγεςϜڀݚ�ྲྀಈڀݚһ
����ɹ౦ژҩ学૯߹ڀݚॴ�ӡಈɾ֮ײγεςϜڀݚ�ओ੮ڀݚһ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պڭ�त
ڀݚ
ϦϋϏϦςʔγϣϯՊ学ɾࢱ学ɺج൫ɾࣾ ձՊ学ߴɺ ྸऀͷϔϧεέΞͱҩྍࢧԉ
ώϡʔϚϯΠϯλʔϑΣʔεɾΠϯλϥΫγϣϯɺӡಈ੍ޚධՁγεςϜͷ։ൃ
ॴଐֶڠձ
ຊਆܦՊ学学ձ

制御・システム工学、知覚情報処理、生体医工学、医用システム

ੜମҩܥֶ

ཥ�Ꮴڭ�तത࢜ʢ学ज़ʣ
Jongho Lee

ਤ1.  खटӡಈΛ༻͍ͨఆྔతӡಈ੍ޚධՁ
γεςϜ

ਤ2.  ࢦඪӡಈ՝ʹର͢
Δͷӡಈ੍ޚɿ༧ଌ੍
ޚͱϑΟʔυόοΫ੍ޚ

ਤ3. ऀྸߴʹର͢Δͷӡಈ݈߁ϞχλϦϯάγεςϜ

ͱॿ͔Δɺ͖ͬʹޙ
者ʹର͢ΔϔϧεέΞͱྸߴ
ҩྍࢧԉシεςϜͷ研究։ൃ
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脳の測定とリハビリテーションへの応用

　医学部や医療機関と提携して体が不自由な方の生活を支えるリハビリ
テーション工学技術を開発することを目的にしています。脳には手、足、肩、
胴などをコントロールする場所があり、実際に動かしている時と、同じよう
な動きをイメージしている時では、似たような脳波が発生します。運動の種
類と脳波のパターンの相関データを蓄積し、これをリアルタイムで処理する
方法を開発したことで BMIを脳卒中やジストニア、筋ジストロフィ症など
の患者さんを対象者としたリハビリ機器・コミュニケーション機器を開発す
ることに成功しました。

༰ڀݚ

ブレイン・マシン・インタフェースを使った
リハビリテーション
　現在わが国では多くの人が、脳卒中に起因する脳障害により半身麻痺と
いった運動障害を負っており、効果的なリハビリテーション手法の開発が求
められています。私達は、これまで培った BMI 技術を応用し、脳卒中片麻痺
患者に向けた新しいリハビリテーション手法の開発を行っています。このリ
ハビリテーション手法は、既に多くの脳卒中片麻痺患者に対して実験的に使
用され、大きな成果を上げてきました。BMIは、ニューロフィードバックの一
種としての活用も重要視されています。私たちは、ジストニアの一種である

「書痙」の患者に BMIを適用することで、症状の改善が見られることを明ら
かにしました。書痙は、手や指が書字時にこわばってしまう病症であり、その
原因は脳の神経回路の異常にあると考えられています。脳の興奮性が高まり
すぎてしまう状態を BMIによって患者自身が観察し、調整していくことが
できるようになります。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ήʔϜͳͲͷੜମ৴߸ͷ׆༻
˙ ॏোऀͷͨΊͷҙࢥୡثػͷ։ൃ
˙ ਓؒͷ֮ײੑײͷධՁ

受賞
˙ 20146݄g.tecࣾ Annual BCI research award 2013ϊ
ϛωʔτ

˙ 20149݄ిؾ学ձɹฏ25ిؾ学ձ ɾใɾࢠి
γεςϜ෦大ձاը

論文
˙ Portable rehabilitation system with brain-computer 

interface for inpatients with acute and subacute 
strokeɿ A feasibility study. Assistive Technology. 
Hashimoto Y, Kakui T, Ushiba J, Liu M, Kamada K, 
Ota T. 34(4): 402-410; 2022 Nov 29.

˙ Relief of neuropathic pain after spinal cord injury by 
brain-computer interface training. Spinal Cord Series 
and Cases. Yoshida N, Hashimoto Y, Shikota M, Ota T. 
2, Article number: 16021. 2016 Oct 27

˙ EEG-based classification of imaginary left and right 
foot movements using beta rebound. Hashimoto Y, 
Ushiba J. Clinical neurophysiology. 124(11): 2153-60; 
2013 Nov 1.

書籍等出版物
˙ lBrainʵMachine InterfaceʢBMIʣͷݱঢ়ͱలɼผ
ҩ学ͷ͋ΏΈzɼʢڞஶʣ٢ๆढ़थɼਓޫஉʢฤʣɼڮຊ
ହʢଞ14໊ʣɼҩࣃༀग़൛ɼʢ2014, Janʣ

講演・口頭発表等
˙ ϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλʔϑΣʔεͱϦϋϏϦςʔ
γϣϯɼڮຊହɼ IEICE εϚʔτΠϯϑΥϝσΟΞγε
ςϜڀݚձɼւಓ۴࿏ࢢɼ20166݄

競争的資金等の研究課題
˙ ϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣʔεٕज़ΛԠ༻ͨ͠ᄿ
֮ධՁํ๏ͷ։ൃɼຊ学ज़ৼڵձɼઓత๖ժڀݚɼ
2015ʙ2017

˙ ϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣʔεΛͨͬϕοταΠ
υଔதϦϋϏϦγεςϜͷ։ൃɼຊ学ज़ৼڵձɺए
खڀݚɺ2018ʙ2020

˙ ϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣʔεܕϕοταΠυԼࢶ
ӡಈ܇࿅γεςϜͷྟচԠ༻ɼຊ学ज़ৼڵձɺج൫ݚ
ʢCʣɼ2021ʙ2023ڀ

学ʣʢ࢜तതڭ�ຊ�ହڮ
Yasunari Hashimoto

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹܚጯٛक़大学大学Ӄཧ学ڀݚՊૅجཧ学ઐظޙ߈ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۀݟ大学学෦�ిࢠిؾ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学อ݈ҩྍ学෦ྟচ学Պڭ�त
ڀݚ
ਓؒҩ学ɾਓؒใ学ɾՊ学
ॴଐֶڠձ
ถਆܦՊ学学ձɺຊྟচਆܦੜཧ学ձɺόΠΦϝΧχζϜ学ձձһ

脳波、筋電図、ブレイン・コンピュータ・インタフェース、
ブレイン・マシン・インタフェース

Λͨͬ৽͍͠ϦϋϏϦثػΛ
ͯ͠ࢦ

ͰಈかすϒϨΠϯɾϚγϯɾΠϯλϑΣʔ
εのϦϋϏϦςʔγϣϯԠ༻

ਤ . ମͷಈ͖ΛΠϝʔδͨ࣌͠ͷύλʔϯ
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在宅・ベッドサイド・携帯型医用（健康）モニタの研究開発

　在宅・ベッドサイド・医用（健康）モニタの研究開発を行っており、特に近年
の半導体技術の進歩により可能となってきた小型携帯化を目指した生体計
測機器の研究開発を行っています。従来、医用モニタである血圧計やパルス
オキシメータ（動脈血中酸素飽和度計）などは経験的・実験的に測定値が校正
されていましたが、新たな計測原理の提案により「理論的」・実験的に計測可
能となることを示しました（理論と実験の誤差：2-3 ％以内）。また、光学的な
手法を用いて非侵襲的に血中（多）成分を計測する手法の開発を進めており、
現在までに静脈血中酸素飽和度（酸素代謝モニタ）、ヘモグロビン濃度（貧血
モニタ）、水分（脱水モニタ）などの計測が可能となることを示しました。現
在、血糖値・ヘモグロビン A1c（糖尿病モニタ）や、脳・心筋梗塞に関連する血
栓症の指標となるモニタの開発を進めています。

༰ڀݚ

光を用いた医用（健康）モニタの研究開発

　光を用いた非侵襲血中（多）成分モニタの研究開発を進めています。経験
的・実験的に血中成分を計測するのではなく、「理論的」・実験的に成立する手
法の開発を進めており、強散乱体である生体組織内の光伝搬（散乱）過程の定
量化（図 1）、さらには多数の血球成分を含む血液の光学特性（物性値）の定量
化を多体系の理論（古典的密度汎関数法など）により進めています（理論と実
験の誤差：2-3 ％以内）。また、計測装置として小型の多波長光計測装置の研究
開発も進めています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ޫ学త݂ӷଟϞχλɺҩ༻ʢ݈߁ʣϞχλʢ݂ѹɾ
৺ഥग़ྔɾ৺ഥɾٵݺɾମԹͳͲʣɺͦͷଞࢱɾհػޢ
ωοτϫʔΫͷఆྔԽʢϛΫϩʵϚΫϩ࿈ؔɺࡶ։ൃɺෳث
ଟମܥͷੑɺࡉ๔ؒ૬࡞ޓ༻ɺࣾ ձݱɺ׆ࡁܦಈͳͲʣ

受賞
˙ ฏ19ຊੜମҩ学ձจɾࡔຊʢ2008ʣ
˙ 2022ຊੜମҩ学ձڀݚྭɾѨ෦ʢ2022ʣ

論文
˙ ѹʵ༰ੵۂઢมۂʹணͨ͠༰ੵৼಈܕऩॖظɾ֦ு
ɼ松ଜ݈ଠɼ߂ӽ݈ࢁѹܾఆ๏ͷఏҊɼխಓɼ݂ظ
ాதࢤ৴ɼ小ॆ༸ɼຊҪհɼࢁӽݑҰɼੜମҩ学ɼ
49ʢ6ʣɼ968-976ɼ2011

˙ Development of a Core Body Thermometer Applicable 
for High-Temperature Environment Based on the 
=ero�+eat�)lu[ 0ethod� Lu� +�� ArataNe� 6�� 1aito� +�� 
Nogawa, M., Nemoto, T., Togawa, T., & Tanaka, S. 
Sensors, 23(4), 1970, 2023

˙ ίϩΠυཻܥࢠʹ͓͚Δݹయతີ൚ؔ๏Λ༻͍݂ͨ
ӷͷޫࢄཚಛੑͷಋग़ɼխಓɼాதࢤ৴ɼܭଌࣗಈ
学ձจूɼ54ʢ4ʣɼ458-466ɼ2018ޚ੍

書籍等出版物
˙ ઙلɼాؠՂ༤ɼ大ݩɼञҪɼࡔຊೋߴɼ ୡɼ
ాதໜ༤ɼխಓɼݹຊୡ໌ɼถࢁɼ3ݩ࣍CADɾ
CAEɾCAMΛ׆༻ͨ͠తͳػցઃܭɼۀץ৽ฉ
ࣾɼ2009

講演・口頭発表等
˙ M. Nogawa, S. Tanaka,Y. Yamakoshi, Development of 

an optical arterial hematocrit measurement method; 
pulse hematometry, Proceedings of the 2005 IEEE 
Engineering in Medicine and Biology 27th Annual 
Conference 2005, 2634-2636

˙ M. Nogawa,T. Yamakoshi, A. Ikarashi, S. Tanaka, 
K. Yamakoshi,  Assessment of Slowbreathing 
Relaxation Technique in Acute Stressful Tasks 
Using a Multipurpose Non-invasive Beat-by-Beat 
Cardiovascular Monitoring System, Proceedings of 
the 29th Annual Conference of the IEEE Engineering 
in Medicine and Biology Society 2007, 5323-5325

競争的資金等の研究課題
ʢBʣ୲ڀݚ൫ج 2018-2021 ˙ දɿాதࢤ৴ɼۙ֎
ଟLEDΛ༻͍ͨࢼༀϨεಁੳӷഇӷଟ࿈ଓϞχ
λγεςϜͷ։ൃ

นతମ৺෦੩຺݂ڳܦʢCʣදɼڀݚ൫ج 2017-2019 ˙
ଌγεςϜܭૉँࢎଌʹΑΔඇ৵ऻશܭૉࢎ
ͷ։ൃ

ʢCʣදɼۙ֎ޫʹΑΔඇ৵ऻڀݚ൫ج 2012-2014 ˙
తٶࢠػࣇஅγεςϜͷྟচධՁ

�խಓ�।ڭतम࢜ʢ学ʣ
Masamichi Nogawa

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹܗࢁ大学大学Ӄ�学ڀݚՊ�ത࢜લظ՝ఔ�मྃ
����ɹܗࢁ大学�学෦�ॿख
����ɹۚ大学�学෦�ॿख
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ੜମҩ学
ॴଐֶڠձ
ຊੜମҩ学ձɺܭଌࣗಈ੍ޚ学ձ

健
康
増
進
の
た
め
の
技
術・研
究
開
発

生体計測、福祉・介護機器、治療機器

ੜମҩܥֶ

ਤ1. ඇ৵ऻੜମޫܭଌͷͨΊͷ৫3ޫݩ࣍ൖ༗ݶཁૉղੳྫ
ɹɹɹ ෦ϝογϡࢦɿࠨ
ɹɹɹӈɿࣔ ࢠཚʣͷ༷ࢄরࣹʹΑΔ৫ޫൖʢݯઑ෦ͷޫࢦ
ɹɹɹɹʀٵऩʵࢄཚൺɿ1/100

⎧
｜
｜
｜
⎩

⎧
｜
｜
｜
⎩
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医工学的開発技術に基づく先天性心疾患の血行動態解明と
人工臓器開発
　重篤な心臓病患者のために人工心臓治療が広く行われるようになった一
方で、小児先天性心疾患治療のための人工臓器の社会的ニーズが拡大し、小
児用の新たな循環補助デバイスが必要とされている。そこで我々は、形状記
憶合金を用いた人工筋肉アクチュエータ技術を応用することで、超小型軽量
を実現できる小児用の肺循環補助システムの研究を進めている。先天性心疾
患の複雑な血行動態の解明を進めるとともに、体内植込可能な生体親和性高
いデバイスの研究開発を行っている。これまでにない画期的なデバイスの実
現により、心不全を合併したフォンタン手術後の患児に対して、心移植に代
わりうる新しい医療の道を提供するものであり、単心室フォンタン手術後を
有する小児患児の生命予後や Quality of lifeを大きく改善しうる画期的な人
工臓器の実現に貢献できる可能性がある。

༰ڀݚ

血行動態シミュレータの構築による、新しい循環補助デバイ
ス開発研究と末梢脈波計測システム
フォンタン手術は、先天性心疾患の外科的治療のひとつであり、上下大静

脈を肺動脈に直接つなぐことで、肺の血流をたもつ治療方法である。術後は
フォンタン循環という特殊な血液循環となり、その血行動態は完全には明
らかではない。そこで、フォンタン循環の血行動態解明のために循環シミュ
レータを開発し、フォンタン循環の新たな治療デバイスを目指して循環補助
デバイスの開発を進めている。
また、これまでの人工臓器開発における計測技術や血行動態シミュレータ
の開発基盤を活用して、末梢循環モデルの解析データに基づく定量的脈波計
測手法に関する研究を
行っている。漢方医学に
おいて重要な脈診とい
う診察方法は、これまで
術者の主観や経験に依
存し、客観性や定量性に
乏しいことが課題であ
るが、本研究により誰で
も簡単に脈診を定量的
に評価することが可能
なシステムを提供でき
る。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ਓےΞΫνϡΤʔλΛ༻͍ͨ॥ิॿஔ
˙ ө૾຺ʹΑΔඇ৮ੜମใղੳ
˙ ຺ͷఆྔஅͷͨΊͷ຺ղੳٕज़

受賞
˙ 20156݄, IFMBE, Asian Pacific Working Group

Asia Pacifi c Research 1etworNing )ellowship

論文
˙ ಈʹΑΔ݂ۦൽతܦഥಈϙϯϓͷܕࠐશຒࣜ߹݁ؾ࣓
তതɼനੴହ೭ɼӬ༑߳ɼాࢁ݈ɼߴಈଶධՁɼߦ
Ոஐ೭ɼϥΠϑαϙʔτɼ34ʢ3ʣɿ90-95ɼ2022ࢁ

˙ Development of muscle connection components for 
implantable power generation system, Genta Sahara, 
Akihiro Yamada, Yusuke Inoue, Yasuyuki Shiraishi, 
Wataru Hijikata, Aoi Fukaya, Tomoyuki Yambe, Annual 
International Conference of the IEEE Engineering in 
Medicine and Biology Society. 7206-7210, 2021

˙ Preliminary Study of an Objective Evaluation Method 
for Pulse Diagnosis using Radial Artery Pulse 
Measurement Device, Akihiro Yamada, Yusuke Inoue, 
Yasuyuki Shiraishi, Takashi Seki, Tomoyuki Yambe, 
Advanced Biomedical Engineering, 10:113-122, 2021

˙ Development and accuracy evaluation of a degree of 
occlusion visualization system for roller pumps used 
in cardiopulmonary bypass, Aoi Fukaya, Yasuyuki 
Shiraishi, Yusuke Inoue, Akihiko Yamada, Genta 
Sahara, Takemi Kudo, Yasuhiro Aizawa, Tomoyuki 
<amEe� -ournal of Artifi cial Organs� ������������ ����

˙ Development of thermodynamic control system for 
the Fontan circulation assist device by using shape 
memory alloy fibers, Akihiro Yamada, Yasuyuki 
Shiraishi, Hidekazu Miura, Mohamed Omran Hashem, 
Yusuke Tsuboko, Tomoyuki Yambe, Journal of 
Artifi cial Organs� �������������� ����

書籍等出版物
˙ʢڞஶʣϞσϧಈͷ࡞ͱར༻ʵ॥2021ױ࣬ث ʻ্
ಙɺΤϧɾΞΠɾγʔɺʢʮୈ1ষٱʼɺฤɿງר ৺ං
大ɾ৺ےোɾ৺ෆશɺୈ16અ ϠΪɿFontan॥Ϟσ
ϧʯP.149-153Λࣥචʣɺ2021.9

競争的資金等の研究課題
˙ ϋΠϒϦουߴཧߏػͷߏஙʹΑΓମຒܕࠐ小
අิॿۚʢएखݚԽ͢ΔɺՊݱ۩ഏ॥ิॿஔΛ༺ࣇ
ʣɺ2019ʙ2021ڀݚ

˙ ᒷ຺ࠎͷఆྔతղੳσʔλʹ຺ͮ͘جγϛϡϨʔλ
ͷ։ൃɺຊํҩ学ڭҭৼஂࡒڵʢํҩ学ڭҭڀݚ
ॿۚʣɺ2022ʙ2024

社会貢献活動
˙ ຊਓثଁ学ձɹධٞһʢ2017ʵࡏݱʣ
˙ ຊੜମҩ学ձࡍࠃҕһձࣄװʢ2018ʵࡏݱʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦大学大学Ӄɹҩ学ڀݚՊɹҩ学ઐ߈ɹത࢜՝ఔظޙɹमྃ
����ɹຊ学ज़ৼڵձɹಛผڀݚһɹ1%
����ɹ౦大学ɹՃྸҩ学ڀݚॴɹඇྟচݧࢼਪਐηϯλʔɹॿڭ
����ɹ公立小松大学大学ӃɹαεςΟφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊɹ।ڭत
ڀݚ
ਓثଁҩ学ɺੜମܭଌ学ɺ৺ଁ݂֎Պ学ɺ॥ܥղੳɺ学ɺϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯε
ॴଐֶڠձ
ຊਓثଁ学ձɺຊੜମҩ学ձɺຊγϛϡϨʔγϣϯ学ձɺ*&&&�&OHJOFFSJOH�JO�.FEJDJOF�
BOE�#JPMPHZ�4PDJFUZʢ&.#4ʣ

先
天
性
心
疾
患
治
療
を
目
指
す

未
来
の
人
工
臓
器
研
究

先天性心疾患、フォンタン循環、生体計測工学、心臓血管外科学

ਓثଁҩֶ

学ʣʢҩ࢜तതڭ�তത�।ాࢁ
Akihiro Yamada

ਤ2. ੜମ৴߸ॲཧٕज़ΛԠ༻຺ͨ͠ܭଌγεςϜ

ਤ1.  ϑΥϯλϯ॥ิॿσόΠεͷ֓೦ਤͱσόΠεۦಈ࣌ͷ݂
ಈଶมԽߦ
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人工透析についての安全性の検証

　人工透析の技術は透析器・治療装置および関連技術の進歩に伴い、腎臓の
代替治療としてだけではなく幅広い医療分野に関与するようになった。背景
には多種多様な中空糸用素材の開発と、素材開発の技術進歩に伴い、特定の
病因物質除去が可能な治療技術の確立がある。一方、膜素材の多くは合成高
分子材質であり、製造過程で親水化剤、開孔剤などの添加物が加えられてお
り、短期的な安全性だけではなく、長期使用における人体への影響の検証も
重要な課題となっている。

༰ڀݚ

人工透析用膜素材からの溶出物の解析

　維持透析や救急領域で使用される人工透析用膜材質は基本的には共通で
あり、代表的な膜材質として polysulfone（PS）が臨床現場で頻用されている。
PSには親水、開孔剤として Polyvinylpyrrolidone（PVP）が使用されており、
同物質の人体への影響が懸念される。研究では膜材質からの溶出物動態の特
徴を、臨床治療条件を再現した in-vitro実験により検証している。得られた知
見から臨床治療における安全で効果的な治療条件を検討し、安全性の高い膜
素材の開発と新たな治療法の考案に繋げる基礎研究を目指している。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ਓಁੳɹҩྍ҆શɹບૉ͔ࡐΒͷ༹ग़ղੳ

論文
˙ Safety and heat retention of arm warmers made of 

serpentine-containing fibers Yoshinori Sato, Jun 
Hirayama, Sugimoto Naotoshi Journal of wellness and 
health care 42(2) 9-14 20242݄

˙ Data on the in vitro elution of substances from three 
types of polysulfone membrane dialyzers as well as 
a non-polysulfone cellulose triacetate membrane 
dialyzer evaluated using ultraviolet absorption.
Yoshinori Sato,et al.Data Brief In press 2021

˙ Influences of the priming procedure and saline 
circulation conditions on polyvinylpyrrolidone in vitro 
elution from polysulfone membrane dialyzers.Yoshinori 
Sato,et al.Biochem. Biophys. Res in press 2021

˙ PSບಁੳثFXͷΠϯϥΠϯৠؾ໓ەʹΑΔ༹ग़ચড়ޮ
Ռɼງ༐ਓɺງ༞وɺງ͔͓Γɺ大ࢤߐอɺᖒਅ༝ඒɺ
ҩ.༝ڮഢɺଜ༤ೋɺੴٓ౻ࠤҮɺ౻ࡈ߳ɺ໌ాࢁ
25ʢ1ʣ22-29ʢ2013ʣࢽؔػྍ࣏学

˙ MicrogradientߏΛͭ࣋Cellulose triacetateບಁੳثͷ
ྟচධՁɽࠤ౻ٓഢɺ小ؠจɺळᖒஉɽՎಁࢁੳ
ɼ7-10ʢ2004ʣࢽձձڀݚ

˙ ݂ӷಁੳʹ͓͚Δ݂ӷݻڽ/݂小൘ػੳஔιϊΫ
ϩοτͷ༗༻ੑʹ͍ͭͯͷݕ౼ɼࠤ౻ٓഢɺྛՅਔɺଠ
ాߴɺ小ྛྗɺࢠɺҥּ͑Γݦߒɺ大ੴཽɺॹํܙઍޑ
ࢠɼਛͱಁੳผ191-186ʢ2002ʣ

書籍等出版物
˙ ಁੳέΞϚχϡΞϧɼฤूҥּ͑Γࢠɼরྛࣾʢ2002ʣ

講演・口頭発表等
˙ Polysulfoneບಁੳ͔ثΒͷPolyvinylpyrrolidoneͷ༹ग़
ಈଶͷূݕɼࠤ౻ٓഢɺງ༐ਓɺਂᖒ৳࣊ɼୈ84ճ
ຊ݈߁学ձʢ2019ʣ

˙ ਓਛଁͷݱঢ়ͱ҆શੑʹ͍ͭͯʙਓਛଁບ͔࣭ࡐΒͷ
༹ग़ͷূݕʙࠤɼ ౻ٓഢɼຊΦϖϨʔγϣϯζɾϦαʔ
ν学ձʮཧతൃͱͦͷ࣮ફʯୈ14ճूڀݚձʢ2017ʣ

˙ Hayato Horiuchi, Yoshinori Sato. The Cleaning Effect of 
In-line Steam Sterilization on Possible Substance Elution 
from the Polysulfone Membrane Dialyzer FX CorDiax, 
15th International Symposium on Biopolymers 2016

˙ ݂ӷಁੳͱ݂ӷড়Խྍ๏ͷੈքʙಁੳٕज़ͷྺ࢙ͱਐԽ
͠ଓ͚Δ݂ӷড়Խྍ๏ͷݱঢ়ʹ͍ͭͯʙɼࠤ౻ٓഢɼ大
学ίϯιʔγΞϜੴʢ2014ʣ

競争的資金等の研究課題
˙ ಁੳثͷບૉࡐʹͨ҆͠શੑͷಁ͍ߴੳྍ࣏๏ͷ֬
立ͷͨΊͷج൫ڀݚ ຊ学ज़ৼڵձ Պ学ڀݚඅ ݚ൫ج
20224݄ - 20253݄ (C)ڀ

˙ ಁੳ༻݂ӷճ࿏͔࣭ࡐΒͷՄ઼༹ࡎग़ʹΑΔ҆શੑͷݕ
౼ɼಠ立ߦ๏ਓ࣭ɾࡐྉߏػڀݚɼ2014ڀݚઃඋ
ͷߦࢼతར༻՝ʢ公ืʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹত大学ԣࢢ෦පӃɹ.&ηϯλʔ
����ɹ小松ظ大学�ྟচ学εςʔδ�।ڭत
����ɹभอ݈ࢱ大学大学Ӄ�อ݈Պ学ڀݚՊ�म࢜՝ఔमྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ�।ڭत
ڀݚ
݂ӷড়Խ学ɼҩྍ҆શɼੜମࡐྉ
ॴଐֶڠձ
ຊྟচ学ٕ࢜ձɺຊ݈߁学ձɺຊҩ学ྍ࣏学ձ

臨
床
工
学
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域
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究
の
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に
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安
全
へ
の
貢
献

人工透析、血液浄化、医療安全、透析用膜素材

ʢอ݈Պ学ʣ࢜तमڭഢ�।ٓ�౻ࠤ
Yoshinori Sato

ਤ1ɽin-vitro࣮ݧਤ

ਤ2ɽਓಁੳ༻ບ͔࣭ࡐΒͷ༹ग़ղੳ
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健康管理のための光計測手法・デバイスの開発

エンドユーザーの使いやすさを重視した健康管理を実現するため、生体由
来成分の光計測手法・デバイスの開発に取り組んでいます。人体から排泄さ
れる尿や汗には数多くの成分が含まれており、その濃度は体内の状態をよく
反映しています。これまで尿成分の濃度推定に取り組み、近赤外領域の数波
長のスペクトルに対して統計学的処理を行うことで、複数の有機・無機成分
濃度を試薬レスで推定可能であることを明らかにしました。現在では、脱水
症予防のための電解質及び水分摂取量管理を目指した汗中ナトリウムやカ
リウムの濃度計測デバイスの開発に取り組んでいます。また、透析治療の効
果をリアルタイムで評価することを目指して透析液廃液に含まれる尿素濃
度推定手法の検討も進めています。

༰ڀݚ

汗を対象とした光学的成分濃度推定

　汗を計測する製品は「発汗量」を対象としたものが主体で、「成分」をリアル
タイムで連続的に計測する製品は存在しません。そこで本研究室では、暑熱
環境下での脱水症予防やスポーツ選手のパフォーマンス管理のため、汗成分
濃度計測用の光学的ウェアラブルデバイスの開発を目指した基礎的検討を
行っています。現在は塩化ナトリウム及びリン酸水素二カリウム水溶液や市
販の人工汗液を試料として、図 1の FT-IR 型分光器を用いたナトリウムやカ
リウムの濃度推定に取り組むと共に、システム小型化の検討ため、図 2のよ
うな超小型センサを用いた濃度推定も進めています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ༹ӷதଟͷޫ学తఆྔϞχλϦϯά

受賞
˙ 2016݄̏ɹ公ӹࣾஂ๏ਓܭଌࣗಈ੍ޚ学ձࢧ෦༏
ल学ੜ

˙ 2020݄̏ɹۚ大学大学ӃࣗવՊ学ڀݚՊ

論文
˙ lDevelopment of a Rigidity Tunable Flexible Joint 

Using Magneto-Rheological Compounds� Toward 
a Multijoint Manipulator for Laparoscopic Surgeryz, 
Kitano S, Komatsuzaki T, Suzuki I, Nogawa M, Naito H, 
Tanaka S, Frontiers in Robotics and AI, 7(59), 2020.

˙ lNIR spectroscopic determination of urine components 
in spot urine: preliminary investigation towards optical 
point-of-care testz, Suzuki I, Ogawa M, Seino K, 
Nogawa M, Naito H, Yamakoshi K, Tanaka S, Medical & 

Biological Engineering & Computing, 58(1), 67-74, 2020.
˙ lReagentless est imation of urea and creatinine 

concentrations using near-infrared spectroscopy for spot 
urine test of urea-to-creatinine ratioz, Suzuki I, Ogawa M, 
Seino K, Nogawa M, Naito H, Yamakoshi K, Tanaka S, 
Advanced Biomedical Engineering, 7, 72-81, 2018.

書籍等出版物
˙ lUse of biosignal measurements for circadian clock 

evaluationz, Kawashima R, Suzuki I, Watanabe K, 
Fukuda T, Nogawa M, Hirayama J, Advances in Health 

and Disease. (Edited by Lowell T. Duncan) Nova 
Science Publishers. In press.

講演・口頭発表等
˙ lSimulated Analysis Assuming a Near-Infrared LED 

Light Source for Monitoring Components in Waste 
Dialysatez, Hatanaka Y, Suzuki I, Sanai K, Nogawa 
M, Nishikawa Y, Naito H, Ikarashi A, Ogawa M, 
Yamakoshi K, Tanaka S, 44th Annual International 
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and 
Biology Society (Scotland, UK), July 2022.

˙ lNear-Infrared Spectroscopic Estimation of Urea 
Concentration for Determining Appropriate Duration 
of Hemodialysis Treatmentz, Suzuki I, Hatanaka Y, 
Tsuruda T, Nogawa M, Naito H, Ikarashi A, Ogawa 
M, Yamakoshi K, Tanaka S, 43rd Annual International 
Conference of the IEEE Engineering in Medicine and 
Biology Society (Online), Nov. 2021

競争的資金等の研究課題
˙ ޫ学ࣜதΠΦϯೱਪఆγεςϜͷ։ൃʵΣΞϥ
ϒϧԽͷͨΊͷݕૅج౼ʵɺՊ学ڀݚඅʢएखڀݚʣɺ
2021-2024

ླ�Үే�ॿڭത࢜ʢ学ʣ
Ikuto Suzuki

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�ࣗવՊ学ڀݚՊػ�ցՊ学ઐ߈�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ公立小松大学�อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ�ॿڭ
ڀݚ
ਓؒҩ学
ॴଐֶڠձ
*&&&�&.#4ɺຊੜମҩ学ձɺޢཧ学ձɺܭଌࣗಈ੍ޚ学ձ
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ਤ1 FT-IRܕޫثΛܭͨ͠༺ଌγεςϜ ਤ̎ɹ小ۙܕ֎ޫηϯα

ੜମҩֶ
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言語を地域、階層、年齢、民族、性別との関係で
観察すると興味深い実態が見えてくる
　一口に言語と言っても、地域や年齢が異なればその実態は異なります。例
えば小倉から新幹線に乗車して関西に来るまでに「～をしてはイケナイ」
は実際、様々な変異形を耳にすることができます（イケン、オエン、アカン
など）。またオーストラリアでは英国や米国と異なり、barbecueのことを
barbie, poker machineのことをpokieと言います（-ieは指小辞）。ちなみにマ
クドナルドもマッキーと呼びます。このような地理的な差異を年齢や性別や
民族といった社会的属性と絡めて研究しています。主なフィールドは日本、
オーストラリア、パプアニューギニア、ナウル共和国、ノーフォーク諸島で
す。

༰ڀݚ

言語間接触および名詞句階層理論の研究

　豪州クイーンズランドの砂糖黍農園で成立したピジン英語は、オーストラ
リア英語とメラネシアの諸言語が接触して誕生しました。この言語では例え
ば英語の I ask you.はMi askim yu.となります。miもaskもyuも英語から語
彙を借りてきていますが、他動詞を表わす接尾辞 -imのようなはたらきは英
語にはありません。この要素はメラネシアの在来の言語では一般的です。ま
たピジン英語では複数を表示するのに olという形態を名詞とともに使って
表しますが、この olと共起する名詞はいわゆる名詞句階層上の高いところに
あるものと相性が良いことがわかってきました。これは自然言語と何ら変わ
りはありません。この研究は、ことばはなぜ変化するのか、ことばの獲得はど
のようになされるのか、ことばはどのようにして誕生するのか、といった諸
問題の解決に寄与する方向性を持ちます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ӳݍޠͷւ֎ग़ுͱจԽཧղ

論文
˙ Ӆޠͱϐδϯޠͷൃୡաఔʹؔ͢ΔߟɼԬଜపɼLLO

15: 34-55, The Japanese Association of Linguistics in 
Oceania, 2023

˙ φϧڞࠃͷϐδϯӳޠͷอ࣋ʹ͔͔ΘΔॾɼԬ
ଜపɼh ΦʔετϥϦΞɾΞδΞلڀݚཁ 6ɦɿ1-21ɼΦʔ
ετϥϦΞɾΞδΞڀݚॴɼ2022

˙ Relations between the 67th Garrison of the Japanese 
Imperial Navy and Nauruan Women during the  
Second World War, Okamura, T, People and Culture 

in Oceania, 37: 31-49, The Japanese Society for 
Oceanic Studies, 2021

˙ Preserving the Nauruan language and Pidgin English 
in Nauru, (Eds.) Okamura, T. & M. Kai, The Indigenous 

Language Acquisition, Maintenance, and Loss and 

Current Language Policies, pp. 103-123, IGI Global, 
US, 2020

書籍等出版物
˙ʰγϦʔζҬڀݚͷ͢͢Ί Α͏ͦ͜ΦηΞχΞੈքʱ
ੴ大ɾַ࡚ࠇ大ʢฤʣɼ୲ࣥචɼতಊɼ2023

˙ The Indigenous Language Acquisition, Maintenance, and 

Loss and Current Language Policies, Okamura, T. & M. 
Kai, IGI Global, 2020

˙ʰΦηΞχΞͷޠݴతੈքʱԬଜప/ϠϥϖΞɼA.ʢฤʣɼ
ਫࣾɼ2013ܢ

˙ Language in Papua New Guinea, (Ed.) Okamura, Toru., 
Hituzi Syobo Publishing, 2007

˙ʰΦηΞχΞͷ͜ͱɾྺ࢙ʱԬଜపɼܢਫࣾɼ2006
˙ʰ͡ΊͯͷϐδϯޠɿύϓΞχϡʔΪχΞͷ͜ͱʱԬ
ଜపɼࡾमࣾɼ2005

講演・口頭発表等
˙ʮτΫɾϐγϯͷ݅અΛಋ͘saposΛΊ͙ͬͯʯԬଜపɼ
ୈ41ճຊΦηΞχΞ学ձڀݚ大ձɼ2024. 03. 24

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼʮφϧڞ͓ࠃΑͼ
߽भϒϦζϕϯʹ͓͚Δޠݴ৮ɾޠݴอ࣋ͷڀݚʢ1ʣʯ
දऀԬଜపɼ2020-2022ڀݚ

˙ Պ学ڀݚඅิॿۚʢج൫ڀݚCʣɼʮφϧڞ͓ࠃΑͼ
߽भϒϦζϕϯʹ͓͚Δޠݴ৮ɾޠݴอ࣋ͷڀݚʢ2ʣʯ
දऀԬଜపɼ2023-2025ڀݚ

社会貢献活動
˙ʮੈքͷࢢΛา͘ʯ࠲ߨʢୈ2ʣɿʮ߽भΞʔϛσʔ
ϧࢢͷັྗɿετʔϒͱͱʹʯʢ͜·ͭࢢຽ大学ɼ
2024. 07. 20ʣ

Ԭଜ�ప�学෦�݉άϩʔΧϧจԽ学ઐ߈ɾڭतത࢜ʢൺֱࣾձจԽʣ
Toru Okamura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ߽χϡʔΠϯάϥϯυ大学ޠݴ�จԽ学෦�٬һڀݚһ
����ɹभ大学大学Ӄ�ൺֱࣾձจԽ学�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹఇ௩ࢁ学Ӄ大学�ϦϕϥϧΞʔπ学෦ڭ�त
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
ڀݚ
ӳޠ学ɺޠݴ学ɺࣾ ձޠݴ学
ॴଐֶڠձ
ຊޠݴ学ձɺຊΞδΞӳޠ学ձɺΦʔετϥϦΞ学ձɺຊΦηΞχΞ学ձɺ
ΦηΞχΞڀݚޠݴձ

英語社会言語学、英語の多様性と国際化、言語接触

ͰΛࣾձͱͷؔޠݴ
ଊ͑Δ研究

ࣾձֶޠݴ

ਤ1. ύϓΞχϡʔΪχΞͷϑΟϚଜͰͷݱௐࠪ
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観光地で生産され消費される文化イメージ

　「文化人類学」の授業で、私は文化というものを自分たちの「あたりまえ」と
して学生に語っている。「あたりまえ」が違うからカルチャーショックが起こ
るわけである。ところが、高度に観光化が進んだ場所では、その場所にとって

「あたりまえ」のはずの文化が、観光客を送り込んでくる側の人々によって、
一方的に操作され、勝手に語られるということが日常的に起こってきた。だ
が、最近では地元社会がこれに対して異議申し立てを行う形で、自律的に観
光に関与するようになってきた。こうした地域住民による持続可能な観光の
あり方の模索は、21世紀の観光研究の主要なテーマといえる。

༰ڀݚ

世界遺産チチェン・イツァと
その周辺の地域社会を中心として
　「マヤ文明」というとどんなイメージを
お持ちだろうか ?　実は考古学や文化人
類学の研究の進展が新たな知見を提供し
ている一方で、相変わらず「謎」や「神秘」
という言葉で語られるようなイメージが
つきまとっているのが「マヤ文明」なのだ

（写真 1）。こうしたイメージは主に観光
客となる外部の人間、あるいは観光地と
の間を仲介するメディアや観光業界の側
で一方的に作られる（写真2）。その結果、当該文化の担い手である地域住民は
観光の現場で「蚊帳の外」に置かれることになってきた（写真3）。
　私の研究は、そうした状況下での文化イメージが日常的にいかに作られ、
またどのように売買されているのかを考察し、それに学術的な情報が適正に
反映され、また文化の担い手である地域住民がちゃんと関わっていけるよう
な適切な方向性を見いだしていこうとするものであり、身近な地域創生の問
題ともリンクする。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ੈքҨ࢈ɺϥςϯΞϝϦΧจԽɺϚϠจ໌ʹؔ͢Δߨԋɺ
ϨΫνϟʔ

˙ ੈքҨݕ࢈ఆडݕʹؔ͢ΔΞυόΠε
˙ จԽࡒͱ·ͪͮ͘Γʹؔ͢ΔΞυόΠεɺetc.

論文
˙ ννΣϯɾΠπΝʯ- ަ伹͢Δεࢢݹͱͯ͠ͷʮݯࢿ
ςʔΫϗϧμʔͦΕͧΕͷࢥͱݩ࿐ళɼḏ୩ໜथɼ
ΞϝϦΧɼୈ18 ߸ɼpp.117-130ɼ2015ݹ

˙ lUna perspectiva sobre el problema de la invasión ilegal 
de los vendedores locales en la Zona Arqueológica 
de Chichén Itzá, Yucatán, Méxicoz, Seiichi Nakamura, 
Takuro Adachi and Masahiro Ogawa eds., Japanese 
Contributions to the Studies of Mesoamerican Civilizations: 
The 40th Anniversary of La Entrada Archaeological Project
ʢStudies in Ancient Civilizations vol. 1ʣ, Institute for the 
Study of Ancient Civilizations and Cultural Resources, 
Kanazawa University, 2023

書籍等出版物
˙ʰϥςϯΞϝϦΧจԽࣄయʱϥςϯΞϝϦΧจԽࣄయฤू
ҕһձฤɺؙળग़൛ɺ2021ɻ

˙ʮννΣϯɾΠπΝͷޫ؍ৼڵͱظԽ͢Δݩ࿐ళͷ
ෆ๏৵ೖʯh ΞϝϦΧͷൺֱจ໌ - ϝιΞϝϦݹ
ΧͱΞϯσεͷա͔ڈΒݱ·Ͱʱ੨ࢁɺถԆɺञҪɺ
ླฤɺpp.317-328ɺژ大学学ज़ग़൛ձɺ2019ɻ

˙ʮଟ༷ͳπʔϦζϜ ϚεπʔϦζϜ͔Βʮ৽͍͠ޫ؍ʯ·
ͰʯੴҪٱੜɺӜ෦ߒ೭ฤɺh ੈքࢽγϦʔζ10ɹத෦
ΞϝϦΧ ɺɦpp.121-132ɺேॻళɺ2018ɻ

˙ʮΓ͔ΕΔ͖ࣗવɺแΈࠐΉʮࣗવʯ- ΧϯΫϯɾ
ϗςϧκʔϯͷҨ公ԂͷํͤݟΛ८ͬͯʯɺఱཧ大学Ξ
ϝϦΧε学ձฤɺh ΞϝϦΧͷ·ͳ͟͠ - ࠶ຐज़Խ͞ΕΔ
ޫ؍ ɺɦpp.232-251ɺఱཧ大学ग़൛෦ɺ2014ɻ

講演・口頭発表等
˙ ϚεπʔϦζϜঢ়گԼͷจԽҨ࢈ͱࣗવ - ϝΩγΧϯΧ
Ϧϒ෦ͷҨ公Ԃͷ͔ྫࣄΒɼḏ୩ໜथɼୈ18ճࡍࠃ
ϥςϯΞϝϦΧɾΧϦϒڀݚձٞ  20177݄27

˙ ੈքҨ࢈ννΣϯɾΠπΝͷޫ؍Πϝʔδɿܧଓ͢Δ
࿐ళͷෆ๏৵ೖͱҨΠϝʔδͷదͳίϯτϩʔݩ
ϧʹ͍ͭͯɼḏ୩ໜथɼୈ1ճࡍࠃϝιΞϝϦΧχετձ
ٞ  201610݄30

競争的資金等の研究課題
˙ ඃऀ͕ੜΜͩݱϝΩγίͱͦͷيɿྺ࢙తݯࢿ
ͷ௨࣌తڀݚʹΑΔ৽ͨͳྺ૾࢙ɹຊ学ज़ৼڵձɿՊ
学ڀݚඅิॿۚɿج൫ڀݚʢBʣʢҰൠʣ 2022ʵ2025

˙ʮࣗવʯ͕จԽݯࢿԽ͞ΕΔϚεπʔϦζϜతঢ়گͷޫ؍
ਓྨ学తڀݚɹຊ学ज़ৼڵձɿ学ज़ڀݚॿۚجॿ
ۚʢج൫ڀݚCʣʢҰൠʣ2020ʵ2023

˙ ২ຽ͔࣌ΒݱͷதೆถͷઌॅຽจԽɹຊ学ज़ৼ
ҬఏҊྖڀݚʢڀݚඅิॿۚʢ৽学ज़ྖҬڀݚձɿՊ学ڵ
ʣʣ 20147݄ʵ20193݄ܕ

社会貢献活動
˙ ੈքҨݕ࢈ఆमɹNPO๏ਓੈքҨ࢈ΞΧσϛʔʢ2016ʵࡏݱʣ

ḏ୩�ໜथ�学Պɾڭतम࢜ʢจ学ʣ
Shigeki Shakuya

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ૯߹ڀݚ大学Ӄ大学�จԽՊ学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹத෦大学ؔࡍࠃ�学෦ࡍࠃ�จԽ学Պ�ॿڭत
����ɹத෦大学ؔࡍࠃ�学෦ࡍࠃ�จԽ学Պڭ�त����
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
����ɹੈ࣍ݹߟ学ڀݚηϯλʔ小松ͷੴจԽʢຊҨ࢈ʣڀݚ෦ซ
ڀݚ
จԽਓྨ学���จԽਓྨ学ɾຽଏ学
ॴଐֶڠձ
ΞϝϦΧ学ձɺݹ学ज़学ձɺຊҨ学ձɺຊจԽਓྨ学ձɺຊϥςϯΞϝϦΧ学ձɺޫ؍
ఱཧ大学ΞϝϦΧε学ձ

自
分
た
ち
の「
あ
た
り
ま
え
」が

外
か
ら
操
作
さ
れ
勝
手
に
語
ら
れ
る
？

観光、文化遺産、文化イメージ、持続可能性、マヤ文明

ਓྨֶޫ؍

ࣸਅ2. ʹߦΘΕΔϓϩδΣΫγϣϯϚοϐϯά ࣸਅ3. Ҩ公ԂͰෆ๏ʹച͢Δ
ɹɹɹݩͷਓͨͪ

ࣸਅ1. ννΣϯɾΠπΝͷϐϥϛου
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アメリカ映画を統合的な方法で研究し、
その深層にある政治的・歴史的・心理的な意味
を探り、アメリカという集団意識を解明する。
　映画研究には、大別すると、映画技法論に関する研究、映画の物語構造に関
する研究、映画を社会的なコメンタリーととらえ、その深層にある政治的主
張・歴史学的な意味を読み取ろうとするコンテクスト研究があります。ここ
に映画と映画の関係を考える映画史的な研究及びジャンル研究と心理学的
な研究を加えることができますが、私は、こうした多様な映画研究の方法を
統合して、アメリカ映画に内在する意味を様々な角度から明らかにすること
に取り組んできました。これは同時に、映画というメディアが、社会・文化に
とってどのような表現機能を果たしているのか、というより一般的な問いの
解決にもつながっていきます。

༰ڀݚ

アメリカ映画における〈籠城〉のモチーフの
歴史学的・心理学的・政治学的な意味の解明
アメリカ映画に頻繁に登場するモチーフとして〈籠城〉のモチーフがあり

ます。攻囲や籠城は中世に起源をもつ極めて西洋的な戦法ですが、D.W.グリ
フィス監督『國民の創生』（1915）から西部劇、戦争映画、ジョージ・A・ロメロ
監督『ナイト・オブ・ザ・リビングデッド』（1968）などのいわゆるゾンビ映画と
いうホラーのサブジャンル、ジョン・カーペンター監督『要塞警察』（1976）か
らチャン・イーモウ監督の米中合作『グレート・ウォール』（2016）に至るアク
ション映画、あるいはクリス・コロンバス監督『ホーム・アローン』（1990）のよ
うなコメディ映画のなかに、ジャンルを超えて、様々に形を変えて現れてい
ます。私の研究では、西部劇におけるアメリカ先住民と植民者との攻防を籠
城モチーフの意味論的なテンプレートとして上記のような映画群の統合的
な分析を行い、〈新大陸発見〉・インディアン戦争における暴力の記憶が映画
の中に「アレゴリー」として出現することを実証的に示してきました。これは
共同体の無意識にとって、「語りえぬものを語る」ことができる映画がどのよ
うな機能を果たしているのか、という研究につながっていきます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ΞϝϦΧөըΛ׆༻ͨ͠ӳڭޠҭͱϝσΟΞϦςϥγʔͷཆ
˙ өը্өձͷاըɼίϝϯλϦʔ

受賞
˙ ୈ3ճۚ大学ӳจ学ձྭʢ199911݄ʣ

論文
˙ ϔϛϯάΣΠ͔ΒλϥϯςΟʔϊʕମʗثͷܥ
ේ学ɼϔϛϯάΣΠڀݚɼୈ24߸ɼ75-86ɼ2023.

˙ κϯϏͷࢻ学ʕʕʪʫͱʪʫͷϞνʔϑʹ͍ͭͯɼ
IVYɼୈ49߸ɼ67-88ɼ2016

˙ өըͱਫ਼ਆੳɼຊӳจ学ձձใɼ37ɼ2-4ɼ2013
˙ JAWS ʢ1975ʣͷʪཉಈʫɼۚ大学ྺޠݴ࢙จԽܥ
ूɹޠݴɾจ学Ἣɼୈ5߸ɼ31-46ɼ2013

書籍等出版物
˙ʰϝσΟΞͱఇࠃʱफݡܗೋɺ௩ాޫɺத֞߃ଠɺத
ѥҥɺ小୩Ұ໌ɺ∁ଜๆੜɺݪ୩ɺ小ּࡉɺࢹޛࢁ
ཅࢠɺଜ্౦ɺՏాӳհɺ大ా৴ྑɺ小ௗ༡ॻɺ2021

˙ʰөըͱδΣϯμʔʗΤεχγςΟ ɼɦ௩ాޫɼਗ਼ਫࢠɼ
小ݪจӴɼ٢ଜ͍ͮΈɼࢁຊՂथɼӋௗོӳɼΩϯόϦʔɾ
ΠΫϥϕϧδʔɼླൟɼٱอ๛ɼࢴࢠɼϛωϧϰΝ
ॻɼ2019

˙ʰ࿏ͱҟքͷӳݍޠจ学 ɼɦ ༗ྱɼ小ݪ จӴɼ ཅࢠɼ
ࣾՏ ༑ཬɼ௩ా ࡉɼCɾJɾΞʔϜετϩϯάɼޫ ඒ
බɼ࣍ҁɼ小ྛӳཬɼਿӜਗ਼จɼ大ڭࡕҭਤॻɼ2018

˙ʰਫ਼ਆੳͱޠ ɼɦ小ݪจӴɼ松ദࣾɼ2008
˙ʰࡍࠃ学ͷ൶ʕʕҟจԽͱͷڞੜʹ͚ͯ ɼɦాపɼ
പ୩༤Ұɼݹാపɼ小ݪจӴɼֿ৳Ұɼࡈ౻Յਉɼଜ
্ਗ਼හɼઘࢠɼࢁຊɼ大ᤵՃಸɼੴࠇٱɼਂᖒ
ͷͧΈɼਗ਼ਫɼ෩ࣾߦɼ2008

講演・口頭発表等
˙ George A. Romero ͱʪ෦ܶͷύϥμΠϜʫʕʕઌॅ
ຽࡴٮදͱͯ͠ͷɹNight of the Living Deadʢ1968ʣ
ຊΞϝϦΧจ学ձୈ60ճશࠃ大ձγϯϙδϜʮʪϗ
ϥʔʫͷػʕʕڪාͷϑΟΫγϣϯʪΞϝϦΧʫͷ
ԿΛද͢Δͷ͔ʯɼ202110݄

˙ ϗϥʔөըͷʪҙຯʫʕδϣʔδɼAɾϩϝϩಜ࡞ͷα
ϒςΩετɼ2018ɹۚӳจ学ձ૯ձɼ201812݄

˙ κϯϏɾϩʔΧϦζϜʗάϩʔόϦζϜ�George A. 
Romero ͷϦϰΟϯάɾσουͱͷϞνʔϑɼຊӳจ
学ձத෦ࢧ෦ୈ 68 ճ大ձγϯϙδϜʮThe Dead Walk!
ʕκϯϏͱөըʗจ学ͷΫϩεΦʔόʔʯɼ201610݄

˙ PoeͷʪӨʫʕκϯϏɾϞνʔϑͱE. A. Poeͷࢻ学ɼ໊
ʰ27ΫϦεϚε࠲ߨຽ公։ࢢ࠵大学ӳจ学ձओݹ
ηϛφʔ ɼɦ201512݄

競争的資金等の研究課題
˙ Պݚඅʢج൫ڀݚCʣ࠾ʢ՝൪߸21K00394ɿڀݚ՝
໊ʮϗϥʔөըͷਂʹѹ͞Εͨʪઌॅຽͷྗʫ
ͷྺ࢙ͷղ໌ʹΑΔΞϝϦΧ࢙ͷֵ৽ʯʣ2021ʙ2023

小ݪ�จӴ�学ิ तڭ୲ʣɾྲྀަࡍࠃҭɾڭʢࠤ
ത࢜ʢจ学ʣ

Bunei Kohara

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ�จ学ڀݚՊ�ӳจ学ઐ߈�म࢜՝ఔ�मྃ
����ɹۚ大学�จ学෦�ॿख
����ɹۚ大学�ਓؒࣾձڀݚҬ�ྺޠݴ࢙จԽ学ܥ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պڭ�त
ڀݚ
ΞϝϦΧөըɺਫ਼ਆੳɺΞϝϦΧจ学
ॴଐֶڠձ
ຊөը学ձɺຊӳจ学ձɺຊΞϝϦΧจ学ձɺۚ 大学ӳจ学ձ

英米・英語圏文学、アメリカ文学、映画研究

өըͰཧղ͢ΔΞϝϦΧจԽ
・ΞϝϦΧઌॅຽͷྺ࢙

өըڀݚɾจֶ

ਤ .  ໊ 大学ʹͯκϯϏөըͱΞϝϦΧݹ
จ学ͷؔߨ͍ͯͭʹੑԋ
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地域観光の促進に必要な市民力、
多様な人々への視点
　観光研究の視点は幅広く多様ですが、私は地域観光の促進とそれに伴う地
域の再生、地域づくりに焦点をあてています。着地型観光と呼ばれる、地域が
主体的に観光に取り組む活動の研究から始め、現在では多様な人の旅行を可
能にするバリアフリー（ユニバーサル）ツーリズムや、地域の「食」をめぐって
様々な地域産業が連携するフードツーリズム、交通・移動の課題などを研究
分野としています。

༰ڀݚ

主体的に観光に取り組む人や組織の大切さ

　着地型観光やフードツーリズムでは、地域の主体性が重視されます。それ
は地域の人々が自らの地域に誇りを持ち、文化を育みながら他者に地域を開
示していく作業です。そうした環境は地域そのものを強くし、人々の関係性
を協力的に推し進めるという観点からソーシャルキャピタル（社会関係資
本）のあり方が重要だと考えています。研究を通して、人々や組織の関係性の
あり方を観光の現場で考え、またその結果多様な人が生活し、訪れる地域づ
くりの姿を考え続けています。そのためには、地域での NPO 活動など、市民
の主体的でボランタリーな取り組みや組織同士の連携が必要と考え、複数の
組織へのヒアリングも重ねています。また、現在はバリアフリー環境が当た
りまえと言われる時代になってきましたが、まだ環境整備の余地は多くあり
ます。単にハード整備に終わることなく、住民や当事者も観光を担い、観光を
多様で豊かなものにするにはどうすればよいかを課題として研究を進めて
います。

地域との協働

　大学に赴任してから、地域の方との協働作業も進んできました。伝統工芸
産業の九谷焼の発展に観光の側面からアプローチし、学生も含めて大学がど
のように貢献できるかを考えながら、プロジェクトに関わっています。
また、近年各地で課題になっている高齢

者を中心とした住民の外出時の移動手段
や交通の確保の問題は、小松市にとっても
無関係ではありません。2019年には市内の
地域団体が行う乗合ワゴン事業に協力し、
地域交通課題の解決にも取り組みました。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ NPOͱͷ࿈ܞɺڠಇ
˙ ʹ͓͚ΔόϦΞϑϦʔԽޫ؍
˙ Ҭ՝ͱޫ؍ͷݙߩ

論文
˙ʮϦϞʔτʯͰՄࢹԽ͞ΕΔڭҭతίϛϡχέʔγϣϯͷ
ॾہ໘,தࢠࢠوɼޫ؍ϗεϐλϦςΟڭҭ14ɼ111-
121ɼ2021

˙ ΧφμΦϯλϦΦभʹ͓͚ΔϑʔυτϨΠϧͷޭཁ
ҼɼதࢠࢠوɾཥඒՖɼຊۙላ64ڀݚɼ261-274ɼ
2019

˙ ɼதϩγΞʹ͓͚ΔΨετϩϊϛʔπʔϦζϜͷಈݱ
ཁୈ19߸ɼ185-197ɼ 2017لख大学ࢁށɼਆࢠوࢠ

書籍等出版物
˙ ༑ݪՅฤஶʰঁੑͱπʔϦζϜ ʢɦڞஶʣࠓݹॻӃ
ʢ2017ʣ

˙ தଜݩɺதࢠڞࢠوஶʰόϦΞϑϦʔޫ؍ͷͨΊͷϗ
ςϧɾཱྀؗվमܭըͱҬडೖମ੍ͮ͘ΓϚχϡΞϧʱ
૰߹ϢχίϜʢ2016ʣ

˙ ా༸࢘ɺதࢠࢠو ଞʢڞஶʣh ৽ͨͳΔഉআʹͲ͏立
ʵιʔγϟϧɾΠϯΫϧʔδϣϯͷՄੑͱ͔͏͔ͪ
՝ʱ学จࣾʢ2009ʣ

講演・口頭発表等
˙ ຊࢱͷ·ͪͮ͘Γ学ձʮίϩφՒʹ͓͚Δऀྸߴɾ
ো͕͍ऀͷޫ؍ҙͱҙࣝʯʢ2023ʣ

˙ ຊڀݚޫ؍学ձʮ͔ޫ؍ΒҠॅ·Ͱͷ֓೦ཧɿΦϯ
ϥΠϯ͔ޫ؍Βʮ͓ͯͭͨͼʯཱྀ·ͰʢҠಈલఏࣾձʹ
͓͚Δޫ؍ͷ͋Γํʣʯʢ2023ʣ

˙ ຊϑʔυπʔϦζϜ学ձʮϑʔυτϨΠϧʹ͓͚Δूੵ
ͱप༡ʹؔ͢Δߟ-ੴݝɾొကΛྫࣄʹ-ʯʢ2022ʣ

競争的資金等の研究課題
˙ Ҡಈલఏࣾձʹ͓͚ΔҬॅຽͱҠಈऀʹΑΔ৽ͨͳί
ϛϡχςΟͷܗϓϩηεɿຊ学ज़ৼڵձՊ学ڀݚඅ
ॿۀࣄɿج൫ڀݚʢBʣʢҰൠʣʢ2022-24ʣ

˙ ΨετϩϊϛʔΛݯࢿͱͨ͠ϑʔυτϨΠϧͷϚωδϝ
ϯτͱੑͷڀݚຊ学ज़ৼڵձɿՊ学ڀݚඅॿࣄ
ʢCʣʢҰൠʣʢ2018-21ʣڀݚ൫جɿۀ

社会貢献活動
˙ 小松ࢢʮҬ公ަڞ௨ੑ׆Խٞڠձʯҕһʢ2018ʵʣ
˙ 小松ࢢʮ小松؍ܠࢢ·ͪͮ͘Γ৹ٞձʯҕһʢ2018ʵʣ
˙ 小松ࢢɾඒࢢʮΫλχζϜ࣮ߦҕһձʯҕһʢ2019ʵʣ
˙ ඒࢢʮඒޫ؍ࢢઓུձٞʯҕһʢ2023-2024ʣ
˙ ʹɾଅਐٴͷόϦΞϑϦʔධՁͷීޫ؍ަ௨লʮࠃ
ؔ͢Δݕ౼ҕһձʯҕһʢ2018ʣ

˙ NPO๏ਓຊόϦΞϑϦʔޫ؍ਪਐࣄߏػہʢ2012-
2017ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ大ࢢࡕ立大学大学Ӄ�ڀݚࢢՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹਆࢁށख大学ݱ�ࣾձ学෦ޫ؍�จԽ学Պ�।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ɺόϦΞϑϦʔπʔϦζϜɺϑʔυπʔϦζϜޫ؍学ɺҬ՝ͱޫ؍ձ学ɺࣾޫ؍
ॴଐֶڠձ
学ज़学ձɺຊϑʔυπʔϦζϜ学ձޫ؍ͷ·ͪͮ͘Γ学ձɺࢱ学ձɺຊࣾձ学ձɺຊڀݚޫ؍

観光学（観光社会学）、地域研究、ユニバーサルツーリズム、
観光人材育成、旅行業実務

地
域
の
観
光
は
地
域
が
つ
く
る

ձֶࣾޫ؍ɺޫ؍

தࢠ�ڭ�ࢠوतɾΩϟϦΞαϙʔτηϯλʔത࢜ʢࢢʣ
Fukiko Nakako

ਤ .  ͜ ຽ大学ɿʮϢχόʔαϧπʔࢢͭ·
ϦζϜʯɺʮ৯ͱޫ؍ʯΛςʔϚͰ͍ߦ
·ͨ͠ɻ
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社会的財産としての文化

　文化とは、音楽、美術といった芸術文化や、文化財、暮らしに根付いた風習
や習慣、生活文化まで、たいへん幅広いものが含まれますが、そのどれもが、
人間が創り出し、過去からつないできた社会的財産です。その価値は目に見
えにくく数値化しにくいものであるため見過ごされがちですが、例えば人々
をつなぐ、発想の源泉となる、創造性を育む、多様な価値観を認め合う土壌を
作る、独自性ある資源として地域発展に寄与するなど、多様な意義を持って
おり、社会基盤として重要なものです。文化が持つ多様な価値を、真に豊かな
社会づくりに活かすための仕組みを探求しています。

༰ڀݚ

人が生きる基盤として文化をとらえ
大きな文化政策を構想する
　文化政策の予算や仕組み、文化の役割や位置づけの違いについて、諸外国
の比較研究を行ってきました。各国で歴史や背景が違うため、単純に比較す
ることは適しませんが、世界の動向を把握し、日本の状況を相対的にとらえ
ることにより、より良いあり方を検討することは有効です。また、自治体の文
化に関する計画や指針作りにも携わっており、文化財や文化施設と観光につ
いて提言することが増えています。近年の文化政策に関する議論では、文化
が福祉や観光、教育等へも幅広く寄与するものであり、連携を深めようとい
う考え方が示されています。そのことは従来狭く認識されすぎてきた文化の
役割を広く位置付けるものではありますが、「文化が他領域に役に立つから
重要」と近視眼的にとらえるのではなく、人が生きる基盤であるという認識
を形成していくことが必要です。文化は本来、生き方そのものや社会づくり
に関わる、あらゆる領域の基層であるととらえ、文化政策の議論の枠組みを
広げる挑戦を、「新しい文化政策プロジェクト（代表者：京都大学佐野真由子
教授）」において多彩な研究者、実践者とともに取り組んでいるところです

（図参照）。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ͷಈࡦͷจԽࠃ
˙ ࡦମͷจԽ࣏ࣗ
˙ จԽΛ͔ͨ͠׆Ҭͮ͘Γ

論文
˙ʮຊʹ͓͚Δࠃ֎ཹࡏਓΛରͱͨ͠จԽࡦͷݱঢ়ͱ
՝ɼᮗ᭪ژɼே༝رɼೆా໌ඒɼւಓڭҭ大学لཁ
ਓจՊ学ɾࣾձՊ学ฤ72ʢ1ʣɼpp.95-110ɼ20218݄

˙ ίϩφՒͱࠃͷจԽܳज़ࢧԉ ᴷจԽܳज़׆ಈͷܧଓࢧԉۀࣄΛத
৺ʹᴷɼே༝رɼจԽࡁܦ学18רୈ1߸pp.12-16ɼ20213݄

書籍等出版物
˙ʰϔϦςʔδϚωδϝϯτɿҬΛม͑ΔจԽҨ࢈ͷ͔׆
͠ํ 松ɦຊໜষɼதزɼೆത࢙ɼߴԬ৳Ұɼே༝رɼ
৴౻༐Ұɼߴౡࢠࠤɼխɼଜਔࢤɼੴຊ౦ੜɼ
౻Ұɼ学ܳग़൛ࣾɼ2022

˙ʰ͡·ΓͷΞʔτϚωδϝϯτʱ松ຊໜষɼߴౡࢠࠤɼ
ජོҰɼଠా࣏ɼࢤଜࢠɼே༝رɼҏ౦ਖ਼ࣔɼཥ
ө, ݁Ұɼᔶࢠژɼࢠྑ౻ࠤɼਫ༵ࣾɼ2021

˙ʰจԽͰҬΛσβΠϯ͢Δʵࣾձͷ՝ͱจԽΛͭͳ͙
ɼرɼே༝ࢤ͔Βʵʱ松ຊໜষɼོӳɼଜਔݱ
্ॏ߂ɼߴౡࢠࠤɼຊٛɼ大ᖒԓඒɼଜɼ
݁ҰɼޱΏ͔ͨɼ学ܳग़൛ࣾɼ2020

講演・口頭発表等
˙ จԽࡦͷ͜Ε͔ΒΛ͑ߟΔ ʵɾӳɾถɾɾಠɾؖ
ͷจԽࡦͷࡍࠃൺֱ͔Βʵɼே ༝رɼੁ ࡞ɼࢠ
ా थɼळ ༗لɼౢ ༝ࢠلɼᮗ ᭪ژɼຊจԽ
大ձɼ20243݄ڀݚ࣍学ձୈ17ճࡦ

˙ A Comparative Study of Cultural Policies of Six 
Countries during the COVID-19 Period ʢίϩφՒʹ͓
͚Δ͔̒ࠃͷจԽࡦͷࡍࠃൺֱڀݚʣɼே༝رɼळ
༗لɼ12th International Conference on Cultural Policy 
Research ʢUniversity of Antwerpʣɼ20229݄

˙ ɼभرঢ়ɼே༝ݱɹຊͷࡦਓͷͨΊͷจԽࠃ֎ཹࡏ
大学ΞδΞΟʔΫ2021ʮࠃ֎ཹࡏਓͷͨΊͷจԽࡦͱ
ࢢʕຊ͓ΑͼΞδΞॾࠃͷྫࣄൺֱ͔Βʯɼ202110݄

˙ ɼᮗ᭪رঢ়ͱ՝ɼே༝ݱͷࡦਓΛରͱͨ͠จԽࠃ֎ཹࡏ
大ձɼ20213݄ڀݚ学ձୈ14ճࡦɼೆా໌ඒɼຊจԽژ

競争的資金等の研究課題
˙ ํ࣏ࣗମจԽࡦʹ͓͚ΔΤίγεςϜܗʹ͚ͨ
ݚ൫جۀࣄඅॿڀݚձՊ学ڵʢදʣɼຊ学ज़ৼ౼ݕ
ʢCʣɼ20224݄ʵ20253݄ڀ

社会貢献活動
˙ จԽி จԽܳज़ਪਐجຊܭըʢୈ2ظʣࢦඪݕ౼ͷͨΊ
ͷ༗ࣝऀձٞҕһʢ2023ʣ

˙ Ҫݝ จԽৼڵϓϥϯࡦఆҕһʢҕһʣʢ2023ʣ
˙ Ҫࢢ จԽࡒอଘ׆༻Ҭܭըࡦఆҕһʢҕһʣʢ2023
ʵʣ

˙ จԽࡁܦ学ձʻຊʼཧࣄʢ2022ʵʣ
˙ ຊจԽࡦ学ձཧࣄʢ2019ʵʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ౦ژज़大学大学Ӄ�ԻָڀݚՊ�Ԡ༻Իָ学�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ౦ژज़大学ΞʔτϦΤκϯηϯλʔ�学ज़ڀݚһ
����ɹจԽிҬจԽੜຊ෦�૯ ɾׅڀݚࡦάϧʔϓڀݚ�
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
จԽࡦ���ΞʔτϚωδϝϯτ
ॴଐֶڠձ
จԽࡁܦ学ձʪຊʫɺຊจԽࡦ学ձɺຊΞʔτϚωδϝϯτ学ձɺຊԻָܳज़Ϛωδϝϯτ学ձ

文
化
を
基
盤
と
し
た

真
に
豊
か
な
社
会
を
築
く
た
め
に

芸術文化を支える仕組みのあり方、芸術文化の多様な価値と評価、
文化資源と地域づくり

ே�༝ر�।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣ
Yuki Asakura

ਤ1ɺਤ2. 公։ϑΥʔϥϜɹ৽͍͠จԽࡦͷߏஙΛΊ͟͠ ʢͯ201912݄7ʣɹࡱӨɿኍҪॣհ
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地域社会・産業システムの競争優位性

　地方における地域経済社会の内発的な形での発展は、グローバルに普遍的
な課題です。多くの地方地域は、地域課題の解決を地方公共政策にゆだねる
にとどまり、プロダクト的なイノベーションの創出にはつながっていませ
ん。内発的な地方経済の発展がなかなか実現できないという地域課題は、日
本の根幹的な全体課題であるといえます。現在注力している研究領域は、こ
のような地方地域の課題解決に資する、“新産業を生み出す地域社会システ
ム„を実現すべく産学官ネットワークに着目し、そのための共創の在り方に
言及するものです。ここでの共創とは、研究・開発～製品化・事業確立・産業化
に係る一連の技術連携・共創活動を指しています。
　他方、近年顕著である地方地域の衰退等といった社会的課題に対処すべ
く、社会科学領域の大学機能（教育・研究）をより活用した地域社会貢献への、
自律的に機能する組織的取り組みが求められていると感じています。これま
での科学技術を基盤とした産学官による技術連携・共創活動に加え、新たに
社会科学領域の学術知を活用した、社会イノベーション創出を実現する産学
官共創の可能性についての議論が求められます。社会科学領域の学術研究が
現実に応え得るには、支柱としての体系的学術理論のバックボーンが基盤と
して必要ですが、実際の地域社会・産業システムの競争優位性につなげるに
は、現況や課題について正しく把握することが大切であり、そのために地域
社会や産業界と密接に共創していく必要があります。

༰ڀݚ

地域社会におけるイノベーション創出を実現するために

　公立小松大学が立地する地域社会は、多くのモノつくり企業が集積する産
業地域です。地方創生へ、“新産業を生み出す地域社会システム„の創造を通
じて、グローバル社会においていかにローカルな競争優位を成すかを市場経
済の視角から多面的に考え、どのように地方地域社会の創成・再生へつなげ
ていけるかについて考えていくことは極めて重要であると認識しています。
　例えば大学は、教育と研究という伝統的な役割を維持しつつ、知識の資本
化へ、特許権活用、スタートアップ企業の設立に力を注ぐ動線も加わって久
しいですが、近年の地域社会創生に係る理論的枠組みは、産学官に加え、市民
社会、自然環境も取り入れたエコシステムとして捉え思考していく傾向がみ
られます。それは、地域社会においてイノベーションをどのように創出して
いくのかを考えることに留まらず、我々が社会生活を営む経済地域の視角か
ら、国際化に対峙せざるを得ない日本人が意識すべき、グローバル－ローカ
ルの関連性を認識・理解することにもつながっているといえるものです。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭࣾձɾۀ࢈γεςϜʹؔ࿈͢Δॾ՝ʹ͍ͭͯ
˙ ͍ͯͭʹΔॾ՝ʹӦܦۀا
˙ ͍ͯͭʹͷҭࡐքʹ͓͚Δਓۀ࢈

論文
˙ Regional Revival Through Updated Systems Theory: 

Dissecting the Evolution in Regional Innovation 
Research Literature, Intercultural Studies, T.Kiyoshi, 
Vol.6, pp.45-70, 2024.

˙ Thailand 4.0 as a Long-Term Economic Policy: 
Realization of a Self-Sustaining Innovation Ecosystem 
as a Condition for Becoming a Developed, T. Kiyoshi, 
Intercultural Studies, Vol.5 pp.33-44, 2023.

˙ A Survey of Regional Network Characteristics in 
Rural Areas Contributing Toward Social Innovation, 
T. Kiyoshi, Research Reports of National Institute of 
Technology, Vol.9 pp.1-18, 2022.

˙ Developing a Hypothetical Model for Social Innovation 
Creation, T. Kiyoshi, Research Reports of National 
Institute of Technology, Vol.8 pp.1-27, 2021.

書籍等出版物
˙ʰ৽ۀ࢈ΛੜΈग़͢ҬࣾձγεςϜ ʵ ΑΔΠʹ学࢈
ϊϕʔγϣϯͷڞʱਗ਼߶࣏ɼதԝࣾࡁܦɼ2020ʢISBNɿ
9784502345715ʣɽ

˙ lEducational System Innovat ion for Regional 
Economic and Social Development - Revitalization 
in Lowell, Massachusetts –„ T. Kiyoshi, Hirosaki 
University Press, 2016 (ISBN: 9784907192334).

講演・口頭発表等
˙ Frontier in Regional Innovation Systems Research, 

T.Kiyoshi, International Conference on Management 
and Education Innovation 2024.

˙ The Potential of Thailand4.0 to Break Away from 
Middle-Income Country, T. Kiyoshi, International 
Conference on Administration and Management 2023.

˙ Ҭࣾձͱ大学ͷڞɿࣾࡁܦձ։ൃͱਓతࢿຊ։ൃɼ
ਗ਼߶࣏ɼ大学ίϯιʔγΞϜࢁɾ学ੜʹΑΔҬϑΟʔ
ϧυϫʔΫڀݚॿجۀࣄௐߨԋɼ2022.

˙ Factors Affecting Industry–University Co-Creation, T. 
Kiyoshi, International Social Sciences and Business 
Research Conference 2022.

˙ Society 5.0 – Japan`s Super Smart Society, T. Kiyoshi, 
International Social Sciences and Business Research 
Conference 2021.

競争的資金等の研究課題
˙ දऀhڀݚ ํʹ͢ࢿΔ࢈学࿈ܞγεςϜͷڀݚʱ

JSPSՊݚඅ16K04031ج൫ڀݚᾲɼ2016ʙ2018

ਗ਼�߶࣏�।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣ
Takeharu Kiyoshi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹถϚανϡʔηοπ大学�Ҭࡁܦɾࣾ ձ։ൃڀݚՊʢ3&4%ʣϥκχοΫϥϘ
����ɹࠃ立大学๏ਓઌՊ学ٕज़大学Ӄ大学�ઌՊ学ٕज़ڀݚௐࠪηϯλʔ
����ɹࠃ立大学๏ਓۚ大学�大学ڭҭ։ ɾൃࢧԉηϯλʔ
����ɹಠ立ߦ๏ਓࠃ立ߴઐ学ߏػߍߴࢁઐ学ࡍࠃ�ߍϏδωε学Պ�ઐ߈Պ
����ɹΩϯάϞϯΫοτՊ大学�ཧܦӦ学෦ʢ݉ɾݱෝʣ
����ɹຊ学ไ৬
ڀݚ
3FHJPOBM�*OOPWBUJPO�4ZTUFN
ॴଐֶڠձ
公ӹۀࣄ学ձɾΠϊϕʔγϣϯ学ձڀݚ�

トランスディシプリナリー，イノベーション，リージョン，
グローバル，テクノロジー，エコシステム，Q/Qヘリックス

3FHJPOBM "EWBOUBHF JO B (MPCBM &DPOPNZ

Ҭۀ࢈γεςϜ
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シーズ・地域連携テーマ例
˙ ৽͍͠ߦಈͷܗɺߦಈͷमਖ਼ٕ๏ʹؔ͢Δڀݚɾݚम
˙ ಈͷมԽʹؔ͢Δ৺ཧௐࠪߦ

受賞
˙ 20161݄ ୈ17ճੴݝόϦΞϑϦʔࣾձਪਐ׆ಈ෦
࠷༏लʢडɿόϦΞϑϦʔϚοϓʴ੍࡞ҕһձʣ

˙ 2013৺ཧ学ձྭ

論文
˙ ͰݱՃ学ੜͷࢀͷಛ͕ߏΔूஂ͚͓ʹۀࣄྲྀަࡍࠃ
ͷߦಈ͓Αͼ৺ཧঢ়ଶʹٴ΅͢ӨڹɹଜɼϋϯϓΡɼ
௩ਅೋɼ大学ڭҭ学ձࢽɼ43ʢ2ʣɼ80-88ɼ2021ɽ

˙ Accessibility of World Heritage Site -A survey 
of physical accessibility of Angkor Wat temple, 
Cambodia Makoto Kimura, Peou Hang, Shinj i 
Tsukawaki, Journal of Global Tourism Research, 6(2), 
121-126, 2021. ͳͲ

書籍等出版物
˙ MMPI-3ຊ൛ɹঅฑ૿ࠜɺଜɹଞɼࣜגձࣾژࡾɼ

2022
˙ MMPI-3ຊ൛ϚχϡΞϧɹঅฑ૿ࠜɺଜɹଞɼࣜג
ձࣾژࡾɼ2022ɹͳͲ

講演・口頭発表等
˙ Research on psychological benefits of the natural 

environment: Effects on restoration, stress tolerance 
and mood states. Kimura, M., The 8th International 
Thematic Symposium lEnvironment and the Sustainable 
Development of Rural and Urban Societies in East Asiaz
20243݄15ɽ

˙ Evaluation of accessibility of Angkor Wat temple and 
in� uence of rapid conYersion to a tourist destination on 
the well-being of local residents, Kimura, M., Research 
Seminar at the National University of Management 
on Recent Changes in Cambodia Recognised and 
Investigated by Overseas Researchers. 20233݄17ɽ

˙ ࣗੜछͱ২छͷҧ͍͕২ͷҹʹ༩͑ΔӨڹ ଜ
ɾ௩ਅೋɾຊాڡਓɼຊ৺ཧ学ձୈ86ճ大ձ. 
20229݄10ͳͲ

競争的資金等の研究課題
˙ ࣗવ͢ىש͕ڥΔϊελϧδΞ͕৺ཧత݈߁ʹ༩͑Δ
ӨڹɹʕׁͷਫลڥΛϞσϧͱͯ͠ʕɹۚ大学
ຊւҬڀݚڥηϯλʔڞಉڀݚඅɹؒظڀݚɿ
2024-2025 ͳͲ

社会貢献活動
˙ 小松ڞࢢಉࢀըϓϥϯ৹ٞձҕһ
˙ ຊेࣾࣈੴݝ学ੜ݂ݙਪਐΞυόΠβʔ
˙ 小松ࢢোࣗऀ立ࢧԉٞڠձӡӦҕһ
˙ ͜·ͭঁੑͷ׆༂ͱϫʔΫɾϥΠϑɾόϥϯεΛ͑ߟΔ
ͳͲ࠲ձٞڠ

ଜ��।ڭतത࢜ʢ学ज़ʣɾ公ೝ৺ཧࢣ
Makoto Kimura

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹਔѪ大学�ਓؒ学෦৺ཧ学Պ�ॿख
����ɹ小松ظ大学�Ҭ学Պ�।ڭत
����ɹۚ大学大学Ӄ�ਓؒࣾձڀݚڥՊ�٬һڀݚһ
����ɹۚ大学ɹຊւҬڀݚڥηϯλʔ�֎དྷڀݚһʢࢸʹࡏݱΔʣ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭतʢࢸʹࡏݱΔʣ
����ɹۚ大学ɹຊւҬڀݚڥηϯλʔɹڞಉڀݚһʢࢸʹࡏݱΔʣ
ڀݚ
৺ཧ学���࣮ݧ৺ཧ学
ॴଐֶڠձ
ຊ学ੜ૬ஊ学ձɺຊ৺ཧ学ձɺຊಈ৺ཧ学ձɺ৺ཧ学ձɺຊڭҭ৺ཧ学ձ

実験心理学、臨床心理学

変
化
す
る
環
境
の
中
で
、

幸
福
な
生
活
を
送
る
た
め
に

৺ཧֶ

ઐɾڀݚ

心の測定・環境適応と行動の変容

　多様な人間を正確に理解するためには、目に見えない心の働きを正確に測
定し、数値化することが欠かせません。私は現在、パーソナリティを多面的に
測定する心理検査の開発・研究に従事しています。直接観察できない心の特
徴を数値化する方法を構築することで、教育現場、医療現場、司法、人事など
の領域への活用と貢献を目指しています。また、長く学生相談業務、海外留学
支援の業務に従事した経験から、新しい環境への適応と行動の変容の問題に
関心を抱き続けています。近年ではカンボジアのアンコール世界遺産地域の
村落の住民と大学生を研究対象として、環境の変化に伴う心の問題について
実践的な研究に取り組んでいます。

༰ڀݚ

環境適応の心理的課題と個性の定量化

�ɽύーιφϦςΟΛଌఆ͢Δ৺ཧࠪݕͷ։ൃͱ研究
　MMPI（Minnesota Multiphasic Personality Inventory）は、精神医学的診
断に客観的な手段を提供する目的で 1943 年に刊行された心理検査であり、
現在はパーソナリティ検査を主な目的として心理臨床での現場でも広く
使用されている代表的な心理検査の一つです。私は、2020 年に米国で開発
されたMMPIの最新版、MMPI-3の日本版の開発チームのメンバーとして
MMPI-3 日本版の開発・研究に従事しました。本検査は、診断補助に資する心
理検査として国内の医療機関で活用されるだけでなく、司法の場面や人事採
用場面での活用も期待されています。本検査の更なる研究と、普及のための
活動に積極的に取り組んでいます。

2ɽੜڥ׆ͷมԽʹ͏৺ཧతదԠͷ
　急速な観光地化が進むカンボジア王国のアンコール世界遺産区域には、現在
も約 13 万人の地域住民が生活しています。私は、観
光開発に伴う生活環境の変化がもたらす地域住民の
心理的適応の課題を研究しています。具体的には観
光地化に伴う新たな人的交流、外部からの情報の流
入、生活水準の変化に注目しています。また、地域住
民と観光客の共生の視点から、政府機関と連携した
アンコールワット寺院のアクセシビリティ整備に関
する研究にも従事しました。さらに、学生相談と留学
支援に従事した経験から、留学生や大学新入生を対
象とした留学先や大学への適応を促進するための効
果的な教育プログラムについても研究しています。

ਤ .  ΧϯϘδΞɾΞϯίʔϧ
ϫοτࣉӃͰͷϑΟʔ
ϧυௐࠪ
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スポーツ・観光・ICTの融合で生まれる価値

スポーツと観光が結合したスポーツツーリズムとは、「スポーツやスポー
ツイベントへの参加・観戦・応援を目的として旅行し、少なくとも 24 時間以
上その目的地に滞在すること」とされ、スポーツを主な目的とした旅行を意
味している。また、スマートツーリズムとは、IT 機器を介して旅行者が観光
地の観光関連情報やサービスを共有する総合的なアプローチであり、ICT 技
術を融合した新たな観光形態として注目されている。私の研究では、ICTが
スポーツツーリズムにおける価値共創に与えた影響の分析を通して、スポー
ツ・観光・ICTの相互作用を考察していく。

༰ڀݚ

スポーツツーリズムにおけるSNSの活用とその役割の変化

�� εϙーππーϦズϜʹΑΔҬੑ׆Խ
スポーツツーリズムは地域に魅力的なイメージを与え、観光客や企業、住

民を惹き付ける素材としての恩恵をもたらす可能性に満ちている。インバウ
ント誘致や地域活性化イベントとして特色のあるスポーツイベントを研究
対象に、主催者と各ステークホルダー、参加者などの視点から、各アクターの
相互作用によって作り出される価値と、その価値共創メカニズムを解明する
ことを目的にしている。
2� εϙーππーϦズϜʹ͓͚Δ*$5ٕज़ͷ׆༻ͱׂ
コロナ禍後の「新しい観光様式」といった観点が示すように、観光そのもの

が大きく変わろうとしている。スポーツツーリズムにも、ICT 技術を活用し
た対策が講じられ、物理的な移動を伴わない様式へと拡大してきた。その変
化に伴って、SNSは情報交換の場だけではなく、観光者のアイデンティティ
獲得と維持の重要な媒体として役割を拡張している。私の研究はスポーツ
ツーリズムに着目し、ネットノグラフィー調査を用いてソーシャルメディア
における価値共創メカニズムを解明していく。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ εϙʔππʔϦζϜΛ௨ͨ͡ҬৼڵɾҬੑ׆Խ
˙ ιʔγϟϧϝσΟΞੳ
˙ ΠϯόϯυϓϩϞʔγϣϯ

受賞
˙ 20205݄ɹຊڀݚޫ؍学ձɹจྭ
˙ 20233݄ɹInternational Conference on Tourism 

Sciences (ICTS) Best Presentation Award

論文
˙ Value co-creation in sport tourism: the practices of 

international participants in a tourism running event, 
Chin-Kuang Chen, Journal of Sport & Tourism, 27(2), 
139-159, 20233݄

˙ Staging mass participation marathons in heritage 
tourism destinations: Seeing through the eyes of 
distance runners, Chin-Kuang Chen, Journal of 
Tourismology, 2(2), 2-12, 201612݄

˙ How three Japanese city marathon brands overcame double 
jeopardy, Frank Go, Chin-Kuang Chen, & Remco Beek, 
Asian Sport Management Review, 11, 89-122, 20168݄

書籍等出版物
˙ εϙʔπจԽɼڮߴపฤɼ୲෦ɿୈ13ষεϙʔπ
πʔϦζϜɼࣜגձࣾΈΒ͍ɼ20224݄

講演・口頭発表等
˙ Intercultural learning in domestic study tours 

designed for international students: A value co-
creation perspective, Chin-Kuang Chen, Travel and 
Tourism Research Association (TTRA) Asia Pacific 
Chapter Annual Conference, 202312݄2

˙ International sport tourists` value co-creation through 
social media: A mixed-methods netnography approach, 
Chin-Kuang Chen, The 31st European Association for 
Sport Management (EASM) Conference, 20239݄13

˙ Sport tourists` participation patterns in online sporting 
events: Evidence from the Tianzhong Marathon in 
Taiwan, Chin-Kuang Chen, International Conference 
on Tourism Sciences (ICTS), 20233݄21

˙ Exploring the role of online community in international 
sport tourism: LINE app usage by Taiwanese runners in 
the 2022 Berlin Marathon, Chin-Kuang Chen, The 33rd 
Annual Council for Australasian Tourism and Hospitality 
Education (CAUTHE) Conference, 20232݄8

競争的資金等の研究課題
˙ εϚʔτɾπʔϦζϜͷߏͱϝΧχζϜʹؔ͢Δޫ؍
学తڀݚɼ立ڭ大学ɼ立ڭ大学学ज़ਪਐಛผॏۚࢿɼ
20226݄ʙ20243݄

社会貢献活動
˙ ʢ2017ʣސɾۀࣄεϙʔππʔϦζϜՄੑௐࠪݝܗࢁ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ立ڭ大学大学Ӄޫ؍�学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔظޙ՝ఔ�मྃ
����ɹ࡚ࡍࠃ大学�ਓؒࣾձ学෦ޫ؍ࡍࠃ�学Պࢣߨ�
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
学ɺεϙʔππʔϦζϜɺεϚʔτπʔϦζϜޫ؍
ॴଐֶڠձ
ຊڀݚޫ؍学ձɺޫ؍学ज़学ձɺຊεϙʔπϚωδϝϯτ学ձɺϥϯχϯά学ձɺ
ຊܦޫ؍Ӧ学ձ

スポーツイベント、観光DX、価値共創、ソーシャルメディア、
ネットノグラフィー調査

εϙーππーϦズϜ֗ʹັྗతͳ
ΠϝーδΛ༩͑Δ

εϙʔππʔϦζϜɾ
εϚʔτπʔϦζϜ

ޫܚ��।ڭतത࢜ʢޫ؍学ʣ
Chin-Kuang Chen

ࣸਅ1. ౦෩ϚϥιϯͰͷݱௐࠪ ࣸਅ2.  2023 Council for Australasian Tourism 
and Hospitality Education (CAUTHE) 
Conferenceʹͯ
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アジアと世界史の広範な文脈での出雲大社と
日本海側地域の歴史・文化研究
　長い歴史を持つ出雲大社は、縁結びの神様の神社として全国的に知られて
いるが、古代から日本海側地域の歴史文化の重要な一部でした。出雲大社は、
天津神である天皇系の神々に敗れた国津神の代表であり、天皇中心の政治権
力の形成に犠牲された地域文化とされてきました。また、近代に入ると、出雲
イコール敗者という語り方は、日本海側地域の地域格差の文化的裏付けに利
用され、日本海側地域の差別的なアイデンティティ「裏日本」の形成を助長す
ることとなりました。私の今の研究は、「表日本」中心主義的な見方への反省
に基づいて、日本海側地域の歴史を積極的に顧みています。

༰ڀݚ

「裏日本」の差別的な見方を反省し、
日本海側地域の歴史を多面的・積極的に顧みます。
　「裏日本」は、日本列島の日本海に面している地域を指す言葉であり、「表日
本」と呼ばれていた太平洋側地域の反対（または「他者」）として、十九世紀末
から二十世紀七十年代まで使われていました。「裏日本」は地理的な表現だ
けではなく、「表日本」と比べて経済的社会的発展が遅れ、文化的な発達が遅
かった地域という意味合いを持つ言葉であり、「裏日本」言説の歴史は、近代
日本の地域格差の歴史でもあり差別の歴史でもあります。今、日本海側地域
での資料調査と地域体験を積み重ね、「裏日本」言説に内在した近代資本主義
的発展と国民国家の権力拡張の歴史を批判的にたどりながら、むしろ一つの
地域に還元せず、複数の視点（アジア大陸、アメリカ、シンガポール）から近代
日本を捉え、それらの視点より日本海側地域の歴史を再評価し、地域の可能
性を積極的に考えています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ʮཪຊʯݴઆͱۙཧ学ͱͷؔ
˙ Ҭͷ大ͱͷؔ
˙ ग़ӢจԽͷຊւଆҬͰͷ

論文
˙ lRace, Buddhism, and Oriental Philosophy in Meiji 

Japan,z The Journal of Japanese Philosophy Vol.9, 
pp.53-76, 2023.9

˙ lbThe Backside of Japan, `  Development, and 
Imperialism in Northeast Asia,z Yijiang Zhong ʢҎߐʣ, 
The Asia-Pacifi c Journal, Vol.19, Issue 6, No.3, pp.1ʙ
13, 2021.3

˙ʮਆແ݄ʕۙੈظʹ͓͚ΔਆಓͱݖҖߏஙʯɺҎߐɺh ݱ
ࢥ ɺɦୈ41רୈ16߸ɺpp.174ʙ197ɺ2013.11

書籍等出版物
˙ʢڞஶʣʮ౦ژ大学ʹ͓͚Δւ๏ڀݚʯh ౦ژ学ͷڀݚʔ
૯߹γϯϙδϜ ʢɦϒοΫϨοτ౦ژ学Vol.4ʣɺpp. 
91ʙ118ɺ2022.3

˙ʢڞஶʣYasukuni Shrine and the Politics of Religious 
Freedom in Contemporary Japan. Yijiang Zhong ʢҎ
 .ʣ, State and Religion: Between Confl ict and Cooperationߐ
Henning Glaser and Bart Labuschagne, eds., Nomos 
ʢGermanyʣ, pp.535ʙ561, 2020.12

˙ʢڞஶʣʮ͕ۂΓ֯ͷਓจͱຊͷ大学ͷάϩʔόϧԽʯ
ʰόϒϧͱࣦΘΕͨ20 ʢɦઓޙຊΛಡΈ͔͑ΔγϦʔ
ζୈ6רʣ௶Ҫलਓฤɺྟॻళɺpp.61ʙ92ɺ2018.3

˙ʢ୯ஶʣThe Origin of Modern Shinto in Japan: The 

Vanquished Gods of Izumo. Yijiang Zhong ʢҎߐʣ, 
Bloomsbury Publishing, 2016.10

講演・口頭発表等
˙ʮh ͳΔଞऀʱͷφϥςΟϒɿh ཪຊʱͱۙ
ຊʯɺҎߐɺࠃ立ຽ学തؗɾ߹ಉڀݚϓϩδΣΫ
τʮάϩʔόϧ࣌ʹ͓͚Δʰ༰ੑʗඇ༰ੑʱΛΊ
͙ΔφϥςΟϰɾϙϦςΟΫεʯήετൃදʢzoomʣɺ
2021.7.31

˙ʮਆಓͱφγϣφϦζϜʯɺҎߐɺᷨྛ大学ຊ学ڀݚ
ॴʢؖࠃʣটߨԋʢzoomʣɺ2021.7.6

˙ʮ͞ΕͨਆͱۙຊͷੈଏԽʯɺҎߐɺ౦
大学ࡍࠃจԽڀݚՊটߨԋʢzoomʣɺ2021.6.15

˙ lYasukuni Shrine and the Politics of Religious 
Freedomz The NZASIA 23rd Biennial International 
Conference 2019 (Well ington, New Zealand), 
2019.11.13

社会貢献活動
˙ Ἒݝৗཅจηϯλʔจ学ԓɹͭࣨ͘ڭɺࢢຽߨ
ʮ͑ΜΉ͢ͼͷ͔Έʯʢશ3ճʣʢ2018.10ʙ12ʣ࠲

˙ Ἒݝৗཅจηϯλʔจ学ԓɹਫࣨڭށɺࢢຽ࠲ߨ
ʮຊफ࢙ڭʯʢશ3ճʣʢ2019.5ʙ7ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹγΧΰ大学大学Ӄɹ౦ΞδΞޠݴͱจ໌ڀݚՊɹ1I%औಘ
����ɹγϯΨϙʔϧࠃ立大学ɹΞδΞڀݚॴɹϙευΫڀݚһ
����ɹ౦ژ大学ɹ౦༸จԽڀݚॴɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
ຊɾ౦ΞδΞڀݚɺຊɾ౦ΞδΞۙݱ࢙ɺफڭจԽڀݚ
ॴଐֶڠձ
ຊࢥ࢙学ձɺ౦ΞδΞ࢙ۙ学ձɺྺ �ʣɺ"TTPDJBUJPO�GPS�"TJBOࠃձɺத՚ຊ学ձʢதڀݚ学࢙
4UVEJFT�ʢ64"ʣ

日
本
海
地
域
か
ら
ア
ジ
ア
と
世
界
の

激
動
を
理
解
す
る

日本海側地域、神道、東北アジア、歴史、グローバル化

�Ҏڭ�ߐत1I%�&BTU�"TJBO�-BOHVBHFT���$JWJMJ[BUJPOT
Yijiang Zhong

ਆ͕ඳ͔Ε͍ͯΔɻࡇʯΛश߹ͨ͠ग़Ӣ大ࣾͷࠃʯͱʮ大ࠇḪΔग़Ӣ大ࣾຊ఼ͷน൘ɻʮ大ʹظதށߐ

ຊւҬかΒΞδΞのաڈとࡏݱΛ͑ߟΔ
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「地域」を理解すること

ひとくちに「地域」といっても様々に分類することができる。東南アジア地
域においても、平地と山地、沿岸部と後背地、都市部と村落部など様々な「地
域」の分類がある。これらの「地域」にはそれぞれ固有の文化や歴史がある。地
域研究では「地域」の固有性を理解するために、人類学、歴史学、政治学、経済
学など様々なアプローチが用いられる。これまでの研究では、インドネシア・
カリマンタンの後背地を調査地として、「地域」に暮らす人々と生活をともに
したり、法律や行政文書を調べたり、歴史史料を渉猟したりしてきた。様々な
研究分野の蓄積やアプローチを横断的に参照しながら、「地域」固有の特性を
解明し、その「地域」に暮らす人々を理解することが研究の目的である。

༰ڀݚ

民主化と王権の復興

　冷戦の終結とともに、アフリカや東南アジアでは独裁体制が次々と崩壊し
た。インドネシアでは、1998 年に約 32 年間続いたスハルト権威主義体制が崩
壊し、民主化の時代を迎えた。中央政府が掌握していた権限が地方政府に移
譲され、民主化が一気に推し進められた。民主化期インドネシアでは、地方各
地の王や貴族たちが次々と復活している。カリマンタンの後背地に暮らすダ
ヤック人たちの「王」の復活を事例に、民主化期における慣習的権威の台頭を
研究してきた。王たちの復活には、民主化だけではなく、国家による後背地の
森林開発、後背地に暮らす先住民の周縁化の歴史、国際的な先住民運動など
様々な要因が関係している。研究の目的は、民主化と地域社会における王た
ちの復活という、一見相反するかのように見える現象を理解することである。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ౦ೆΞδΞҬͷࣾձ
˙ ۙԽͱ׳श
˙ ຽओԽͱҬࣾձ

論文
˙ μϠοΫਓ࢘ࡇԦʮ෮׆ʯͷྺ࢙తܦҢʵೆΧϦϚϯ
λϯʹ͓͚ΔϧΞΠԦͷྫࣄʹͱ͍ͮͨߟʵɽΞ
δΞɾΞϑϦΧҬ21 ڀݚʢ1ʣ36-66ɽ20219݄

˙ ਆ͕ث৫Γͳ͢ମɽʕ෦ΧϦϚϯλϯͷμϠοΫਓ
Ԧݖͷ͔ྫࣄΒʕɽ౦ೆΞδΞ57 ڀݚʢ2ʣ109-135ɽ
20201݄ɽ

講演・口頭発表等
˙ μϠοΫਓΤϦʔτͷܗաఔʵΧϦϚϯλϯभɾΫ
λύϯݝͷ͔ྫࣄΒɽୈ50ճຊΠϯυωγΞ学ձ大ձɽ
201911݄

˙ ਆԦͷϙϦςΟΫεɿ෦ΧϦϚϯλϯͷμϠοΫ
ਓԦݖͷ͔ྫࣄΒɽຊจԽਓྨ学ձୈ53ճڀݚ大ձɽ
20196݄

˙ ɿ෦ΧϦߟདྷମͱूஂͷෆ߹ੑʹؔ͢Δࡏ
ϚϯλϯͷμϠοΫਓԦݖΛྫࣄʹɽ౦ೆΞδΞ学ձୈ
100ճڀݚ大ձɽ201812݄

競争的資金等の研究課題
˙ʮຽओԽظΠϯυωγΞͷํԦݖωοτϫʔΫʹؔ͢Δ
ਓྨ学తڀݚʯएखڀݚʢදʣ2019-2021ɺʮάο
υɾΨόφϯεߟ࠶ͷͨΊͷΠϯυωγΞҬڀݚɿ
ϏοάσʔλੳͷࢼΈʯڞࡍࠃಉڀݚՃۚجʢ୲ʣ
2019-2022

ౡࢣߨ�܆�ത࢜ʢҬڀݚʣ
Kaoru Nishijima

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ大ࡕ大学֎ޠࠃ学෦ࡍࠃจԽ学Պɹଔۀ
����ɹژ大学大学ӃΞδΞɾΞϑϦΧҬڀݚڀݚՊɹത࢜Ұ؏՝ఔɹमྃ
���������ɹژ大学学ࡍ༥߹ڭҭڀݚਪਐηϯλʔɹಛఆॿڭ
ڀݚ
ҬڀݚɺจԽਓྨ学ɾຽଏ学ɺ࣏ਓྨ学
ॴଐֶڠձ
౦ೆΞδΞ学ձɺຊจԽਓྨ学ձɺຊΠϯυωγΞ学ձɺΞϝϦΧ࣏学ձɺࡍࠃ࣏学ձ

民
主
化
と
今
日
の
王
権
の
位
相

地域研究、政治人類学、インドネシア研究

ຽओԽظΠϯυωγΞํࣾձにお͚Δ
ํԦݖにؔすΔڀݚ

ࣸਅ1. ௐࠪͰͷّྱͷ༷ࢠ ࣸਅ2. মാͰͷऩ֭ͷ༷ࢠ

Faculty of Intercultural C
om

m
unication D

epartm
ent of Intercultural C

om
m

unication

国
際
文
化
交
流
学
部  

―

国
際
文
化
交
流
学
科

―

民
主
化
期
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
方
社
会
に
お
け
る
地
方
王
権
に
関
す
る
研
究

7 5



ڀݚ
,FZXPSE

ઐɾڀݚ

中東地域から世界を展望する

　2001 年の 9.11 同時多発テロ事件、イラク戦争、「アラブの春」とその後のシ
リア内戦の発生、そしてガザ・イスラエル紛争など、中東地域は 21 世紀の国
際社会に多大な影響を及ぼし続けてきた。イスラーム過激派の存在や度重な
る紛争、イスラモフォビアの高まりなど、これらは決して中東地域だけにと
どまる問題ではない。特に、政治情勢の不安定化、経済状況の悪化は中東から
の国内避難民や難民の流出を招いており、国際社会にとって解決するべき
大きな課題となっている。現地でのフィールド調査をもとに、地域研究、政治
学、難民研究などの様々な研究アプローチを組み合わせて中東の抱える政
治・経済の諸問題を分析することで、国際社会の実相をより多角的・多面的に
明らかにすることをめざしている。

༰ڀݚ

グローバル課題としてのシリア難民問題

シリア内戦が 2011 年に勃発した結果、多くのシリア難民が世界中に離散す
る結果となった。2022年時点で、約650万人以上のシリア難民と 670万人以上
の国内避難民が発生しており、これはシリア国民の半数以上が故郷を追われ
ていることを意味する。シリア周辺国のみならず、ヨーロッパなどの国々にも
多くのシリア難民が逃れたことで、シリア難民問題は国際社会全体の「難民
危機」として注目を集めてきた。シリア難民たちは今なお避難生活を余儀なく
されており、受入社会が彼らをどのように包摂または統合していくのか、とい
うことが国際社会の喫緊の課題となっている。シリア難民が受入社会で直面
する文化や言語の差異をどのように受け止めて、どのように乗り越えている
のか、彼らの生存基盤の再構築過程を明らかにすることが課題である。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ த౦Ҭͷ࣏
˙ ຊͷଟจԽڞੜࣾձ
˙ ϜεϦϜͱडೖࣾձ

論文
˙ʮԤभຽػةҎ߱ͷࠃຽࠃՈମ੍ͷϨδϦΤϯεʕ
Ԥॾࠃʹ͓͚ΔγϦΞຽʹର͢ΔҠຽɾຽࡦͷ
ΏΒ͗ʯɼ݄ѮɼΠεϥʔϜҬڀݚɼ14ɼ228-244ɼ
2021ɽ

書籍等出版物
˙ʰάϩʔόϧ՝ͱͯ͠ͷຽ࠶ఆॅɿҟࠃʹΘͨͬͨγ
ϦΞຽͷؼଐͱੜଘج൫͔Β͑ߟΔ ɼɦ݄ѮɼφΧχ
γϠग़൛ɼ2023ɽ

講演・口頭発表等
˙ʮԤभͷҠຽɾຽίϛϡχςΟͷଘ立ج൫ͱγϦΞຽ
ʯɼ݄Ѯɼຊத౦学ձୈ38ճ࣍大ձɼ20225
݄15ɽ

˙ lWill Japan Contribute to Syrian Refugees` Resettlement? 
Reflections on Japan `s Middle East Policies and 
Refugee Acceptance,z Mochizuki Aoi, BRISMES 2023 
Conference, July 4th, 2023.

˙ lProspects for Inclusion of Immigrants and Refugees: 
The Case of Japan with Special Consideration of its 
lCultural Coexistencez,z Aoi Mochizuki, The Migration 
Conference 2023, August 24th, 2023.

˙ʮຽͷηΩϡϦλΠθʔγϣϯɿதւҬɾத౦ΛΊ͙
ΔڥࠃཧͱʰҬ֎Ҭʱߏஙͷಈʯɼ݄Ѯɼຊࠃ
大ձɼ202311݄11ɽڀݚ学ձ2023࣏ࡍ

競争的資金等の研究課題
˙ʮϙετɾίϩφظͷଟจԽڞੜͷ՝ͱຽɾආຽͷ
ݚձɼڵʯɼຊ学ज़ৼʹྫࣄγϦΞຽΛࢄఆॅɿ࠶
ԉɼ20228݄ʵ20243݄ɽࢧಈελʔτ׆ڀ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹژ大学大学ӃɹΞδΞɾΞϑϦΧҬڀݚڀݚՊɹത࢜՝ఔʢޒҰ؏੍ʣɹमྃ
����ɹ立໋ؗ大学ɹ立໋ؗΞδΞɾຊߏػڀݚɹઐڀݚһ
����ɹຊ学ज़ৼڵձɹಛผڀݚһ
ڀݚ
த౦Ҭڀݚɺ࣏学ɺຽڀݚ
ॴଐֶڠձ
ຊத౦学ձɺຊࡍࠃ࣏学ձɺҠຽࡦ学ձ

中東地域研究、政治学、難民研究、イスラーム世界論

ਓͷࡍࠃҠಈ͔ΒάϩーόϧԽ࣌
ͷॾΛ͑ߟΔ

γϦΞຽにお͚Δຽのੜଘج൫のߏ࠶ங

݄�Ѯࢣߨ�ത࢜ʢҬڀݚʣ
Aoi Mochizuki

ࣸਅ1. ϤϧμϯटΞϯϚϯͷ༷ࢠ ࣸਅ2. ΩϯάɾΞϒυΡοϥʔɾϞεΫʢϤϧμϯʣ
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グローバリゼーションの進展と
抱える課題を理解する
　21 世紀を迎え、もはや不可逆的な流れとして認識されてきたグローバリ
ゼーションの波は、世界のモノ・カネ・ヒトの空間的・時間的距離を縮めると
ともに、資本主義市場経済システムの拡張を一段と促し、私たちに一定の恩
恵をもたらした。しかし、その一方で、不平等の拡大、国家間の経済格差と景
気低迷、環境破壊および人権侵害といった様々な問題をも生み出している。
とくに、過去 10 数年のグローバリゼーションの流れのなかでは、2008 年の世
界的な金融危機や欧州債務危機、欧州への難民流入問題とポピュリズムの隆
興、英国の EU 離脱、米国の保護主義と中国との覇権争い、さらには旧ソ連圏
や中東での紛争といった（国民）国家、市場、市民、宗教、人種間の新たな対立
構造が生み出されており、いまこそ世界経済の正確な現状把握と今後の世界
を見据える能力が必要とされている。こうしたグローバル化がもたらす功罪
両面を国際貿易の視座から多面的に理解しつつ解決策を模索していくとと
もに、世界経済における日本の地位と役割を再確認する。

༰ڀݚ

ロシア・CISおよび中・東欧を含む
新興経済諸国の研究
　今日の世界経済において、急速な発展を遂げる新興経済諸国に関する分
析を行っており、主に 1991 年に崩壊した旧ソ連構成共和国および中・東欧諸
国、かつて冷戦に翻弄された東南アジア諸国、さらに中東諸国を対象国・地域
として扱っている。これらの国々は、いまだ「発展途上国」と呼ばれ続けてい
るものの、近年では世界経済における影響力を急激に高めており、政治・外交
的にも無視できない存在となっている。したがって、これら新興経済諸国が
歩んだ歴史と発展プロセスを理解することは不可欠であり、マクロ的視座か
ら現状を分析し今後の展望を検討していくことを課題としている。加えて、
日本企業の海外進出動向も研究対象としており、ビジネス面での新興経済諸
国との関係の分析が、日本企業の積極的な海外進出へ資することを期待して
いる。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ຊۀاʹΑΔ৽ࡁܦڵॾࠃͷਐग़ͷͨΊͷใൃ৴
˙ ʹؔ͢Δཧղࡁܦͷੈքࠓ
˙ ৽ࡁܦڵॾࠃʹؔ͢Δཧղ

論文
˙ʮ؇͔ͳճ෮Λଓ͚Δ2023ͷϩγΞࡁܦʙதظత
ͳෆՄආʙʯɼҰϊ೭ɼJOGMECɼੴ༉ఱ
વΨεϨϏϡʔ7݄߸ʢWeb൛ʣɼ2023

˙ʮίϩφՒʹ͓͚ΔϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱݟ௨͠ʯɼҰϊ
೭ɼϢʔϥγΞڀݚɼNo65, 7-12, 2021

˙ʮ2021ͷϩγΞࡁܦͱۚ༥ࡦʵՃ͢Δͱͷ
ΠϯϑϨಈʵʯɼҰϊ೭ɼϩγΞNISௐ݄ࠪใɼ
No12, 2-12, 2021

˙ʮ͢ΔϩγΞࡁܦʵࠃՈϓϩδΣΫτͱର੍ࡋͷݱঢ়
ʵʯɼҰϊ೭ɼܦӦηϯαʔɼ219, 36-42, 2020

˙ʮ͢ΔϩγΞࡁܦʙຽؒফඅͷݒ೦ͱ֦ࢿ大ͷ
༥ɼ1326, 51-57, 2019ۚࡍࠃʙʯɼҰϊ೭ɼظ

˙ʮϓʔνϯݖԼͷۚ༥ࡦͱυϧԽͷݱঢ়ʯɼҰϊ
೭ɼϩγΞNISௐ݄ࠪใVol.64 No.4, 78-89, 2019

˙ʮϩγΞࡁܦͷଟ༷Խʹ͚ͯʵσδλϧɾΤίϊϛʔ
ͷҠߦͱظʵʯɼҰϊ೭ɼܦӦηϯαʔɼ196, 10-
14, 2017

書籍等出版物
˙ʰҰଳҰ࿏ͷࡁܦ࣏学ɹதࠃ৽ͨͳϑϩϯςΟΞΛ
ग़͢Δ͔ ʢɦ୲ࣥචʣɼҰϊ೭ɼจᚸಊɼ20199݄

˙ʰࢢࡁܦҠߦॾࠃͷܦۀاӦʵϕϧϦϯͷน͔Βສཬͷ
·Ͱ ʢɦ୲༁ʣɼҰϊ೭ɼ20076݄

˙ʰάϩʔόϦθʔγϣϯͱࡍࠃқ ʢɦ୲ࣥචʣɼҰϊ
೭ɼ大݄ॻళɼ20064݄

講演・口頭発表等
˙ʮ2023ͷϩγΞࡁܦΛৼΓฦΔʯɼҰϊ೭ɼ

JOGMECɼϩγΞɾதԝΞδΞੴ༉ɾఱવΨεڥࢿ
ௐࠪҕһձɼ20244݄

˙ʮΫϥΠφ৵ޙ߈ͷϩγΞࡁܦͱੈքࡁܦͷӨڹʯɼ
Ұϊ೭ɼઍ༿ݝాࣾձਓ大学ɼ20229݄

˙ʮ21ͷϩγΞࡁܦͱޙࠓͷݟ௨͠ʙΠϯϑϨɺۚ༥Ҿ͖
కΊɺ੍ࡋʙʯɼҰϊ೭ɼJOGMECɼϩγΞɾதԝ
ΞδΞੴ༉ɾఱવΨεڥࢿௐࠪҕһձɼ20222݄

˙ʮίϩφՒʹ͓͚ΔϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱݟ௨͠ʯɼҰϊ
೭ɼϢʔϥγΞڀݚॴ૯߹γϯϙδϜɼ20213݄

˙ʮۙ࠷ͷϩγΞࣄࡁܦͱޙࠓͷ՝ʯɼҰϊ೭ɼ
ֳࡦ౷ׅɼ201610݄

˙ʮϩγΞࡁܦͷݱঢ়ͱޙࠓͷϦεΫʙޙؾܠୀ͔Βճ෮
ʁʙʯɼҰϊ೭ɼҰൠஂࡒ๏ਓੈքܦௐࠪձɼ
20167݄

˙ʮޙؾܠୀʹ໘͢ΔϩγΞɾΫϥΠφࡁܦʵͱͷ
๏ਓஂࡒͷϦεΫʵʯɼҰϊ೭ɼҰൠޙࠓͱಈؾܠ
қݚमηϯλʔʢ11STʣɼIIST/தԝϢʔϥγΞௐࠪձɼ
20159݄

˙ʮݮ͢ΔϩγΞࡁܦͱΫϥΠφػةͷӨڹʙԤถॾࠃ
ʹΑΔ੍ࡋϦεΫফ͑ͣʙʯɼҰϊ೭ɼҰൠஂࡒ๏
ਓੈքܦௐࠪձɼ20147݄

社会貢献活動
˙ ಠ立ߦ๏ਓɹੴ༉ఱવΨεɾۚଐ߭ߏػݯࢿ
ʢJOGMECʣʮϩγΞɾதԝΞδΞੴ༉ɾఱવΨεࢿ
ʣࡏݱௐࠪʯҕһձ  ҕһʢ2018ʵڥ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ໌࣏大学大学Ӄ�学ڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�मྃ
����ɹ໌࣏大学�学෦�݉ࢣߨ
����ɹ֎লࡍࠃ�ใ౷ׅ৫�ϩγΞઐੳһ
����ɹ౦ژۀ大学ࡍࠃ�৯ྉใ学෦�݉ࢣߨ
����ɹ公ӹஂࡒ๏ਓۚࡍࠃ�༥ใηϯλʔ�ओڀݚһ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ΤωϧΪʔݯࢿɺࡁܦқɺϩγΞࡍࠃ���ࡦࡁܦ���学ࡁܦ
ॴଐֶڠձ
ൺֱࡁܦମ੍学ձɺຊࡁܦࡍࠃ学ձ

貿易論、新興国経済論、資源エネルギー・環境論

͔Βࢹқͷࡍࠃ
ੈքΛ၆ᛌ͢Δʂ

қࡍࠃ

Ұϊ�೭�।ڭतത࢜ʢ学ʣ
Tadayuki Ichinowatari

ਤ1. ϩγΞதԝۜߦͷϢμΤϰΝୈҰ෭૯ࡋͱ ਤ2. ϧʔϚχΞͷϤγϖϧற大ͱ
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文学研究の基本は、
「書いてあることを読み、書いていないことを読まない」こと
　『源氏物語』夕顔巻で夕顔を取り殺したのは某の院に棲む物・鬼です。とこ
ろが多くの人は六条御息所の生霊であると決めつけています。六条御息所は
夕顔の存在を知らないにもかかわらず、後に葵上を殺す罪を犯したため、読
者には先入観による類推が働くようです。これを１例として、古典学の歴史
においては様々な読み違えが発生します。その時代の読みの限界のなかで、
新たな「古典」が創造される場合も少なくありません。また、どれだけ膨大な
先行研究の蓄積があっても、作品の核心に近づく努力は、新しい研究成果を
もたらします。私は世阿弥の能や泉鏡花の小説を対象に、書いてあるとおり
に読む努力を続けています。

༰ڀݚ

作品の読解を中心とする広義の能楽史研究

1． 中世文学の作品研究：能の地謡は地の文ではなくシテの言葉であること、
シテの言葉は自分本位に物語を再構成し、アイの語りはシテの登場を促す
ために浅く遠い語りにとどまること、夢幻能は《美しい幽霊》と《生の物語》
によって「古典」となったこと、など。

2． 加賀藩及び大聖寺藩の能楽史研究：藩主はシテを演ずる快感のとりことな
ること、御手役者・町役者・御細工者の系譜、加賀藩における謡曲研究、大聖
寺藩の演能記録など。

3． 近現代能楽史の地方展開に関する研究：明治を代表する名人宝生九郎の伝
記考証、泉鏡花の作品と能楽の関係、金沢能楽会の百年史、和泉流狂言史の
比較研究（金沢と名古屋）、旧大聖寺藩主前田利鬯の活動、明治の歌舞伎出
版物など。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ຊݹయจ学ɺ౷ܳɺՃլɾొ

受賞
˙ 200112݄ɹୈ23ճੈ؍णه೦๏大学ָ

論文
˙ʮགʮͷจʯઆߟ࠶ʯɼͱ20ݴڰ߸ɼ55-70ɼ2022
˙ʮ໌12࣏ʹ͓͚ΔՎبʪקਐாʫͷ্ԋͱʰՎب
ेീ൪೭קਐாશʱͷ൘ߦʢ্ʣʢԼʣʯɼࡍࠃจԽ4߸, 
61-75ɼ2022ɼಉ5߸ɼ11-31ɼ2023

˙ʮΞΠͷޠΓͷࡍʢԼʣʕޙγςͷޠΓͱൺֱͯ͠ʕʯɼ
ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ12߸ɼ1-14ɼ2020

˙ʮΞΠͷޠΓͷࡍʢ্ʣʕલγςͷޠΓͱൺֱͯ͠ʕʯɼ
ۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ11߸ɼ33-48ɼ2019

˙ʮޚ༻ୡๅੜͷੜʕָʮڵ࠶ʯظේূߟͷߋ
৽ʕʯɼۚ大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ10߸ɼ1-16ɼ
2018

˙ʮh ฏ߹ઓʕਢຏਓฏՈͷ༕यͱุඪݯΔޠʱͰޠࢯݯ
ʕʯɼੴڭҭలɼ69߸ɼ34-43ɼ2017

˙ʮh র༿ݴڰʱΛޠΔະདྷʕ Ұ࠲Λӽ͑ͯ͘ߦମʕʯɼۚ
大学ྺޠݴ࢙จԽ学ܥूɼ9߸ɼ1-16ɼ2017

書籍等出版物
˙ʰָࢿྉॻ8ؒࢿݴڰྉू ɼɦڞฤʢڀݚදʣɼ๏
大学ָڀݚॴɼ2024

˙ʰոҟΛಡΉɾॻ͘ ɼɦڞஶɼࠃॻߦץձɼ2018
˙ʰݹయԋܶڀݚͷରͱࢹ ɼɦڞஶɼۚ大学ࡍࠃจԽ
ηϯλʔɼ2018ڀݚ学ݯࢿ

˙ʰจ学 ւΛΔɹʪӽڥͱม༰ʫͷ৽ల։ ɼɦڞஶɼࡾҪ
ॻళɼ2016

講演・口頭発表等
˙ʮགʮͷจʯઆߟ࠶ʯɼָ学ձ大ձɼ20203݄12
˙ʮϫΩͷເͱΞΠͷޠΓʕʪഄাʫ͔Β࢝͑ݟΊͨ͜ͱ
ʕʯɼຊൺֱจ学ձؔࢧ෦大ձɼ201711݄4

競争的資金等の研究課題
˙ʮ໌࣏ͷָ෮ڵʹ͓͚Δ՚ͷׂʯɼදɼՊ学ڀݚ
අิॿۚʢج൫Cʣɼ2017-2020

˙ʮؒࢿݴڰྉूͷ࡞ͱΞΠޠΓΛࢹͱ͢Δເݬͷ
ϓϩδΣڀݚڌڀݚɾ学ज़తࡍࠃʯɼදɼָͷ౼ݕ࠶
Ϋτʢ๏大学ָڀݚॴʣɼ2017-2020

˙ʮՃլൡΛྫࣄͱ͢Δۙੈָ࢙ͷํల։ʹ͍ͭͯͷݚ
൫Cʣɼ2014-2016جඅิॿۚʢڀݚʯɼදɼՊ学ڀ

˙ʮۙๅੜྲָྀ࢙ͷํల։ʯɼදɼՊ学ڀݚඅิॿ
ۚʢج൫Cʣɼ2011-2013

社会貢献活動
˙ 公ӹஂࡒ๏ਓۚܳज़ஂࡒධٞһʢ2006ʵࡏݱʣ
˙ ੴݝ立小松ߴ学ߍ学ߍධٞһʢ2021-2023ʣ
˙ Ճլࢢͷ·ͪਪਐٞڠձձʢ2022ʵࡏݱʣ
˙ 小松ࢢະདྷܕਤॻؗجຊߏࡦఆҕһձҕһʢ2022ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄɹจ学ڀݚՊम࢜՝ఔɹमྃ
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պɹઐࢣߨ
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պɹॿڭत
����ɹۚ大学ɹจ学෦ɹจ学Պʢ����͔ΒਓؒࣾձڀݚҬʣɹڭत
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
ຊจ学ɾָ
ॴଐֶڠձ
தੈจ学ձɺָ学ձɺָ ܶ学ձɺܳ ڀݚ࢙ձ

日
本
文
学
の「
古
典
」を

書
い
て
あ
る
と
お
り
に
読
む

日本古典文学、能楽史、世阿弥、加賀藩、宝生九郎、泉鏡花

ຊจ ɾֶָ

ଜ�૱ڭ�तɾෟଐਤॻؗത࢜ʢจ学ʣ
Satoshi Nishimura

ਤ . ʮઘྲྀݴڰͷঝʵۚͱ໊ݹʵʯߨԋʢੴݝ立ָಊɺ2010ʣ
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文
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発話解釈において、言語形式は推論のための
「手がかり」にすぎない
ことばは、私たちのコミュニケーションに重要な役割を果たしています。

しかし、ことばによるコミュニケーションも、使用されている言語形式に
よってのみ成立するわけではありません。例えば、ある人と仲が良いのかど
うか尋ねられた話し手が、“We still keep in touch, and we sometimes go 
out for a meal.”と返答したとき、質問には直接答えていませんが、彼らは数
年来の友人だと解釈されます。つまり、話し手が実際に発話している文の意
味と伝達しようとしている意味の間には隔たりがあり、聞き手はそれを推論
によって埋めなければなりません。聞き手が話し手の意味をどのように理解
するのか、コミュニケーションにおける言語形式と推論の相互作用について
明らかにしようと取り組んでいます。

༰ڀݚ

日英対照により節等位接続の解釈を
通言語的に説明する
　上述の例のような英語の and 連言文は、andで連結された節間の様々な関
係を伝達します。しかし、その関係は andそのものの意味ではなく、推論に
よって語用論的に引き出されます。一方、日本語には and 連言文に対応する
節連結構造が複数あります。例えば、「知事は無法なカラスに頭にきて、カラ
スを撃退するためのプロジェクトチームを発足させた」のようなテ形構造、

「父と娘は、一緒に散歩したり、土曜日には昼食を食べに行ったりした」のよ
うなタリ構造、「コイやカブトエビは、水温が高いと働かないし、水がなく
なったら死んでしまう」のようなシ構造などです。これらの構造によって得
られる解釈は微妙ながらも異なり、その使用にはある種の制約があります。
言い換えれば、日本語の節等位接続体系は、英語で区別されない側面に敏感
に反応し、それを言語的に区別しているということです。日本語の分析から
英語を見なおすことで、英語の観察だけからでは必ずしもわかりえなかった
特徴を明らかにできる場合があります。日英対照研究により、節等位接続を
通言語的に説明する解釈メカニズムを解明し、さらには、英語の andが固有
に持つ言語的意味を規定しようと試みています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ൃղऍʹ͓͚Δઅଓߏͷӳରরڀݚ
˙ ༺ҭͷԠڭޠʗຊޠӳྀͨ͠ߟతཁҼΛ༺ޠ

受賞
˙ 2022ຊӳޠ学ձʢஶॻʣɼ202211݄

論文
˙ ຊޠͷଓॿࢺγʹίʔυԽ͞ΕΔҙຯɼ௰ɼKLS

32ɼ206-217ɼؔޠݴ学ձɼ2012
˙ Japanese Clausal Coordination and Inferential 

Processing Units, Nagatsuji, Miyuki, JELS 31, 359-
365, the English Linguistic Society of Japan, 2014

˙ -apanese &lausal &oordination and E[emplifi cation� 
Nagatsuji, Miyuki, Annual Reports of Graduate School of 

Humanities and Sciences 32, 1-10, Graduate School of 
Humanities and Sciences, Nara Women`s University, 
2017

˙ A Dichotomous Comprehension Model of Clausal 
Conjunctions, Nagatsuji, Miyuki, Intercultural Studies 

2, 45-58, Faculty of Intercultural Communication, 
Komatsu University, 2020

書籍等出版物
˙ ௰ʮຊޠͷҐతઅଓߏ ʕൃղऍͱਪ
ॲཧ୯ҐʕʯӹԬོࢤɾ大ౡࢿੜɾڮຊमɾງ܆ߐɾલ
ాࢠɾַؙࢁʢฤʣh ຊޠෳจߏจͷڀݚ ɼɦ469-
493ɼͻͭ͡ॻɼ2014

˙ Nagatsuji, Miyuki The Pragmatics of Clausal Conjunction, 
Hituzi Syobo, 2021ʢྩ2Պ学ڀݚඅॿۀࣄʢݚ
ʣߦץՌ公։ଅਐඅʣڀ

講演・口頭発表等
˙ Nagatsuji, Miyuki lSpecialized Functions in Japanese 

Clausal Coordination,z  The 13th International 
Pragmatics Conference of the International Pragmatics 
Association, India Habitat Centre, New Delhi, 2013

˙ Nagatsuji, Miyuki l8nifi ed Ys� Dichotomous Accounts 
of Clausal Coordination,z The 2nd Conference of 
the American Pragmatics Association, University of 
California, Los Angeles, 2014

˙ ௰ʮӳޠͷઅ࿈ݴจͷޠ༻తྨʯؔޠݴ学
ձୈ46ճ大ձটൃදɼZoomʹΑΔΦϯϥΠϯ։࠵ɼ
2021

競争的資金等の研究課題
˙ʮҐଓߏͷීวతಛʹؔ͢Δೝޠ༻తڀݚʯ
ฏ23ಸྑঁࢠ大学एखঁੑࢧऀڀݚԉܦඅ

社会貢献活動
˙ 小松໌ࢢΔ͍બڍਪਐٞڠձҕһʢ2018ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹಸྑঁࢠ大学�大学ӃਓؒจԽڀݚՊ�തظޙ࢜՝ఔ�୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹಸྑঁࢠ大学ڀݚ�ӃਓจՊ学ޠݴ�ܥจԽ学ྖҬ�ॿڭ
����ɹത࢜ʢจ学ɾಸྑঁࢠ大学ʣ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ�।ڭत
ڀݚ
ӳޠ学ɾޠݴ学
ॴଐֶڠձ
ຊӳޠ学ձɺຊޠݴ学ձɺຊޠ༻学ձɺؔ ޠݴ学ձɺ
5IF�*OUFSOBUJPOBM�1SBHNBUJDT�"TTPDJBUJPO

日英対照、語用論、節等位接続

ӳରর͔Βͯ͑͘ݟΔ
͜ͱͷੈք

ӳޠ ɾֶֶޠݴ

௰��।ڭतത࢜ʢจ学ʣ
Miyuki Nagatsuji

ਤ . ΞϝϦΧޠ༻学ձୈ2ճ大ձʹͯ
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第二言語取得論に基づく、
効果的な英語学習法・教育法の研究
　人が言葉を覚えるプロセスを言語取得といいます。母語は第一言語であ
り、母語以外は第二言語と呼ばれます。英語学習をより大きな枠組みに基づ
き学習者の視点から捉えると、第二言語取得と再定義ができます。多くの移
民を受け入れている米国では、新たな市民に対する言語教育に関し、かなり
以前から体系的な研究が蓄積されております。現在、この理論的枠組みにも
とづいて、日本の学習者にとって効果的な英語学習法・教育法に関する研究
を行っています。

༰ڀݚ

英語学習支援、多言語社会、大学改革

１．英語学習支援のための教材開発・研究
ひとが母語以外の言葉を覚えていくには、言語構造の違いなどから母語の

学習手法を応用できない場合が考えられます。それに加えて日本のように外国
語が必須とは言えない生活環境の中にいる学習者にとり、外国語学習には大き
な困難がつきまといます。学校教育での工夫が行われていても、時間数の制約
を踏まえると、学校以外での学習が重要であるのは論を待ちません。自分の力
に適した教材を学習者が自ら探すことで、学習意欲が高まると考えられます。
機械学習手法を用いた英文難易度推定を通じた学習者の主体的教材選択の支
援やICT技術を活用した教材開発が、現在の研究の柱の1つとなっています。
２．多言語社会の研究
　2008 年度以降、ルクセンブルクとの交流事業に関与する中で、母語のルク
センブルク語に加え、ドイツ語、フランス語が公用語となっている同国の多
言語主義に刺激を受けました。現在、自らもロマンス諸語（仏、西、伊）および
ドイツ語の学習を続け、その言語学習課程で自ら体験したいくつものつまず
きを英語教育に反映させています。学習者に対する教育支援の質を向上させ
るよう、実践面ならびに研究面での取り組みを進めています。
３．大学改革に関する研究
　技術革新の飛躍的な加速化、温暖化などの地球的課題の深刻化などによ
り、将来の予測が困難な時代・状況を表す VUCA (Volatility, Uncertainty, 
Complexity, Ambiguity）という言葉が近年、メディアに現れるようになりま
した。学校教育の場においても、このような変化を受けてさまざまな改革が
進められています。大学においても、従来以上の学生の主体性を促す教育体
系や教育手法の模索と実践が進められています。
とくに大学における国際競争が従来以上に激化する中、より学生のもつ潜

在的な能力を引き出す仕組みが重視されています。歴史的、国際的な視座か
ら、大学改革の理論的・実践的研究に取り組んでいます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ӳޠ学शख๏ʹؔ͢ΔΞυόΠε
˙ Google AppsΛར༻ͨ͠؆қΦϯϥΠϯ学शαΠτͷߏங
˙ ϧΫηϯϒϧΫʹؔ͢Δߨԋ

受賞
˙ 2017.12ɹ૯ল૯߹௨৴ہɾใ௨৴ٞڠձɼ
ୈ̐ճʮGۭؒʷICT·ͪͮ͘ΓτϥΠΞϧίϯΫʔ
ϧʯʢ૯߹௨৴ہडʣ

論文
˙ Renewed focus on cycling: Cycling promotion policies 

in Luxembourg, T. Shimauchi, JGTR 6(2), pp.163-168. 
2021.11

˙ TOEIC L&RείΞͷੳɿޙࠓͷޠ学ڭҭͷؚҙ, ౡ
ढ़, ࡍࠃจԽ, 3߸, pp.13-25

˙ Luxembourg tram system: catenary-free hybrid 
technology to reduce visual damage to the historical 
cityscape, T. Shimauchi, Studies in Science and 
Technology 9(2), 141-148, 2020.12

˙ Reinventing Public Transport System in Luxembourg and 
its implications for foreign tourists, T. Shimauchi Journal 
of Global Tourism Research 5(2), 161-166, 2020.10

˙ Influence of instant feedback on learning motivation 
of university students: Promoting out-of-class learning 
by developing ICT materials, T.Shimauchi, M.Kimura, 
H.Nambo, H.Kimura, International Journal of Engineering 
and Technical Research 10(9), 16-22, 2020.09

˙ Discriminant analysis on university students` reading 
skills: Experiments using class learning outcomes and 
certifi cate e[am scores� T�6himauchi� +�1amEo� +�.imura� 
Studies in Science and Technology 8(1), 69-74, 2019.06

˙ Proposal for LMS-like environment by util izing 
Google Apps to promote English reading activities, 
T.Shimauchi, H.Nambo, H.Kimura, Studies in Science 
and Technology 8(1), 39-44, 2016.06

˙ Classification of English sentences by the degree of 
diffculty using machine learning, T.Shimauchi, R.Oguri, 
H.Ban, H.Nambo, H.Kimura, International Journal of 
Engineering and Technical Research 9(1), 19-26, 2019.03

講演・口頭発表等
˙ ICTࡐڭΛ׆༻ͨ͠ଈ࣌ϑΟʔυόοΫʹΑΔ学शऀͷ学
शҙཉͷӨڹ, ౡढ़ɼଜɼଜय़ɼຊɾத
学ͱICTɼ2020.02ӦܦϫʔΫγϣοϓ2020ࠃ

˙ Google AppsΛར༻ͨ͠LMSతڥͷߏஙɿ LMSͷ׆༻
ະಋೖߍʹ͓͚Δतۀ֎学शͷଅਐɼౡढ़ɼೆอӳ
学ӦܦϫʔΫγϣοϓ2019ࠃɼଜय़ɼຊɾத
ͱICTɼ2019.02

社会貢献活動
˙ 小松ࢢ立ߴ学ߍɾߴ大࿈ܞतۀʮӳޠϒϥογϡΞοϓ
ʢ2018-2021ʣࢣߨʯ࠲ߨ

˙ 小松ࢢத学ੜӳޠεϐʔνίϯςετ৹ࠪҕһʢ2023-ʣ

ౡ�ढ़ڭ�तത࢜ʢ学ज़ʣ
Toshihiko Shimauchi

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ小松ظ大学Ҭ学Պɹࢣߨ
����ɹ小松ظ大学Ҭ学Պɹ।ڭत
����ɹۚ大学ࣗવՊ学ڀݚՊిࢠใՊ学ઐ߈ɹതظޙ࢜՝ఔमྃ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹ।ڭत
����ɹ公立小松大学ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃจԽަྲྀ学Պɹڭत
ڀݚ
औಘɺҟจԽཧղޠݴҭ���ୈೋڭޠࠃ֎
ใ学���ࣗવޠݴॲཧɺσʔλϚΠχϯά
ॴଐֶڠձ
大学ӳڭޠҭ学ձɺάϩʔόϧਓࡐҭڭҭ学ձɺຊϦϝσΟΞϧڭҭ学ձɺຊ֎ڭޠࠃҭਪਐߏػ

効
果
的
な
言
語
学
習
方
法
を
多
様
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
探
求

英語教育、多言語社会、機械学習、自然言語処理、e-ラーニング

ҭڭޠࠃ֎
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My research focuses on cross-cultural events with the primary 
subjects of interest being self-construction and the pedagogical 
implications. In addition, my research looks at cultural institutions 
and how they interplay with international visitors and society at large. 

The fi rst major challenge is understanding identity and self. The core challenge 
from an educational philosophical standpoint is understanding where and if the 
self exists. The consensus among philosophers is that the notion of self is a co-
constructed concept built through experience in society. Therefore, self is an 
externality of the subject, and that the construct of the subject is mediated through 
the stimulus of others and their environment which is outlined in Hegel’s early work 
in the Phenomenology of Spirit, and later built on by recognition theorist including 
Axel Honneth. Existence is only done by the acknowledgement of existence by 
self and its recognition by others. The subject exists and projects what they will be, 
and it is fi lled with the conditions and infl uences of the society in which the subject 
exists. Communities are co-created with the formation of rational subjects, and they 
build a world of reason and justifi cation for their actions and beliefs within their 
enclave. In these communities and societies individuals have a greater investment 
in their ideas of self and the camaraderie produced within, and as a result create a 
narrative that is reproduced to suit the interest to maintain that community.

༰ڀݚ
The role of international encounters and experiential learning on 
student identities with interest in learning and development outcomes.

With greater internationalization and improving interconnectivity of our learning 
approaches including online programs, student mobility projects (study tours, 
study abroad, special projects), there are immense opportunities for students to 
develop an understanding of the world beyond the normal confi nes of their local 
communities of practice. My research primarily focuses on international programs, 
facilitating student opportunities to visit, engage, study and worth with students 
from other backgrounds. In recent projects, students collaborate with partners and 
team members from Australia to study and prepare for participation in a Model 
United Nations conference. This allows students to confront several challenges: 
developing skills and experience of collaborating with people from different 
cultural and linguistic backgrounds, developing an understanding of global issues 
and challenges, and developing strategies to solve these issues through consensus-

based negotiations. My research 
works on observing and theorizing 
about the identity and belief 
t ransformat ions  s tudents  go 
through, while participating in 
mobility projects and encountering 
international others.

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Organizes cross-cultural projects with Students from 

Australia and Japan
˙ Trains students to participate in Model United Nations 

Conferences

論文
˙ Harmon II, D. & Yoshida, A. 2021. For They Know 

What They`ve Done: Desire, Guilt, and the Ethics of 
Science Fiction in Media. Hokuriku University Bulletin 

50, pp. 101-116.
˙ Harmon II, D., Yoshida, A., & Aihara, M. 2020. Three 

Threads: A Philosophical Dialogue on Modern Social 
Issues Through Marvel Films. Hokuriku University 

Bulletin 48, pp. 115-135.
˙ Harmon II, D. 2019. Decentred Hospitality: Omotenashi

Culture and the Foreign Visitor in Japan. Hokuriku 

University Bulletin 46, pp. 53-70.
˙ Syquia, J., Harmon II, D. & Giordano, M.J. 2021. 

Teaching Second Language Learners How to Make 
Invitations and Refusals Using Preference Organization. 
Linguistics International Journal, 15(2), pp. 1-30. 

書籍等出版物
˙ Harmon II, D. & Dinnen, M. 2019. The Decentred 

Delegate: Adapting Identity within a Model United 
Nations Learning Environment. In Intercultural Mirrors: 

Dynamic Reconstruction of Identity (M. Claire & J. Kraven 
Eds.) (pp. 233-257): Brill-Sense Publishing, Leiden. 

講演・口頭発表等
˙ Aihara, M. & Harmon II, D. 2020. Japan`s Sontaku 

Culture as a Prism of Other-Oriented Self Among 
Japanese University Students – a Critical Examination 
of Japanese Culture and Internet Society. The 19th

Japan Society of Intercultural Studies Nation Conference, 
Osaka Japan (Paper Presentation). 

˙ Aihara, M., Harmon II, D. & Yoshida, A. 2020. Japan`s 
Sontaku Culture and its Democracy Based on Fake 
News – a Critical Examination of Japanese Political 
and Internet Society. BOBCATSSS 2020, Paris France 
(Paper Presentation). 

˙ Harmon II, D. & Kikuchi, H. 2019. Developing 
Collaborative Narratives Utilizing Online Video 
Discussion. The 58th JACET International Conference, 
Tokyo, Japan (Talk).

社会貢献活動
˙ Advisor, Japan English Model United Nations, 

(2015-Present)
˙ New Colombo Plan (NCP) Partner (2018-Present)

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹ5FNQMF�6OJWFSTJUZ�'BDVMUZ�PG�&EVDBUJPO�म࢜՝ఔमྃ
����ɹژۀ࢈大学ɹશ学ڞ௨ڭҭηϯλʔɹࢣߨ
����ɹ大学ɹࡍࠃίϛϡχέʔγϣϯ学෦ɹࢣߨ
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ɹ।ڭत
ڀݚ
%FDFOUSFE�4FMG���*EFOUJUZ���$SPTT�$VMUVSBM�$POUBDU���&EVDBUJPOBM�1IJMPTPQIZ���
1TZDIPBOBMZTJT���$SJUJDBM�5IFPSZ�
ॴଐֶڠձ
1IJMPTPQIZ�PG�&EVDBUJPO�4PDJFUZ�PG�"VTUSBMBTJBɺҰൠࣾஂ๏ਓ大学ӳڭޠҭ学ձɺຊࡍࠃจԽ学ձ�

Decentred Self / Identity / Cross-Cultural Contact / 
Educational Philosophy

6OEFSTUBOEJOH UIF &ODPVOUFS 
XJUI UIF *OUFSOBUJPOBM 0UIFS

ΞΠσϯςΟςΟมɾ
ҭֶڭ

σχεɾϋʔϞϯ�।ڭत.BTUFS�PG�4DJFODF�&EVDBUJPO
Dennis Harmon II

2018 JEMUN Conference Osaka
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中国語音韻史の研究

　中国語の発音の歴史を研究しています。歴史的文献や中国周辺地域に伝わ
る漢字音、中国語の方言音等を参考に昔の発音を推定し、さらに古今の発音
の変遷を明らかにすることに取り組んでいます。

༰ڀݚ

対音資料を用いて後漢～唐代に起きた音韻変化・
音声変化を解明する
　私の研究の特徴は対音資料を重視する点にあります。対音資料とは、外国
語の発音を漢字で音訳したものや、中国語の発音を外国語の文字で表記した
資料のことです。資料成立時の発音を直接かつ比較的忠実に反映しており、
昔の発音を推定する際の重要な手掛かりとなります。
これまでは対音資料を利用して、唐代（618 ～ 907 年）の発音を研究してき
ました。唐代の中国北方では数々の音声・音韻変化が起きたと言われていま
す。それらの変化が本当に起きたのかを検証し、起きたと言えるのであれば、
唐代のどの時期に、どこで、どのように起きたのかを解明したいと思いまし
た。そこで唐代の漢訳仏典の音訳漢字を主な資料とし、更に複数の種類の対
音資料を用いて研究を行い、幾つかの音声・音韻変化について新たな知見を
提示することができました。
　今後は唐代以前、すなわち後漢～南北朝期の音韻史についても、引き続き
漢訳仏典の音訳漢字を活用して解明していきたいと思います。この方面での
研究に進展が見られれば、この時期の中国およびその周辺地域で成立した漢
字資料の音声的側面がより詳しく分かるようになり、それによって東洋史学
や仏教学をはじめとする関係諸分野の文献学的研究にも寄与することがで
きると考えます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ԻͷมભݹԻʙதݹ্
˙ ࣈ༁యͷԻ༁
˙ ࣩಶࢿྉ

論文
˙ Some Features of Siddham Script in the University of 

Tokyo Manuscript of the Chinese Version of the Ārya-
mahā-māyūrī Vidyā-rājñī, Śāntamatih・ Manuscripts for Life 
— Essays in Memory of Seishi KARASHIMA, 139-154, 
2023.

˙ ٛড়ͷԻ༁ࣈʹ͓͚ΔSanskritͷ/v/ͷԻ༁ʹ͍ͭͯɼ
ʣɼ109-133ɼ2022೦จूʢ্لٳतӫڭྱాؠ

˙ ରԻࢿྉ͔Βͨݟͷܰ৶ԻԽʹ͍ͭͯɿෟ ͷ
ඓԻԽɼਆށ֎大73ʢ3ʣɼ121-146ɼ2021

˙ ରԻࢿྉ͔ΒͨݟॳظͷͷԻՁʹ͍ͭͯ�ٛড়ͷ
Ի༁ࣈΛத৺ʹ�ɼ։Ἣ37ɼ67-80ɼ2019

˙ ࣩಶจࣈͷ͔ܗࣈΒͨݟʰࣩಶهࣈʱͷޠ�಄ͷ
 ⒒ɼchaɼd

ㅡ
haΛද͢จࣈͷܗࣈΛத৺ʹ�ɼ౦༸学ใ

100ʢ3ʣɼ1-23ɼ2018
˙ ᑓରԻ؍֓ڀݚɼதจ学ज़લԊ12ɼ112-119ɼ2018
˙ Siddham Script in the University of Tokyo Manuscript 

of the Chinese Version of ◖rya-Mah◑-M◑y◓r◒ Vidy◑-
R◑jñ◒ɼՁ大学ࡍࠃڭ学ߴڀݚॴใ18ɼ263-273ɼ
2015

˙ ෆۭ༁ʰ大໌ԦܦʱຊจதͷԻ༁ޠኮ �ٛড়༁
ʰઆ大ढԦܦʱͱͷൺֱ͔Β�ɼଠాࡈɾݹত߂
学ूɼ123-132ɼ2013ޠࠃ೦தهतؐྐྵڭ྆

˙ ଫཏೌͷԻ͔ࣸࣈΒ࣍ͨݟඓԻͷඇඓԻԽʹ͍ͭͯɼ
தޠࠃ学ʢ254ʣɼ124-142ɼ2007

˙ τΡϧϑΝϯग़ͷࣈԻஅยʹө͞ΕΔΠά
ϧࣈԻʹ͍ͭͯɿϕϧϦϯॴଂͷೋஅยCh/U6781ͱ
Ch2369ͷੳɼਆޠࠃ֎ࢢށ大学֎ࠃ学58 ڀݚɼ17-
44ɼ2004

書籍等出版物
˙ ਤ17 ڇɼྱాؠʢฤʣh ղऍਤݴํޠ ɼɦ122-

129ɼനఇࣾɼ2009

講演・口頭発表等
˙ ରԻࢿྉ͔Βͨݟॳظͷඍͱɼୈ69ճຊதࠃ
大学ɼ2019ࢠ大ձɼ͓ͷਫঁࠃ学ձશޠ

˙ ରԻࢿྉ͔ΒͨݟॳظͷͷԻՁʹ͍ͭͯɼୈ68ճ
ຊதޠࠃ学ձશࠃ大ձɼਆޠࠃ֎ࢢށ大学ɼ2018

˙ ᑓɺ҄ಛɺຎೌڭሣԻ֓ڀݚ᧺ɼதۙݹ࡞ޠɼ
ᔳ大ڀݚ࢙ޠத৺ɼ2016

競争的資金等の研究課題
˙ Պ学ڀݚඅॿۀࣄʢ׆ڀݚಈελʔτࢧԉʣɼʮରԻࢿ
ྉʹΑΔԻӆ࢙ͷڀݚ�ॳظΛத৺ʹʯɼڀݚද
ऀɼ2019-2021

ʢจ学ʣ࢜तതڭ�।ࢠو�ຊڮ
Takako Hashimoto

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹਆޠࠃ֎ࢢށ大学�֎ޠࠃ学ڀݚՊ�ത࢜՝ఔɾจԽަྲྀઐ߈ɹ୯Ґऔಘຬظୀ学
����ɹത࢜ʢจ学ɾਆޠࠃ֎ࢢށ大学ʣ
����ɹਆޠࠃ֎ࢢށ大学ɹ֎ࠃ学ڀݚॴɹ٬һڀݚһ
����ɹ公立小松大学ɹࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պɹ।ڭत
ڀݚ
தޠࠃ学
ॴଐֶڠձ
ຊதޠࠃ学ձ

昔
の
人
は
漢
字
を
ど
の
よ
う
に
読
ん

で
い
た
か

中国語音韻史、中古音、対音資料、音韻変化、音声変化

্㐏ཾ՚ࣉͷಊɻܦቾʹࣈԻ༁͞Εͨଫཏೌ
ʢαϯεΫϦοτޠͷढจʣ͕ ॻ͔Ε͍ͯΔɻ

தֶޠࠃ
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グローバル化視野での地域文学研究

　文学テキストは時代を反映するとともにその時代に生きている人間（群像
と個像）の行動や思想の記録でもあります。グローバル的視野で他国や異文
化に関わる文学者及び彼らの手による文学テキストを研究対象とし、従来の
文学研究に他者視点の読みを加え、研究内容の豊かさを求めようと思いま
す。グローバル化は現代の必然的な潮流となっています。文学自体は地域の
紛争を解決する機能を持っていませんが、時代の呼吸に合わせて生きていた
人生や風景、地域社会のリアルな姿や選択的な変化を追跡し、深く理解する
ことで、現代の姿を捉えることができます。

༰ڀݚ

他者視点の日本文学解読

　日中文化は昔から「一衣帯水」の相似性を持っていますが、言語や民族が違
うため文化や社会の多方面に渡って異なる部分が見られます。異文化交流の
中で外国人が他者の目で如何に自分の国の文化と社会を解釈するかを観察
してみると、実に面白いです。グローバル化視野から谷崎潤一郎、芥川龍之介
などを代表とする近代日本文人が書き記した江蘇の都市描写を解読するこ
とでその時代の中国江南地域の民俗と社会の実態を解明するとともに、中日
社会の文化的差異、地域社会の変化を明らかにしようと思います。このこと
は日中間における異文化相互理解を促進すると思われます。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ۙຊจਓʹΑΔʮߐોলඳࣸʯ
˙ ۙຊจਓචԼͷʮೆژඳࣸʯ

受賞
˙ 2014.06 ɹ౦ೆ大学ɹʮڐঘཽۚڭʯड

論文
˙ ևཾ೭հڀݚʔྙཧతଘࡏͱͯ͠ͷ۪ऀͷɼѪ
ɼୈ37߸ɼ2002.3ࠂใڀݚ大学ۀ

˙ ևͷʮѨโʯͱᳵͷʮ۪ಝʯʹ͍ͭͯɼຊ学ஃɼ
2015.7

競争的資金等の研究課題
˙ʮևཾ೭հʰࢧಹ༡هʱʹ͓͚Δߐોඳࣸڀݚʯɼߐો
লࣾձՊ学ۚجɼڞಉɽ2014-2016

˙ʮٛ༤ͷڀݚࢠͷ༁ͱڀݚʯɼڭҭ෦ਓจࣾձج
ۚɼڞಉɽ2018-2020

˙ʮਓޱಋೖͷຊޠ՝ఔઃܭʯɼڭҭ෦࢈学߹ڠ࡞ಉ
ҭਓ߲ɼ2022-2024

Ṅ�小ᠳࢣߨ�म࢜
Zheng xiaoxiang

ϓϩϑΟʔϧ
���������������ɹ౦ೆ大学֎ޠࠃ学Ӄɹຊޠݴޠจ学ઐ߈ɹम࢜औಘ
���������������ɹຊѪۀ大学ɹڀݚһ݉தࢣڭޠࠃ�
ࢣߨ学Ӄɹޠࠃ֎ɹ౦ೆ大学ࡏݱ��������
ڀݚ
தൺֱจ学ɺຊۙจ学ɺຊڭޠҭ
ॴଐֶڠձ
தࠃຊڭޠҭڀݚձ

他
者
視
点
の
地
域
文
学
研
究

日中比較文学、芥川龍之介研究

ଞऀࢹのҬจֶڀݚɺևཾ೭հڀݚ

ࣸਅɿഋશࠃ大学ຊࣝ大ձ2023ʹͯ
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日常言語からテクスト言語へ

　私の専門分野は「日常言語」から「テクスト言語」への探究です。これらは私
たちが日々の生活のなかで用いる第一次言語と、より複雑な情報を伝えるた
めの第二次言語として理解できます。そして私の関心は、一つの文章がどの
ように「つながり」を持ち、どのように「まとまり」を形成し、どのようにその
内容を伝えているのかという点にあります。これらを解明するために、テク
ストの言語面においては「選択体系機能理論」を、内容面においては「読者反
応理論」を用いて、テクストがどのように構築され、それが読者にどのように
解釈されるのかを考えています。さらに、これら基礎研究の教育現場への応
用として、新たな中国語教授法理論としての「内容言語統合型学習（CLIL）」
の構築を目指しています。

༰ڀݚ

テクスト言語学とその教育への応用：基礎から実践へ

　【テクスト言語学に関する基礎研究】日本語と中国語のテクスト構造に注
目し、テクスト言語学の観点から「結束性」「一貫性」「統一性」について研究し
ています。具体的には、「日常言語とテクスト言語の構造上の共通点と相違点
に関する研究」と「様々なジャンルの中国語テクストに対する構造分析」の二
つの研究課題に取り組んでいます。
　【教授法理論に関する応用研究】上記の基礎研究を基に、「コミュニケー
ション活動」や「読書活動」を統合的に導入した実践に基づく応用研究にも取
り組んでいます。具体的には、「コミュニケーション活動と読書活動の統合に
よる中国語授業」のモデルカリキュラムを作成し、多角的な実践研究を通じ
てその教育効果を検証しています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ தޠࠃͱຊޠͷରরڀݚ
˙ தڭޠࠃҭ

論文
˙ ϒοΫϨϙʔτ׆ಈΛऔΓೖΕͨதޠࠃतۀͷࢼΈʕͦ
ͷՄੑͱ՝ʕɼ୯ᢳ䆾ɼதڭޠࠃҭ20ɼ95-115ɼ
2022

˙ ݁ଋੑͷ؍͔Βͨݟதޠࠃத্ڃ学शऀͷޡ༻ʕ
ଓࢦඪʹணͯ͠ʕɼ୯ᢳ䆾ɼதڭޠࠃҭ18ɼ49-69ɼ
2020

˙ தର༁ίʔύεʹ͓͚ΔʮͷͰ͋Δʯʹؔ͢ΔҰߟ
ʕςΫετͷ݁ଋੑͷ؍͔Βʕɼ୯ᢳ䆾ɼޠݴͷڀݚɼ
ՖॻӃɼ119-135ɼ2019

˙ ৽ฉࣾઆʹ͓͚ΔςΫετߏͷҰߟ ʕࡐͷྻΛ
Ί͙ͬͯʕɼ୯ᢳ䆾ɾ松ଜਸ਼ࢠɼޠݴจԽ40ڀɼ41-
55ɼ2018

書籍等出版物
˙ʰ͏͖͏͖ೖதޠࠃʱۚೄॳඒɾ୯ᢳ䆾ɾԦӉೆɾ৽୩
ल໌ɾؖܠѴɾകଜɼேग़൛ࣾɼ2023

˙ʰதࠃ ͜ͱͷੈքΛཱྀ͢Δ ʕ↯ʬႍശཬతا鹅ʭɦ ୯
ᢳ䆾ฤஶɼேग़൛ࣾɼ2022

˙ʰઆจʹ͓͚ΔςΫετߏͷதରরڀݚʕ৽ฉࣾઆ
Λੳࢿྉͱͯ͠ʕʱ୯ᢳ䆾ɼՖॻӃɼ2020

講演・口頭発表等
˙ ༁ՁੑΛࢹͱͨ͠ྲྀਫจʹؔ͢ΔҰߟʕ小આh 
ͷ࿀ʱͷ2ͭͷ༁൛Λൺֱͯ͠ʕɼ୯ᢳ䆾ɼThe 14th 
Annual Conference of the International Association of 
Chinese-Japanese Contrastive Linguisticsɼதࠃւ༸
大学ɼ2023.8.20

˙ ޠࠃΦʔηϯςΟοΫதͨ͠ࢦΛܞత࿈ػͷ༗ٕ࢛
学शʕςΩετʰதࠃ ͜ͱͷੈքΛཱྀ͢ΔʱΛ༻͍ͨ
จԽ学ձޠݴʕɼ୯ᢳ䆾ɼ౦ΞδΞڀݚྫࣄ ୈ4ճ大ձɼ
ΦϯϥΠϯ։࠵ɼ2023.02.19

˙ ࠃʵ大学தߟҝʹؔ͢ΔҰߦΛհͨ͠ಡॻۀतޠࠃ֎
ಈΛखֻ͔Γͱ͠׆Ϋϥεʹ͓͚ΔϒοΫϨϙʔτޠ
ͯʵɼ୯ᢳ䆾ɼୈ66ճຊಡॻ学ձ大ձɼΦϯϥΠϯ։࠵ɼ
2022.9.19

競争的資金等の研究課題
˙ʮಡॻ׆ಈͱίϛϡχέʔγϣϯ׆ಈͷ౷߹ʹΑΔ৽ͨͳ
தڭޠࠃत๏ͷߏஙʯɼදɼՊݚඅʢएखڀݚʣɼ2022-
2024

˙ʮಡॻߦҝΛ࣠ͱͨ͠தޠࠃ学शڥ։ൃͷڀݚૅجʯɼ
දɼೆ学Ӄ大学ڀݚॿɼ2021-2022

˙ʮຊਓதޠࠃ学शऀͷ࡞จٴͼεϐʔνͷߏੳɿ࡞
จɾεϐʔνࢦಋ๏ߏஙʹ͚ͯʕʯɼදɼՊ学ݚ
ॿɼ2019-2020ڀ

୯�ᢳ䆾ࢣߨ�ത࢜ʢ学ज़ʣ
Aiting Shan

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹभ大学大学Ӄ�ࣾٿձ౷߹Պ学�ത࢜՝ఔ�मྃ
����ɹभ大学ޠݴ�จԽڀݚӃ�ಛผऀڀݚ
����ɹೆ学Ӄ大学ڭޠݴ�ҭηϯλʔ�ॿڭ
����ɹ公立小松大学ࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պࢣߨ�
ڀݚ
ҭڭޠࠃ学ɺதޠݴ
ॴଐֶڠձ
ຊதޠࠃ学ձɺதରরޠݴ学ձɺதڭޠࠃҭ学ձɺຊಡॻ学ձɺ౦ΞδΞޠݴࡍࠃ学ձɺ
౦ΞδΞޠݴจԽ学ձɺभதࠃ学ձ

「
テ
ク
ス
ト
」を
軸
と
し
た
基
礎
研
究・

応
用
研
究

テクスト構造、結束性、読書行為、内容言語統合型学習

ҭڭޠࠃɺதֶޠݴ

ΦϯϥΠϯτʔΫΠϕϯτʮதڭޠࠃҭͱಡॻจԽͷଓʕएख
小આՈɺ↯͞ΜͱޠΔɻʯʢ2021.11.27ʣ

Պॻhڭ தࠃɹ͜ͱͷੈքΛ
ཱྀ͢Δʕ↯ʬႍശཬతا鹅ʭɦ

Faculty of Intercultural C
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m
unication D

epartm
ent of Intercultural C
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m

unication

国
際
文
化
交
流
学
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科
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語
学
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国
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育
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交通工学、都市計画、防災計画を活用した安全・安心な交通・
防災まちづくり研究
　交通工学（交通計画）、都市計画、防災計画等の基礎理論をベースとして、持
続可能であり、安全で、安心できる地域、ならびに都市を創造することを目的
に、これまでストックされてきた各種データ、ならびにこれから収集可能な
データを活用して、地域（都市）が抱える課題を明らかにする。そして、それらの
課題を解決するための地域づくりの計画やまちづくりの計画立案を進める。
また、地域（都市）の目指すべき目標（将来ビジョン）を明確にして、交通まちづ
くりを進めるための具体的な計画の立案、さらに、その実行を行う（社会実装
を進める）ための手法等の開発を目指す。

༰ڀݚ

安全・安心な地域づくり、まちづくりを目指すAI、IoT、データ
サイエンス研究
　地域づくり、まちづくりを進めるためには、その地域（都市）の現状や抱え
る課題を明らかにするとともに、その課題を解決するための方策を立案し、
それを実行（社会実装）することが求められる。これまで、わが国では統計法
により特に重要な基幹統計（５６統計）の他に、一般統計として各種統計デー
タの蓄積がある。また、最近では ICTを活用した時系列的なデータ（膨大な
データ）の収集も可能となってきている。その一方で、これから迎える人口減
少や超高齢社会を想定した地域課題の解決も重要となる。ここでは、個人情
報を秘匿したうえで、救急医療、救急搬送、国民健康保険データ、都市基礎調
査データ、交通流動データ等を活用して、地域包括ケア計画の策定、災害時要
配慮者の避難支援計画の策定、3次救急医療計画の立案、また自動運転自動車
を活用した地域公共交通計画やカーシェアシステムの導入計画等の検討を
行う。また、インバウンドを含めた観光需要の予測とその結果を活用した広
域観光連携の推進、陸（新幹線、高速道路）・海（クルーズ船）・空（空港）の連携
による観光推進策の策定など、観光研究についても実行する。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ Ҭͷ҆શɾ҆৺ͱٸٹҩྍɾٸٹൖૹڀݚ
˙ ڀݚέΞΤϦΞͨ͠༺׆σʔλΛݥอ߁ຽ݈ࠃ
˙ ֤छطଘσʔλΛ׆༻ͨ͠ࡂ·ͪͮ͘Γڀݚ

受賞
˙ 20117݄ɺJCOMMɺThe JCOMM Project Award 

2011ʮJCOMMϓϩδΣΫτʯ
˙ 20129݄ɺۚࢢɺฏ24ɹୈ33ճۚࢢจԽ׆ಈ
˙ 20196݄ɺࠃަ௨লɺྩݩɹࠃަ௨大ਉද
জɹܭࢢը๏ɾݐஙج४๏੍ఆ100पه೦

論文
˙ 大نൃࡂੜޙΛఆͨ͠ཁྀऀͷଘࡏҐஔɾ
χʔζѲπʔϧͷ༗ޮੑʹؔ͢Δૅجతݕ౼ɼڞஶɼ
学ձจूA1ʢߏɾ学ʣɼVol. 77ɼNo. 4ɼp. 
1_649-1_658ɼ20213݄

˙ ίϯΫϦʔτߏͷͻͼΘΕը૾Λ༻͍݈ͨશੑͷஅࢧ
ԉʹؔ͢Δૅجతڀݚɼڞஶɼ学ձจूD3ʢܭ
ը学ʣಛू߸ɼVol. 76ɼNo.5ɼp.l_297-l_304ɼ20214݄

˙ Analysis of the Relationship between Age and Violation 
of Traffi c Laws and Ordinances in Traffi c Accidents on 
Children, ڞஶ, Sustainability. 14(19):12778, 202݄̎̐

˙ Remote Bridge Inspection and Actual Bridge Verifi cation 
Based on 4G/5G Communication Environments, ڞ ஶ, 
Electronics, 12(14), 20237݄

書籍等出版物
˙ ํࢢͷ࠶ੜઓུɺڞஶɺ学ܳग़൛ࣾɺ20133݄
˙ ަ௨·ͪͮ͘Γɿʙํ͔ࢢΒͷઓʙɺڞஶɺࣛౡ
ग़൛ࣾɺ20157݄

˙ ҬแׅέΞͱΤϦΞϚωδϝϯτɺڞஶɺϛωϧϰΝ
ॻɺ20193݄

競争的資金等の研究課題
˙ ҬแׅέΞγεςϜߏஙΛ͢ࢦΤϦΞϚωδϝϯτ
ͷͨΊͷࠃอσʔλϕʔεͷ׆༻ɺຊ学ज़ৼڵձɺ
ઓత๖ժڀݚɺฏ27ʙฏ28

˙ ࣾྸߴձʹ͓͚ΔҩྍɾࢱɾհޢͷҰମཧͱ3ٹ࣍
൫جձɺڵɺຊ学ज़ৼڀݚԽߴൖૹͷٸٹҩྍɾٸ
ݩʢBʣɺฏ29ʙྩڀݚ

˙ ࣾྸߴձʹ͓͚ΔҩྍɾࢱɾհޢͷҰମཧͱ3ٹ࣍
ڀݚ൫جձɺڵɺຊ学ज़ৼڀݚ༺׆Խɾ5Gͷߴͷٸ
ʢBʣɺྩ2ʙྩ4

社会貢献活動
˙ ࢢࢁܭࢢը৹ٞձɾҕһʢ2005ʙ20199݄ʣɾ
ձʢ201910݄ʙࡏݱʣ

˙ ަ௨学ڀݚձɾཧࣄʢ20095݄ʙ20216݄ʣຊϞϏ
ϦςΟɾϚωδϝϯτձٞɾཧࣄʢ20096݄ʙ20206݄ʣ

˙ 学ձɾཧࣄʢ20176݄ʙ20196݄ʣ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹۚ大学大学Ӄ学ڀݚՊम࢜՝ఔ学ઐ߈ɹमྃ
����ɹۚ大学ɹ学෦ɹݐઃ学Պɹॿख
����ɹژ大学ΑΓ学ത࢜ͷ学Ґऔಘ
����ɹۚ大学ɹ学෦ɹݐઃ学Պɹॿڭत
����ɹۚ大学ɹ学෦ɹݐઃ学Պɹڭत
����ɹ公立小松大学ɹಛڭत
����ɹ公立小松大学ɹڭत
ڀݚ
ը学ɼަܭ学ɿ学ʢ ௨学ɼܭࢢըʣ
ॴଐֶڠձ
学ձɼຊܭࢢը学ձɼަ ௨学ڀݚձɼຊϞϏϦςΟձٞɼҬੑ׆学ձ

目
指
す
は
、ま
ち
づ
く
り
の

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
融
合
研
究

交通まちづくり，地域公共交通，救急医療・救急搬送，防災計画，
インフラ維持更新，交通事故分析，自転車ネットワーク

҆શɾ̓ ৺なҬͮ͘Γɺまちͮ͘ΓΛతにަ௨ֶɺ
ܭࢢըかΒܭըཱҊΛࢦす

࢜学തतڭ��७Ұࢁ∁
Jun-ichi Takayama

ਤ1. ٸٹҩྍΛऔΓ͘ר՝ ਤ2.  ϓϨϗεϐλϧέΞͷॏཁੑͱٸٹൖૹͷ
ׂ
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新しい倫理――心情倫理から責任倫理へ

　倫理学とは、ソクラテス以来「善さ」とは何かを探求し、基礎づける学問で
ある。カントに代表される近代の倫理学は「今とここ」の倫理学だった。顔と
顔を向い合せる、空間と時間を共有する人間の倫理学だった。そこでの定言
命法は、「自律的であれ」で、行為の動機を問う「心情倫理」だった。しかし科学
技術を手にして行為する現代人は、地球的規模と遠い未来世代を射程距離に
おいている。しかも集団的規模でそのことを行う。だから、行為の結果を予見
し、その結果に対して責任がある。この新しい倫理の定言命法は、「持続的で
あれ」であり、「責任倫理」である。私の研究分野は後者です。

༰ڀݚ

応用倫理学の諸問題を「人間の尊厳」概念を核に解明

①終末期医療　オランダ安楽死の法・倫理・制度について考察し、オランダ安
楽死は、ヨーロッパ人権条約の 3 条の尊厳の侵害と 8 条の私生活を尊重さ
れる権利から基礎づけられること、2 条の脆弱な生の保護と両立可能であ
るということ、さらにヨーロッパ生命倫理の 4 原則の「統合体」「自律」「尊
厳」に基礎づけられていること、そして背後にヨーロッパ 2000 年の歴史に
おいて開花した『人格』概念があるということを解明した。

②生殖補助医療　「人間の尊厳」という概念を軸に、人受精胚に対する診断と
研究利用に関する生命倫理地図を描いた。Ⅰ）尊厳概念の批判、Ⅱ）両立可
能テーゼ、ａ）外延的戦略、ｂ）内包的戦略、Ⅲ）両立不可能テーゼについて
それぞれ論じ、その結果として胚は現実的人間でないとしても、潜在的に
人間であり、現実的権利で保護されるということ、『疑わしい場合は胚の利
益のために』を論証した。

③ Sustainabilityの哲学的基礎付けとしての H・ヨナス哲学研究。「なし得る」
から「なすべきである」を導出する過程を解明。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ऴظҩྍɾੜ৩ҩྍͳͲͷੜ໋ྙཧͷॾ
˙ ٕज़ऀྙཧɾྙڥཧͷॾ

受賞
˙ 201810݄ɹຊҩ学学ྙཧ学ձɹୈ12ճ学ձ

論文
˙ Φϥϯμೝऀױͷָ҆݅ࣄࢮʔࡋߴ࠷্ૌɺੜ
͖Δݖར͔ɺݖ͵ࢮར͔ʔɼӬ৹Ұɼཧ707, 18, 
34, 2020, 07

˙ Ҩ࡞ૢࢠͱਓؒͷଚݫɼӬ৹Ұɼपظ࢈ҩ学6݄߸ɼ
889-891ɼ2020ɼ06

˙ Die aktuelle Debatte über Forschung an menschlichen 
Embryonen und Menschenwürde aus japanischer 
Perspektive, Shinichiro Morinaga, Zeitschrift für 
Medizinische Ethik, 57Heft1, 39-52, 2011, 02.

書籍等出版物
˙ ΓϞσϧͱϦϕϥϧϞσ͍ࢥΔͨΊʹɹ͑ߟΛࢮָ҆
ϧͷ֤ࠃൺֱɼӬ৹Ұɼؙળग़൛ɼ202311݄

˙ ೝࡋࢮָ҆ऀױɹࣄલҙࢥදࣔॻ͔ ň͍·ŉ ͷҙ
ɼӬ৹Ұɼؙળग़൛ɼ202012݄͔ࢥ

˙ ਓडਫ਼ᡢͱਓؒͷଚݫʵஅͱڀݚར༻ɼӬ৹Ұɼ
Ϧϕϧλεग़൛ɼ201707݄

˙ ྉɼӬ৹Ұमɼࢿͷൺֱͱࠃ๏ɿϕωϧΫε3ࢮָ҆
౦৴ಊɼ201605݄

˙ ϋϯεɾϤφεʰճه ɼɦӬ৹Ұଞ༁ɼ౦৴ಊɼ
201010݄

˙ ϋϯεɾϤφεʰͱ͍͏ݪཧ ɼɦՃ౻ঘ༁ɾӬ
৹Ұଞ༁ɼ౦৴ಊɼ200005݄

˙ ΧʔϧŋϠεύʔεʰਅཧʹ͍ͭͯ4 ɼɦ্࠺ਫ਼ɾӬ৹Ұ
༁ɼཧࣾɼ199705݄

講演・口頭発表等
˙ ੜ৩ࡉ๔ڀݚʕମͷྙཧͱੜࢿຊओٛͷਫ਼ਆɺӬ৹
Ұɼ࣮ଘࢥڠձୈ27ճ大ձʀ2011.06.25

˙ Über den Begriff lVerbrechen gegen die Menschheitz
ʵKarl Jaspers und Hannah ArendtɼӬ৹Ұɼୈ
23ճੈք学ձٞʀ2013.08.08

競争的資金等の研究課題
˙ ੈքʹ͓͚Δऴظͷҙܾࢥఆʹؔ͢Δݪཧɾ๏ɾจݙ
ͷ൷తڀݚͱΨΠυϥΠϯ࡞ɹՊ学ڀݚඅิॿ ʢۚج
൫ڀݚBʣɼ2011ʙ14

˙ ΦϥϯμɾϕϧΪʔɾϧΫηϯϒϧΫͷָ҆ࢮ๏ͷൺֱ
తڀݚɼϑΝΠβʔϔϧεϦαʔνஂࡒɼୈ20ճ2011
ڞࡍࠃಉڀݚॿ

社会貢献活動
˙ ์ૹ大学ࢁ学शηϯλʔ٬һڭतʢ2001ʙ 2009ʣ
˙ ϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯε学ձཧࣄʢ2010ʙ2016ʣ
˙ JBpressίϥϜχετʢ2019ʙࡏݱʣ

Ӭ�৹Ұ�ಛڭतจ学म࢜
Shinichiro Morinaga

ϓϩϑΟʔϧ
�����݄ɹ౦大学大学Ӄจ学ڀݚՊത࢜՝ఔதୀ
������݄ɹࢁҩՊༀՊ大学ॿڭत	ༀ学෦
�
������݄ɹࢁҩՊༀՊ大学ڭत	ༀ学෦

������݄ɹࢁ大学大学Ӄҩ学ༀ学ڀݚ෦	ༀ学
तڭ
�����݄ɹࢁ大学ୀ৬ɾಉ໊༪ڭतʪࢸʹࡏݱΔʫ
�����݄ɹҪ大学ҩ学෦٬һڭतʢ�����݄·Ͱʣ
�����݄ɹ公立小松大学大学Ӄಛڭत
ڀݚ
ྙཧ学ɾԠ༻ྙཧ学
ॴଐֶڠձ
ຊੜ໋ྙཧ学ձɾຊҩ学学ྙཧ学ձɾ౦学ձ

「
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性
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学
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け

人間の尊厳・責任・交わり・実存

ྙཧֶのݪཧɹਓؒのଚݫɾɾѪɾަ ΘΓɺԠ
༻ྙཧֶのॾ

ϋʔμϚʔϧਫ਼ਆපӃุͷൾňਓؒΑʂਓؒΛଚॏͤΑŉ
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世界遺産コパンとティカルでの調査研究を通して、遺跡保存
と活用の国際協力を推進する
　私の専門は、古典期（紀元 250 ～ 900 年頃）と呼ばれる最盛期マヤ文明の研
究です。初めて現地へ渡ってから 41年にわたる研究歴のうち、後半の 25年間
は世界遺産登録されている遺跡を中心に調査研究して来ました。特に、ホン
ジュラスのコパンのマヤ遺跡（1980 年文化遺産登録）とグアテマラのティカ
ル国立公園（1979 年複合遺産登録）で発掘調査や修復保存の支援を行ってい
ます。また、外務省やJICA、文化庁とも連携しSDGs達成に向けた文化遺産の
保存と活用の国際協力を推進しています。

༰ڀݚ

文理医の融合研究によりマヤ王朝史の解明を目指し、文化資
源学的実践研究を推進する
ホンジュラスのコパンでは、宇宙線ミューオンの物質透過力を使った未知

の王墓の探索や、コパン王の埋葬の同位体分析やゲノム解析を始め、先端的
な文理医融合研究を行って謎の王朝史の解明を目指しています。融合研究の
成果とともに、自身がコパンにおける過去の発掘調査で収集した膨大な一
次資料を使って、王朝創始期の検証を行い、新たなマヤ文明史の構築を目指
しています。一方、グアテマラのティカルでは、コパン王朝創始時期における
ティカル王朝の比較研究を行っています。現在は、建造物 5D-35の修復保存
に注力しており、考古学的な発掘調査は、修復保存作業に伴う事前発掘を中
心に行っています。
　文化資源学的研究は、JICAや文化庁とも連携し、世界複合遺産という文化
資源・自然資源を活用して、どのようにして自分たちの生活向上につなげて
いくか、コミュニティ住民や地元行政、カウンターパート政府機関と一緒に
その方策を考え、導き出す研修活動をしたり、遺跡の調査や記録、修復保存
に必須な三次元計測の方法とそのデータの活用法を教えていく研修事業を
行ったりしています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ඇഁյతख๏ʹΑΔݹߟ学ௐࠪ๏ͷ։
˙ ଌ๏ͷ֬立ܭݩ࣍ࡾ学ௐࠪʹ͓͚Δରผݹߟ
˙ 3Dٕज़ͱAIΛͨͬະղಡϚϠൾจͷղಡͷઓ

受賞
˙ ֎大ਉදজʢ202012݄ʣ
˙ ϗϯδϡϥεࠃจԽޭ࿑ʢ200612݄ʣɹ΄͔ɻ

論文
˙ தଜҰʮϚϠจ໌ίύϯҨʹ͓͚ΔݹయظԦݖʹؔ͢
Δॾʯh ͱੈքͷݹߟ学ɿຊݹߟ学ڠձۚ大
ձࢿྉूʱ319-322ทɻ202110݄ɻ

˙ Suzuki, S., Seiichi Nakamura, and D. Price, lIsotopic 
proveniencing at Classic Copan and in the southern 
periphery of the Maya Area: A new perspective on multi-
ethnic societyz, Journal of Anthropological Archaeology

60, pp.1-17, 2020/12ɹ΄͔ɻ

書籍等出版物
˙ Nakamura, Seiichi, et al. Japanese Contributions to the 

Studies of Mesoamerican Civilizations. (Studies in Ancient 
Civilizations 1), 2023/3.

˙ தଜҰʰϚϠจ໌Λ۷ΔɿίύϯԦࠃͷޠ ɺɦNHK
ϒοΫε1086ɺຊ์ૹڠձɺ20076݄ɻɹ΄͔ɻ

講演・口頭発表等
˙ தଜҰʮֵ৽తՊ学ٕज़͕͘ੈ࣍ͷݹߟ学ڀݚʯ
公立小松大学ࢢຽ公։ϑΥʔϥϜɺ2023ɻ

˙ Nakamura, Seiichi, lCooperación internacional japonesa 
en arqueología de Hondurasz I Jornada de arqueología 
por conmemoración de IHAH 2022/7. ΄͔ɻ

競争的資金等の研究課題
˙ Պݚඅج൫ڀݚʢSʣɺʮύϨΦήϊϛΫεʹΑΔϚϠจ໌
ίύϯԦேͷμΠφϛΫεղ໌ʯɺ20224݄ʙ20273
݄ʢڀݚදऀʣ

˙ Պݚඅઓతڀݚʢ։ʣʮӉઢϛϡʔΦϯͷಁྗࢹ
Λ׆༻ͨ͠ॏతੴߏͷඇഁյతௐࠪ๏ͷ։ʯɺ
20236݄ʵ20263݄ʢڀݚදऀʣ

˙ Պݚඅج൫ڀݚʢAʣɺʮੈքҨ࢈ίύϯͷϚϠҨʹ͓
͚ΔԦேظ࣌࢝ͱͦͷϓϩηεͷղ໌ʯɺ20184݄ʙ
20223݄ʢڀݚදऀʣ

˙ ՊݚඅڞࡍࠃಉڀݚՃج ʢۚڞࡍࠃಉڧڀݚԽBʣɺʮϛϡʔ
Φϯಁࢹ๏ΛͯͬϚϠจ໌ԦุͷൃݟΛڞࡍࠃ͢ࢦಉ
දऀʣɹ΄͔ɻڀݚʯɺ202010݄ʙ20223݄ʢڀݚ

社会貢献活動
˙ จԽிɹจԽҨڌྗڠࡍࠃ࢈ަྲྀۀࣄɺ࣮ࢪऀ
ʢ20214݄ʙ20253݄ʣ

˙ JICAͷٕࠜज़ۀࣄྗڠʢϗϯδϡϥεʣɺ࣮ࢪऀ
ʢ2024ʙʣ
˙ จԽҨྗڠࡍࠃ࢈ίϯιʔγΞϜɺதೆถՊձҕһ
ʢ20104݄ʙࡏݱʣɺՊձձʢ20244݄ʙʣɹ΄͔ɻ

ϓϩϑΟʔϧ
����ɹϗϯδϡϥεࠃ立ਓྨ学ྺ࢙学ڀݚॴੈքҨ࢈ʮίύϯͷϚϠҨʯσΟϨΫλʔ
����ɹαΠόʔ大学ੈքҨ࢈学෦ɹڭत
����ɹۚ大学ਓؒࣾձڀݚҬෟଐࡍࠃจԽݯࢿ学ڀݚηϯλʔɹڭत
����ɹۚ大学ਓؒࣾձڀݚҬෟଐࡍࠃจԽݯࢿ学ڀݚηϯλʔɾڭत
����ɹۚ大学ݹจ ɾ໌จԽݯࢿ学ڀݚॴɾڭत
�����݄ɹ大学ӃαεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊಛผটᡈڭतʗੈ࣍ݹߟ学ڀݚηϯλʔ
ڀݚ
ϚϠݹߟ学ɾϚϠจ໌Ԧே࢙���จԽݯࢿ学ɾจԽҨ࢈ͷอଘͱ׆༻
ॴଐֶڠձ
ձɺຊϥςϯΞϝϦΧ学ձڀݚ学ݹߟ学ձɺݹߟΞϝϦΧ学ձɺຊݹ
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マヤ文明、王朝、コパン、ティカル、文理医融合アプローチ、
文化遺産の保存と活用

ϚϠจ໌ڀݚɾϚϠߟ
ݹ ɾֶจԽֶݯࢿ

தଜ�Ұ�ಛผটᡈڭतɾੈ࣍ݹߟ学ڀݚηϯλʔम࢜ʢจԽՊ学ʣ
Seiichi Nakamura

ϗϯδϡϥεͷੈքҨ࢈
ʮίύϯͷϚϠҨʯ7߸
ਆ఼ͷൃ۷ௐࠪΛشࢦ
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マヤ文明における地域間交流解明に向けた考古学資料の分
析とその価値・活用法の模索
　私は、考古学的な調査によって出土した遺物や遺構、特に黒曜石や球技場
を研究資料として扱っています。その際、蛍光Ⅹ線分析を用いた黒曜石の分
析、三次元測量を用いた遺跡の記録等のように、異分野融合や最先端技術を
用いた研究法にも積極的に取り組みつつ、マヤ文明圏南東端の地域間交流を
研究しています。
また、上記のような遺物や遺跡は学術的価値だけを有するわけではなく、

教育や地域活性化、観光に活用されたり、アートや趣味としての価値も生ま
れ始めたりしています。このように、文化資源の新たな価値の発見、保護、活
用にも目を向けています。具体的には、ホンジュラスやグアテマラにおいて、
博物館展示等の活動、JICAや文化庁の委託事業等を通した文化遺産保護や
地域開発、国際貢献に携わっています。

༰ڀݚ

「周縁」としてのマヤ南東地域における地域間交流の研究

　私が研究対象にしている地域はマヤ文明圏であり、特に、中米のホンジュ
ラス西部に位置するコパン遺跡における調査研究を続けています。このコパ
ン遺跡は、「コパンのマヤ遺跡」として世界文化遺産に登録されており、マヤ
文明を代表する遺跡と言えます。また、コパンはマヤ南東地域に属しており、
マヤ文明圏における南東端および「周縁」に相当しています。つまり、マヤ地
域と「非マヤ」地域の境界線にあたり、様々な集団同士による文化的接触がな
されていた地域でもあります。
こうしたマヤ南東地域における地域間交流がマヤ文明の繁栄やマヤ南東

地域の社会的・経済的発展にどのように寄与していったのかを明らかにしよ
うとしています。その一環として、蛍光Ⅹ線分析を用いた黒曜石の原産地同
定やマヤ球技をはじめとする文化要素の比較を行っています。

シーズ・地域連携テーマ例
˙ ϚϠจ໌
˙ தถʹ͓͚Δຊͷྗڠࡍࠃ
˙ ੴจԽ

論文
˙ Ogawa, Masahiro.zSource Analysis of Obsidian Artifacts 

from the Southeastern Maya Region: Focusing Particularly 
on the La Entrada region and the Outer Peripheryz, 
In Seiichi Nakamura, Takuro Adachi and Masahiro 
Ogawa (eds.), Japanese Contributions to the Studies of 

Mesoamerican Civilization (Studies in Ancient Civilizations 1), 
Institute for the Study of Ancient Civilizations and Cultural 
Resources, pp. 23-33,2023.

˙ 小խ༸ʮϚϠೆ౦Ҭʹ͓͚ΔҬؒަྲྀͷڀݚ ʕϗϯ
δϡϥεɺΞαΫΞϧύҨग़ͷ༵ࠇੴࢿྉͷੳΛத
৺ʹʕʯh ۚ大学ݹߟ学لཁ 4ɦ2߸ɺpp.99-112ɺ2021ɻ

˙ Ogawa, Masahiro.zEstudios sobre el juego de pelota en 
el área sudeste de Mesoamérica -Con referencia especial 
al análisis de las canchas de pelota en Honduras-l, XXXII 

Simposio de Investigaciones Arqueológicas en Guatemala 

2018 (Tomo 2), Museo Nacional de Arqueología y 
Etnología, pp.681-692, 2019.ɹ΄͔ɻ

書籍等出版物
˙ Nakamura, Seiichi, Takuro Adachi and Masahiro Ogawa. 

Japanese Contributions to the Studies of Mesoamerican 

Civilization (Studies in Ancient Civilizations 1), Institute for the 
Study of Ancient Civilizations and Cultural Resources, 2023.

講演・口頭発表等
˙ 小խ༸ʮϚϠจ໌ੈքҨ࢈ʹ͓͚Δੈ࣍ݹߟ学ڀݚ
ηϯλʔͷྗڠࡍࠃʯ公立小松大学ࢢຽ公։ϑΥʔϥϜɺ
2023ɻ

˙ 小խ༸ʮϚϠೆ౦पԑ෦ʹ͓͚Δ༵ࠇੴަқωοτϫʔ
Ϋͷڀݚ ʕϗϯδϡϥεɺΞαΫΞϧύҨग़ͷ༵ࠇ
ੴࢿྉੳΛத৺ʹʕʯɺୈ25ճݹΞϝϦΧ学ձʢΦϯ
ϥΠϯ։࠵ʣɺ2020ɻɹ΄͔ɻ

競争的資金等の研究課題
˙ 公ӹஂࡒ๏ਓ∁ས学ज़ྭۚج एखڀݚॿ एखڀݚॿ
ʮϚϠೆ౦Ҭʹ͓͚Δ༵ࠇੴަқͷ௨࣌తมԽʹؔ
͢Δڀݚ ʵίύϯͱϥɾΤϯτϥʔμҬग़ͷ༵ࠇੴ
ྉͷൺֱΛͱʹʵʯ20234݄ʙ20243݄ࢿ

社会貢献活動
˙ JICAͷٕࠜज़ۀࣄྗڠʮςΟΧϧࠃ立公Ԃͷޫ؍ճ࿓
ʹ͓͚Δਓࡐҭͱ৫ԽࢧԉϓϩδΣΫτʯݱྗڠһ
ʢ20214݄ʙ20223݄ʣ
˙ JICAͷٕࠜज़ۀࣄྗڠʮςΟΧϧࠃ立公Ԃͷޫ؍ճ࿓
ʹ͓͚Δਓࡐҭͱ৫ԽࢧԉϓϩδΣΫτʯࠃௐһ
ʢ20224݄ʙ202212݄ʣ

小�խ༸�ಛॿڭम࢜ʢจ学ʣ
Masahiro Ogawa

ϓϩϑΟʔϧ
�����݄ɹಉࣾࢤ大学�จ学෦�จԽ࢙学Պɹଔۀ
�����݄ɹۚ大学大学ӃɹਓؒࣾձڀݚڥՊɹത࢜લظ՝ఔɹमྃ
�����݄ɹ大学ɹܦࡁܦӦ学෦ɹඇৗࢣߨۈ
�����݄ɹ�公立小松大学ɹ大学ӃαεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊʗੈ࣍ݹߟ学ڀݚηϯλʔɹ

ಛॿڭ
ڀݚ
ϚϠݹߟ学ɺจԽݯࢿ学
ॴଐֶڠձ
ձڠձɺຊଌྔڠΞϝϦΧ学ձɺάΝςϚϥɾϚϠจԽݹ
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マヤ南東地域、ホンジュラス、グアテマラ、黒曜石、マヤ球技

ϚϠֶݹߟɺจԽֶݯࢿ

ίύϯҨɹٕٿ ಉఆ࢈ݪੴͷ༵ࠇᶠઢੳʹΑΔޫܬ

LiDARΛ༻͍ͨί
ύϯҨͷݩ࣍ࡾ
ଌܭ
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こ

খઘɹ༝ඒ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

খݪɹจӴ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

༪ాɹܙཧ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

さ

ञҪɹɹ ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ຊɹҰຏ ੜࡔ ʜ ��

学ՊޢຊΊ͙Έ อ݈ҩྍ学෦�ࡔ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

学Պɹٓഢ อ݈ҩྍ学෦�ྟচ౻ࠤ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

し

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ɹɹۚ ੜ࢙ ʜ ��

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ɹɹ৾ ੜݪࣰ ʜ ��

ౡɹढ़ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

�ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ܙଜɹɹࢤ

ḏ୩ɹໜथ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

ɹɹҎࡍࠃ ߐจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

す

ླɹষే ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

ླɹҮే อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

ླ༝ґࢠ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

た

∁ɹ༞հ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

Պʜڀݚɹ७Ұ 大学Ӄ�αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ࢁ∁ ��

୯ɹɹᢳ䆾 ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��
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ち

ɹɹࡍࠃ ޫܚจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

つ

௩୩ɹ߂࠽ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

ాɹ༟ࢠ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

て

σχε・ϋーϞϯ

จԽަྲྀ学Պࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ ʜʜʜ ��

Ṅɹɹখᠳ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

と

℄ాਅ༝ඒ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

な

தࢠࡍࠃ ࢠوจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

ాɹنߒ อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

தాɹ໌ܙ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

௰ɹɹࡍࠃ จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

தଜɹҰ 大学Ӄ�αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊʜ ��

に

ౡɹɹࡍࠃ ܆จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

ଜɹɹ૱ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

の

ɹխಓ อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

は

ɹɹݪږ ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

จԽަྲྀ学Պࡍࠃ�จԽަྲྀ学෦ࡍࠃ ࢠوຊɹڮ ʜʜʜ ��

学Պຊɹହ อ݈ҩྍ学෦�ྟচڮ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

ひ

ɹਖ਼ར ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

ɹɹඒ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

ኍɹɹܓ ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

ふ

౻ాɹҰण อ݈ҩྍ学෦�ྟচ学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ੜ ɹਖ਼ݪ౻ ʜ ��

सɹਅҰ ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

ほ

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ੜ ߊɹɹࡉ ʜ ��

ま

લాɹगඒ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

দҪɹ༏ࢠ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

む

ଜࢁɹཱਓ ੜ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈γεςϜՊ学Պ ʜ ��

も

݄ɹɹѮ ࡍࠃจԽަྲྀ学෦ࡍࠃ�จԽަྲྀ学Պ ʜʜʜ ��

Ӭ৹Ұ 大学Ӄ�αεςΠφϒϧγεςϜՊ学ڀݚՊʜ ��

や

ޱɹඒ อ݈ҩྍ学෦ޢ�学Պ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

学ՊԬɹೋ อ݈ҩྍ学෦�ྟচࢁ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

学Պอ݈ҩྍ学෦�ྟচ ٱԬɹఓࢁ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

γεςϜՊ学Պ࢈γεςϜՊ学෦�ੜ࢈ੜ ࡾԼɹࢁ ʜ ��

学Պɹতത อ݈ҩྍ学෦�ྟচాࢁ ʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

学Պޢ อ݈ҩྍ学෦�وɹాࢁ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

学Պޢอ݈ҩྍ学෦� ࢠಸాࢁ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

�ຊɹɹത ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢁ
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